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は じ め に 


この た び は 、CASIO MX-10 を お 買い 上 げ い た だ きま し て 、 誠 に あり 
が と う ご ざ いま す 。 お 求め の MX-10 を 正しく ご 使用 いた だ く た め 、 こ 
の 「OPERATION MANUAL」 を よく お 読み くだ さい 。 ま た 、 一 度 お 
読み に な っ た あと も 、 い ざと いう 時 に お 役に立つ よう 必ず 保管 し て お 
いて くだ さい 。 
本 書 は 、 大 きく わけ て 次 の 3 部 構成 に な っ て いま す 。 
第 1 部 取扱 説明 書 
本 機 を 正しく 使う た め の 基本 的 な こと が 書い て あり ま 
す 。 必 ず お 読み くだ さい 。 
第 2 部 BASIC 入 門 
パー ソナ ルコ ンピュータ は 、 他 の 家庭 用 電気 製品 と ち 
が っ て 、 プ ログ ラム に よっ て 動き ます 。 プ ログ ラム は 
市 販 も され て いま す が 、 こ こ で は BASIC が 初め て の 人 、 
勉強 し た い 人 の た め に 、 わ か りや すく MSX BASIC の 
解説 を し て いま す 。 
第 3 部 リフ ァ レ ンス 
MSX BASIC の 機能 を 詳細 に 解説 し て あり ます 。 
ここ に 書か れ て いる こと を 全て 暗記 する 必要 は あり ま 
せん 。 必要 じ て 、 必 要 な ペー ジ を 辞書 を 引く と き 
の よう な 気持 ち で 読ん で くだ さい 。 











@ 本 書 の 内 容 に 関し て は 、 将 来 子 告 な し に 変更 する こと が あり ま 
す 。 

本 書 の 内 容 に つい て は 方 全 を 期し て 作成 いた し まし た が 、 万 ーー 
不審 な 点 や 誤り な ど 、 お 気付 きのこ と が あり まし た ら ご 連絡 くだ さい 。 

本 書 の 一 部 また は 全部 を 無断 で 複写 する こと は 禁止 され て いま 
す 。 ま た 、 個 人 と し て ご 利用 に な る ほか は 、 著 作 権 法 上 、 当 社 
に 無断 で は 使用 で きま せん の で ご 注意 くだ さい 。 

* 本書 使 用 に よる 損害 お よび 逸 失 利益 等 に つき まし て は 、 当 社 で 
は 一 切 その 次 任 を 負い か ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 耳 承 く だ さ 
い 。 
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CLOAD/CLOAD?、 CSAVE、SAVE、LOAD、BSAVE. BLOAD. MERGE、 

環境 設定 





CLEAR。 FRE, SCREEN、 KEY. 
KEYLIST、KEY ON/OFF 
プロ グラ ム の 実行 
RUN, CONT, TRON/TROFF. 
呈 半 間 村人 0 の McjSkRe な cet2S254822088430248EASSR2S523SAI3BSS23 お HH863253SWS3 光 13422033683Ces 
MAXFILES、 DEF INT/SGN/DBL/STR. 
DEF FN, DEF USR, DIM. ERASE. 












SQR、 ABS、 FIX、INT, 
SIN,、 COS. TAN。 ATN, EXP、 
LOG, RND. CDBL, CINT. CSNG, 

文字 列 操作 








ASC, CHR$, STR$, BIN$。 OCT$, 

HEX$, VAL、 STRING$ INSTR. 

LEN。 LEFT$, RIGHT$、 MIDS く < ステー トメ ント >. 
MID$ < 関数 >、SPACE$. SPC. 





GOT0, GOSUB、 RETURN、 
IF 一 THEN 一 ELSE/IF 一 GOT0 一 ELSE 
FOR 一 NEXT 


ON GOT0/ON GOSUB 
STOP, END, CALL, 
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ON ERROR GOTO, ERROR, 
ERL/ERR、 RESUME. 





INTERVAL ON/OFF/STOP 
ON INTERVAL GOSUB 
KEY (n) ON/OFF/STOP 
ON KEY GOSUB 

ON SPRITE GOSUB 
SPRITE ON/OFF/SToP 
ON STOP GOSUB 

STOP ON/OFF/SToP 

ON STRING GOSUB 
STRING ON/OFF/STOP 





REM, BASE, VPEEK, VPOKE, 
画面 制御 
CLS, COLOR, VDP. 
テキ スト 画面 へ の 出 カ 
PRINT, PRINT USING, LOCATE, 
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スプ ライ ト 機 能 
SPRITE$, PUT SPRITE, 
音 を 出す 
BEEP, PLAY く < ステ ー ト メン ト >〉, 
PLAY く 閲 数 >、 SOUND、 
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E 二 当 MX-10 の 紹介 





CASIO MX_-10 は 、 MS X 規 格 の ホー ムコ ンピュータ で す 。 こ の MS X 規格 は 、 メ スー カー や 機種 を 問わ 
な い パ バー ソナ ルコ ンピュータ の 統 一 規格 で すか ら 、 お 友だち に MS X を 使っ て い る 人 が いた ら 、 そ の 
人 の 使っ て いる ゲー ム や プロ グラ ム は 、 こ の MX _-10 に も 使え る の で 、 大 変 便利 で す 。 で は 、 順 を 追っ て 
MX_-10 の 特長 を 説明 し まし ょ う 。 


田 MSX BASIC を 内 蔵 

本 機 は 、 数 多く の 命令 を 持っ た MS X BASIC 
を 内 蔵 し て いま すか ら 、 高 度 な 計算 や 、 音 楽 、 
グラ フィ ッ ク な ども で き 、 パ ソコ ン と し て 初心 
者 の 人 か ら ベ テラ ン の 人 まで 幅広 く 使 えま す 。 
も ちろ ん 、 他 の MS X 機 種 で 作ら れ た プロ グラ 
ム も 本 機 で 活用 する こと が で きま す 。 


田 MSX の カー トリ ッ ジ ・ ソ フト が 

使え まる 
MS X 用 に 発売 され て いる カー トリ ッ ジ の ソフ 
ト な ら ば 、 ゲ ー ム プロ グラ ム で も 学習 プロ グラ 
ム で も 自由 に 使う こと が で きま すか ら 、 買 っ た 
その 日 か ら す ぐに 楽し むこ と が で きま す 。 





一 3 重 和音 の 出せ る 音楽 演奏 機能 

楽し く 音楽 を 演奏 する た め 、 8 オク ター プ 3 重 
和音 で 、 本 格 的 な 音楽 演奏 を 行なう こと が で き 
ま ボ 。 

も ちろ ん テレ ビ ゲ ー ム な どの よう みな 効果 音 も 自 
由 に 出す こと が で きま す 。 





田 多 彩 な カラ ー 表 示 
本 機 は 16 色 の カラ ー 表 示 が で きま す 。 ま た 、 ス 
プラ イト 機能 と いっ て 、 キ ャ ラク ター (人 物 や 
ミサ イル 等 ) を 画面 上 で 自由 に 動か すこ と が で 
きま す 。 
田 は じ め か ら つ いて いる ジョ イ バ ッ ド ・ 

トリ ガー キー 
ゲー ム を する と き に 使う ジョ イス ティ ッ ク の 代 


り に 、 本 機 で は キー ポ ボード 上 に ジョ イ パ ッ ド と 、 


トリ ガー キー と いう キー が つい て いま す 。 で す 
か ら 、 ジ ョ イス ティ ッ ク が な く て も すぐ に ゲー 
ム を 楽し むこ と が で きま す 。 





【 注 意 】 





画家 庭 用 テレ ビ や AV テレ ビ が 使え ます 
家庭 用 の テレ ビ に つなぐ だ け て で 本 機 を 使う こと 
が で きま す 。 ま た 、 オ ー デ ィ オ ・ ビ デオ 記子 が 
つい て いる AV テレ ビ を 使う こと が で きま す 。 





本 機 の RAM 容 量 は 、I6K バ イト で す 。 市 販 の ソ 
フト ウェ ア (ROM カ ー ト リッ ジ 、 カ セッ ト テ ー 
プ な ど ) を 購入 する と き に は 、 使 用 する 際 に 必 
要 な メモ リー サイ ズ を 確認 し て くだ さい 。 な お 、 
メモ リー の 増設 に つい て は 258P を 参照 くだ さい 。 





本 機 の 使用 に あたっ て は 、 以 下 の こ と に 注意 し て くだ さい 。 


人 @ 電 源 に つい て 
⑱ ①AC ア タプ ター は 家庭 用 電源 コン モ セント (AC100V) に つ な 
ぎ ま す 。 (外国 で は 使用 で きま せん ) 


@AC ア タダ プター の コー ド は 無理 に 曲げ た り 、 コ ー ド の 上 に 
重い 物 を 乗せ た り し な いで くだ さい 。 
③ 働 が つい た コー ド は 絶対 に 使わ な いで くだ さい 。 


④ 温 度 の 高い と ころ や 、 水 の そば で 使う こと は 避け て くだ さ 


い 。 


⑤ テ レビ と 本 体 と は 少し 離し て お 使い くだ さい 。 本 体 の 近く 
に ある テレ ビ や ラジ オ に 雑音 が 入っ た と き は 、 本 体 を も っ 
と 離し て くだ さい 。 

⑥ 本 体 が 汚れ た 場合 は 、 シ ン ナ ー や ベン ジン な ど を 使わ ず に 、 
「 よ く か わい た や わら か い 布 」 か 「 中 性 洗剤 に 浸し 、 よ く 絞 
っ た 布 」 で ふい て くだ さい 。 


電源 を 抜く と 
り 持っ て 抜い て くだ さい 。 

⑧ も し 、 軸 常 が お きた ら 電 源 を 切っ て 、AC ア ダ プ ター を コン 
セン ト か ら は ず し て くだ さい 





ず 、 プ ラグ を し っ か 








⑨ 長 い 間 使わ な い 場 合 は 、AC ア ダ プ ター を コン セン ト か ら 抜 


いて くだ き さ 





① 本 体 の 左上 に ある 通風 也 は ふさ が な いで くだ さい 。 


@ 乱 桑 に 扱っ た り 、 本 体 の 上 に 物 を 乗せ た り し な いで くだ さ 
い 。 
⑨ 総 対 分 解 し な を いで くだ さい 。 





使 有 中 お か し な こと が あっ た ら 、 第 7 剤 の トラ ブル シュ ー 
ティ ング の と ころ を 見 て くだ さい 。 

















き -4 MX-10 の セッ ト 内 容 


MX_10 に は 、 次 の も の が 入っ て いま す 。 内 容 を 確か め な が ら 、 そ れ ぞ れ の 名 称 を 覚え て くだ きい 。 


ッ チ 


還 MIN 10 の 相 休 
ックス 、 技 


AC ア ダフ ター、 切 扱 


ー ド (1 本)、 オ < 









一 AC ア ダ プ ター (AD-4175) 
MX-10 の 本 体 と 家庭 用 電 療 を つ 
な ぎ ま す 






一 MX-10 の 本 体 
MX-i0 の 頭 疾 で 、 あ な た の 命令 
を 確実 に 実行 し ます 


画 接 続 コー ド 
本 体 と 切換 スイ ッ チ ボッ クス 
を つなぐ コー ド で す 。 


田 切 換 ス イッ チ ボ ッ クス (SB-5) 
MX-10 を 使う か テレ ビ を 見 る か 
の 切り 換え を し ます 





き -2 癌 部 の 名 称 


スロ ッ ト ( カ ー ト リッ ジ を さ し 込 むと ころ ) 
※ ス ロッ ト に は 、ROM/RAM カ ー ト リッ ジ お よび クイ ッ 
ク デ ィ ス ク 以 外 は さ し 込 まな いで くだ さい 。 








キー ボー ド 
ジョ イ バ ッ ド 
2 イイ スク 全 が は) 
ゲー ム 操 作 を する 


トリ ガー キー 

BI 

ゲー ム 操 作 を する 

AC ア ダ プ ター 接続 品 電源 スイ ッ チ 
CMTr ヶ 入出 力 映像 出力 
(カセ ッ ト レ コー ダー と の 接続 の と き に 使い ます ) (A V テ レビ と 接続 する と き に 使い ます ) 
T V 出 力 音声 出力 
(家庭 用 テレ ビ と 接続 する と き に 使い ます 。) (A V テ レビ と 接続 する と き に 使い ます ) 


J2( ジ ョ イス ティ ッ ク 端 子 2 ) 
1( ジ ョ イス ティ ッ ク 端 子 | ) 


3-3 本 体 と テレ ビ の 接続 


さあ 、 こ れ か ら MX-10 と テレ ビ を 接続 し ます 。 

MX-10 を スム ー ズ に 動か す た め に 、 説 明 に し た が っ て 正しく 接続 し て くだ さい 。 テ レビ に は 、 家 庭 用 
テレ ビ と 映像 ・ 音 声 端子 の つい て いる AV テレビ が あり 、 ど ちら も 使え ます が 、 そ れ ぞ れ 接 続 の 仕方 
が ちがう の で よく 注意 し て し っ か り 接 続 し て くだ さい 。 


田家 庭 用 テレ ビ と の 接続 図 






MX-10 本 体 


MX-10 を 使う と き は 、 コ ンピュータ 


テレ ビ を 見 る と き は テレ ビ ヒビ 側 へ 、 | 
側 へ 切り 換え ます 。 


VHF 上 端子 へ 


750 同 軸 ケ ー ブ ル の と き 家庭 用 テレ ビ 





アン テ ナ 線 が 3000 フ ィ ー ダ ー 線 の と き 


田家 庭 用 テレ ビ と の 接続 の 仕方 


次 の 順序 で 正しく 接続 し まし ょ う 。 

① MX-10 本 体 の 電源 が OFF に な っ て いる こと 
を 確認 し 、 接 続 コ ー ド の 一 方 を 本 体 の T V 端 
子 へ つなぎ ます 。( 図 1 ) 

② 次 に 接続 コー ド の も う 一 方 を 切換 スイ ッ チ ポ 
ックス に つなぎ ます 。( 図 2 ) 

③ い まま で TV て で 使っ て いた アン テ ナ 線 を TV 
か ら は ず し 、 切 換 ス イッ チ ポ ックス に つなぎ 
ます 。 
ここ て で 注意 する こと は 、 ア ン テ ナ 線 の 接続 部 
が 2 通り ある こと で す 。 
ひと つ は 次 の 図 の よう な 75Q0 同 軸 ケ ー ブ ル 


ーー つつ 


も う ひ と つ は 次 の よう な 300Q フィ ダー 線 の で RS 
* ゃ アン テ ナ 線 が 75G @ ア ン テ ナ 線 が 300G 


同 輸 ケ ー ブ プル の と き フィ ー ダ ー 線 の と き 


それ ぞ れ 接続 する と ころ が ちがい ます の で 、 
よく 確認 し て 接続 し まし ょ う 。( 図 3 ) 





















⑬ 切 換え イッ チ ポ ックス の 同軸 ケー ブル を 、 テ 
レビ 裏面 の VHF ア ン テ ナ 端子 へ つなぎ ます 。 
( 図 4) 
接続 コー ド 


同軸 ケー ブル 
アン テ ナ 線 





VHF ア ン テ ナ 端子 に つい て 
玉 ア ン テ ナ 端子 板 に は 、75Q と 300Q の 切換 スイ ッ チ が つい て いる も の が あり ます 。 その 場合 に は 
750 に 切り 換え て くだ さい 。 
( 例 ) 


3009 
の す る " 目 
=* 756 ) 8 
3009 
災 VHF ア ン テ ナ 端子 が コネ クタ ー 式 の と き に は 
①F 型 コ ネクター が 必要 で す 。 


=mーー 
| F 型 コネ クタ ー 
同軸 ケー ブル 
ピン 一 F 型 変換 コネ クタ ー が 必要 で す 。 
き は 、MX-10 と テレ ビ の 切り 換え は で き な い た め 、 テ レビ は 見 れ ま せん 。 
LU- 居 '「 硬 仙 テレ ビ の コネ クタ ー に 接続 


ビン 一 F 型 
ek (変換 コネ クタ ー) 








この 場合 切換 スイ ッ チ ポッ クス を 使わ ず に 、 接 
続 コー ド か ら 変 換 コ ネクター に 接続 し ます 。 
@(F 型 コネ クタ ー、 ビ ンド F 型 変換 コネ クタ ー) は お 近く の 電気 屋 さ ん で お 買い 求め くだ さい 。 











上 記 の 接続 が 正しく 行なわ れ た か 、 も う 一 度 確認 し て くだ さい 。 正 し く 接 続き され て いた ら チ ャ ン ネ ル 
の セッ ト を 行ない ます 。 

⑤ チ ャ ン ネ ル の セッ ト 

テレ ビ の チャ ン ネ ル は 1 か 2 の どちら か を 選び 
ます 。 

MX-10 の 本 体 を 裏 が えす と チャ ン ネ ル 切 換 ス イ 
ッ チ が あり ます 。 チ ャ ン ネ ル は 次 の 通り で す 。 


MX-10( 裏 ) 


L し = 1 チャン ネル 
(1 チャ ン ネ ル が 空き チャンネル ) 
H= ニ 2 チャ ン ネ ル 
(2 チャ ン ネ ル が 空き を チャンネル ) 
放送 の な い チ ャ ン ネ ル (空き チャ ン ネ ル ) を 選 
び 、 テ レビ も 同じ し チャン ネル に 合わ せま す 。 





2 チャ ン ネ ル | チャ ン ネ ル 








田 A C ア ダ プ ター の 接続 


AC ア ダ プ ター は 次 の 手順 で 接続 し ます 。 本 体 の 電源 スイ ッ チ が OFF に な っ て いる こと を 確 
か め て か ら 、AC ア ダ プ ター と 本 体 を つなぎ ます 。 次 に AC ア ダ プ ター を コン セン ト に 差し 込 


み ま す 。 








これ て で 準備 OK。 あ と は 電源 スイ ッ チ ON を 待 つ だ け で す 。 


圏 AV テレ ビ (映像 、 音 声 端子 付 ) へ 接続 する と き は 






音声 入力 端子 
映像 入力 端子 


AV テレ ビ に 接続 する に は 、 付 属 の 接続 コー ド 
と 同じ コー ド を も う 一 本 用 意 し て くだ さい 。( 市 
販 の コー ド が 使え ます 。) 

接続 方 法 は 、 MX-10 の AUDIO 適 子 と AV テレ ビ 
の AUDIO (まだ は 音声 )、MX-10 の VIDEO 導 子 
と AV テレ ビ の VIDEO (また は 映像 ) を それ ぞ 
れつ な ぎ ま す 。 くれぐれも 両端 子 ま ち が え な 
いよ うに 注意 し て くだ さい 。 

コー ド の 接続 が 終わ っ た ら 、AC ア ダ プ ター を つ 
な ぎ ま す 。 








AV テレ ビ に 接続 する と き は 、 切 換 ス イッ 
チ ポ ックス は いり ませ ん 。 








う 3-4 カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ ー こ と の 接続 の 仕方 


^ カ セッ ト テ ー プ レコ ー ダ ー は 、 プロ グラ ム や デー タ の 保存 や テー プ の ゲー ム を 行なう 時 に 使い ます 。 
それ 以外 は 必要 あり ませ ん 。" 

カセ モット テー プレ コー ダー を MX_-10 本 体 に 接続 する と き は 、MX-10 本体 の 電源 は 、 必 ず OFF に し て 
行なっ て くだ さい 。 カ セッ ト テ ー プ レコ ー ダ ー は 、 み な さん が か 現在 お 使い に な っ て いる 普通 の も の と 、 
パソ コン 専用 の テー プレ コー ダー ( 例 : カ シオ デー タレ コー ダーKR-7) が あり ます 。 

※ は ほとん どの カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ ー が 使え ます が 、 一 部 使え な いも の も あり ます 。 





(カセ ッ ト テ ー プ レコーダー) 


カセ ッ ト イ ンタ ー フ ェ イ ス 
(FA-32 : 別売 ) 


EAR 一 一 出力 (イヤ ホン )… 黒色 プラ グ 注 ) リモ ー ト 端 了 の な い カ モッ ト テ ー ブ 
REM 一 一 リモ ー ト コン トロ ー ル … 灰 色 プ ラグ レコ ー ダ ー の 場合 は 、 リ モー ト プ ラ 
MI C 一 一 一 入力 (マイ ク )… 赤 色 プ ラグ グ は どこ に も つなぎ ませ ん 。 


き - ら 5 作動 開始 


パソ コン と テレ ビ と の 接続 が 終っ た ら 、 次 の 順 庁 て スイッチ を 入れ て くだ さい 。 


① テ レビ 、 パ ソコ ング の 電源 プラ グ を コン セン ト に 差し 込み ます 。 
テレ ビ の スイ ッ チ を 入れ ます 。 
パソ コン の スイ ッ チ を 入れ ます 。 


※ 消 す 場 合 も 、 テ レビ の スイ ッ チ を 切っ て か ら 、 パ ソコ ン の スイ ッ チ を 消し て くだ さい 。 
間もなく 、 テ レビ 画面 が だ 下 の よ うに な り 、 数 秒 た つと 右 下 の よ うに な り ま す 。 


MSX BASIC version 1.9 

Copyright 1983 by Microsoft 

12431 Bytes free 

1 林 機 で は 12431 バイ ト 
数 秒 後 本 


1 が 自由 に 使え ます 。 


MSX System 
version 1.9 


カー ソル 


Copyright 1983 by Microsoft 


ファ ンク ショ ン キ ー の コマ ンド 
ガイ ド 
color auto goto list run 





画面 が 上 の よう に 表示 され な いと き は 、 接 続 が 正しく 行なわ れ て いる か 、 よ く た し か め て くだ さい 。 
次 に 、 こ の 画面 を きれ い に し ま し ょ う 。 

まず キー ポー ド の な か か ら [SHIFT ] と 革 か れ た キー と 、 [8 語 ] と 書か れ た キー を さがし て くだ さい 。 
[SHIFT ) キー は 、 キ ー ポ ー ド の 左端 と 右端 の ふた つ あ り ま す が 、 働 き は まっ た く 同 じ で すか ら 、 好 
き な 方 を 使っ て くだ さい 。 

で は 、 そ の [SHIFT ) キー を 押し な が ら [8 
キー を 押し て くだ さい 。 す る と 、 今 まで 画面 に 


表示 され て いた 廊 字 が 消え て 、 左 上 の 隅 に 圏 が ] 
表示 され ます 。 こ れ を カー ソル と いい ます 。 カー ツル 


color auto goto list run 





※ 以 後 キー を 押し な が ら [8 放 ) キー を 押す こと を 、 [SHIFT ] -「~ [8 謀 ] と 書き ます の で 、 
よく 覚え て お いて くだ さい 。 


これ で 準備 完了 で す …ー ソ 


E ア 委 ROM カ ー ト リッ ジ を 使っ て みよ う 





4-1 ROM カ ー ト リッ ジ と は 

市 販 さ れ て いる MSX 規 格 の ゲー ム ソ フ ト に は 、 テ ー プ ソフ ト と カー トリ ッ ジ ソフ ト が あり ます が 、 
この うち の カー トリ ッ ジ ソフ ト が 「ROM カ ー ト リッ ジ 」 で す 。 テ ー プ ソフ ト に つい て は あと て で 説明 す 
る と し て 、 ま ず 、 手 軽 な ROM カ ー ト リッ ジ に つい て 説明 し ます 。 

ROM カ ー ト リッ ジ は 、 四角い 逢 に な っ て いて 、 
下 に 細長 い 溝 (スリ ッ ト ) が あり ます 。 

この 中 に は 、 パ ソコ ン ゲ ー ム を 行う た め の 情 報 
が ぎっ し りつ まっ て いま す 。 あ と は 人 簡単 な 操作 
で ゲー ム が 始め られ ます 。 

楽し い ゲ ー ム が いっ ぱい の ROM カ ー ト リッ ジ で 
大 い に 楽 し ん で くだ さい 。 





4-2 操作 は 簡単 


ROM カ ー ト リッ ジ が 手 に 入っ た ら 、 次 の よう 

に し て MX-10 に 差し 込み ます 。 

① パ ソコ ン の 電源 を OFF に し ます 。 

スロ ッ ト の ふた を あけ 、ROM カ ー ト リッ ジ を 
スリ ッ ト の ある 方 を 下 に し て 、 し っ か り と 差 
し 込ん で くだ さい 。 
この と き 、 カ ー ト リッ ジ の 表 と 裏 を よく 確か 
め て 、 タ イト ル の ラベ ル が 貼っ て ある 方 ( 表 ) 
が 前 に くる よう に 差し 込み ます 。 

※ な お 、 カ ー ト リッ ジ の スリ ッ ト に は さわ ら な 
いで くだ さい 。 

パソ コン の 電源 スイ ッ チ を 入れ ます 。 
これ で OK で す 。 


24-3 ゲー ム 開 始 

カー トリ ッ ジ を 差し 込ん で MX-10 の スイ ッ チ を 入れ ます と 、 ゲ ー ム の スタ ー ト 画面 が 表示 され ます 。 
ゲー ム が 始ま っ た ら 、 ジ ョ イ パ ッ ド や トリ ガー キー を 使っ て 、 遊 ん で くだ さい 。 ま た 、 ほ と ん どの 場 
合 、 カ ー ト リッ ジ の 入っ て いた 箱 の 裏側 や 中 に 遊び 方 の 説明 が あり ます の で 、 そ の 説明 文 も よく 読み 
まし ょ う 。 

カー トリ ッ ジ を スロ ッ ト か ら 抜 く と き は 、 必 ず MX-10 の 電源 スイ ッ チ を 切っ て か ら 行 な っ て くだ さい 。 
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第 5 間 | 
5- 1 キー ボー ド を 覚え まし ょ よう 


キー ポー ド の キー を 見 て くだ さい 。 ひ と つの キー に 2 つも 3 つも 女 字 や 記号 が 書か れ て いま すね 。 
MX-10 と 友だち に な る た め に 、 キ ー の 名 前 を し っ か り 覚 えま し ょ う 。 






ファ ンク ショ ン キ ー 数 字 ・ 文 字 キ ー _ ホー ム ポ ボ ポジション ・ 
クリ アス クリ ー ン キー 


スト ッ プ キー 2 







































































































































































デリ ー ト キー 

セレ クト キー 

ーー カー ソル キー 
エス ケー プ キ ー ! に 0 

タプ キー 還 回 回 
コン トロ ー ル キー 回 回 回 回 E 人 
シフ トキ ー 
リタ ー ン キー 
トリ ガー 1 キー シフ トキ ー 
レー か な キー 











トリ ガー 2 キーーJ 
bi プス ロッ クキ ー トー グラ フィ ッ ク キ ー 


スペ ー ス バー 


ら -2 カー ソル は 自由 自在 


画面 に な に か 文字 が 残っ て いた ら 消 し て くだ さ 
い 。( [SHIFT ] 「~ [8 で し た ね ) 

で は 、 キ ー を 自由 に 押し て くだ さい 。 画面 の 左 
上 か ら 横 書き に 、 女 字 や 記号 が あら われ て くる 
で し ょ う 。 こ こ で 気がつく こと は 、 カ ー ソ ル の 
あっ た と ころ に 女 字 や 記号 が 出 て くる こと で す 。 
この カー ソル を 前 後 左右 に 動か す の が 、 キ ー ボ ポ 
ー ド の 上 部 に ある 4 つの 矢印 、 カ ー ソ ルキ ー で 
す 。 ち ょ っ と 押し て みて くだ さい 。 カ ー ソ ル が 
押し た 矢印 の 方 に 動く の が 確か め ら れる は ず で 
す 。 カ ー ソ ルキ ー は 、 一 度 押 す と 1 女 字 分 、 押 
し 続け る と 何 廊 字 分 も 続け て 移動 し ます 。 

ここ で 、 カ ー ソ ル を 画面 の セン ター に 移動 きせ 
て 娘 字 を 出し て みて くだ さい 。 


※ ジ ョ イ パ ッ ド は ゲー ム で キャ ラク ター を 動か 
す た め の キー で 、 カ ー ソ ル の 移動 に は 使い ま 
せん 。 

※ [d6Me] キー (ホー ム ポ ジ シ ョ ン ・ ク リア スク 
リー ン ) を 押す と カー ソル は ホー ム 位 置 ( 諾 
上 すみ ) に 移動 し ます 。 
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5-3 アル ファ ベッ ト の 小文字 / 大 文字 の 使い わけ 


(1) 小 文字 主体 の 入力 の と き 
@ 小 文字 の 出し 方 
アル ファ ベッ ト の キー を その まま 押せ ば 、 
カー ソル の ある 位置 に 小文字 が 表示 され ま 
の 


abcdef 田 


に 
こら 


( 


e 大 文字 の 出し 方 
キー を 押し な が ら 、 文 字 キ ー を 
押し ます 。 


abcdefGHI 画 


この よう に キー を 押し た り 離 し た り し な が ら 、 大 廊 字 と 小 女 字 を 打ち 分 ける こと が で きま す 。 
と ころ が 、 大 廊 字 の 多い プロ グラ ム を 入力 する 場合 に は [ 記 踊 ] キー を 使う 方法 が 簡単 で す 。 


(2) 大 文字 主体 の 入力 の と き 
@ 大 文字 の 出し 方 
キー を 押し て か ら 廊 字 キー を 押し ます 。 


2 S ウ ce 


1 度 押す と ロッ ク 状 態 に な る 


e 小 文字 の 出し 方 
8 ) キー を ロッ ク 状 態 の まま [SHIFT ] キー を 押し な が ら 女 字 キ ー を 押し ます 。 


ペペ 人 / 


ロッ ク し た まま 





練習 が 終わ っ た ら L68] キー を も う 一 度 押 し て 、 ロ ッ ク を 解除 し て くだ さい 。 





se キー の 使い 方 
] 


| (88gJ キ ー は 押す ご と に ロッ ク 状 胡 と その 解除 を くりかえし ます 。 打 と うと する 英 廊 の 中 に 
小娘 字 が 多い か 大 廊 字 が 多い か で 使い わけ る と 便利 で す 。 


SS プッ ロッ ク 状 態 が 続く - 再 び 押す まで 
世 際 状態 が 続く 


1 度 押 す と ロッ ク も う 1 度 押 す と ロッ ク は 
状態 と な る 。 解除 され る 





5-4 ガ な の 出し 方 


キー の 上 に は アル ファ ベッ ト や 記号 


と いっ し ょ に カタ カナ が 書い て あり ます ね 。MX-10 は カタ カナ は 


も ちろ ん で す が 、 ひ ら が な も 出す こと が で きま す 。 こ れ に は [か を キー を 使い 、 こ の [か な キー も 


キー と 同じ よう に 、 押 すご と 
要 は あり ませ ん 。 


@ ひら が な を 出す に は 


[か な キー を 押し て ロッ ク 状 態 に し 
て か ら 廊 字 キ ー を 押し ます 。 


だ く 点 を つけ る に は 


半 だ く 点 を つけ る に は 


小娘 字 を 出す に は 


音 引き を 出す に は 


※ だ く 点 や 半 だ く 点 な ど は 、 ダ プル 
の 位置 を し っ か り 覚 えて お きま し 


次 は 、 カ タカ ナ の 出し 方 の 練習 を し 


@ カタ カナ の 出し 方 
[みな を 】 キ ー が ロッ ク さ れ て いる 状 
態 で [568 ] キー を 押し て 文字 キー 
を 押し ます 。 


だ く 点 を つけ る に は 


半 だ く 点 を つけ る に は 


小文字 を 出す に は 


音 引き を 出す に は 


に ロッ ク 状 態 と 解除 状態 を くり か え し ます か ら 、 押 し つづ ける 必 


ほ ーー 
sen 


sm 
SHIFT (し じ と ] | あ は * は" ぁ 


y SHIFT コー し に [se は ? ぁ は 一 





クォーテーション (" ) や 句点 ( 。) と まち が え や すい の で キー 
ま : の ie 


ます か ら 、 [みな] キー は ロッ ク し た まま に し て お きま す 。 


z。 


ァ * 
の の 
mW) CD) ァ * ペッ 


(いい ) (SeeT) (に ) アハ * ハマ ァ ハ ー 





ひと つの キー を いく 通り に も 使え る シフ トキ ー 





大 娘 字 、 小 娘 字 な ど を 出す の に 活躍 し た [SHIFT ] キー は 、 ひ と 
つの キー を いく 通り に も 使う た め に ある キー で す 。 


右 図 の よう に 、 ひ と つの キー に は 最大 4 つの 文字 や 記号 が 書か TP 


れ て いま す が 、 こ の キー を 押し ます と 2” が 表示 され ます 。 2 ィ 
と ころ が [SHIFT ] キー を 押し な が ら 、 こ の キー を 押す と 、 上 の イ 


"(ダブ ルク ォ ー テ ーション ) が 出 ま す 。 この よう に 、 キー の 
上 側 に ある 記号 を 出す に は 、[SHIFT ] キ ー を 押し な が ら 使う こ 
と を 覚え て くだ さい 。 

次 に 、 s な を ど が ロッ ク さ れ て いる 状態 の まま [SHIFT ] 
キー を 使 と 右側 の 文字 また は 記号 が 表示 され ます 。 





5-5 文字 、 記 号 の 出し 訪 の まとめ 


これ で 、 い ろ い ろ な 文字 や 記号 が 出せ る よう に な っ た は ず で す が 、 こ こ で いま まで の こと を まとめ て 
お きま し ょ う 。 














| ロック 本 。 | 婦 字 の 種類 と 位置 | 表示 | [SHNFT) を 押し な が ら | 表示 
( 例 1) | 何 も 押 さ な い アル ファ ベッ ト の 小文字 キー の 左 | a | アル ファ ベッ ト 大 文字 キー の 左 | A 
CO 関 9e> の ) アル ファ ベッ ト の 大 文字 / キ ー の 左 | A | アル ファ ベッ ト 小 女 字 キー の 左 | a 

(みな (ロッ ク ) ひら が な キー の 下 さ ーー 一 

[みな (8g( ロ ッ ク ) | カタ カナ ノ キ ー の 下 サ ーー 一 ー 
( 例 2) | 何 も 押さ な い 数 字 / キ ー の 左 4 | 特 珠 文字 / キ ー の 上 

(みな (ロッ ク ) ひら が な 大 文字 キー の 下 え | ひら が な 小 交 字 / キ ー の 右 
ー" (みな 68( ロ ッ ク ) | カタ カナ 大 文字 キー の 下 エ | カタ カナ 小娘 字 / キ ー の 右 

人 AP 月 押し な が ら | グラ フィ ッ ク バ ター ン 水 = ニー 
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ら -@ 記号 が 似 て いる ガ ら 注意 し まし ょ う 


キー ポー ド に は 、 似 た よう な 記号 が あり ます 。 ひ と つ ひ と つ 意 味 が ちがい ます か ら 、 し っ か り 覚 えて 
くだ さい 。 






















































































キネ ーー 5 = ュー 四 に | へ と へ 
の マイ ナス 
如 27 ジ ba 2 | ダブ ルク ォ ー テ ーション へ | 数 字 の ベ キ 乗 マ ー ク 
ひら が な 、 カ タカ ナ の 音 引 き 
レン タバ ひら が な 、 カ タカ ナ の だ く 点 | [ o > | ひら が な 、 カ タカ ナ の へ 
9 ォ ーー * ォ ーー 
ひら が な 、 カ タカ ナ の 半 だ く 点 | [| >・ 中 黒点 7 た リマ ー ク 
(アポ スト ロフ ィ ー) 
2 句 点 ビリ オド ・ カン マ 
ニャ ジン を あま で う 
野宮 不 等 号 
8』 カッ ヨコ 
ら 5- フ スペ ー ス バー の 働き 
これ で 、 大 文字 、 小 廊 字 や 数 字 が 自由 自在 に 出せ る よう に な っ た は ず で す 。 で は 、 こ こ で 問題 を 出し 


ます 。 次 の 廊 を 画面 に 表示 し て みて くだ さい 。 
We call the apple “FUJIZ 


さて 、We と call の 間 に 1 娘 字 分 あい て いま す が 、 こ れ は どう し ます か ? 
"カーソル を 1 文字 分 移動 すれ ば いい の で は 」 一 一 正解 で す 。 そ れ で 十分 で す が 、 も う ひとつ 方 法 が あ 
り ま す 。 そ れ は 、 1 字 あ ける と ころ に きた ら 、 キ ー ポ ー ド の 下 の 方 に ある スペ ー ス バー を 押す の で す 。 


で は 、 ス ペー スバ ー の 働き は 、 カ ー ソ ルキ ー の 陵 ] の 働き と まっ た く 同 じ し か と いう と 、 そ う で は あり 
ませ ん 。 それ を 確か め て み ま す 。 


① ま ず カ ー ソ ルキ ー [ 鍋 を 使っ て 、 先 ほど 表示 し た 文 の 先頭 の W の と ころ まで カー ソル を 移動 し て く 
だ さい 。 


次 に カー ソル キー 隊 ] を 最後 の ” まで 押し 続け て くだ さい 。 


② 同 様 に 再び カー ソル を W の と ころ まで 移動 し ます 。 
こん ど は スペ ー ス バー を 押し 続け て くだ さい 。 


① と ② で は 結果 が ちがい まし た ね 。② で は せっ か く 出 し た 文字 が 消 を た は ず で す 。 カ ー ソ ルキ ー と ス 
ペー スバ パー の それ ぞ れ の 役割 は 次 の よう に な っ て いる の で す 。 


・ カ ー ソ ルキ ー 了 加 
AD カー ソル を 右 に 1 文字 分 移動 させ る 
・ ス ペー スバ パー 


2 スペ ー ス (空白 ) を 1 つ 出 す 。 
し た が っ て 、 も と も と 何 も 表示 され て いな いと ころ に カー ソル が ある 場合 は 、 2 つの キー は 全く 同じ 


働き を し ます が 、 カ ー ソ ル の 下 に 文字 が ある 場合 は 、 単 に カー ソル を 移動 させ る の と 空白 を 出す の と 
で は ちがっ た 結果 に な る わけ で す 。 


菩 e call the apple"FUJI* カー ソル キー 隊 ) we cal11 the apple"FUJI" 還 





立 e ca11 the apple"FUJI" スペ ー ス バー 





ュ ユン ピュ ー タ の 本 で は 、 ス ペー ス を 出す こと を “つこ ” で 表わし て ある も の が あり ます が 、 こ れ は ヽ プ 
1 つ で 、 ス ペー ス 1 コ と いう 意味 で す 。 
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ら -8_ RETURN キー に つい て 


これ ま て で 画面 に 女 字 を 表示 し て きま し た が 、 コ ンピュータ の 反応 は あり ませ ん で し た 。 い よい よこ れ 
か ら コ ンピュータ の 性 能 を 引き 出す こと に し まし ょ う 。 
キー ポー ド の 右側 に ある リタ ー ン キー を 見 つけ て くだ さい 。 矢 印 が 変形 し た よう な 絵 が 書い 
て ある この キー が と て も 大 切な キー な の で す 。 
いま ま て 画面 に 表示 され た 女 字 は 、 こ れ は あく まで 5 も “表示” で あっ て 、 コ ンピュータ は まだ 読み と 
っ て いま せん 。 ですから コン ピュ ー タ が 反応 し な い の は 当然 で す 。 で は 、 コ ンピュータ が 表示 し た 次 
字 を 読み と る に は どう し た らい いで し ょ うか ? 
ここ で 活躍 する の が リタ ー ン キー で す 。 
この キー は 、 コ ンピュータ に 対し て 、「 画 面 の 文 を 読み と っ て くだ さい 」 と 命令 する も の で 、 こ れ が 押 
され る こと に よっ て 、 は し じ め て コン ピュ ー タ は 画面 に 書か れ た 女 字 を 読み と る の で す 。 
を ご で 。 だ と ど を ば 

Am la handsome boy ? 
と 表示 し 、 を 押し て 答 を 要求 し た と し まし ょ う ……。 
画面 に は “Syntax error” と 表示 され 、 そ の 
下 に `Ok” と 書か れ た は ず で す 。 
これ は シン タッ クス ・ エ ラー と いっ て 、「 表 示さ 
れ た 廊 が コン ピュ ー タ に は 理解 する こと が で き 
ませ ん 」 と いう 答え な の で す 。 
私 た ち が 、 日 本 語 と いう 特定 の 言葉 を 使っ て 会 
話 を する よう に 、 コ ンピュータ に も コン ピュ ー 
タ が 理解 で きる 言葉 が あり ます 。 
今回 は 、 い き な り Am I a handsome boy ? ? 
と 聞か れ た の で 、 コ ンピュータ に は その 意味 が 
理解 で き な か っ た と いう わけ で す 。 
この こと に つい て は 第 2 部 BASIC 入 門 で し っ か 
り 学ぶ こと に し まし ょ う 。 
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5 ら -9 ファ ンク ショ ン キ ー の 働き 


キー ポー ド の 上 の 方 に ー と いう キー が あり ます が 、 こ れ を ファ ンク ショ ン キ ー と いい 


ます 。 


ファ ンク ショ ン キ ー は 、 比 較 的 よく 使わ れる コマ ンド (コン ピュ ー タ に 命令 する こと ば ) を 1 文字 ず 
つ 入 力 し な く て も 、 一 度 の 操作 で 入力 で きる 便利 を な キー で す 。 
F1 か ら F 5 まで は その まま 押し 、F 6 か ら F10 ま で は キー を 押し な が ら 押 し て コマ ンド 


を 表示 させ ます 。 


な お 、 こ の コマ ンド は 自由 に 設定 する こと が で きま す 。 そ し て 、 そ の と き は Key と いう 命令 で 変更 し 


ます 。(136P 参 照 ) 




































キー | RbSeWh eee 
(| @ DOE3 Cp 敵前 の 
ClgpeQgg 。 
@OTOE う 3 Cg | @eQmC 

CE | pm 

IOWE3( っ ) Es) | DEBWQCGJ 








※ 画 面 の 下 に color auto goto list run と 表示 され て いま す が 、 こ れ は し Fi に color が 、 [Fz 
に auto が 設定 され て いま す と いう 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 働き を 表示 し て いる コマ ンド ガイ ド な の で す 。 





に F2) 


キー を 押せ ば [Fe ] か ら Fe 】 まで の 内 容 を 表示 し ます 。 
※ こ の コマ ンド ガイ ド を 消し た いと き は [KEY)QOJ FI) 介し 選 と 操作 し て くだ さい 。 
再び 表示 させ る と き は 上 MEJ(YJ(O) (MM (と 操作 し ます 。 
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ら -10 特殊 キー 


これ まで 何 度 も 使っ て きた [SHIFT ] キー や 、 キー な ど や 廊 字 キー、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 以 外 
の 特殊 キー の 働き を ここ で まとめ て お きま し ょ う 。 


TAB 


SHIFT 











[5EU 
gr 














シフ トキ ー 


キャ プス ロッ クキ ー 


スペ ー ス バー 


グラ フィ ッ ク キ ー 
か な キー 
リタ ー ン キー 


パッ クス ベー スキ ー 


カー ソル キー 
ホー ム ポ ジ シ ョ ン キ ー 


クリ アス クリ ー ン キー 


イン サー トキ ー 


デリ ー ト キー 
スト ッ プ キー 








カー ソル を 8 文字 分 移動 させ ます 。 
(その 間 に 廊 字 が ある 場合 、 文 字 は 消え て し まい ます ) 





文字 キー と 組み 合わ せ て 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 文字 や 、 キ ー の 上 と 
右 に 書か れ て いる 文字 や 記号 を 表示 し ます 。 


アル ファ ベッ ト 大 文字 、 [ か な ] キー と 組ん で カタ カナ を 表示 し ます 。 
| 文字 分 の 空間 を 表示 し ます 。 

(文中 で は と 記し ます ) 

廊 字 キー と 組み 合わ せ て グラ フィ ッ ク バ ター ン (29P) を 表示 し ます 。 
文字 キー と 組み 合わ せ て 、 ひ ら が な 、 カ タカ ナ を 表示 し ます 。 
入力 し た 女 字 や 記号 を コン ピュ ー タ に 記 億 させ る と 同時 に カー ソ 
ル を 次 の 行 の 先頭 に 移し ます 。 

カー ソル を 1 文字 前 に 戻し 、 そ こ に ある 文字 を 消し ます 。 

カー ソル を それ ぞ れ 矢印 の 方 向 に | 文字 分 移動 し ます 。 

カー ソル を 画面 の 左上 端 に 移動 し ます 。 


SHIFT | キー と 組み 合わ せ て 、 画 面 の 文字 を すべ て 消し 、 カ ー 
ソル を 画面 の 左上 端 に 移動 し ます 。 


文字 と 女 字 の 間 に 、 別 の 文字 を 入れ ます 。( 詳 し いこ と は 、 第 2 部 
~BASIC 入 門 ” て 説明 し ます 。) 
カー ソル 位置 に ある 文字 を 消し ます 。( 同 上 ) 


プロ グラ ム の 実行 や 、 リ スト の 表示 を 一 時 停止 し ます 。 も う 一 度 
押す と 再び 続き が は じ ま り ます 。 








※ 人 ESC]( ェ スケ ー プ キー)、 還 攻 ] (モレ クト キー)、 








(トリ ガー キー)、 ジ ョ イ パ ッ ド は 


プロ グラ ム 入 力 の 段階 で は 使い ませ ん の で 、 こ こ で は 説明 を 省略 し ます 。 





※ キー は 、 他 の キー と 組み 合わ せ て 、 下 記 の よう な さま ざま な 働き を し ます 。 





キ > 上 と いっ し ょ に 押し た と き の 働き 
カー ソル を 直前 の 単語 の 先頭 へ 移動 し ます 。 
入力 待ち の 状態 を 中 断 し ます 。 
カー ソル の ある 行 の カー ソル 以下 の 文字 を 消し ます 。 
カー ソル を 次 の 単語 の 先頭 へ 移動 し ます 。 
BEEP 音 を 出し ます 。 
カー ソル の 1 つ 前 の 文字 を 消す 。(BS と 同じ ) 
カー ソル を 8 文字 分 移動 する 。( と 同じ ) 
カー ソル を 次 の 行 に 移動 する 。 
カー ソル を 画面 の 左上 端 に 移動 する 。( と 同じ ) 
画面 の 廊 字 を すべ て 消し 、 カ ー ソ ル を 左上 端 に 移動 する 。 
( [SHIFT ] -「~( 培 と 同 じ ) 
カー ソル を 左端 に 戻し ます 。( と 同じ ) 
カー ソル を 行末 に 移動 し ます 。 
イン サー トモ ー ド に し ます 。( と 同じ ) 
カー ソル の ある 行 を すべ て 消し ます 。 
カー ソル を 右 に 移動 し ます 。( [ 半 ] と 同じ ) 
カー ソル を 左 に 移動 し ます 。([ 抽 と 同じ ) 

カー ソル を 上 に 移動 し ます 。( [ 創 と 同じ ) 

カー ソル を 下 に 移動 し ます 。( [ 馬 ] と 同じ ) ※ [] は アン ダー バー で す 。 

プロ グラ ム の 実行 や リス ト の 表示 を 中 断 し ます 。 



































周り @ 避 紅 避 回 選 必 口 愉 器 日 回 回 回 回 6 





し と 操作 し ます 。 


リス ト 表 示 は これ で 終了 し 、 ブ ログ ラム 実行 を 終了 せ ず 再 実行 する 場合 は C]IOIIN] 
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6-1 テー プ ソ フト と は 


第 4 斉 で 、 ゲ アー ム ソ フ ト に は ROM カ ー ト リッ ジ と テー プ が ある と いい まし た が 、 こ こ で は その テー プ 
に つい て 説明 し ます 。 

ゲー ム な どの プロ グラ ム の 入っ た テー プ の こと を テー プ ソ フト と いい 、 外 見 は 普通 の カセ ッ ト テ ー プ 
で す 。 使い 方 は ROM カ ー ト リッ ジ に 比べ る と 、 多 少 手間 が か か り ま す が 、 一度 覚 えて し まえ ば 簡単 で 
すか ら が ん ば っ て チャ レン ジ し て くだ さい 。 


6-2 ゲー ム の 準備 


テー プレ コー ダー が 、 カ セッ トイ ンタ フェ イス で て パパ ソコ ン 体 と つなが れ て いる こと を 確か め て か ら 、 次 の 手順 

で 操作 し ます 。( リ モー ト 端 子 の な い テ ー プ レコ ュー ダー に つい て は 、 次 の ペー ジ で 説明 し ます 。) 

① テ ー プ を テー プレ コー ダー に セッ ト し ます 。 テ ー プ の A 面 と B 面 で ちがっ た ゲー ム の プロ グラ ム が 
入っ て いる こと が ある の で 、 注 意 し て くだ さい 。 

② リ モー ト プ ラ グ を は ず し 、『 巻 きも ど し ポ タン 」 を 押し 、 巻 きも ど し が 終っ た ら 、 リ モー ト プ ラ グ を 
差し 込み ます 。( カ シオ KR- 7 は リモ ー ト プラ グ を は ず す 必要 は あり ませ ん ) 

③ 『 再 生 ポタ ン 』 を 押し ます 。( こ の と き 、 テ ー プ は まだ 回 っ て いま せん ) 

④① こ れ で テー プ の 方 の 準備 が で きま し た の で 、 次 に キー ポー ド か ら 次 の よう に キー を 押し て くだ さい 。 


CLOAD は 、『 シ ー ロ ー ド 」 と 読み 、CASSETTE LOAD の 略 で 、 カ セ モット テー プ の 内 容 を パソ コン 

の 記憶 部 分 (メモ リー) に 読み 込む こと で す 。 

また 、 テ ー プ の 片面 に 何 種類 か の ゲーム プ ログ ラム が 入っ て いる 場合 は 、CLOAD の あと に 、 ゲ ー ム 

名 (ファ イル ネー ム ) を つけ る こと も あり ます 。 (詳しく は 「『 第 2 部 BASIC 入 門 」 の 45P を 参照 ) 
まもなく 画面 は ドド の よう に な り ま す 。 こ れ は 、 パ ソコ ン が テー プ の な か か ら X メ メメ と いう 名 前 の プ 

ログ ラム を 見 つけ た と いう 意味 で す 。 見 つけ た プロ グラ ム を パソ コン の な か に 、 ロ ー ド し 終わ る と 

*Ok* と 表示 され て テー プ が 止ま り 、 こ れ で 完了 で す 。 


cl1oad 
FoOumd : XXX 一 メ メメ と いう ファ イル ネー ム 
の プロ グラ ム を 見 つけ た 。 





6-3 最後 の 操作 


画面 に *Oky が 表示 され た ら 、 キ ー ポ ー ド で 決 の よう に 入れ て くだ きい 。 


RUN と いう の は 、 パ ソコ ン に 対し て 「 プ ログ ラム 通り 仕事 を 始め な さい 」 と いう 命令 で す 。 で すか ら 、 
プロ グラ ム を 始め る こと を ^RUN さ せる ” と か “実行 きせ る ” と か “走ら せる ” と いい ます 。 

や が て 画面 が パッ と 変っ て 、 ゲ ー ム が 始ま り ます 。 あ と は ROM カ ー ト リッ ジ の 時 と 同様 、 画 面 の 説明 
お よび テー プ ソ フト の 入っ て いた 箱 の 裏面 や 説明 書 を 読ん を で ゲー ム を 楽し ん と で くだ さい 。 


6-4 テー プレ コー ダー に リモ ー ト 上 端子 が な いと き は …… 
家庭 用 テー プレ コー ダー の な か に は 、 リ モー ト 端 子 が つい て いな いも の も あり ます 。 そういう) 機種 の 
と き は 次 の 操作 手順 で 行なっ て くだ さい 。 

① テ ー プ を セッ ト し 、 巻 きも ど し て 準備 を 完了 させ ます 。 

② リ モー ト 端 子 以外 の 接続 を 確か め た ら 、 キー ポー ド で CLOAD[ を 入れ ます 。 


テー プレ コー ダー の 再生 ポタ ン を 押し ます 。( テ ー プ が 回 り 始 め ま す ) 

(あと は リモ ー ト 端子 付 の と き と 同じ し です 。^Ok*” の 表示 が で た ら 、 テ ー プ レコ ー ダ ー を 入 止 させ て く 
だ さい 。 
この 後 の 操 作 は 、 リ モー ト 端 子 付 と 同様 、 代 UU] 【M] [し コ ] で アー ム を 開始 し て くだ さい 。 


6-5 アレ ツ 、 困 つ だ な ア … 
と いう と き は 


① テ ー プ が 回 っ て いる の に Found′ が 出 な を い 。 
キー ポー ド 左 側 の CTRU] キ ー を 押し な を がら 左 上 の STOP キー を 押す と Device 1/0 error” が 画面 に 
表示 され 、 テ ー プ は 止ま り ま す 。 そ こ で も う 一 度 テ ー プ を 巻き も ど し 、 テ ー プ レコ ー ダ ー の 音量 ( 
ポリ ュー ム ) を 大 きく し た り 、 音 質 ( ト ー ン ) を 高く し て 、 最 初 か ら や り 直 し て くだ さい 。 (音量 を 最 
大 に し て も 同じ 場合 は 、 他 の テー プレ コー ダー で 試し て くだ さい 。) 

②*Ok” が 出る 前 に Device 1/O error” が 出 て テー プ が 止ま る 
原因 と し て は 、 テ ー プ に 傷 が つい て いる か 、 テ ー プ レコ ュー ダー の 電源 が 途中 で 切れ た こと な ど が 考 
えら れ ま す 。 し た が っ て 、 こ の 2 つの こと を 確か め て か ら も う 一 度 や り 直 し て くだ さい 。 
テー プレ ュー ダー の ヘッ ド を 市 販 の クリ ー ニ ング キッ ト で きれ い に す れ ば 、 直 る こと も あり ます 。 
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介 ま と め ーーーー い ろ い ろ な キー 機能 

特殊 キー と 女 字 キー を 組み 合わ せ て 押す と 、 い ろ い ろ な 女 字 や 記号 が 表示 され る こと が わか っ た と 思 
いま す 。 次 に 特殊 キー を 押し た と き の 各 キー の 機能 を まとめ て お きま す の で 、 プ ログ ラム を 入力 する 
と き 、 ど の キー を 押せ ば よい か わか ら な いと き な ど に 利用 し て くだ さい 。 


アル ファ ベッ ト 


(文字 キー だ け を 押し た と き ) 











STop Fi・fe] [F2・F7] [F3-Fe] [F4・F9] [FsF Gee] [ins ] [oe ] ISeuEcr 


加 | 2] ] [2] [5] [同日 財団 回 較 回 回 








































































































































































































PIEIIPIEIEIEIKIIEIEIEIEIE 
tam の NZ 
xl [gg 回 回 口 口 ロ w 


Re 



























































( [SHIFT ] キー を 押し な が ら の と き ) 
srop Fi・fe] [Fz-Fz] [FS-Fal [Fa:F] [Fs:Fd 避 Lws] Lom ] 臣 FcT 
農 上 回 回 回 回 回 口 加 回 口 昨日 加 回 較 回 
mw] [e] [wl 還 ] 同 品 回 円 回 還 円 円 | 

豆 ] 団 国 回 回 回 回 回 回 回 上 還 品 
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W BE 



































SHiFT 
Ci ) 
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( S3) キー が 押し て ある と き ) 
[srog] [ 貼 ql (区 = 札 (-al [Fe-f (EE El 
國 回 還 回 団 回 合田 回 回 回 日 回 団 回 回 回 回 回 
ma ] [e] [w] [| [ 還 ロ [y] [ 円 lg] 回 較 回 


mm] 団 国 回 回 回 回 回 回 回 回 回 9 ⑳⑯④ 
sw] 団 国 回 還 回 回 回 口 ロロ gw 




















































































































園 ビ ーー 自 加 
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( [みな キー が 押し て ある と き ) 











STOP FRI・Fe] F2・F7] [F3・Fg] [F4・F9] [F5:Fiol 




















[ 避 egl Ns ] [oe ] 還 LEc1 


























較 較 回 団 団 国 回 回 回 回 回 回 思 回 回 回 回 回 回 
本 届 較 人 人 人 

[] 団 回 回 回 回 回 回 回 回 回 品 口 4 
sw ] 団 回 回 還 回 国 国 国 回 回 図 ( 

ーー 回 回 






























































( [みな ] キー と [8 度 ) キー が 押し て ある と き ) 


本 ) 区 本 琉 - 本 相本 区 9 ほ 記 Ps] 


較 連 図 四国 団 田 回 回 回 加 還 回 回 回 回 
加悦 財 | 
[ 記 ] 団 四 回 回 回 回 回 回 回 回 器 4 
[ee] 罰 田 連 四 円 図 国 回 図 団 還 宅 
| ーー 還 


科 
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( 6RAP 則 キー を 押し な が ら の と き ) 


[STog [-fe] (Ez-f 








F3・Fa] [F4・Fe] [Fs:Fd 





es eg] [ws ] [om ] serecr 






















































































































































































較 [ 同 則 図 団 国 国 国 固 国 還 品 口 回 回 国 団 回 
m | [ 四 句 国 口 占 口 図 口 回 会 、 
mml[ 隊 田 田 印 財 口 口 国 ほ ml 
ST | 円 円 口 国 還 還 [人] [ww 
WW 6 
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以上 で コン ピュ ー タ の 取扱 い 方 法 の 説明 は 終り で す が 、 最 後に 使 有 中 の トラ ブル に つい て 説明 し て お 
きま す 。 


e 本 体 の 電源 スイ ッ チ を ON に し て も POWER の ラン プ が 点灯 し な い 。 









































原 因 は AE 二 ] 置 
AC ア ダ プ ター AC ア ダブ プター を コン セン ト に 接続 し ます 。 
@ 画 面 に 何 も 映 ら な い 
原 本 5 届 呈 生 人 欄 是 処 置 
| テレ ビ の 電源 テレ ビ の 電源 を ON に し ます 
2 接続 コー ド の 接続 | 接続 コー ド を 正しく 接続 し ます ー 
3③ROM カ ー ト リッ ジ の 挿入 | ROM カ ー ト リッ ジ を 正しく 入れ ます 。 
2 の | テレ ビ の チャ ン ネ ル と 本 年 の チャ ン ホル 切換 スイ ッ チ を 合わ せ 
5 テレ ビ の 調整 | テレ ビ の 敏 同調 、 學 度 、 コ ント ラス ト を 調整 し ます 。 
@ 受信 信号 が 弱い 
| 原 因 議 必 を ME 9: きま PT. さと ft: 杜 cー 
D チ キジ 玉生 換 イ ジテ は の 2 ボ 本 入 次 ギバ の が 生か お 
2 の テレ ビ の 調整 | テレ ビ の 彼 同 訂 を 調整 し ます 。 間 


$ 切 換 ス イッ チ ポ ックス 切換 スイ ッ チ ボッ クス を 正しく 接続 し ます 。 


@eROM カ ー ト リッ ジ が 作動 し な い 









①ROM カ ー ト リ 





@ カセット テー プ の プロ グラ ム を ロー ド で き な い 






① カ セッ ト ケ ー ブ ル の 接続 カセ ッ ト ケ ー ブ ル を 正しく 接続 し ます 。 





② カ セッ ト テ ー ブ プレ コー ダー の os 2 8 
音量 ・ 音 質 カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ ー の 音量 ・ 音 質 を 調整 し ます 。 











| 第 部 | 


BASIC 入 門 


ITJJIIJJJJJJJJIJIJJ. 
TIIIIIIIIIIJIIWIJ, 
TITIIIITIIIWIIJWJWIWITJT」 
「TTIILIIIMJWMJJIJWJWJIJTJ, 
の の どの と のど と PW 間 間 
年 間 すず プア アプ アザ と プ と PP 間 間 
プア アア アア と PP 間 間 
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E 間 全 細 プロ グラ ム と は 





1-1 コン ピュ ユー タ と は 

ひと 普 前 まで て 、 コ ンピュータ に 対す る 私 た ちの イメ ー ジ は 、^ ヾ 人間 が 命令 すれ ば 何で も や っ て し まう ? 

スー パー マン 的 な も の で し た が 、 現 在 で は 日 常 生 活 の な か に いろ いろ な 形 で 組み 込ま れ て き て いま す 。 
た と えば 、 お 母さん な ら 「 マ イコ ン 炊 飯 器 」 や 「 マ イコ ン 内 蔵 の 洗たく 器 」 が すぐ に 頭 に 浮か ぶ こ と 
で し ょ う 。 ま た ビジ ネス マン な ら 「 給 与 明 細 」 や 各種 の 「 伝 票 」 を イメ ー ジ する で し ょ うし 、 子 供 た 
ちはや は り 「TV ゲ ー ム 」 や 「 マ イコ ン 内 蔵 ラ ジ カ セ 」 な ど で し ょ うか 。 

この よう に 、 コ ンピュータ は どん どん 私 た ちの 身近 な も の に な りつ つ あ り ま す が 、 さ て コン ピュ ー タ 
と は 何 か ? 一 ひと 言 で いそ えば 「 プ ログ ラム と いう 命令 に よっ て 動作 する マシ ン 」 で あり 、 オ フィ ス 
コン ピュ ー タ も パー ソナ ルコ ンピュータ も TV ゲー ム も 、 す べ て プロ グラ ム に よっ て 動い て いる の で 
す 。 


1-2 MSX BASIC の 役目 


MX-10 は 、Z-80 と いう IC (集積 回 路 ) を CPU に 使っ て いて 、 そ の CPU が MX-10 の 中 心 と な り 、MX 

10 を 制御 する 部 分 で す 。 こ の CPU 自体 は 「 機 械 語 」 と 呼ば れ て いる 「 コ ンピュータ こと ば 」 し か 理解 
で きま せん が 、「MSX BASIC」 と いう 、 私 た ち に も コン ピュ ー タ に も 理解 で きる こと ば を 使う こと で 、 
コン ピュ ー タ へ の 命令 が 可能 に な る の で す 。 た と えば 、 た し 濾 の 答 を 求め る と し ます 。 





回 全 較 印 軌 ⑳(SHiFTJ 団 選 (g] 











と 入力 すれ ば 、MSX BASIC が CPU に わか る こと ば に な お し て 伝え 、CPU が 計算 し 、 そ の 結果 を 私 
た ち に 返し て くれ る わけ で す 。 そ こ で 、MX-10 を 思い の まま に お 使い いた だ くに は 、 こ の MSX BASIC 
を 知ら な く て は な り ま せん 。 

MSX BASIC に は 、 文 法 や 約束 が あり 、 そ れ を 守っ て 命令 し ます が 、 基本 的 な こと さえ 覚え て し まえ 
ば 、 あ と は 使っ て いく うち に 自然 に マス ター で きま すか ら 、 と に か く < 積極 釣 に MX-10 に さわ っ て くだ 
さい 。 





1-3 プロ グラム と は 


「 音 楽 を 演奏 し な さい 」「 計 算 を し な さい 」 
これ ら は すべ て 命令 で すね 。 人 間 同 士 な ら 、 そ 
の 人 に わか る こと ば で 言 そ を ば いい わけ で す が 、 
コン ピュ ー タ に 命令 する に は 、 プ ログ ラム が 必 
要 と な り ま す 。 





と ころ で 、 命 令 と いっ て も いろ いろ ある わけ で 、 


た と えば 「 銀 行か ら お 金 を お うろ し て 、 パ ソコ ン 
ショ ッ プ に 行き 、MSX パソ コン を 買い な さい 。 
お つり が あっ た ら ゲ ー ム カー トリ ッ ジ も 買っ て 
き な さ い 」 一 一 と いう の が あっ た と し ます 。 こ 
れ は 、 命 令 の 集まり で あっ て 、 ひ と つ ひ と つの 
命令 に 分 けれ ば 

①「 人 銀行 か ら お 金 を お ろ し な さい 」 

の 「 パ ソコ ン シ ョ ッ プ に 行っ て MSX パ ソコ ン 

を 買い な さい 」 
③「 も し お 金 が あま っ て いた な ら ゲ ー ム も や 買 
いな さい 」 

と な り ま す 。 こ の よう に 「 い くつ も の 命令 が 集 
まっ た も の 」 が プロ グラ ム な の で す 。 
で すか ら 、MX-10 用 の プロ グラ ム と は 、 私 た ち 
と MX-10 の 共通 語 「MSX BASIC 」 の 文法 や 約 
東 に も と づい て 書か れ た 命令 の 集まり と いう こ 
と に な り ま す 。 
この 命令 に は 、 実 行 する 順番 を きめ る た め に 、 
命令 の ひと つ ひ と つ に 番号 を つけ て や る 必要 が 
あり ます 。 こ れ を 行 番号 と いい ます 。 
つま り プ ログ ラム は 、 コ ンピュータ に 作業 の 内 
容 と その 手順 を 教え ん る も の な の で す 。 


1O 命令 娘 


gm ぐー-o 命令 文 
30 命令 婦 





33 






2 の -1 プロ グラ ム の 入力 と 注意 
MSX パ ソコ ン に は た くさ ん の ゲー ム や 実用 の テー プ ソ フト や カー トリ ッ ジ が 市 販 さ れ て いま すか ら 、 
それ ら を 使う と すぐ に パソ コン を 使う こと が で きま す 。 そ れ は 、 テ ー プ や カー トリ ッ ジ に すでに プロ 
グラ ム が 入っ て いる か ら で す 。 し か し 、 プ ログ ラム は 自分 で キー ポー ド か ら 打 ち 込む こと も 可能 な の 
で ず 。 

ここ で は 、 プ ログ ラム 入力 の 方 法 と 注意 に つい て 説明 し ます 。 


@ プロ グラ ム を 打ち 込む 前 の 注意 


①MSX BASIC で な い プ ログ ラム は 打ち 込ん で も エラ ー に な り ま す 。 

プロ グラ ム の 文字 が 英文 の 大 廊 字 で 書い て あっ て も 、 小 女 字 で 打ち 込ん で も か まい ませ ん 。 な ぜ な 
ら 、 コ ンピュータ は 大 廊 字 と 小娘 字 の 区 別 は し な いか ら で す 。 つ まり 、BOOK も book も まっ た く 同 
し と みな し て いる わけ で す 。 で も 例外 も あり ます 。 " (ダブ ルク ォ ー テ ーション ) で くく られ た 文 
字 に 関し て は 区 別 を し ます 。 だ か ら BOOK” と book" は ちがう の で す 。 

③ 行 番号 は 、 自 動 的 に 小さ い 順 に メモ リー に 整理 され ます か ら 、 打 ち 込 み の 順 序 が 逆 に な っ て も か ま 
いま せん 。 

④ ま ちがっ て 打ち 込ん で も 、 打 ち 込み が 終っ て か ら 修 正 で きま すし 、 そ の まま 実行 し て も 画面 で まち 
が い を 知ら せ て くれ ます か ら 、 気 軽 に 打ち 込ん で みて くだ さい 。 


@ プ ログ ラム 入力 


次 の プロ グラ ム は 、 た くさ ん の 円 を 描く た め の プ ログ ラム で す 。 
まず は 、 こ の プロ グラ ム を 入力 し て 画面 に 円 を 描い て み ま し ょ う 。 

行 番号 命令 

1 の COLOR 7.15 

2 の SCREEN 2 

3 の FORJ リ =| TO 15 

4 の K=8 ネ J 

5 の CIRCLE( 128.96),K.J 

6 の NEXT J 

7 の END 


く プ ログ ラム の 入力 例 > 
プロ グラ ム を 入力 する と き 、 英 廊 字 は 大 文字 、 小 文字 どちら で も か まい ませ ん 。 
で は 、 な に は と も あれ 入力 し て み ま し ょ う 。 


注 : コ ンピュータ の な か に 大 切な を プログ ラム が 残っ て いる と き は カモ セッ ト テ ー プ ヘ へ セー ブ (44P 参照) 


し て か ら 始 め て くだ さい 。 


まず 、 と キー を 押し て 、 コ ンピュータ の メモ リー を きれ い に し ま す 。 





時 
1 カー ソル 





19 color 7,15 
軒 


19 color 7,15 


29 screen 2 
画 





次 に 画面 も きれ い に し ま し ょ う 。 
HET ) -[ 台 で 商 面 を ク 
リア し て か ら 1 行 ず つ 入 力 し て 
いき ます 。 も し 入力 ミス を し て 
し まっ た ら 、2-2「 リ スト 修正 」 
(38P か ら 42P ま で ) を 参照 し 
な が ら 修 正 し て くだ さい 。 


まず 10 行 め ( 行 番号 が 10 の 行 ) を 
入力 し ます 。 






EE3⑦(CJQO⑧(Cg) 


*(⑳(FJ⑦D⑳ と 
入力 し て も 同じ で す 。 

※ 行 の 終り に 必ず (リタ 
ー ン キー) を 押し ます 。 こ れ 
を 忘れ る と コン ピュ ー タ は 記 
億 し ませ ん 。 

※ 区 ぺー は 押さ な く て も か まい 
ませ ん 。 

※ 。 は し に を 使い ます 。 


20 行 め を 入力 し ます 。 
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19 color 7.15 

29 Screen 2 

3 for J=1 to 15 
1I 


す 








19 color 7,15 

29 screen 2 

39 for j=1 to 15 

49 K=8xj 

| | 

19 color 7,15 

29 screen 2 

39 for j=1 to 15 

49 K=8xj 

59 circle(128.96) ,k,J 


画面 中 の ※ は アス タリ スク マー ク (*) で す 。 


ご 注意 


30 行 め を 入力 し ます 。 





ET BE う 3 
※ー は [ を 使い ます 。 


40 行 め を 入力 し ます 。 
③⑳(⑳63 (KO (SmFT) 回 
⑧(sHiT)-" 国 () 


※ 米 は を 使い ます 。 


50 行 め を 入力 し ます 。 
(smT)-~(9⑳ 器 
(Sm) 0 
※( は [』 を 使い ます 。 

) は じす を 使い ます 。 


本 書 で は プロ グラ ムリ スト や 画面 表示 を 見 や すく する た め に 、 プ リン タ で 印字 し た リス ト を 使用 し て 
いる 箇所 も あり ます 。 この 場合 、 ア スタ リス クマ ー ク ( 玉 ) が (※) と な っ て いま す の で 、 入 力 する 際 に 
は ご 注意 くだ さい 。 
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19 color 7.15 60 行 を 入力 し ます 。 


29 screen 2 
39 for j=1 to 15 

49 kK=8xJj 

59 circle(128,96),K,J 最 行 に 70 行 を 入力 し ます 。 

6 RE の 3 因 @⑩ 可 (Co) 
玉 


これ で 、 す べ て の リス ト 入 力 が 
終り まし た 。 ど う で す 、 画 面 は 
左 の よう に な っ て いま すか ? 


き て 、 入 力 が 終っ た ら 、 入 力 さ れ た リス ト を コン ピュ ー タ が 正しく 記 培 し て いる か を 確か め ま す 。 確 か 
め る に は LIST (リス ト ) 命令 を 使い ます 。 【L 国名 (また は 、 し Ez し と 押し て 、 
画面 の よう に リス ト が 表示 され 
れ は 大 成功 で す 。 














1ist 


英 廊 字 は 、 入 力 の と き 小 女 字 で | 19 COLOR 7,15 
あれ 大 文字 で あれ 、LIST 命 人 | 29 SCREEN 2 
G 『 | 39 FOR J=1 TO 15 
の と き は 大 廊 字 で 表示 され ます 。 49 K=8xJ 
リス ト 通 り に 表示 され た ら [ Fs ) | 59 CIRCLE(128,96),K,J 
も し く は 回 ) MM 全 [ 選 で ア 69 NEXT J 
ログ ラム を 実行 し て みて くだ き | 2 PND 
い 。 画 面 に た くさ ん の 円 が 描か | | 


れ た で し ょ う 。 
次 に [SHIFT ] 「~ し Fe と 押し ます 。 画 面 は も と の 色 に 戻り ます 。 (以後 、 全 て の プロ グラ ム に つい 
て 、 プ ログ ラム 実行 後 も ちと の 色 に 戻し た いと き に 使っ て くだ さい 。) 


ワン ポイ ント 





田 NEW。 LIST RUN 命令 
・NEW 命令 
メモ リー 上 に ある プロ グラ ム を すべ て クリ ア (削除 ) し ます 。 
・ LIST 命令 
メモ リー 上 に ある プロ グラ ム を 表示 し ます 。 
・RUN 命 令 
メモ リー 上 に ある プロ グラ ム を 実行 し ます 。 RUN 命令 の あと に 、 行 番号 を 指定 する と ブロ グラ ム 
は 指定 し た 行か ら 実 行 し ます 。 行 番号 を つけ な いと き は 、 ブ ログ ラム の 最初 の 行か ら 実行 し ます 。 


田 STOP, END 命 令 
・ STOP 命令 
プロ グラ ム を 途中 で 停止 させ る と き に 使う 命令 で す 。 
・END 命令 
コン ピュ ー タ に 「 プ ログ ラム の 実行 を 終り な さい 」 と 知ら せる 命令 で す 。 
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2 の -2 リ スト の 修正 


ここ まで な ん の まち が いも な く ス ムー ズ に くれ 
ば いい の で す が 、 ど ん な に て いね い に 打 っ た つ 
も り で も ミス は ある も の 。 ま ち が え て 打っ た り 、 
と ば し て 打っ だ りゃ 。 
で も ご 安心 くだ さい 。 次 の 方 法 で 簡単 に 修正 す 
る こと が で きま す 。 
この よう な プロ グラ ム の まち が い を バグ ” と 
いい 、 修 正す る こと を “デバッグ ” と いい ます 。 
ここ で は “デバッグ ? の 方 法 を ケー ス ご と に 説 
明 し ます 。 ケ ー ス と し て は 

@ プ ログ ラム 入力 中 に ミス に 気づい た 

@ リス ト 命 令 で リス ト の 確認 中 に 気づい た 

@ 実行 し て みた ら エ ラー が 表示 され た 
の 3 つが あり ます 。 ど の 時 点 で 入力 ミス に 気 ブ 
いた か に よっ て 画面 に 表示 され る リス ト の 状況 
は ちがい ます が 、 訂 正 、 挿 入 、 削 除 な ど 修 正 の 
仕 詞 は 同じ で す 。 い ずれ も 、 修 正 し た いと ころ 
に カー ソル を 移動 きせ て 修正 し ます 。 





訂正 ) 10 color 7, 15 の color を colar と 打 
っ て し まっ た 。 


19 colar 軒 





カー ソル を カー ソル キー 
で 移動 きせ て 、 ま ち 
が えた 女 字 の 上 に 重ね ま 
す 。 


oO 


19 col 織 Y 


に SS 
| 正しい 妨 字 【O) を 打ち ます 


19 co1o 貢 








カー ソル を も と の 位置 に も ど し て 入力 を 統 け て 
くだ さい 。 行 の 入力 が 終っ た ら 必 ず [ 選 ォ ー 
を 押し ます 。 


削除 ) 20 screen … の screen を sccreen と 打 


っ て し まっ た 。 


29 SCcreen 罰 





カー ソル を カー ソル キー 
で 移動 し 、 消 し た い 
文字 の 上 に も っ て いき ま 
す 。 


29 sc 北 reen 





挿入 ) 20 screen…… の screen を scren と 打っ 
て し まっ た 。 


29 ScCren 画 





カー ソル を カー ソル キー 
で 移動 し て 廊 字 を 入 
れ た いと ころ の すぐ 右 に 
も っ て きま す 。 

















[DEL] キー を 1 回 押し ま 
す 。 そ うす る と カー ソル 
の ある 位置 の 文字 が 消え 
同時 に カー ソル の 右側 の 
文字 が すべ て 1 文字 分 ず 
つ 左 へ 移動 し ます 。 
※ [DEL] キー を 押し 続け 
る と 、 ど ん どん 文字 が 
消え て し まい ます の で 


29 Sc 交 een 


カー ソル を も と の 位置 に カー ソル キー 陵 ] で 移 
動 させ て 入力 を 続け 行 の 終り に [キー を 忘 
れず に 押し て くだ さい 。 





29 SCre 義 






[INS) キー を 1 回 押し ま 
す 。 


29 scren 
硬 





入れ た ぃ 支 字 (E] を 打ち 

ます 。 

※ [INS] キー を 押す と カ 
ー ソ ル の 形 が 変っ て 
= イン サー トモ ー ド 
(挿入 可能 な 状態 ) に な 
っ て いま す 。 


Ne 0 


29 Screen 
ロ 








キー で カー ソル を も と の 位置 に も どす と か カ 
ー ソ ル は 前 の 形 * 田 ” に も どり ます (イン サー 
トモ ー ド 解除 ) 再び 入力 を 統 け 、 行 の 終り に 
[し キー を 押す こと を 忘れ を いで くだ さい 。 
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ケー ス 2 リス ト の 確認 中 に 





リス ト の 入力 を 終っ て 、 LIST 命令 で 画面 に リ 
スト を 表示 させ た と ころ 、 ま ちがい を 見 つけ た 
と いう と きも 、 や は り カ ー ソ ル を 修正 部 へ 移動 
きせ て 、 ケ ー ス 1 と 同じ 方 法 で 、 訂 正 、 削 除 、 
挿入 、 を 行ない ます 。 修正 が 終っ た ら [ キー 
を 押し て 修正 し た 行 の 入力 が 完了 し ます が 、 こ 
の と き カ ー ソ ル は 修正 し た 行 の 次 の 行 の 先頭 に 
移動 し ます 。 こ の まま 実行 する び Syntax error? 
が 表示 され ます の で 、 修 正 し て 避 ] キ ー を 押 
し た あと 、[SHIFT ] -「~ [, 放 ] で いっ た ん 画面 
を きれ い に し て か ら 、 再 び LIST 命令 で ご リスト を 
確か め て か ら 、 し Fs ] ま た は 
で 実行 し て くだ さい 。 

部 分 的 な 修正 は ケー ス 1 と まっ た く 同 じ で す が 、 
も し 1 行 そ っ くり 抜け て いた と き は 、 次 の よう 
に し ます 。 


例 ) 40 行 が 抜け て いた と き 


19 color 7,15 

29 screen 2 

39 for j=1 to 15 

59 circle (128,96) ,k,J 


69 next jJ 
79 end 








その まま 40 行 を 打ち 込み ます 。 
④⑨EC う KO(SRWFT) 


19 color 7,15 

29 screen 2 

39 for j=1 to 15 

59 circle (128,96),k,j 











69 next Jj 
79 end 
49 K=8xj 男 








(し 避 ) キ ー を 押し ます 。 








color 7,15 

Screen 2 

for j=1 to 15 
circle (128,.96) ,k,j 


next J 
end 
kK=8xJ 












[SHET) -「- (て 画面 
を クリ アー し 

し 選 ま た は し Es し と 打 
っ て 画面 に リス ト を 出し ます 。 












1iSt 
COLOR 7,15 
SCREEN 2 
FOR J=1 TO 15 
K=8xJ 


CIRCLE (128,96),K,J 
NEXT J 
END 





小娘 字 だ っ た リス ト は 大 廊 字 で 表 わ れ ます 。 
入力 し た と き 70 行 の あと に 入れ た 40 行 が ちゃ ん 
と 30 行 と 50 行 の 間 に 入っ て いま す 。 こ れ で 大 成 
功 で す 。 


な お 、1 行 そ の まま 削除 する と き は [ 和 番 呈 ](  」 
で その 行 を 削除 し ます 。 





ター ス 3 あし hw 





リス ト 修正 が 終っ て し Fs (また は 回 UI 
し 婦 J ) と し た と ころ 、 円 を 描か ず に 次 の よう 
な 女 が 出 て きた ら 、 ま だ 入力 の 誤り が あっ て 実 
行 で き な いこ と を 意味 し て いま す 。 


例 ) 


TU 


Syntax error in 49 


これ は 「40 行 目 に syntax error (入力 ミス ) が 
あり ます よ 」 と いう コン ピュ ー タ か ら の 知ら せ 
で す 。 こ の よう に 、 修 正す る 行 番号 と エラ ー の 
内 容 が 表示 され ます か ら 、 そ の 行 番号 を 画面 に 
呼び 出し て 修正 すれ ば いい の で す 。 リ スト を 画 
面 に 呼び 出す に は LIST 命令 を 使い ます が 、 こ 
の LIST 命令 は 使い 方 に より 、 特 定 の 行 を 呼び 


出し た り 、 呼 び 出す 範囲 を 指定 し た り で きま す 。 


Syntax error の 場合 は 、 エ ラー 行 を 自動 的 に 
呼び 出す 山 ) 同名 [とい ぅ 、 と て 
も 便利 な 方 法 が あり ます 。 

例 ) プロ グラ ム 入 力 を 2 ヵ所 まち が えた まま 


で 実行 し た 。 





COLOR 7,15 
SCREEN 2 

FOR J=1 TO 15 
K=8:J 


: が 問 違 っ て いる 
CIRCLE (128,96) ,K,J 


る 。 


し Fg で 突 行 し ます 









Syntax error in 49 
Ok 











/ 









40 行 に 入力 ミス 
で て り 
と 入力 し て エラ ー 行 を 表 
示さ せま す 。 


※・ は [・ ぅ を 使い ます 。 









1ist 
49 K=8 義 J 
Ok 





デーーー 玉 に 訂正 











カー ソル を : に 移動 し て 
[SHWFT ) 「~ 了 団 ) と 押し 





ます 。 訂 正 さ れ た ら [ 
を 押し 、 再 び し Fs て 実 
行 し ます 。 







Syntax error in 69 
0k 
軒 


また エラ ー が 出 ま し た 。 
信 度 は 60 行 で す 。 そ こ で 





* た (回 呈 DCGJ 
で エラ ー 行 を 表示 させ ま 
す 。 









1ist. 
OR X を 追加 する 









カー ソル を に 移し 、UINSI 
キー を 押し て イン サー トモ 
ー ド に し 、X を 挿入 し ます 。 






挿入 が 終っ た ら 、 忘 れず に [を 押し 、 し Fs 」 
で 実行 し ます 。 
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これ で 、 も う エ ラー は な い の で 、 画 面 に 円 が 描け る は ず で す 。 
プロ グラ ム が 終了 し た ら 、 [SHIFT ] -「~ [し Fe と 押し て 、 画 面 を も と の 色 に も ど し ます 。 
この よう に デバ ッ グ に は LIST 命令 が 欠か せま せん 。 次 の 表 を 参考 に し て 、 LIST 命令 を 使い 分 け て 


くだ さい 。 


LIST 命令 の 使い 方 


ちあ 光 


< まる 


台 U⑧⑳CgJ eg CECg] 





DOD@mGCGJ *re エラ ー の あっ た 行 を 表示 し ます 


DC また は (EJCgJ) メメ 行 を 表示 し ます 








DS〒 較 鐘 Cg または CFS 較 B(g) メメ 行か ら 終り まで 表示 し ます | 











ゅ りり ⑧③ 較 9 は 9@⑳(e ま た は Fs ) 9(2@9 し | メメ 行か ら へ ム 行 まで 表示 し ます 


DD *re 9 初め か ら XX 行 まで 表示 し ます 


(xx や へ へ に は 行 番号 が 入り ます ) 











行 番号 だ け を 入力 し 、 キー を 押せ ば 、 そ の 行 の 内 容 全て が 消え ます 。 ま た 、 同 じ 行 番号 を 持つ 
別 の 内 容 を [し 紀 ] キ ー で 記憶 させ る と 、 後 か ら 記憶 させ た 方 に 変わ り ま す 。 
( 例 ) IO COLOR 7.15 
IO PRINT iz23[g〕 
と 操作 後 、LIST [と 操作 し て み ま し ょ う 。 


に 1 カセ ッ ト テ ー プ に よる プロ グラ ム の 保存 1 





せっ か く 苦 労 し て プロ グラ ム を 入力 し て も 、 コ ンピュータ グ の 電 源 を 切る と プロ グラ ム は すべ て 消え て 
し まい ます 。 

そこ で 、 こ こ で は 入力 し た プロ グラ ム を カモ セッ ト テ ー プ に 録音 し た り 、 ま た 逆 に カセ モッ ト テ ー プ に 録 
音 さ れ た プロ グラ ム を 読み 込む 「 セ モー プ 」 と 「 ロ ー ド 」 に つい て 説明 し ます 。 

カセ ッ ト テ ー プ を 利用 する と いう と 、 ゲ ー ム な どの “テープ ソ フト を 思い 出す で し ょ う 。 これから 


行なう カセ ッ ト テ ー プ へ の 録音 は 、 つ まり この 「 テ ー プ ソフ ト 」 を 自分 で 作る こと な の で す 。 そ し て 、 


プロ グラ ム を 録音 する こと を SAVE (モー プ ) する と いい 、 カ セッ ト テ ー プ の プロ グラ ム を 再び コン 
ピュータ に 読み 込ま せる こと を LOAD( ロ ー ド ) す る と いい ます 。 こ こ で は 練習 の た め 、 ド レミ ファ ソ 
ラ シ の 7 音階 の 音 を 出す プロ グラ ム を 録音 し て みる こと に し まし ょ う 。 ま ず 次 の よう に 入力 し て くだ 
さい 。 





10 play “cdefgab? 

20 end 
さて 、 録 音 す る プロ グラ ム に は 名 前 (ファ イル 名 と も いい ます ) を つけ る 必要 が あり ます 。 こ れ は ロ 
ー ド する と き に 、 コ ンピュータ が その プロ グラ ム を 見 つけ る た め の 目 印 と 考え て くだ さい 。 
そし て 、 名 前 は 6 女 字 まで で "(ダブル クォーテーション ) で 時 むこ と を 忘れ な いで くだ さい 。 ま 
た 名 前 は アル ファ ベッ ト の 大 ・ 小 女 字 、 数 字 、 か な な どの どれ で も 5 使え ます の て 好き な 名 前 を つけ る 
こと が で きま す が 、 プ ログ ラム の 内 容 が わか る よう な 名 前 に し て お く と 、 あ と で さき が す と き に 便利 で 
s ィ 


ここ で は 、 い ま 入 力 し た プロ グラ ム を 「MUSIC」 と いう 名 前 に し ます 。 


オキ 
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づ 3- 1 セー ブ の 仕方 (プロ グラ ム 健 ) 


1. カセ モッ ト テ ー プ レコ ュー ダー を セッ ト し ます 。 (11P の カモ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ ー の 接続 を 参照 ) 
2. カセ ッ ト テ ー プ を 用 意 し ます 。15 一 30 分 の 短い も の で いい の で す が 、 な る べく 新しい も の に し ま 
し まう 。 
3. カセ ッ ト テ ー プ を テー プレ コー ダー に セッ ト し 、 リ セッ ト ポ タ ン を 押し て テー プ カ ウ ンタ ー を 
000" に も ど し て お きま す 。 
リー ダー テー プ (は じ め の 白い 部 分 ) を 早送り し て 巻き 取り ます 。 
・ 音量 (ポリ ュー ム ) を 季 大 、 ま た は その 近く に 合わ せま す 。 
テー プレ コー ダー の 録音 ポタ ン を 押し ます 。( テ ー プ は まだ 回 り ま せん ) 
コン ピュ ー タ に 記録 の 命令 え を し ます 。 そ れ は 次 の よう に し ます 。 


つ の の モト 


_ ダブ ルク ォ ー テ ーション 
CSAVE, MUSIC 
ファ イル 名 は 6 女 字 以内 

CSAVE (シー セー ブ ) は 、 

CASSETTE SAVE の 略 
これ て 準備 は 終り で す 。 
[し 選 ) キ ー を 押し ます 。 カ セッ ト テ ー プ が 回 り は じ め 、 セ モー プ を 始め ます 。 
セー プ が 終る と カモ セット テー プ は と まり 、 次 の よう に 表示 され ます 。 


CSAVE "MUSIC" 
Ok 





※ テ ー プ レコ ー ダ ー に 、 リ モー ト 端 子 が つい て いな いと き は 、 テ ー プ レコ ー ダ ー の 回 転 を スタ ー ト さ 
せ た り 、 ス トッ プ し た りす る 手 作 業 が 必要 で す 。 こ の と き は 録音 を スタ ー ト させ て か らし 9 キー 
を 押し 、OK が 表示 され た ら ス トッ プ さ せ て くだ さい 。 


き -2 正しく セー ブ で きた だ ガ を チエ ッ ク し まし ょ よう 


プロ グラ ム を セー プ し た と き は 、 コ ンピュータ の 電源 を 切る 前 に 、 正 し く セ ー プ され て いる か チェ ッ 
ク す る 習慣 を つけ まし ょ う 。 

1. テー プ を 巻き も ど し ま す 。( テ ー プ カウ ンタ ー を 目安 に 少し 手前 まで も ど し ます ) 

2. 再生 ポタ ン を 押し ます 。 

3. 次 の よう に 入力 し ます 。 


CLOAD ? MUSIC” 
ーー 


チェ ッ ク す る こと を Verify( ベ リフ ァ イ ) と いい ます が 、 
これ は ベリ ファ イ と 同じ 動作 を する 命令 で す 。 


※ ファ イル 名 は 、 セ ー プ し た と き の 名 前 の 大 廊 字 、 小 文字 を ど に 注意 し 、 正 し く 入 力 し て くだ さい 。 


4. し 選 ] キ ー を 押し ます 。 カ セッ ト テ ー プ が 回 り は じ め 、MUSIC と いう 名 前 を 読み と る と 、 次 の 
よう に 表示 し ます 。 


CLOAD? "MUSIC" 
Found : MUSIC 





この 表示 の あと 、 録 音 し た プロ グラ ム を 読み 込み 、 コ ンピュータ の プロ グラ ム と 比較 し て チェ ッ 
ク し ます 。 

5. セー ブ が 正しく 行なわ れ て いる と き は Ok” と 表示 され ます 。 

6. チェ ッ ク し て も “Ok” が で な いと き 、 例 えば 、 


Skip :MUSIC 


の と き は チェ ッ ク の ファ イル 名 を まち が えて 入力 し て いま す 。 大 女 字 、 小 女 字 も 正確 に 入力 し ま 
し ょ う 。 (ファ イル 名 は 大 廊 字 、 小 女 字 の 区 別 を し ます ) 


Verify error 


の と き は 正しく 録音 さき され て いま せん 。 次 の こと を チェ ッ ク し まし ょ う 。 
@ テー プレ コー ダー の 接続 は 正しく され て いま すか 。 
@ 音量 (ポリ ュー ム ) は 最大 に な っ て いま すか 。 
@ カ セッ ト テ ー プ が 傷つい て いま せん か 。 
@ テー プレ コー ダー の ヘッ ド が 洛 れ て いま せん か 。 
また 、 フ ァイル 名 が 同じ で も 、 プ ログ ラム 内 容 が ちがっ て いる と き に も 、 こ の メッ セー ジ か 出 ます 。 
エラ ー の 内 容 を 確か め て 、 再 度 セ ー プ し て くだ さい 。 


3-3 ロー ド の 仕方 (プログラム の 読み 込み ) 


カセ ッ ト テ ー プ に 録音 し た プロ グラ ム は 、 自 作 テ ー プ ソフ ト と し て 何 度 で も 使う こと が で きま す 。 こ 

れ を コン ピュ ー タ に 読み 込ま せる と き は 、「 テ ー プ ソフ ト 」 を 使う の と 、 は ほぼ 同様 に 行なえ ます 。 

1. カセ モッ ト テ ー プ を 、 録 音 され て いる 部 分 の 少し 手前 に セッ ト し ます 。 1 本 の テー プ に いく つも の 
プロ グラ ム を 録音 する と き は 、 テ ー プ カウ ンタ ー て で 頭 出し の カウ ント を 記録 し て お く と 、 こ の よ 
うな と き に 便利 で す 。 
音量 (ポリ ュー ム ) を 最大 に し ます 。 
テー プレ コー ダー の 再生 ポタ ン を 押し ます 。 
コン ピュ ー タ に 読み 込む た め の 命令 を 入力 し ます 。 
さき は と ど 録 音 し た MUSIC′ を ロー ド し て み ま し ょ う 。 

CLOAD “MUSIC* 
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ファ イル 名 は 、 セ ー プ し た と き と ま っ た く 同 じ 廊 字 で な けれ ば な を り ま せん 。 
また 、 チ ェ ッ ク 命 令 で ある CLOAD ? パフ ァイル 名 ′ と 、CLOAD “ファ イル 名 ? と を 区 別して 
くだ さい 。 

し キー を 押し ます 。 カ セッ ト テ ー プ は 回 り は じ め ま す 。 

*MUSIC′ と いう プロ グラ ム が 見 つか る と “Found : MUSIC” と 表示 され ます 。 
ロー ド が 終る と *Ok” と 表示 され ます 。 

ロー ド が 終了 し た ら 、 さ あお 実行 で す 。 

(5J ほ た は 了 回 思 W( ァ ] ) 

どう で すか 、 ド レミ ファ ソラ シ と 音 が 出 た で し ょ う 。 

( 注 : テレ ビ の 音量 が し ぼっ て ある と 、 聞 えま せん 。) 

※ ロ ー ド する と き フ ァイル 名 を 省略 する と 、 最 初 に 出会っ た プロ グラ ム を 読み 込み ます 。 ま た 、 カ 
セット テー プ の 頭 出 し を し な いと き は 、 目 的 の プロ グラ ム を みつ ける と ロー ド し 、 目 的 の プロ グ 
ラム が な いと き は 、 最 後 ま で 進ん で し まい ます 。 

※ リ モー ト 端 子 が な い 場合 は し J ] キ ー を 押し て か ら 再 生 を スタ ー ト させ ます 。 

ワン ポイ ント 





eo つ の m 





圏 セ ー プ を する と き に は …… 
テー プ の どこ か ら 録 音 し た か 、 カ ウン タ の 目 も り と その プロ グラ ム に つけ た ファ イ 
ル 名 を メモ し て 、 テ ー プ と いっ し ょ に 保管 し て お く こ と を お すす めし ます 。 こ うす 
れ ば 、 目 的 の プロ グラ ム は すぐ に 見 つか り ま すね 。 
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E れ ! 委 プロ グラ ミン グ 講 座 





4-1 フロ ー チ ャ ヤー ト ( れ 思 

コン ピュ ー タ は プロ グラ ム ( 行 番号 を つけ か 命令 の 集まり ) に よっ て 、 い ろ い ろ な 作業 を し ます が 、 
その 作業 の 手順 を わか りや すく 図式 化し た も の を 「 フ ロー チャ ー ト 」 と いい ます 。 人 簡単 な プロ グラ ム 
な ら 、 わ ざわ ざさ フロ ー チ ャ ー ト を 書く 必要 は あり ませ ん が 、 慣 れ な いう ち は フ ロー チャ ー ト に 作業 全 
体 の 手順 を 整理 し て お く と プロ グラ ミン グ し や すく な り ま す 。 

フロ ー チ ャ ー ト を 書く こと に よっ て 、 行 ご と の 処理 の 内 容 や 順 庁 も は っ きり し 、 手 落ち や まち が っ た 
処理 を し な く て すむ わけ で す 。 ま た 、 あ と で プロ グラ ム を 手直し する と き に も 大 い に 役 立ち ます し 、 
友だち と プロ グラ ム を 交換 する と き に も 便利 で す 。 


(1) フロ ー チ ャ ー ト 記号 

フロ ー チ ャ ー ト を 書く た め に は 、 い ろ い ろ な 記号 が あり ます 。 特 に この 記号 を 使わ な けれ ば な ら な い 
と いう こと で は な い の で す が 、 一 応 の 基準 が あり ます の で 、 こ こ で その 記号 の 説明 を し て お きま す 。 
フロ ー チ ャ ー ト は 、 こ れ ら の 記号 を 線 で 結ん で 書き あら わし ます 。 


・ 興 子 こつ フロ クラム の ・ 和 始め 7 に 終 。。 ・ 結 合 子 (2 フロ ー チ ャ ー ト が 長 す ぎる 
り * を あら わし ます 。 場合 、 途 中 で 切る と き に 合 
いま す 。 


・ 準 備 ( 。 ) プロ グラ ム を 作る と き に 、 
変数 の 初期 値 設定 に 使い ま 
す 。 


また 、 線 が 混み いっ た と き 
に も 使い ます 。 こ の 丸 の 中 























・ 手 入力 [| 数 字 や 廊 字 を キー ポー ド か Wo 
ら 入力 する と き に 使い ます 。 2 
ヽ Er ) * ーー 
・ 表 示 く 画面 に 表示 する と き 、 画 面 を 表わし ます 。 
設定 な ど に 使い ます 。 
" 理 類 | | プリ ンタ や プロ ッ タ に 打ち ・ 矢 印 ] プロ グラ ム の 流れ る 方 向 を 
だ す と き に 使い ます 。 示し ます 。 フ ロー チャ ー ト 
・ 判 断 <- ーー 条件 に 合っ て いる か どう か は 通常 上 か ら 下 へ 流れ ます 
判断 し ます 。 が 、 方 向 を 変る と き ( 下 か 
ら 上 へ 行く と き を ど ) は 必 
・ 処 理 計算 な どの 処理 に 使い ます 。 ず 矢 印 を 書き ます 。 
に の サ プ ル ー チ ン 呼 び 出し に 便 
いま す 。 
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(2) フロ ー チ ャ ー ト を 作っ て み ま し ょ う 
[た し 算 の フロ ー チ ャ ー ト 〕 


で は 単純 な フロ ー チ ャ ー ト を 作っ て み ま し ょ う 。 
ここ で は キー ポー ド か ら 入 力 さ れ た 、 2 つの デー タ の た し 算 を 行ない 、 そ の 結果 を 表示 し ます 。 


と 


ひと つの 数 値 
を 入力 する 








① プ ログ ラム の 開始 を 示す 記 
号 を 書き ます 。 そ こ か ら 下 
に 線 を 引き 、 流 れ が ある こ 
と を 示し ます 。 


② 次 は アー タ の 入力 を 表わす 
記号 を つけ 加え ます 。 


さら に も う ) ひ と つの 数 字 入 
力 を 表わす 記号 を 追加 し ま 
す 。 


《④ そ の あと に 、 計 算 を 行なう 
記号 を 書き ます 。 


ひと つの 数 値 
を 入力 する 





⑥ き さら に 、 結 果 を 表示 する 記 
号 を 書き 加え ます 。 


⑥ こ れ で 処理 が 終了 する の で 、 
終り を 表わす 記号 を 書き 、 
ひと つの フロ ー チ ャ ー ト が 
で き あ が り ま す 。 


@ プ ログ ラム 例 


19 INPUT "A="iA 

29 INPUT "B=":B と の 攻 全 10 INPUT *A=* :A 
39 C=A+B 

49 PRINT "A+B= "iC 


59 END 20 INPUT “*B=? 5: 日 


30 C=A+B 


40 PRINT “A+B=?:C 


50 END 





(比較 の フロ ー チ ャ ー ト 〕 
次 に 入力 し た 2 つの 値 を 比較 し て 、 大 きい 値 を 表示 する プロ グラ ム を 考え て み ま し ょ う 。 


① こ の よう に 、 2 つの 数 値 を 入力 する と ころ 
まで は まっ た く 同 じ で す 。 


最初 の 数 値 を 記憶 する 変数 と を A と し 、 次 の 


は 放 値 を B と し ます 。 





② 次 の 2 つの 数 値 を 比べ て 大 きい 方 を 表示 す 
る 部 分 を 考え て み ま し ょ う 。 
比較 の 記号 を 書い た あと 、 流 れ を 表わす 線 
を 2 本 書き ます 。 そ れ ぞ れ 、YES、NO に よ 
っ て わか れ ま す 。 比 較 記 号 の な か は ^A が 
大 きい ? ? と いう 文 に し ます 。 


NO 


HE 


YES 
49 


50 


③⑨ 表 示 部 分 と 終り 部 分 を 追加 し 、 フ ロー チャ 
ー ト を 完成 させ ます 。 
どちら の 表示 も 終り は ひと つ で す 。 





プロ グラ ム 例 …… フロ ー チ ャ ー ト と よく 見 比べ て くだ さい 。 


INPUT "A="i 
INPUT "B="iB 

IF A>B THEN 49 ELSE 69 
PRINT A 

GOTO 79 

PRINT B 

END 





下 の プ ログ ラム も 、 同 じ し フ ロー チャ ー ト を も と に 作っ た も の で す 。 


19 
29 
3 
49 





INPUT "As"iA 
INPUT "B=":B 
IF A>B THEN PRINT A ELSE PRINT B 


END 


4-2 の 中 を 殺 そ つづ (デバ ッ ク の 方 法 ) 


プロ グラ ム が 正しく 走ら な か っ た り 、 結 果 が お か し か っ た と き は 、 プ ログ ラム の どこ か に 必ず ミス が 
あり ます 。 こ の ミス の こと を 「 バ グ ( 虫 )」 と いい ます 。 こ の バグ を 見 つけ 、 正 し く 動作 する よう に 修 
正す る こと を 「 デ バッ グ ( 虫 を 殺す )」 と いい ます 。 こ の デバ ッ グ の 方 法 を し っ か り 覚 えて 要領 よく や 
れ ば 、 プ ログ ラム 完成 まで の 時 間 を ぐん と 短縮 する こと が で きま す 。 


(1) プロ グラ ム が 走ら な いと き は 入力 を 疑 え ノ 
プロ グラ ム が 走ら な いと き の 原 因 の 第 一 は 、 
な ん と いっ て も 入力 ミス で す 。 自 分 で は 正 し 
く 入 力 し た なつ もり で も 、 意 外 と ミス が ある も 
の な の で す 。 

入力 ミス の と き は 、“Syntax error” が 表示 さ 
れ 、 エ ラー し た 行 番号 まで 出 ま すか ら 、 そ の 
行 を よく 見 て くだ さい 。 案 外 、 簡 単 な つ づり 
ミス か も し れ ま せん 。 ど うし て も まち が い が 
わか ら な いと き は 、" リ ファ レン スプ ブッ ク ” を 
見 て 、 各 命令 の 正しい 規則 を 確認 し て くだ さい 。 





(2) エラ ー が 発生 し た 行 以 外 に 誤り が ある 場合 
Syntax error 以 外 の エラ ー が 発生 し た 場合 は 、 
その 行 に 必ず し も まち が い が あ る と は 限り ま 


せん 。 “Illegal function call” エラ ー な ど は 、 19 X=-19 

特に 注意 が 必要 で す 。 he KS 

ON タ 5 ウジ っ = (X)+SQR(Y ) 
た と そば 、 右 の プロ グラ ム な ど は 、30 行 で 、 49 PRINT Z 


Illegal fanction call" エラ ー に な り ま す が 、 
まち が えて いる の は 、 実 は 10 行 な の で す 。 
平方 根 を 求め る SQR 関 数 は 負 の 数 を 引数 と する こと が で き な い た め 、SQR(X) つ まり ゾー10 が 計算 で 
き な い か ら で す 。 
この よう な と き は 、30 行 で 使わ れ て いる 変数 の 内 容 を PRINT 娘 な ど で 直 接 確か め て みる こ と が 大 切 
で す 。 

PRINT X,Y 


と すれ ば 、 そ れ ぞ れ の 内 容 が 表示 され ます 。 長い プロ グラ ム の と き は 、 エ ラー が お きた 行 の 変数 の 内 
容 を 調べ 、 そ の 変数 が 使わ れ て いる 行 を 次 々 に 確か め て いき ます 。 


51 
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(3) エラ ー は 表示 され な い が 、 正しい 結果 に な ら な か っ た と き 


この よう な と き は 、 プ ログ ラム の 流れ に 問題 が あり ます 。 プロ グラ ム の 流れ を 確か め た いと き は `T 
RON” を 使い トレ ー ス モー ド に し ます 。 と し た あと で 、RUN を 実行 すれ ば 、 
実行 し た 行 番号 が 次 か ら 次 へ と 表示 され ます 。 表 示 を 止め た いと き は BTO キ ー を 押し ます 。 

で トレ ー ス モー ド は 解除 され ます 。TRON は テキ スト モー ド で し か 意味 を 
も ち ま せ ん 。 ま た 画面 表示 が 乱れ ます の で 、 注 意 し て 使っ て くだ さい 。 (138P 参 昭 ) 





ワン ボイン ト 


専門 用 語 ? 俗語 2 …… パソ コン を 使っ て いる と 不思議 な 言葉 が た くさ ん で て きま す 。 
その 言葉 の 意味 が わか れ ば 、 友 だ ちと の 話 が 楽し く な り ま す 。 


「 走 る 」……… プロ グラ ム を 実行 する こと 
「 通 る 」 プロ グラ ム の 一 部 が 正しく 実行 され る こと 
「 飛 ぶ 」……… プロ グラ ム の 実行 が GOTO 娘 な ど に よっ て 、 行 番号 順に 実行 し な 


いで 離れ た 行 番号 に 進む こと 。 
と ころ で エラ ー を 発見 し た ら 、 と こと ん 自分 で 考え て み ま し ょ う 。 エ ラー を ひと っ つ 直せ た 
ら 一 歩 前 進 、 プ ログ ラム 学習 の コツ で す 。 ど こ が 悪 い の か わか る よう に な れ ば 、 立 派 に 一 
人 前 で す 。 





4-3 変数 


(1) 変数 の 意味 

プロ グラ ム を 作る 大 事 な 要 素 と し て 変数 が あり ます 。 変 数 と いう の は 、 ひ と くち に いう と 数 値 や 文字 
列 を 貯 わ えて お く 箱 と いえ ます 。 こ の 変数 の 使い 方 を 理解 し な いと 、 せ っ か く の MX-10 も た だ の 電卓 
に な っ て し まい ます 。 


本 国名 人 (Ser) 田 旬 ⑳(=) 
と すれ ば 、 画 面 上 に 15 が 表示 され ます 。 


で は 次 の よう に 入力 し て みて くだ さい 。 





AI(SHiET) て 回 人 
ー~ 避 名 ⑳ 
回 国名 EE3Q(smT) 本 田 天 ( コ ] 











これ も 画面 に 15 が 表示 され ます 。A=、B=、 
の 「=」 は 、 イ コー ル と いう 意味 で は な く 、「 左 


5 10 
辺 に 右辺 を 代入 する 」 と いう 意味 で す 。A の な 
か に は 5 、B の な か に は 10 が 入っ て いま し た の だ メメ ゲ アノ | 
で 結果 が 15 に な っ た と いう わけ で す 。 
この A、B と いう 箱 を 変数 と いい ます 。 変 数 に | B | 


は 数 字 を 記憶 する 数 値 変数 と 、 文 字 列 を 記憶 す 
る 文字 変数 が あり ます 。 


ふつ う の 計 算式 は 、5 10= と 書き ます が 、BASIC で は 、 変 数 名 = 5 十 10 と 書く こと が で きま す 。 
これ は 、 5 と 10 を た し た 結果 が 変数 の な か に 入る と いう こと で す 。 
5 +10=A 正しく な い 
A=5 十 10 正しい 
A=A+5 正しい (A の 内 容 に 5 を た し て 、 そ の 結果 を 再び A に 入れ る ) 
変数 は 、 前 に 説明 し た よう に 、 文 字 も 記憶 し ます 。 内 が 
A$ こ て CASIO* CASIO? MSX 


文字 列 と いい ます 。 
PRINT A$+B$[] 


まとめ 





文字 列 は ダブ ルク ォ ー テ ーション (" ) で 囲み 

ます 。 こ の と き 変 数 名 の 最後 は $ 記 号 を つけ 、 

娘 字 を 取扱 う 変 数 に し ます 。 数 値 を 代入 する (記憶 する )……… 

※ ダ ブル クォーテーション (") は [SHIFT ] を 押し 文字 を 代入 する tt 
を が ら 図 ] を 押し ます 。 ( 例 ) A$= *CASIO* 
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(2) 変数 名 の つけ 方 

変数 に は 自由 に 名 前 を つけ る こと が で きま す 。 こ の 名 前 を 「 変 数 名 」 と 呼び ます 。 た と えば 、「A= 
10」 と 書い た と き は A が 変数 名 に な り ま す 。 

名 前 を つけ る の は 自由 で す が 、 一 応変 数 名 の つけ 方 に は 次 の よう な 規則 が あり ます 。 


① 変 数 名 の 先頭 1 文字 は アル ファ ベッ ト (A 一 ) の 文字 で 始ま り 、 1 文字 か 2 女 字 の 長き に な り 


ます 。 2 文字 目 は アル ファ ベッ ト 以 外 に 数 字 (1 一 9 ) も 使う こと が で きま す 。 3 廊 字 以上 の 変 
数 名 を つけ て も エラ ー に は な り ま せん が 、 区 別 は され ませ ん 。 


KO0=10 
KOTAE=10 すべ て KO と いう 変数 名 で す 。 
KOKUGO=10 


⑧ ぐ 変数 名 の な か に 予約 語 (BASIC の 命令 や 関数 名 ) を 含む こと は で きま せん 。(251P 参 照 ) 


(3) 変数 の 値 ・ 
変数 は 、 数 値 を 代入 し た り 、 文 字 を 代入 し た りす る と 、 そ の と き の 値 を 記憶 し ます が 、 何 も 記憶 させ 
な いと き は 、 ど の よう な 値 に な っ て いる の で し ょ うか ? 

女 字 変数 の と き … 女 字 変数 の と き ヌ ルコ ー ド (` ?) と いっ て 、 何 も 入っ て いま せん 。 女 字 列 の 長 











さき は 0 で す 。 
数 値 変数 の と き …0 で す 。 
Ok まず 、new [で 々 モリ ー を クリ アー し て か ら 次 の リス ト を 入力 。 
16 A$="CASI0" テー 
= w ューCASIO の 0 と MSX と の 間 に 何 も な い 
39 CMSX ) つま り DS は 何 も 値 を 代入 し て いな い 状 態 で す 。 
49 PRINT C$ 
5 END 
run また は run で 実行 し ます 。 
4 *CASIO* と *MSX* が 続け て 表示 され ます 。 


(4) よく 使わ れる 変数 名 
変数 に は 、 数 値 変 数 と 娘 字 変数 が ある こと は も うお わか り だ と 思い ます が 、 変 数 は 英字 で 始ま り 、 2 
女 字 目 まで が 変数 名 と し て 区 別 さ れ ま す 。 こ の 変数 の 名 前 は 意味 な くつ ける より 、 あ る 程度 意味 を も 
た せ た 方 が わか りや すい プロ グラ ム に な り ま す 。 
一 般 的 に よく 決ま っ た 使い 方 を する 変数 名 も あり ます 。 
① 座 標 を 表わす と き は 、X と Y を 使う 
画面 上 の 表示 位置 を 表わす 座標 の 指定 は X (ヨコ ) と Y (タテ ) を 使い ます 。 座標 の 位置 が 2 つ 以 上 
ある と き は X1、X2……、Y1、Y2…… の よう に し ます 。 
②FOR 娘 の 制御 変数 は J を 使う 
FOR 廊 の 制御 変数 (カウ ント 変数 ) は 、 カ ウン ト が 終る と 使わ な く な る と き が あり ます 。 他 の FOR 
文 を 実行 する と き 、 そ の 変数 を 使え ば 余分 な メモ リー を 使わ な く て すむ の で 便利 で す 。 こ の よう 
な こと か ら 、FOR 文 で 制御 変数 だ け と し て 使う 変数 は J』 を 使う よう に し まし ょ う 。 
また 、 ル ー プ が 二 重 に な る と き は 、K 、L を 使う と よい で し ょ う 。 





ーー ワン ポイ ント 


変数 名 は 属性 記号 を 使う こと に より 、 取 扱う こと の で きる 値 が 変わ り ま す 。 
変数 名 ] 多 整数 型 ………… ー32768 一 32767 ま で の 整数 























衝 名 / 5 以下 の 実 政 」 (オー バー し た 雪 侍 は まる め られ 指 才 表示 
変数 名 | 韻 -14 桁 以下 の 実数 ” と な り ま す 。 
変 表 名 ]$ -255 字 以内 の 六 字 











ます 。 


属性 記号 を つけ な いと 倍 精 度 実数 に な り ま す 。 取 扱う 数 値 が 整数 だ け の と き は 、 な る べく 整数 
型 に すれ ば メモ リー の 消費 が 倍 精 度 実数 より も 少な てく て すみ ます 。 さ ら に 処理 速度 も 速く な り 


プロ グラ ム の 最初 に DEFINT A-Z を 書い て お け ば 、 属 性 記号 (%) を つけ な く て も 、 変 数 は 





(範囲 外 の 数 値 は ^ Overflow ? エ ラー と な り 代 入 で きま せん ) 


(256 文 字 以 上 は `String too long" エ ラー と な り ま す ) 


全て 整数 型 に な り ま す 。 











4-4 配列 変数 
(1) 配列 の 考え 方 


ひと つの 変数 で は 、 い まま で ひと つの 値 し か 記 培 で きま せん で し た 。 し か し 、 配 列 変数 を 利用 する 
こと に よっ て 、 ひ と つの 変数 で 多く の 値 を 記憶 する こと が で きま す 。 た と えば 30 人 の 名 前 を 記 悦 す 


る と き に は 、 ど の よう に すれ ば よい で し ょ うか ? 


① 配 列 を 使う と き 
A$(1) ニ アライ” 
AS②= イモ トン 
8⑳ オノ" [配列 変数 を 使え ば 変数 名 が A $ ひと つ で す も 。 
A$0= バ ワダ? 


@ 配 列 を 使わ な いと き 
A$ = アラ イン 
BS$ = バイ モト ” 


C$ = オノ ? 配列 変数 を 使わ な いと き は 30 人 分 の 変数 を 考え て 、 使 わな けれ ば いけ な い 


| 非常 に 大 変 で す 。 
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(2) 配列 変数 の 指定 
配列 変数 を 使う とき は 必ず DIM 娘 で 配列 を 使う 宣言 を し ます 。 


10 DIM 8 人 
添字 (0 一 30 ま で の 指定 が で きる ) 

配列 変数 名 

ー 配列 変数 の 定義 を 意味 する 





*A $ (n)" の カッ コ の な か の 数 字 n は 配列 変数 の 大 き さ を 意味 し ます 。30 と すれ ば 、A$(0)-A$60 
の 変数 が 使 と を る こと を 意味 し ます 。 
数 値 を 使い た いと き は 、 配 列 変数 名 を 数 値 変数 名 に し ます 。 

10 DIM A60 
と すれ ば 51( 0 一 50) 個 の 数 値 を 記憶 で きま す 。 こ の 配列 変数 名 の つけ 方 は 、 普 通 の 変数 の つけ 方 と 
同じ で す 。 


(3) 配列 変数 を 使っ て み ま し ょ う 

配列 変数 を 使っ て 電話 メモ を 作っ て みる こと 
に し まし ょ う 。 ま ず 、 電 話 メ モ を 図 に し て 考 
えて み ま す 。 

電話 メモ に は 、 人 の 名 前 と 電話 番号 が 必要 で 
す 。 そ の 名 前 と 電話 番号 を 記憶 す る 配列 変数 
を 逢 と し て 考え て 図 に し て み ま し た 。 名 前 を 
記憶 する 配列 名 を NA$ と し 、 電 話 番号 を 記憶 
する 配列 名 を TEL$ と し ます 。 も ちろ ん TEL 
$ は TE$ と 同じ です (2 女 字 だ け 区 別 する た 
め )。 





プロ グラ ム 


1 NE ナラー ジン トン ノ テ ^ ン ワ チョ ウ ":N この プロ グラ ム は 、 最 初 
38 FOR at に 何人 分 の デー タ を 記憶 
49 PRINT Ji" ニ ン メ " か の 
59 INPUT" ナ マエ :":NA$(J) かる か を な G あ まず 
6 INPUT" デボン ワ ルト ンコ ゴウ: "iTEL$(J) で 、 必 要 な 人 数 を 入力 し 
79 PRINT 
8 NEXT J ます 。 そ の あと 、 そ の 人 
06 NEUT(2 ッ ニン メ (8 ォ ワ り 9: "5X 数 分 だ け 名 前 と 電話 番号 
19 X=9 THEN 159 
116 IF X>N THEN 99 の 入力 を し ます 。 
126 PRINT NA$(X)i" ノ デン 7 "iTELS(X):" デス " 入力 が 終り ます と 、 何 人 
139 PRINT 
149 GOTO 99 目 の ア デー タ を 見 た いか を 
159 END 聞い て きま す の で 、 入 力 
し て くだ さい 。 
0 を 入力 する と 処理 は 終 
了 し ます 。 


10 行 何人 分 の デー タ を 入力 する か ? 
20 行 配列 の 宣言 
DIM NA $(N) :DIM TEL$(N) と し な 
く て も 配列 変数 を 並べ て 、 ひ と つの DIM 
文 で 2 つ 以 上 の 配列 変数 の 定義 が で きま 
す 。 
30 行 FOR 廊 で 人 数 分 の 入力 を し ます 。 
40 行 何人 目 の 入力 か を 表示 し ます 。 
50 行 名 前 の 入力 
60 行 電話 番号 の 入力 
70 行 1 行 あ ける 。 
80 行 NEXT 文 くり 返し 処理 を 終え る 。 
90 行 表示 し た い 人 の 数 字 ( 何 人 目 か ) を 入力 す 
る 。 
100 行 0 を 入力 し た ら 処 理 を 終了 する 。 
110 行 範囲 の チェ ッ ク 、 総 人 数 より 大 きい 指定 
は で き な い 。 
120 行 デー タ の 表示 
130 行 1 行 あ ける 。 
140 行 GOTO 文 で ルー プ 
150 行 処理 の 終了 
変数 リス ト 
N : 総 人 数 
NA$( ) : 名 前 を 記憶 する 配列 変数 
TEL$( ) : 電 話 番号 を 記憶 する 配列 変数 
J : ルー プ 変 数 
X : 表示 し た い 番 号 





(4) 添字 (そえ じ ) 

電話 メモ の プロ グラ ム で 、 デ ー タ を 入力 する と き に NA$(』) と いう 変数 名 と TEL$(』) と いう 変数 
名 を 使い まし た 。 さ ら に デー タ を 表示 し た いと き に も NA$(X)、TEL$(X ) と し まし た 。 こ の カッ 
コ の な か は 、 数 値 で も 数 値 変数 で も か まい ませ ん 。 

5 番目 の 人 の 名 前 を 表示 し た いと き は 次 の よう に し ます 。 

PRINT NA$(5) 

X 番 目 の 人 の 名 前 を 表示 し た いと き は 

PRINT NA$(X) 

と し ます 。 
カッ コ の な か に 数 値 や 数 値 変数 を 入れ て 、 何 番目 か を 指定 し ます 。 こ の カッ コ の な か の 数 字 を 添字 
と いい ます 。 


メモ 





配列 変数 は カッ コ の な か が 2 つの 2 次 元 配列 の 指定 も で きま す 。 
DIM A$(10, 10) 
この よう な 指定 を すれ ば 、 さ ら に デー タ の 取扱 い が 簡単 に な り ま す 。 





4-5 サブ ルー チン を 使 お う 


プロ グラ ム を 作っ て いる と き に 、 同 じ 処 理 が 何 回 か 必要 な と き が あり ます 。 こ の よう な と き は 、 同 じ 
処理 を まとめ て 作っ て お きま す 。 


< 例 > 

名 前 を 入力 し て 、 そ の な か に カタ カナ の 文字 が 
入っ て いた ら 、 そ の 文字 を ひら が な に 直し ます 。 
次 に 住所 を 入力 し て 、 そ の な か に カタ カナ が あ 
れ ば 、 同 じ よ うに ひら が な に 直し ます 。 カ タカ 
ナ か ら ひ ら が な に 直す 処理 が 2 ヵ所 あり ます の 
で 、 こ れ を サブ ルー チン に し ます 。 











名 前 [た ナカ タ だ し | 住所 [トウ キョ ゥ ト ] 
1 ひら が を に ! 
た な か た だ し と うき ょ うと 

















メイ ン ル ー チ ン : 処理 の 中 心 に な る プロ グラ ム 
サ プ ブルー チン : ひと つの まとまっ た 処理 を する 
部 分 的 を プログラム 





サ プ ブル ー チ ン は 、RETURN 文 を 実行 する と 、GOSUB 文 の あと か ら プ ログ ラム が 継続 され ます 。 
次 の プロ グラ ム は 、10 一 20 一 100 一 110 一 30 一 40 一 50 一 100 一 110 一 60 一 70 が 実行 され る 順 褒 で す 。 


16 A=19 
2 GOSUB 199 
3 PRINT A 
4 A=29 

59 GOSUB 1 | まとめ 





69 PRINT A 
79 END サ プ ブル ー チ ン の 実行 に は GOSUB 文 


199 A=AxA プル ー チ ン か どる に は RETURN 
リー | サブ ルー チン か ら も どる 女 


で は 、 さ き は ほど の 例 を サブ ルー チン を 使っ た と き と 使 わな いと き に わけ て 考え まし ょ う 。 
サブ プルー チン を 使わ な いと き 
※(⑧⑤、⑤ は ほぼ 同じ 処理 


19 INPUT "ナマ ェ " 5 NAS$ 

29 FOR J=1 TO LEN(NA$) 

39 CODE=ASC(MID$(NA$,J,1 ) ) 

49 IF &HC9 く =CODE AND CODE く <=&HDD THEN CODE=CODE+&H29 
③⑬ | 59 IF &HA6<=CODE AND CODE<=&HAF THEN CODE=CODE- &H29 

69 IF &HB1<=CODE AND CODE く =&HBF THEN CODE=CODE-&H29 

79 MID$(NA$,J, 1 ) =CHR$(CODE ) 

89 NEXT J 

99 INPUT" シ ~ ぅ ウシ ョ " : AD$ 

199 FOR J=1 TO LEN(AD$) 

119 CODE=ASC(MID$(AD$,J,1 ) ) 

129 IF &HC9 く =CODE AND CODE く =&HDD THEN CODE=CODE+&H29 

139 IF &HA6<=CODE AND CODE く <=&HAF THEN CODE=CODE-&H29 
⑥ | 149 IF &HB1<=CODE AND CODE<=&HBF THEN CODE=CODE- 8H29 

159 MID$(AD$,J,1 ) =CHR$(CODE ) 

169 NEXT J 

179 PRINT 

189 PRINT" ナ マエ 1"iNA$ 

199 PRINT" シ ~ ラ 2 ウシ ョ : "5 AD や も 

299 END 
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サ プ ブル ー チ ン を 使っ た と き 


※ サ プルー 


の デー タ の 受け 渡し に 使う 変数 を 引数 と いい ます 。 


INPUT "ナマ エリ" 5 NAS 
HENKAN$=NA$ 

GOSUB 159 
NA$=HENKAN$ 
INPUT "シー ュ ウ ショ "5 AD$ 
HENKAN$=AD$ 
GOSUB 159 
AD$=HENKAN$ 
PRINT 

PRINT "ナマ エ 8 
PRINT "シュ ラウ ショ: " 
END 

REM SUBROUTINE 

REM HENKAN$ . . . ヒ キス ウ 

FOR J=1 TO LEN(HENKAN$) 
CODE=ASC(MID$(HENKAN$,J, 1 ) ) 





IF &HC9 く =CODE AND CODE く =&HDD THEN CODE=CODE+8H29 
IF &HA6<=CODE AND CODE く =&HAF THEN CODE=CODE- &H29 
IF &HB1<=CODE AND CODE く =&HBF THEN CODE=CODE- &H29 


MID$(HENKAN$,J, 1 ) =CHR$(CODE ) 
NEXT J 
RETURN 





チン の な か で HENKAN$ と いう 変数 に 代入 され た 文字 列 を ひら が な に 直し て いま す の で 、 
呼び 出す 前 に HENKAN$ に 変換 し た い 文 字 列 を 入れ て か ら GOSUB 女 を 実行 し ます 。 
また 、 サ プル ー チ ン か ら も どっ た と き に は 、HENKAN$ の 値 を 使い ます 。 こ の よう に サ プ ブルー チン 


@ サブ ルー チン を 使う と き の 注意 点 


① サ プ ブルー チン の な か で は CLEAR 文 は 使え ませ ん 。RETURN 文 が 実行 で き な く な る か ら で す 。 

⑫ サ プル ー チ ン 内 で 使う 変数 は 、 メ イン ルー チン に 影響 し な い 変数 に し まし ょ う 。 

③ サ プル ー チ ン は ひと つの まとまっ た プロ グラ ム で すか ら サ プ ブルー チン の 先頭 に 見 出し (コメ ント ) 
を つけ る と わか りや すく な り ま す 。 


4-6 美しい プロ グラ ム 


プロ グラ ム は 、 変 数 の つけ 方 も ある 程度 は 自由 で す 。 ま た 、 命 令 と 命令 の 間 に 空 (スペ ー ス ) を 入 
れる こと も で きま す 。 行 番号 も 何 行か ら は じ め て も か まい ませ ん 。 こ の よう な こと か ら 、 プ ログ ラム 
は 作る 人 に よっ て 見 や すい プロ グラ ム に な っ た り 、 見 プ ら ちい プロ グラ ム に な っ た り し ます 。 見 や すい 
プロ グラ ム と いう の は 、 プ ログ ラム を 見 な だけ で 、 何 を し て いる の か すぐ に 理解 で きる も の で す 。 
ここ で は 、 プ ログ ラム を 美しく 作る ヒン ト を 説明 し まし ょ う 。 

(1) コメ ント を 多く つけ る 

コメ ント は REM 文 また は シン グル クォーテーション ( ”') の あと に 自由 に 書く こと が で きま す 。 

行 全体 を コメ ント する こと も 、1 行 の 途中 か ら コ メン ト に する こと も で きま す 。 

(2) 段 さ げ を 利用 する 

行 番号 と 命令 の 間 の 空白 (スペ ー ス ) は 、 ひ と つと は 限り ませ ん 。 必 要 に 応じ て 空白 を ふやす こと も 
で きま す 。 

FOR-NEXT 文 の と き の 対 応 を つけ る の に 使う と 、FOR-NEXT 間 が どこ まで か が よく わか り ま す 。 


(3) 命令 と 命令 の 間 な ど に 空白 を 入れ る 
BASIC の 1 行 の な か に は 、 命 令 娘 も あれ ば 、 変 数 も 数 値 も あり ます 。 変 数 と 命令 の 間 に 1 廊 字 空白 を 
あけ る だ け で 、 プ ログ ラム は 見 や すい も の に な り ま す 。 


29 CLS 

39 FORJ=1TO15 
49 FORK=1TO19 
59 し =JxK 

69 PRINT L 

79 NEXT K 

89 NEXT J 

99 END 


19 REM が か メン ラッ ス 
29 CLS 
39 FOR J=1 TO 19 REMJ=1 
49 FOR K=1 TO19 REMKa1 カ 519 
=JxK REM L ノッ イ ゆ > 
69 PRINTL REM し ノ ay Ne 


あま り よ く な い 例 


99 END REM ォ ワ リ 
た だ し 、 美 し きだ け に と ら わ れる と 、 メ モリ ー の 空き 領域 が 少な て な り ま す 。 


61 


62 





ここ で は 、MX-10 の 特長 を フル に 発揮 し た プロ グラ ム を 例 に 、 プ ログ ラム の 作り 方 、 命 令 の 使い 方 を 
説明 し て いき ます 。 プ ログ ラム を 入力 する と き は 必ず NEW 4J を 実行 し て か ら 行 な っ て くだ さい 。 


5- 1 必ず マス ター し だ た い 命 令 と その 使い 方 


すでに 説明 し た NEW 、LIST、RUN 命 令 以外 に プロ グラ ミン グ に 欠か せな い 重 要 な 命令 を 紹介 し ます 。 


(1) PRINT 命 令 

PRINT 命令 は 、 デ ー タ (文字 列 ) な ど を 画面 に 表示 する 命令 で 、 次 に 続く メッ セー ジ や 変数 の 内 人 容 、 
計算 結果 を 表示 し ます 。 

この 命令 を 使っ て いろ いろ な 計算 を し て み ま し ょ う 。 ま ず 人 簡単 な た し 算 を し て 結果 を 表示 し て み ま す 。 
例 ) 19 PRINT 5+19 


この プロ グラ ム は 5 +10 の 結果 を 表示 する も の で 
す 


実行 は [Fe ) か で 行ない ます 。 






19 PRINT 5+19 


で は 次 の プロ グラ ム は どう で し ょ う 。 





例 ) 19 A=5+19 As5+16 
26 PRINT A 2 PRINT A 
5 十 10 の 結果 を 変数 A に 覚え させ て 変数 A の 内 容 run 
を 表示 させ ます 。 0 


次 に 四則 演算 を 行なっ て み ま し ょ う 。BASIC で の か け 算 は * (アス タリ スク )、 わ り 算 は プ (スラ ッシュ ) 
を 使い ます 。 


例 ) 


19 A=7 

の B=8 run 
PRINTA+B W 15 

49 PRINTA-B -1 

59 PRINTAxB 56 

69 PRINTA/B ・875 


Ok 


さて 、 こ れ ま で は 結果 だ け を 表示 し まし た が 、 結 果 の 前 に コメ ント を つけ る こと も で きま す 。 


例 ) 19 A=5 
2 B=19 0 
39 PRINT"A+B= "iA+TB 


Ok 


30 行 の よう に ダブ ルク ォ ー テ ーション (・) で か こま れ た 女 字 列 は その まま の 形 で 表示 し ます 。 
A+ B= を 表示 し た あと に A+ B の 結果 が 表示 され ます 。 


還 PRINT 文 の 書き 方 

PRINT 娘 で は 、 女 字 列 や 結果 な どの 間隔 を あけ て 表示 し た り 、 つ め て 表示 し た りす る 方 法 が あり ます 。 
これ は カン マ (,) と モミ コロ ン ( : ) を 使用 し ます 。 この 方 法 を 知っ て お く と プロ グラ ム 作 り に と て も 
便利 で す 。 


① ヵ ンマ ( , ) を 使う 

> で 区 切る と 変数 A と B の 数 値 は 、 一 定 の 間隔 に 区 
切ら れ ま す 。 そ の 間隔 は 、 符号 (空白 )、 一 ) を 含 
め て 14 桁 に 区 切っ て 表示 し ます 。, を 2 つ 続 ける と 数 
値 は 2 行 に わた り 表 示さ れ ま す 。 

, を と る と 新しい 変数 A B と 受け と り ま す 。 A B に は 
何 の 定義 6 し て いま せん の で コン ピュ ー タ は 0 を 表 
示し ます 。 







19 A=5 
29 B=19 
39 PRINT A,B 





ス の と は 上 引 マ イナ る | 
き は 一 を 表示 


② セ ミコ ロン (: ) を 使う 
) で 区 切っ た な と き は 、 変 数 A と B の 数 値 の 間 に 2 つ 


29 B=19 
の 空白 が あき ます が 、 数 値 の 前 に つく 空白 は 符号 の 39 PRINT AiB 
た め の 空 白 で 、 数 値 の あと に も う ひ と つ 空 白 が つき run 
ます 。 6 


千 号 空白 





③ 2 つの PRINT 文 で 使う 
2 つの PRINT 娘 の デー タ に 最後 に , も : も つけ な いと き は 改行 され て 表示 され ます 。 







19 A=5 


19 A=5 









29 B=19 29 B=19 
39 PRINT Ai 39 PRINT A 
49 PRINT B 49 PRINT B 
run run 
5 19 5 
Ok 19 
Ok 
(セミ コロ ン を つけ た と き ) (セミ コロ ン を つけ な いと き ) 
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(《④ カ ンマ (・)、 セ ミコ ロン ( : ) を 使わ な い 


PRINT 文 で 表示 し た い デ ー タ を , と : を 使わ な いで 変数 を 続け て 書く こと も で きま す 。 そ れ は 変数 


に 属性 文字 ($ 、 多 、! 、 半 ) が ある と き で す 。 


例 ) 19 A$="CASIO" 
29 B$="MSX" 
39 PRINT A$,B$ 
49 PRINT A$SiB$ 
59 PRINT A$B$ 
69 A#=-19 
79 B#=-29 
89 PRINT A#。B 拉 
99 PRINT A#t?B 提 
199 PRINT AB 柱 


⑤ 廊 字 や 記号 は きれ い に 間 を あけ る 


CASIO 
CASIOMSX 
CASIOMSX 


-19 
-19 -29 
-19 -29 





文字 や 記号 は 、 数 値 と ちがっ て 符号 + (プラ ス )、 一 (マイ ナス ) は つき ませ ん 。 娘 字 や 記号 は モミ コ 
ロン (  ) で 区 切る と 1 文字 分 も あけ ず に 表示 し ます 。 も し 間 を あけ た いと き は 、 空 白 を "の 


よう に ダブ ルク ォ ー テ ーション で か こみ ます 。 


1 PRINT"CASIO"i “MSX" 


run 
CASIOMSX 


(2) INPUT 命令 


19 PRINT"CASI0"1 7 "1 TMSX" 
run 
CASIO MSX 





INPUT 命 令 は 、 キ ー ポ ボー ド か ら デ ー タ を 入力 する 命令 で す 。 で は 次 の プロ グラ ム を 入力 し て み ま し ょ う 。 


19 INPUT A 
29 PRINT A 
39 END 


10 行 の INPUT A は 、 キ ー ボ ポー ド か ら 入 力 し た デー タ を 変数 A に 入れ な さい と いう 命令 で す 。20 行 は 
その デー タ を 表示 し ます 。 こ の プロ グラ ム を 実行 する と MSX は *?? を 表示 し て デー タ の 入力 待ち と 


な り ま す 。 


右 の 実行 例 は アー タ に 432 を 入力 し 、 を 押し た 例 で す 。 こ こ で も デー タ を 入力 し た あと 必ず 


し キー を 押し ます 。 













19 INPUT A 
29 PRINT A 
39 END 

Ok 

TuUn 

? 432 一 入力 する 
432 

Ok 


数 字 以 外 の 廊 字 を 入力 する と ? Redo from st- 


art が 表示 され ます が 、 再 び デ ー タ を 入力 する TU 

こと は で きま す 。 ? ABC 文字 を 入れ る 
?2Redo from Start 
? 123 今度 は 数 字 を 入れ た 


123 
0k 





INPUT 文 は 、 メ ッ セ ー ジ を 表示 し た あと に デー 

19 INPUT"A="i 
タ 入 力 を する こと が で きま す 。INPUT の あと に 29 PRINT A 
ダ プ ルク ォ ー テ ーション ( " ) で メッ セー ジ を 39 END 
囲み セミ コロ ン (: ) で 区 切り ます 。 run 

A=? 19 

19 

Ok 





ひと つの INPUT 文 で 複数 の アー タ を 入力 する こと も で きま す 。 こ の と き の 変 数 は カン マ (,) で 区 切 
り ま す 。 デー タ の 入力 は 、 カ ンマ (, ) で 区 切っ て や る 方 法 と 、 ひ と つ ひ と つ 入 力 する 方 法 と が あり 
ます が 、 ひ と つ ひ と つつ 入力 する と き は 、 2 つめ の 入力 の と き に *? ?? が 表示 され ます 。 








run 
? 19 一品 (回 と し た 


?29 29 一 {3][(gj 回 と し た 
39 


19 INPUT A,B 
29 PRINT A+B 
39 END 

TU 

? 19,29 っ 


39 口 (9 回 しょ 
Ok 








Ok 
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(3) GOTO 文 


プロ グラ ム は 行 番号 の 小さ い 順 に 実行 し ます が 、GOTO 廊 を 使う と 、 自 由 に 行 を と ば すこ と が で きま す 。 
GOTO 廊 は 、GO( 空 白 )TO で も GOTO と し て も 、 ど ちら で も か まい ませ ん 。GOTO の あと に は 、 こ れ 


か ら と ん で いく 行 番号 を つけ ます 。 


19 PRINT "コン ニチ ハル 7『" 


この プロ グラ ム を 実行 する と どう な る か 、 ち ょ っ と 考え て み 


29 GOTO 59 て くだ きい 
39 PRINT "3" 2 
49 GOTO 79 まず RUN す る と 10 行 を 実行 し 、 画 面 に は 「 コ ン ニ チワ ? 」 と 
59 PRINT "1" 表示 され ます 。 次 に 20 行 で GOTO 50 を 実行 し 、50 行 に と び ま 
69 GOTO 99 す 。 50 行 で は 「 1 」 を 表示 し ます 。 そ の 次 は GOTO90 を 実行 
79 PRINT "4" し ます 
89 END 
99 PRINT "2" その あと は …… 考 えて みて くだ さい 。 
199 GOTO39 

(4) IF 文 


これ は 、 い ろ い ろ な 条件 の 判断 を 行なう 命令 で す 。「 も し 一 な ら ば ー を する 」 と いう よう な こと を する 


わけ で す 。 


19 INPUT"A="iA 

29 INPUT"B="iB 

39 IF A>B THEN PRINT Ai" カ ~ オオ キイ " 
49 IF A<B THEN PRINT Bi" カ ~ オオ キイ " 
59 IF A=B THEN PRINT "ヒト シイ " 

69 END 


この プロ グラ ム は A と B を 入力 し 、A と B の 値 を 比較 する プ 
ログ ラム で す 。30 行 の ヾ A>B? と いう 条件 が 成立 すれ ば 、 
THEN の あと の 命令 を 実行 し ます 。 以 下 40 行 、50 行 と 同じ 内 
容 で す A>B” を 条件 式 と いい ます 。 

また IF 文 は IF①THEN②ELSE③ の よう な 使い 方 も で きま す 。 
これ は 「①( 条 件 式 ) が YES な ら ② を 、NO な ら ば ③ を 実行 し 
な さい 」 と いう 形 に な り ま す 。 

THEN ま た は ELSE の あと に GOTO 行 番号 を 書く と き は GOTO 
を 省略 する こと が で きま す 。 

た と えば 「10 IF A=B THEN 200」 と いう 形 で す 。 


A の 入力 


20 行 
B の 入力 
YES 


10 行 


A の 表示 











な ンー 
に 


60 生 





(5) FOR 一 NEXT 文 

くり 返し を 行なう 命令 で す 。 

FOR と NEXT の 間 に は さま れ た 命令 を 実行 し ます 。 た と えば 、 前 に 学習 し た IF 文 を 使っ て 1 か ら 100 
まで 表示 し よう と する と 、 ど うな る で し ょ う 。 


19 J=1 

29 PRINT J 

39 J=Jt1 

49 IF J>199 THEN 59 ELSE 29 
59 END 






J に 1 を 代入 
する 


この プロ グラ ム で は 、 変 数 「』」 の 初期 値 を セッ ト す る 部 分 
が 10 行 、』 の 値 に 1 プラ ス す る の が 30 行 、J が 100 よ り も 大 き 
いか どう か 判断 する の が 40 行 に な り ま す 。 


J す に J 十 | を 
代入 する 


FOR 一 NEXT 文 は 、 こ の よう な くり 返し 処理 を 行なう の に と て も 便利 な 命令 で す 。 1 か ら 100 ま で の 
表示 を 行なう プロ グラ ム を FOR-NEXT 文 で 作成 する と 次 の よう に な り ま す 。 


19 FOR J=1 TO 199 10 行 の FOR 文 は 「 変 数 』 が 初期 値 1 か ら 最 終値 100 ま で 」 と い 
29 PRINT J う 意味 で す 。30 行 の NEXT 文 は 、10 行 の FOR 文 と 対応 する も 
39 NEXT J の で 、 こ の NEXT 廊 の 前 まで が 実行 され ます 。 


49 END 


67 


68 


で は 、 数 字 を 1、3、5、7…… と 、 1 つ お き に 表示 し た いと き に は 、 ど うす れ ば いい で し ょ うか ? 
FOR 文 の 書き 方 は 
行 番号 ]FOR [変数 ]=[ 折 期 値 ] TO [ 最 値 ]STEP 只 分 
と な り ま す 。 こ の よう に STEP 以 降 を 省略 する と 、 増 分 は 1 に な り ま す 。 ま た 増分 に マイ ナス (-) 
を 使う こと も で きま す 。 
そこ で 、 プ ログ ラム は 

10 FOR J=1TO 100 STEP 2 
で す 。 前 の ペー ジ の プロ グラ ム に STEP 2 を 追加 し て 実行 し て くだ さい 。 
FOR 娘 の 終り で ある NEXT 文 に は 、NEXT の あと に FOR 文 て 使っ た 変数 名 を 書き ます 。 
この と き 変 数 名 を 省略 する こと も で きま す が 、FOR 廊 と の 対応 が わか り に くく な り ま す の で 、 省 略し 
な い 方 が いい で し ょ う 。 






































FOR 一 NEXT 娘 の な か に 、 さ ら に FOR 一 NEXT 
娘 を 入れ る こと も で きま す 。 こ の 方 法 を 「 ネ ステ ィング (入れ子 ) と 呼び ます 。 た だ し 、 こ の と き F 
OR と NEXT の 対応 が まじ わる こと は 許さ れ ま せん 。 


FOR J=1 TO 10 
FOR K=1 TO 


0 








選 
選 半 


NEXT K 
NEXT J 


FOR J=1 TO 10 
FOR K=1 TO 


5 








まじ わっ て いる の で 許さ れ ま せん 。 
^NEXT without FOR” と いう エラ ー に な り ま 


NEXT J す 。 
NEXT K 
NEXT 文 が 2 つ 以 上 つなが っ て いる と き は 、 1 
19 SCREEN 9 つの NEXT 廊 で 変数 を つ を ぐことができます 。 
29 WIDTH 49 た と えば NEXT K の あと に NEXT J が 統 く と き 


39 = 

4 で た 9 は 、NEXT K、』 と いう 具合 で す 。 当然 NEXT 」 、 
59 PRINT JxKi K で は いけ ませ ん 。 必ず ルー プ の 内 側 に ある 方 
69 NEXTK 





が 左側 に きま す 。 
人 FOR 一 NEXT 文 の 間 に も う 1 つの FOR-NEXT 
9 END 文 を 入れ た 例 を 次 に 示し ます 。 こ れ は 九 九 ( く 


く ) の 表 を 表示 する プロ グラ ム で す 。 


(7) GOSUBーRETURN 

サブルーチン を 呼び 出す 命令 が GOSUB 文 で 、 サ プ ブルー チン か ら も どる 命令 が 、RETURN 文 で す 。 
サブ ルー チン に つい て は 、“4 一 5 サブルーチン を 使 お う ” で 詳し く 説明 し ます か ら 、 こ こ で は 簡単 に 書 
き 方 だ け を 説明 し ます 。GCOSUB 娘 は 、GOSUB| 行 番号 に なり ます 。[ 行 番号 | は 必ず 書い て くだ さい 。 
この と き 、 ま ちがっ て 存在 し な い 行 番号 を 指定 する と `Undefined line number* エラ ー に な り ま す 。 
































RETURN 娘 は 、RETURNI 行 番号 ] と 書き ます が 、[ 行 番号 ] は 省略 する こと が で きま す 。 省 略し た と き は 、 























GOSUB 廊 の 次 の 命令 を 実行 し 、[ 行 番号 を つけ た と き は 、 そ の 行 番号 か ら 実 行 し ます 。 








(8) READ 文 と DATA 文 お よび RESTORE 文 

プロ グラ ム 中 で 使う 値 を プロ グラ ム 中 に 書き 込ん で 、 必 要 に 応じ て 読み 出す こと が で きま す 。 こ れ を 
行う 命令 が READ 文 で 、 デ ー タ の 設定 を 行なう の が DATA 文 で す 。 こ こ で READ 文 で 読み 込む 変数 の 
型 と 、 読 み 出 され る デー タ の 型 は 同じ て で な けれ ば な り ま せん 。 


eREAD 文 の 書式 
変数 が ひと つの と き : READ 変 数 名 
変数 が 複数 の と き : READ 変 数 名 。 変 数 名 … 
DATA の 個数 以上 に デー タ を 読み 込 も うと し た と き は “Out of DATA" エ ラー に な り ま す 。 ま た 変数 
の 型 が 異な る と き は Type mismatch"” エラ ー に な り ま す 。 
DATA 女 は プロ グラ ム 中 の どこ に 存在 し て も か まい ませ ん 。 書 式 は 次 の 通り で す 。 
DATA 定数 定数 …… 
また DATA 文 の アー タ は READ 廊 で 読ま れる ご と に 、 1 つ ず つ デ ー タ を 与え ます 。 


DATA 5, 7, 6, 4 
L_ 4 回 目 の READ 文 実行 で 読ま れる デー タ 
3 回 目 の READ 女 実行 で 読ま れる デー タ 
2 回 目 の READ 文 実行 で 読ま れる デー タ 
1 回 目 の READ 廊 実行 で 読ま れる デー タ 


19 FOR J=1 TO 3 この プロ グラ ム は 、READ 文 が FOR 一 NEXT 文 で 3 回 くり 返 
29 READ A され ます 。READ 廊 に 対応 する DATA 女 は 、 プ ログ ラム 全体 
中 0 4 の DATA 廊 の 早い 行 番 号 の アー タ か ら 1 つ ず っ 読み 込ま れ ま 
59 END す 。 こ の プロ グラ ム を 実行 する と 3 回 読み こま れる の で 60 行 
69 DATA 5,4,7 の 5、4、7 が 表示 され る こと に な り ま す 。 


79 DATA 3,9,.6 


RESTORE 文 で 読み 込ま れる DATA 文 を 指定 で きま す 。 


69 


70 


5 RESTORE 79 この プロ グラ ム は 5 行 目 の RESTORE 文 で 、 読み 込む DATA 


2 6 3 文 を 70 行 に 指定 し て いま す 。 こ れ を 実行 する と 3、9、6 が 
38 PRINTA され お お 

49 NEXT J 

59 END 


69 DATA 5,4,7 
79 DATA 3,9,6 


5-2 MSX を も つと 楽し お 病 令 (ツラ フィ ッ ク ) 


いま まで 学習 し た 命令 だ け で も 、 充 分 に プロ グラ ム を 作る こと が で きま す が 、 こ こ で は 、 も っ と 楽し 
い プ ログ ラム を 作る た め 、 さ ら に いろ いろ な 命令 を 説明 し て いき ます 。 


(1) COLOR 文 

MX-10 は テレ ビ に 16 色 の 色 を 出す こと が で きま す が 、 こ の 人 色 の 指定 を 行なう 命令 が 、COLOR 文 で す 。 
16 の 色 は それ ぞ れ 色 コ ー ド で 対応 し 、 色 の 指定 は テレ ビ 画 面 上 の 3 つの 部 分 を それ ぞ れ 指定 する こと 
が で きま す 。 


前 入 色 
きき きき e 前 景色 は 廊 字 の 色 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 で の 線 
9 や 点 の 色 で す 。 
e 背 景色 は 文字 を 書く 画面 の 色 、 グ ラフ ィ ッ ク 
画面 の 地 の 色 で す 。 


@ 周辺 色 は 背景 の 外 わ く の 色 で す 。 


COLOR 文 の 指定 は 次 の よう に な り ま す 。 


COLOR [天智 | | 有 如 番 引 





色 コ ー ド (カラ ー コ ー ド ) と 実際 の 色 は 次 の よう に な り ま す 。 


0 = 透明 (周辺 色 と 同じ 色 ) 8 = 赤 

1 = 黒 9 = 明る い 赤 
2 = 緑 10= 次 

3 = 明る い 緑 11= 明 る い 黄 
4 = 暗い 青 12= 暗 い 緑 
5 = 明る い 青 13= 穫 

6 = 暗い 赤 14= 灰 


7 = 水色 15= 白 


5 CLS 
19 DEFINT A-Z 
29 PRINT "シュ ウ ヘ ン シ ョ ク ヲ カエ マス " 








この プロ グラ ム は 、 前 景色 、 背 景色 、 周 辺 色 を 
3 J=9 15 

45 AD 変化 させ る プロ グラ ム で す 。 

59 COLOR ,,J 例え ば 前 景色 だ け を 変え る と き は COLORI 色 コ 
69 OUR 230 ー ド | と し 、 背 景色 、 周 辺 色 は 省略 で きま す 。 
8 PRINT "イケ イシ ョ ク ヲ カエ マス " 同様 に 、 本 と き は COLOR,, 
99 FOR J=9 TO 15 ( 色 ュ ー ド | と し ます 。 


199 GOSUB 279 

119 COLOR ,J 

129 GOSUB 239 

139 NEXT J 

149 PRINT " セ ` ン ケイ ショ ク ヲ カエ マス " 

159 FOR J=9 TO 15 

169 GOSUB 279 

179 COLOR J 

189 GOSUB 239 

199 NEXT J 

299 COLOR 15,4,7 

219 END 

229 REM シ ~ カ ンマ チ 

239 FOR T=1 TO 999 

249 NEXT T 

259 RETURN 

269 REM イロ ヒョウ シ ~ 

279 PRINT "カラ ー" ji 

289 RETURN 
(2)SCREEN 文 (画面 の 種類 の 選択 ) 


MSX で は 0 一 3 まで 4 種類 の 画面 モー ド を も っ て いま す 。 


0 = 最大 40 女 字 X24 行 で 構成 され る テキ スト モー ド 

1 = 最大 32 文 字 X24 行 で 構成 され る テキ スト モー ド 

2 = 高 解像度 グラ フィ ッ ク (256X192 ド ッ ト て 構成 され る ) モ ー ド 
3 = マル チカ ラー モー ド 


この な か で テキ スト モー ド と 呼ば れる 画面 の 状態 の と き 、 プ ログ ラム の 入力 を 行なう こと が で きま す 。 
と ころ で 、 こ れ ま で の プロ グラ ム は テキ スト モー ド の プロ グラ ム で し た が 、 画 面 に 線 を 描く こと が で 
きる の は 、 高 解像度 グラ フィ ッ ク モ ー ド か マル チカ ラー モー ド で す 。 


@ 最大 40 文 字 メ 24 行 テキ スト モー ド (SCREEN 0) 
この モー ド で は 、 前 景色 の 指定 と 背景 色 の 指定 

だ けが 有効 に な り ま す 。 画 面 上 に 多く の 文字 が 
表示 で きま す が 、 1 つの 文字 は 、 横 6 ドット 、 

(6 つの 点 ) で 表示 され る た め 、 ひ ら が な ( 横 8 

ドッ ト で 構成 され る 文字 ) は 少し 欠け て 表示 さ 

れ ま す 。 ま た 、 あ と で 説明 され る スプ ライ ト の 
表示 も で きま せん 。 


欠け る 


71 


72 


@ 最大 32 文 字 X24 行 テキ スト モー ド (SCREEN 1) 

この モー ド で は 、 文 字 を 横 方 向 に 最大 32 文 字 表示 (WIDTH 文 73 P 参 照 ) する こと が で きま す 。 ま た 
スプ ライ ト を 使う こと も で きま す 。MX-10 に 電源 を 入れ た と き の モ ー ド は SCREEN 1 で す 。 色 は 、 
周辺 色 、 背 景色 、 前 景色 (文字 の 色 ) の 3 色 が 画面 に 表示 され ます 。 た だ し スプ ライ ト は 自由 に 16 色 
指定 で きま す 。 

@ 高 解像度 グラ フィ ッ ク モ ー ド (SCREEN 2) 

絵 を 表示 する と き に この モー ド を 使い ます 。 こ の モー ド は 横 256 ド ッ ト 、 た て 192 ド ッ ト の 点 を 表示 で 
きま す 。 

@ マル チカ ラー モー ド (SCREEN 3) 

この モー ド は 、 横 4 ドッ ト 、 た て 4 ドッ ト を ひと まとめ (1 ブロッ ク ) と し て 表示 する モー ド で す 。 
画面 全体 の プロ ッ ク は 、 横 64、 た て 48 に な り ま す 。 

各 プ ロッ ク ご と に 点 を 表示 する こと が で きま す が 、 点 の 大 き さ は 、 高 解像度 グラ フィ ッ ク モ ー ド と 比 
較 す る と 、 た て 、 横 、 各 4 倍 の 大 き さ に な り ま す 。 


0 
娘 字 表示 2 
(40 x24) Rx、2 の こま か い 絵 


7 
好 表 示 の 6 Oo 
(32 x24) 





@ 座標 の 指定 

画面 上 に 女 字 を 表示 し た り 、 グ ラフ ィ ッ ク 点 を (@. 0 

表示 する に は 、 そ の 位置 を 指定 し な けれ ば な り た て 

ませ ん 。 こ の 位置 指定 は 座標 で 行ない ます が 、 ( 横 位 置 。 た て 位置) 


座標 は 横 位 置 、 た て 位置 を 指定 し ます 。 


テキ スト モー ド で 文字 を 表示 する と き は LOCA 
TE 文 で 、 文 字 の 表示 位置 を 指定 する こと が で き 
ます 。 画面 の 左上 の 座標 が (0、0) と な り 、 右 下 が 
( 横 方 向 の 表示 で きる 文字 数 一 1,23) と な り ま す 。 
た と えば 、 5 行 目 の 10 文 字 目 の と ころ に 文字 を 
表示 する と き は 

LOCATE9,4 : PRINT*ABC* 
と し ます 。 


高 解像度 グラ フィ ッ ク モ ー ド の 座標 指定 は 左上 | | 
が (0, 0)、 右 下 が (255, 191) と な り ま す 。 
マル チカ ラー モー ド の と きも (0, 0) 一 (255, 

191) で 表わし ます 。 











(3) WIDTH 文 
テキ スト 画面 で 1 行 に 表示 で きる 最大 文字 数 を 決め ます 。 


SCREEN 0 の と き 一 一 1 一 40 字 
SCREEN 1 の と き 一 一 1 - 32 字 


た だ し 、 表 示 文 字数 を 大 きく する と 、 テ レビ に よっ て は 左側 の 文字 が 見 えな く な る こと が あり ます 。 
WIDTH 文 の 指定 は 次 の 通り で す 。 


WIDTH 了 大 文字 数 


(4) LOCATE 文 


INPUT 文 や PRINT 文 を 実行 する と き の 位置 を 指定 し ます 。 
これ は 次 の よう に 指定 し ます 。 


LOCATE 


SCREEN 1 
WIDTH 28 
G=9 
REM ミタ * シ 
LOCATE 5,3:PRINT" ナ マエ" 
LOCATE 5,5:PRINT" コ クコ ~ " 
LOCATE 5,7:PRINT" ス ウ カ ~ ク " 
LOCATE 5,9:PRINT" エ イコ ~" 
LOCATE 5,11:PRINT" コ ~ ウ ケイ" 
REM テ ~ - タ ニュ ウリ ョ ク 
LOCATE 13,3:INPUT NA$ 
LOCATE 13,5:INPUT KO 
G=G+KO:GOSUB 299 
LOCATE 13.7:INPUT SU 
G=G+SU: GOSUB 299 
LOCATE 13,9:INPUT EI 
G=G+EI :GOSUB 299 
END 
REM コ ~ ウ ケイ ノ ヒ ョ ウシ ~ 
LOCATE 14,11:PRINT G 
RETURN 


WIDTH 廊 と 、LOCATE 廊 を 使っ た プロ グラ ム 
で す 。 画 面 上 の 、 指 定 し た 位置 に 女 字 を 表示 す 
る た め に LOCATE 文 を 使っ て いま す 。 

最初 に 名 前 、 国 語 、 数 学 、 英 語 、 合 計 の 文字 を 
表示 し 、 そ の あと に 名 前 、 国 語 、 数 学 、 英 語 の 
順に デー タ を 入力 し て いき ます 。 点 数 の アー タ 
が 入力 され る と 、 合 計 の 点数 も 増え て いき ます 。 
プロ グラ ム の な か で 使わ れ て いる コロ ン (:) 

は 、 1 行 に 複数 の 命令 を 並べ る と き の 区 切り に 
使い ます が 、 2 つ 以 上 の 命令 が 並ん を で いる 状態 
を マル チ ス テー トメ ント と 呼び ます 。 
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フロ ー チ ャ ー ト 


サブ ルー チン 


1020 行 


19 


19y 200 行 
束 学 の 入力 





合計 合計 
+ 数 学 


210 行 





50-90 行 


0 
UI 
上 


の 表示 
(サブルーチン ) 





110 行 











名 動 の 入力 160 行 
英語 の 入力 
mmoaa | IE 
スカ 合計 合計 | 70 生 
英語 
き H 8 変数 リス ト 
+ > 
合計 の 表示 || (サブルーチン ) G : 合 計 
NA$: 名 前 
合計 の 表示 || (サブ ルー チン ) 180 生 KO : 国語 の 点数 
SU : 数 学 の 点数 


① EI : 英語 の 点数 


(5) PSET 文 
PSET 廊 を 使っ て 画面 上 に 点 を 表示 し て み ま し ょ う 。 こ の PSET 娘 は 、 グ ラフ ィ ッ ク 命 令 な の で 、 必 
ず SCREEN 2 か SCREEN 3 に し て か ら 実 行 し ます 。 テ キス トモ ー ド て 実行 する と Ilegal function 
call′ エラ ー と な り ま す 。 
PSET 文 は 次 の よう に 指定 し ます 。 

PSET (X 座 標 , Y 座 標 ), 色 コ ー ド 
キー ポー ド か ら 指 定 し た 位置 に 指定 し た 色 で 点 を 表示 する プロ グラ ム で す 。 


19 INPUT "X="iX 


29 INPUT "Y="iY 10 一 30 行 それ ぞ れ の デー タ を 入力 し ます 。 

3 INPUT"COLOR="i:C 40 行 ” COLOR 廊 で 画面 の 背景 を 黒 に し ます 。 

48 COLOR 15。1,1 3 RSS 

59 SCREEN 2 中 その す 

69 PSET(X,Y) ,C 60 行 。 点 を 表示 し ます 。 

79 GOTO 79 70 行 プロ グラ ム を 70 行 で 止め る た め に 、 
GOTO 文 を 実行 し て いま す 。 

Xs? 128 の 

補 

Y=? 96 (画面 の 中 央 に 黄色 い 点 を 表示 し ます ) ^ りー255 

COLOR=? 19 Y は 、0 一 191 


C は 、0-15 


プロ グラ ム が 終了 する と テキ スト 画面 に ち ど っ て し まい 、 せ っ か く 表 示し た 点 が 消え て し まい ます の 
で 、70 行 目 は GOTO070 と し て 、 い つま で も 70 行 を 実行 する よう に し た わけ で す 。 CTRU] _~ BTOP] 
で 終了 し ます 。 

PSET 廊 で 色 コ ー ド を 指定 し な いと 、COLOR 娘 で 指定 し た 前 景色 に を り ます 。 


(6) PRESET 文 
PRESET 文 は PSET 文 と は 逆 に 、 指 定 し た 座標 の 位置 の 点 を 消し ます 。 
この 文 の 指定 は 次 の 通り 。 
PRESET (X 座 標 , Y 座 標 ) 
PSET 娘 で は COLOR 文 で 指定 し た 前 景色 で 点 を 表示 し ます が 、PRESET 文 は 、 指定 し た 座標 位置 に 
背景 色 で 点 を 表示 し ます 。「 背 景色 で 点 を 表示 する ……」 と いう こと は 、 つ まり 点 を 消す こと に な る わ 
け で す 。 
PRESET 文 で 色 コ ー ド を 指定 する と PSET 文 で 色 を 指定 し た の と 同じ 働き を し ます 。 


まとめ 


PSET (X 座 標 , Y 座 標 ) ニーーーーーー 前 景色 で 点 を 表示 

PRESET (X 座 標 , Y 座 標 ) ニーーーーー 点 を 消す (背景 色 で 点 を 表示 ) 

PSET (X 座 標 , 座標), 色 コー ドーーー 指定 し た 色 コ ー ド に 対応 する 色 で 点 を 表示 する 
PRESET (X 座 標 , Y 座 標 ), 色 コー ドー 指定 し た 色 コ ー ド に 対応 する 色 で 点 を 表示 する 






(7) LINE 文 ① 
LINE 廊 は 、 その 名 の 通り 線 を 引く 命令 で す 。 線 を 引く に は 、 引 き 始 め の 点 と 引き 終り の 点 が あっ て 
は し じ め て 線 を 引く こと が で きま す 。 ま た 、BASIC で も 2 つの 点 を 指定 し ます 。 


開始 点 


LINE (開始 点 ) 一 (終了 点 ), 色 コー ド 








終了 点 
開始 点 、 終 了 点 と も に 座標 で 表わし ます 。 こ の と き 、 


色 コ ー ド を 省略 する と COLOR 文 で 指定 し た 前 景色 に 
な り ま す 。 

な お LINE 文 も SCREEN 2 また は SCREEN 3 て 使い 
ます 。 
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76 


289 


COLOR 15。1.1 
SCREEN 2 
X1=6:Y1=9 
X2=18:Y2=19 
DXs5 
DY=3 
EX=3 
EY=4 
REM 
FOR Js1 TO 569 
REM 
LINE(X1.Y1)-(X2,Y2) 
IF DX+X1>255 THEN DX=-1xDX 
IF DX+X1<@ THEN DX=-1xDX 
IF EX+X2>255 THEN EX=-1wEX 
IF EX+X2 く <9 THEN EX=-1wEX 
IF DY+Y1>191 THEN DY=-1*DY 
IF DY+Y1<9 THEN DY=-lxDY 
IF EY+Y2>191 THEN EY=-1xEY 
IF EY+Y2<9 THEN EY=-1xEY 
X1sX1+DX 
Yi=Yi+DY 
X2=X2+EX 
Y2=Y2+EY 
REM 
NEXT J 
COLOR 15,4,.7 
END 


フロ ー チ ャ ー ト 








これ は 画面 上 に 線 だ け で 絵 を 書く プロ グラ ム で 
す 。 プ ログ ラム を 実行 する と 、 線 が 流れ る よう 
に 描か れ て いき ます 。 


変数 リス ト 
X 1, Y 1 : 線 を 引く 、 開 始 座標 点 
X2, Y2 : 線 を 引く 、 終 了 護 標 点 
DX, DY : 開始 点 の 移動 幅 
EX EY : 終了 点 の 移動 幅 
J : ルー プ カ ウ ント 


考え 方 
線 は X1、Y 1 と X2、Y 2 の 間 に 引 きま す 。 
線 を 引い た あと 、 次 の 線 を 引く た め に 次 の 点 
を 計算 し ます 。 次 の 点 が 画面 の 範囲 外 に な る 
と き に は 、 移 動 幅 を 逆 に し ます (一 1 を か け 
る ) 


改造 方 法 
移動 帳 (DX、DY, EX、EY) を 変更 すれ ば 、 
また ちがう イメ ー ジ の 線画 に な り ま す 。 


(8) LINE② 
LINE 娘 は 、 単 に 線 を 引く だ け で な く 、 四 角形 を 描い た り 、 塗 りつ ぶし た 四角 形 を 描く こと も で きま 
す 。 

四角 形 を 描く と き LINE( 開 始点 ) 一 (終了 点 ), 色 コ ー ド , B 

塗り つぶ し た 四角 形 LINE( 開 始点 ) 一 (終了 点 )、 色 コー ド , BF 


B を 指定 し な 
いと き 


B は BOX( ポ ックス ) を 意味 し 、BF は BOXFILL 開始 点 
(ポッ クス フィ ル ) を 意味 し ます 。 開 始点 、 終 了 点 は 

四角 形 の 対角線 の 頂点 を 表わし ます 。 B を 指定 し た 
と き 





終了 点 
LINE 娘 を 使っ て 棒グラフ を 作っ て み ま し ょ う 。 


19 REM ホ ~ ウ ク ~ ラ ブフ 
29 DIM DA(5) 

39 DA(1 ) =39 

49 DA(2)=15 

59 DA(3)=42 

69 DA(4)=109 

79 DA(5)=23 

89 COLOR 15,1,1 
99 SCREEN 2 

199 FOR J=1 TO 5 
119 LINE(29,Jx29)-(29+DA(J)x(299/199) ,Jx29+19) ,J+1,BF 
129 NEXT J 


139 GOTO 139 

プロ グラ ム の 解説 
20 行 デー タ を 記憶 する た め に 配列 を 定義 し ま 110 行 LINE 婦 で 棒グラフ を 描き ます 。 

す 。 開始 X 座 標 : 20 (20 ド ッ ト 目 を 基準 に 
30 行 配列 に それ ぞ れ の デー タ を 記憶 し ます 。 に し ます 。 
66 デー タ は 0 一 100 の 間 で 自由 に 変る こと 開始 Y 座 標 : J*20 

が で きま す 。 (J の 値 に よっ て 、20、40、 
80 行 画面 の 色 を 設定 し ます 。 60、80、100 と 変化 し まれ ) 
90 行 グラ フィ ッ ク 画 面 に し ます 。 棒グラフ の 左上 の 座標 で 
100 行 FORNEXT を 使っ て ルー プ の な か の 処 す 。 

理 を 5 回 くり 返し ます 。 終了 座標 アー タ の 値 が 1 に 対し て 、 


画面 上 で は 2 ドッ ト に し 
ます 。 当 然 、 座 標 は 開始 
座標 の 値 (20) を 加え る 必 
要 が あり ます 。 


77 


78 


終了 YY 座標: 棒グラフ の 幅 を 19 ド ッ ト 
に し て いま す 。 
色 コ ー ド : 色 コ ー ド を 2、3、4、5、6 と 変 
化 さ せ て 棒グラフ を 作り ま 
す 。 
120 行 FOR 文 に 対応 する NEXT 文 です 。 


(9) PAINT 文 


130 行 GOTO 文 で いつ まで も プロ グラ ム を 実行 
し て いま す 。 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 状態 を 
続け る た な めで す 。 こ の プロ グラ ム を 終了 
する と き は コ 計 を 押し 
ます 。 


PAINT 廊 は 色 を 塗る 命令 で す 。 指 定 は 次 の よう に し ます 。 
PAINT(X 座 標 、Y 座 標 )、 領域 色 の 色 コ ー ド , 境界 色 の 色 コ ー ド 
指定 され た 座標 を 含む 領域 (境界 色 ) に 囲ま れ た 領域 を 指定 され た 領域 色 で 塗り ます 。 境 界 色 は マル 


チカ ラー モー ド (SCREEN 3) で の み 使 えま す 。 


座標 の 指定 は 塗り つぶ す 範 囲 内 で あれ ば 、 ど この 座標 で も 指定 で きま す 。 


図 の 場合 、 四 角 の な か を 卒 り た いと き の 護 標 指 
定 は X 座 標 は 11 一 49、Y 座 標 は 11 一 59 の 範囲 で あ 
れ ば 、 ど の 値 を と っ て も よい こと に な り ま す 。 
塗り つぶ し た いと き は 、 あ ら か し め 塗 りつ ぶす 
わく を 決め て お か な けれ ば な り ま せん が 、 こ の 
わく が きち ん と 閉じ て いな いと 正しく 塗り つぶ 
され ませ ん 。 


19 COLOR 15,1.,1 

29 SCREEN 2 

39 LINE(59 ,89)-(89,49) 
49 LINE(89,49)-(159,89) 
59 LINE(159,89)-(59,89) 
69 PAINT(89,41).15 

79 GOTO 79 


(0 CIRCLE 文 


(10.10) 


(50. 60) 


この プロ グラ ム は 、 白 い 三 角形 の わく を 書い た 
あと に 白い 色 で 塗り つぶ す プ ログ ラム で す 。 
この よう に 、 高 解像度 モー ド (SCREEN 2) で 
は わく の 色 と 塗り つぶ す 色 は 同じ し で な けれ ば な 
り ま せん 。 


グミ 


(!50.80) 





いま まで は 、 点 を 表示 し た り 、 直 線 を 描い た り し まし た が 、 今 度 は 円 で す 。CIRCLE 文 は 円 を 描く 命 


令 で す 。 指 定 は 次 の よう に な り ま す 。 


CIRCLE (X 座 標 , Y 座 標 ) 半径 。 色 コ ー ド , 開始 角度 , 終了 角度 , 比率 
指定 する アー タ が た くさ ん ある の で 、 む ず か し く 感 じ る か も し れ ま せん が 、 な れ て し まえ ば 簡単 で す 


か らし っ か り 覚 えて くだ さい 。 


円 の 中 心 点 

"円 を 描く と き の 色 。 指 定 を 省略 する と COLOR 女 の 前 景色 に な り ま す 。 
開始 角度 ・ 終 了 角 度 …… 角 度 指定 の 単位 は ラジ アン で す 。 開始 角 度 、 終 了 角 度 は 、 円 弧 を 描く と き に 
指定 し ます 。 こ の 指定 を 省略 する と 円 に な り ま す 。 








比率 … … 比 率 は (垂直 方 向 の 半径 ) ノ (水平 方 向 の 半径 ) で 指定 し ます 。 比 率 が 1 以下 
の と き 、 半 径 は 水平 方 向 の 半径 を 意味 し ます 。 こ の 場合 、 円 は 平たい 円 に な 
り ま す 。 ま た 、 比 率 が 1 以上 の と き は 半径 は 垂直 方 向 の 半径 に な り 、 円 は た 

て 長 に な り ます 。 比 率 を 省略 する と 円 に を な り ま す 。 

プロ グラ ム フロ ー チ ャ ー ト プロ グラ ム 解 説 
10、20 行 高 解像度 グラ フ 
19 COLOR 15,7,7 し Re 2 ィ ッ クモ ー ド に 
29 SCREEN 2 im as 6 
39 REM ツウ メン (PR の し ます 。 名 は 3 
49 CIRCLE(256/2,191) ,128,3,,,1/3 すい 青 に し ます 。 
59 PAINT(256/2,199),3 40. 50 行 40、50 行 画面 の 下 に 緑 で 
76 CIRCLE(176 39 ) , 49,15,,,1/3 ee 0 
88 PAINT(179,39).15 =。 am SIC の 
9 CIRCLE(299,59 ) , 39,15,,,1/3 % 梨 守 ) 3 
199 PAINT(299,59),15 70、80 行 画面 の 上 に 白 で 
119 GOTO 119 seD 線 を 描き 、 塗 り 
つぶ し て 千 の イ 
| | メー ジ を 作り ます 。 
90、100 行 同じ よう に 営 
作り ます 。 


草原 も 雲 も 、 開 始 角度 、 終 了 角 度 を 省略 し て 円 
と し て いま す が 、 比 率 は % に し 、 横 長 の だ 円 に 
し て いま す 。 

プロ グラ ム の 改造 

画面 の 左上 に 太陽 を 描い て みて くだ さい 。 





79 


80 


ワン ボ ポイ ント 





CIRCLE 文 で 角度 を 指定 する の に 、 ラ ジア ン の 単位 を 使い まし た が 、 度 で 与え られ た 角度 
を ラジ アン で 表わす に は どの よう に し た らい いで し ょ うか 。 
180' は ヶ ラ ジア ン で すか ら 、1" は ァ /180 ラ ジア ン に な り ま す 。 
た と えば 々 "を ラジ アン て で 表 わ せ ば 、 えー (3.1415926535898/180 )* タラ ジア ン と な り ま す 。 


l 


ら 5-3 音楽 を 楽し も う 


MSX の も つ 楽 し い 機能 一 一 音楽 に つい て 説明 し まし ょ う 。 音 に 関し て の 命令 は PLAY 女 と SOUND 女 
が あり ます 。PLAY 娘 は 音楽 を 演奏 する 命令 で 、SOUND 女 は 効果 音 を 出す と き に 使う 命令 で す 。 


(1) PLAY 文 
PLAY 女 は 、 ド レミ ー シ に 対応 する 音 を 記号 で 表わし ます 。 

ドレ ミ フ ァ ソ ラ シ 

中 半生 

CDEFGAB 
音 の 高き は オク ター プ て で 指定 し ます 。 指 定 の 方 法 は 0 (オク ター プ ) の あと に 数 字 を 指定 し ます 。 数 字 は 
1 一 8 の 男 囲 で す 。 数字 が 大 きい ほど 高い 音 に な り ま す 。 半 音 あ げ る と き は 、A 一 G の う し ろ に + か 
# を つけ ます 。 音 の 長 さ は し の あと に 数 字 を 指定 し ます 。 こ の と き の 数 字 は 1 一 64 の 範囲 で 、 値 が 大 き 
い は ほど 音 は 短 か く な り ま す 。 L 1 が 全音 符 、L 2 が 2 分 音符 、L 4 が 4 分 音符 と な り ま す 。 休 符 は R 、 
その あと 数 字 を 指定 し て 長 さ を 表 わし ます 。 
PLAY 廊 は 次 の 書式 で 指定 し ます 。 

PLAY 廊 字 列 1, 廊 字 列 2, 廊 字 列 3 


ポイ スチ ャ ン ネ ル は 1、2、3 と 3 つ あ り ま すか ら 、 文 字 列 1 か ら 文 字 列 3 まで 指定 する と 、 同 時 に 3 重 
演奏 が で きま す 。 文字 列 の 指定 は 、A 一 G の 記号 や し 、R、O な ど を 使い ます 。(205P 参 照 ) 


で は 、「 ひ の まる 」 の の 曲 を 演奏 し て み ま し ょ う 。 


プロ グラ ム 


19 PLAY *04L4CCDDEEDR4EEGGAAGR4" 父 字 列 の 指定 に まち が い が あ る と 、^Illegal fu- 


2 PLAY "AAGGECDR4* nction call" エ ラー と な り ま す 。 そ の と き は 文字 
49 END_ oo 。 列 の な か を 確認 し て くだ さい 。 
(2) SOUND 文 


MX-10 で は 3 重 和 音 、 8 オク ター プク の 演奏 が で きる LSI が 搭載 され て いま す 。 特 に この LSI を PSG 

(プロ グラ マブ プル サウ ンド ジェ ネ レ ー タ ー) と 呼び 、 音 を プロ グラ マブ ル (コマ ンド ) に 発生 で きる 
LSI を 意味 し て いま す 。 こ の PSG を 自由 に あや つる 命令 が SOUND 文 で す 。 で すか ら SOUND 文 を 
操作 する に は 、PSG の 知識 が どう し て も 必要 に な り ま す 。(209P 参 照 ) 


SOUND を 使う) と 、 さ まさ まみ な 効果 音 を 出す こと が で きま す 。 ゲ ー ム セン ター で 聞こ える あの 音 を M 
X-10 で 出す こと が で きる の で す 。 
書式 は 次 の 通り で す 。 

SOUND レジ スタ 番号 , デー タ 
レジ スタ 番号 は 、 0 一 13 で て で 、 デ ー タ は 0 一 255 で す 。 こ れ は 、 指 定 し た レジ スタ に 、0-255 の 値 を 入れ 
る こと を 意味 し ます 。 


プロ グラ ム 
仙人 作 この プロ グラ ム は 、UFO の 音 (?) を 出す プロ グラ ム で す 。 
39 SOUND 2,35 20 行 一 130 行 で 音 の 設定 を し た あと に 、140 行 150 行 で 時 間 
49 SOUND 4.68 待ち を 行ない 160 行 一 180 行 で 音 を 止め て いま す 。 


59 SOUND 5,12 
69 SOUND 6,19 
79 SOUND 7,48 
89 SOUND 8,19 
99 SOUND 9,19 
199 SOUND 19,16 
119 SOUND 11.83 
129 SOUND 12,23 
139 SOUND 13,12 
149 FOR J=1 TO 5999 
159 NEXT J 

169 SOUND 8,9 
179 SOUND 9,9 
189 SOUND 19,9 
199 END 


ら 5-4 関数 


MSX BASIC に は 、 い ろ い ろ な 関数 が 用 意 さ れ て いま す 。 こ れ ら の な を か で も 、 よ く 使 われ る 関数 に つ 
いて 説明 し ます 。 

関数 と は 、 ひ と こと で いえ ば 「 何 か を 与え る こと に よっ て 何 か が 返っ て くる 」 と いう 人 性質 を も つも の 
で す 。- そ し て 、 こ の 何 か を 引数 (ひき すう ) と いい ます 。 
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(1) ASC 関 数 
この 関数 は 文字 を 与え て 、 そ の 文字 に 対応 する 廊 字 コー ド (数 値 ) を 返し ます 。 た と えば “A” は 65 
に な り ま す 。 引 数 は 先頭 の 1 文字 。 


(2) CHR$ 関 数 
ASC 関 数 と は 逆 に 、 指 定 し た 数 値 に 対応 する 文字 を 与え ます 。 
ASC 関 数 と CHR$ 関数 の 関係 
ASC 関 数 と CHR$ 関 数 を 使う こと に より 、 女 字 
文字 数 値 (文字 コー ド ) を 数 値 に し た り 、 数 値 を 文字 に し た り し ます 。 
プロ グラ ム 
19 FOR J=32 TO 255 
29 IF J<199 THEN PRINT JiCHR$(J)5 7 の 5 
39 IF J>99 THEN PRINT JiCHR$(J)5 7 の 5 
49 NEXT J 


上 の プロ グラ ム は 、MX-10 が も っ て いる 娘 字 を 廊 字 コー ド と 対応 させ 、 画 面 に 表示 する プロ グラ ム で 

す 。 

表示 を 中 断 す る と き は BTOP] キー を 押し て くだ さい 。 

文字 コード は 0 一 255 ま で の 範 囲 を と り ま す 。 た だ し 、0 31 まで は 特殊 な 意味 を も ち ま す (制御 コー 

ド ) 

ワン ポイ ント 

グラ フィ ッ ク 廊 字 を 表示 する に は どの よう に し た ら よ いで し ょ う 。 グラフィック 文字 コー 
ド は 、 0 一 31 ま で の 女 字 コー ド を も っ て いま す が 、 た だ 単に CHR$ (文字 コー ド ) を 入力 
し て も 制御 コー ド と みな され ます 。 そ の た め 、 ま ず CHR$( 1 ) を 書き 、 そ の あと に 続け て 
ク グラフィック コー ド を 書き ます 。 そ の グラ フィ ッ ク コ ー ド も 64 を た し た 値 で な けれ ば な り 
ませ ん 。 た と えば ァ ( パ イ ) は グラ フィ ッ ク コ ー ド で 16 に を なり ま す 。 で すか ら 、PRINT CHR 
$(1):CHR$(16+64) に な り ま す 。 





19 FOR J=9 TO 31 


THRS1)iCHRS(d+64) ケラ フィ ッ ク 放 字 を すべ て 表示 する プロ グラ ム で す 。 


49 END 





(3) VAL 関 数 
VAL 関 数 は 、 文 字 列 を 数 値 に 変換 する 関数 で す 。ASC 関 数 は 1 娘 字 を キャ ラク ター コー ド に 変換 する 
も の で す が 、VAL 関 数 は 与え られ た 文字 列 を その まま 数 値 に 直し ます 。 ま た 文字 数 も 1 文字 で な く て 
も か まい ませ ん 。 

A=ASC(^ 1 ?) で は A は 49 と な り ま す 。( 1 の 文字 コー ド が 49 だ か ら ) 

A =VALC 1?) で は A は 1 に な り ま す 。 
VAL 関 数 の 引数 は 廊 字 列 で す 。 文 字 列 の な か に 数 字 以 外 の 字 が で て くる と 、 そ の 廊 字 の ひと つ 前 ま 
で が 有効 で す 。 

A =VAL(*123A56") の と き は A の 値 が 123 に な り ま す 。 


(4) STR$ 関 数 

VAL 関 数 が 廊 字 列 を 数 値 に 変換 する の に 対し て STR$ 関 数 は 、 数 値 を 文字 列 に し ます 。STR$ 関 数 の 
引数 は 数 値 で す 。 数値 が + の と き は 、 STR$ で 作ら れ た 女 字 列 の 先頭 は + を 表わす 空白 に な り ま す 。 
A$=STR$(12 3) を 実行 し た と き の A$ の 内 容 は * 空 白 *17 パ 2 7 3 2? の 集まり に な り ます 。 
VAL 関 数 と STR$ 関 数 の 関係 


文字 列 数 値 

プロ グラ ム 

19 INPUT “"A=":A$ この プロ グラ ム は 数 値 を 文字 と いう 形 で 入力 
29 INPUT "B="iB$ し 、 そ の 文字 列 を VAL 関 数 を 使っ て 一 度数 値 
39 A=VAL(A$) に お き 換 え 、 そ の 数 値 の た し 算 を し て いま す 。 
0 また 入力 し た 2 つの 好 列 を 直接 た し た 結果 
69 D$=A$+B$ と 、STRS$ 関 数 を 使っ て 廊 字 列 に 変換 し た あ 
79 E$=STR$(A)+STR$(B) と に た し た 結果 も 表示 し ます 。 


89 PRINT "スウ チノ タ シ サ トン ("53C5") 
99 PRINT " モ シ ~ ノ タ シ サ トン ("DS 7 )" 
199 PRINT " モ シ ~ ノ タ シ サ トン ("ES の う 
119 END 


プロ グラ ム 解 説 
10 一 20 行 。 数値 を 廊 字 列 と し て 入力 し ます 。 
30 一 40 行 入力 し た 女 字 列 を 数 値 に 変換 し ます 。 





50 行 数 値 の た し 算 
60 行 娘 字 列 の た し 覧 
20 行 数 値 を 女 字 列 に 変換 し た あと の た し 息 
80100 行 それ ぞ れ の 表示 
110 行 終り 
実行 例 
A=? 123 
B=? 12 
スウ チノ タ シ サ トン ( 135 ) 
モ シ トノ タ シ サ トン (12312) 1 2 3 と 、12 の 間 が あい て いる の は 一 度数 値 に 直し た た め 


モ シ ~ シシ サーン ューー 
0 人 7 ま 008 符号 を 表わす 空白 が 入っ た も の で す 。 
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ーー ワン ポイ ント 


Ilegal function call” と “Type mismatch" エラ ー 

関数 を 使っ て いる と 、 こ の 2 つの エラ ー が よく 出 ます 。*Iegal function call* は 、 引数 の 
値 が 範囲 を こえ た と き に 発生 し ます の で 、 こ の と き は 引数 の 内 容 を 確認 し て くだ さい 。 
一 方 “Type mismatch” は 、 引数 の 型 が 規則 に 反する と き に 発生 し ます 。 引 数 が 廊 字 弄 
で な けれ ば いけ な い の が 、 数 値 だ っ た と き な ど で す 。 こ の と き は 、 関 数 の 正しい 書き 方 に 
も と づい て プロ グラ ム を 修正 し て くだ さい 。 











19 A=-1 と ら 5 
26 PRINT CHR$(A) この プロ グラ ム は 20 行 で て エラー が 発生 し まし た が 、 
39 END 20 行 に まち が い が あ る の で は な く 、A の 値 が 関数 の 
FUn マテ ト 了 ア ・ + + * ェ 
Illegal funct1on call in 2 範囲 外 だ っ た た めで す 。 で すか ら 、 こ の 場合 A の 値 
Ok を 再 検討 する 必要 が あり ます 。 
19 A=ASC(A) この プロ グラ ム は 10 行 目 で エラ ー が 発生 し て いま す 。 
3 NE A ^Type mismatch′ エラ ー で す の で 、 エ ラー が お き 
run た 行 に まち が い が あ り ま す 。ASC 関 数 の 引数 は 文字 
Sn 列 で な けれ ば な り ま せん が 、10 行 で は 数 値 に を っ て 
いま す 。 
(5) LEN 関 数 


これ は 文字 列 の 長 さ を 表わす 関数 で す 。 関 数 の 指定 は 次 の よう に な り ま す 。 
A=LEN (文字 列 ) 
た と えば 、A=LEN (ABC” ) と すれ ば 、A の 値 は 3 に な り ま す 。 


(6) LEFT$ 関 数 
LEFT $ は 、 指 定 し た 文字 列 の な か の 左側 か ら 指定 し た 分 だ け 抜き だ し ます 。 
書き 方 は 次 の 通り 。 

LEFT$ (文字 列 。 文字 数 ) 


プロ グラ ム 


19 A$="CASIO MSX" 
29 N=LEN(A$) 

39 FOR J=1 TO N 

49 B$=LEFT$(A$,J) 
59 PRINT Ji"("B$: "の )" 
69 NEXT J 

79 END 

TUn 

(C) 

(CA) 

(CAS) 

(CASI ) 

(CASIO) 

(CASIO ) 

(CASIO M) 

(CASIO MS) 
(CASIO MSX) 


だ の の いい の の ム ぬ の いい ー 


〇 


(RIGHT$ 関 数 


この プロ グラ ム は A$ に “CASIO MSX* を 記憶 させ 、 
その 内 容 を 左 か ら 1 文字 、 2 廊 字 と 表示 する プロ グラ 
ム で す 。LEFT$ 関数 の 働き が よく わか る と 思い ます 。 


El 民 2 
1 


RIGHT$ 関 数 は 、 指定 し た 文字 列 の な か の 右側 か ら 指定 し た 女 字 分 だ け 抜き 出し ます 。 書 き 方 は 次 の 


通り で す 。 
RIGHT$ ( 廊 字 列 , 女 字 数 ) 


(8)MID$ 関 数 


MID$ 関 数 は 、 文 字 列 の な か か ら 指 定 し た 分 だ け と り 出し ます 。 


プロ グラ ム 


19 A$="CASIO MSX" 

29 N=LEN(A$) 

39 FOR J=1 TO N-1 

49 B$=MID$(A$,J,2) 
59 PRINT Ji "(の BS も の)" 
69 NEXT J 

79 END 

run 

(CA) 

(AS) 

(SI ) 

(10) 

(0 ) 

( M) 

(MS) 

(SX) 


の ココ の の ぬ た の いい 一 


ご 


この プロ グラ ム は MID$ 関 数 を 使っ て 、 文 字 列 の な か 
か ら 2 文 字 を 表示 する も の で す 。 
MID$ の 書式 は 次 の 通り 。 

MID$ (文字 列 何 娘 字 め か ら , 何 娘 字 分 ) 一 一 ① 
また は 。 

MID$( 文 字 列 , 何 文字 めか ら 全 部 ) ーーーー② 
① は 女 字 列 の な か の 特定 文字 を と り 出 す 指 定 で す 。 
② は 廊 字 列 の 何 文字 めか ら 全 部 を 取り 出す 指定 方 法 で 

す 。 
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Pe ワン ポイ ント 


MID $ は 関数 以外 に 、 ス テー トメ ント と し て も 用 意 さ れ ま す 。 こ の と き の 指 定 方 法 は 、 次 
の よう に な り ま す 。 

MID$ (文字 列 、 式 1 式 2) = 女 字 列 
この 命令 は 女 字 列 の 一 部 を 他 の 女 字 列 で お き 換 える と き に 使い ます 。 女 字 列 の な か の 式 1 
娘 字 めか ら 式 2 の 値 分 だ け の 女 字 を お き 換 えま す 。 式 2 は 省略 で きま す 。 
た と えば A$=*ABCDEF” が 入っ て いて 、 こ の な か の CD” を XY” と お き 換 え 





| 
| MID$ (A$、 3, 2) =*XY” と し ます 。 
( 


る と き は 、 
A$ の 3 廊 字 目 か ら 2 女 字 分 CD を "XY” に お き 換 えま す 。 
9) HEX$ 関 数 


数 値 を 表現 する の に 私 た ちがい ちば ん よく 使う 10 進 数 (0 一 9) の ほか に MSX で は 2 進数 、8 進数 、16 
進数 を 使う こと が で きま す 。 (155P 参 昭 ) 
HEX$ 関 数 は 数 値 を 16 進 表記 の 女 字 列 に 変換 する 関数 で す 。 書 式 は 次 の 通り 。 

HEX$ (数 値 ) 


プロ グラ ム 

19 INPUT "19 シン スウ "iA この プロ グラ ム を 実行 する と 10 進 数 を 入力 する よう に メッ セ 
29 IF A=9 THEN 69 ー ジ が 表示 され ます の で 、10 進 数 を 入力 し て くだ さい 。 そ の 
39 H$=HEX$(A ) 10 進 数 に 対応 する 16 進 数 が 表示 され ます 。 


49 PRINT"16 シ ンス ウ "iiH$ 。 プロ グラ ム の 実行 し ます 。 
59 GOTO 18 を 入力 する と 、 プ ログ ラム の 実行 を 終了 し ます 


69 END 


0 OCT$ 関 数 
この 関数 は 数 値 を 8 進 表記 の 文字 列 に 変換 する 関数 で す 。 書 式 は 次 の 通り 。 
OCT$ (数 値 ) 


⑩) BIN$ 関 数 
この 関数 は 数 値 を 2 進 表記 の 文字 列 に 変換 する 関数 で す 。 書 式 は 次 の 通り 。 
BIN$ (数 値 ) 








まとめ 


2 進数 、16 進 数 、 8 進数 お よび 10 進 数 は すべ て 数 値 で す が 、BIN$、HEX$、OCTS 関数 
で 与え られ た デー タ は 女 字 列 に な り ま す 。 数値 と し て 2 進数 、16 進 数 、 8 進数 を 表わす と 
き は 、&B、&H、&0 を 数 字 の 先頭 に つけ ます 。 


例 ) 


&B1iol0 | 


&B 1001 








10 進 数 は 、0、1、2、3、4、5、6、7、8、9 か ら 構 成 さ れ ま す 。 
2 進数 は 、0、1 か ら 構 成 さ れ ま す 。 
8 進数 は 、0、1、2、3、4、5、6、7 で 構成 され ます 。 


16 進 数 は 、0、1、2、3、4、5、6、7、8、9、A、B、C、D、E、F か ら 構 成 さ れ ま す 。 


2 進数 (B$) 





























ml VALC&B” +B$) 
OcTs HEXS 
8 進数 (0$) 16 進 数 (H$) 
VAL(&0” +0$) VAL (&H+HS) ただ 香 
5-5 スプ ブラ イト 
(1) スプ ライ ト 機能 


MSX BASIC の 最大 の 特長 と ちい える スプ ライ ト に つい て 説明 し ます 。 ス プラ イト は 「 動 画 」 と も 呼 
ば れる よう に 、 画 面 上 の スプ ライ トキ ャ ラク ター を 自由 に 動か すこ と が で きる も の で す 。 
LINE 女 や PSET 文 、CIRCLE 文 な ど で 描い た 図形 は 、 い ずれ も 背景 と いっ て 動き の な いも の で し た 
が 、 ス プラ イト は 背景 の 上 を 自由 に 動か すこ と が で きる の で す 。 
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スプ ライ ト は 最大 32 個 まで 表示 する こと が で きま す が 、 そ れ ぞ れ の スプ ライ ト 表 示 画 面 に は 優先 順位 
が あり ます 。 





主 
当 
つま り 、#0 一 背景 まで 画面 が 33 枚 重なっ て い 
る と 考え る と よい で し ょ う 。 で すか ら 、 ス プラ 
イト が 2 つ 重 な っ た と き は 、 俊 先 度 の 高い 方 が 
表示 され ます 。 そ の 優先 度 は スプ ライ ト 番 号 0 
が いち ば ん 高く 、 あ と は 番号 を 追う ご と に 低く 
な り 、31 が いち ば ん 低く な り ま す 。 (#0 一 #31 を スプ ライ ト 表 示 面 と 呼び ます 〕 


た と えば 、 ス プラ イト 画面 0 に 4 の 形 を 黒 で 表 示し 、 半 1 に ヤ の 形 を 赤 で 表示 する と 、 重 な っ た と 
ころ は 俊 先 度 の 高い 黒 と な り ま す 。 


全 ーー 赤 
人 六 -. 


( 黒 ) ( 赤 ) 


(2) スプ ライ トキ ャ ラク ター の 大 き さ 


スプ ライ ト 機 能 で 自由 に 動か すこ と が で きる キャ ラク ター の パタ ー ン の 大 き さ は 、 4 種類 の な か か ら 
選ぶ こと が で きま す 。 
@ パ ター ン サ イズ 

0 8X8 ド ッ ト 標 準 

1 8X8 ド ッ ト 拡 大 (16X16 ド ッ ト の 大 きる ) 

2 16X16 ド ッ ト 標 準 

3 16X16 ド ッ ト 拡 大 (32X32 ド ッ ト の 大 きる さ ) 


この スプ ライ トペ ター ン サ イズ は SCREEN 廊 で 定義 し ます 。 
SCREEN ヵ , パタ ー ン サイ ズ は 画面 モー ド 


スプ ライ ト は 、8 xX 8 ドッ ト で 定義 せる と き は 、 最 大 256 種 類 の パタ ー ン が 定義 で きま す 。 た だ し 、16 
X16 ド ッ ト の 大 き さ の と き は 最大 64 種 類 に な り ま す 。 


(3) スプ ライ ト の 定義 

スプ ライ ト の 定義 は 予約 変数 の SPRITE$ に 値 を 入れ る 方 法 で 定義 し ます 。 
8x 8 ドッ トー 一 SPRITE$( 0 ) -SPRITE$(255) 
16x16 ド ッ ト ー 一 SPRITE$( 0 ) 一 SPRITE$(63) 


スプ ライ ト 変 数 を 定義 する 式 は 次 の 通り 。 
SPRITE$(Qn) = 文字 例 


n は 0 一 255 ま た は 0 一 63 の 範囲 で す 。 (優先 順 で は あり ませ ん ) 
文字 列 は 、8 X 8 ドット の と き は 8 文字 、16X16 ド ッ ト の と き は 32 文 字 に な り ま す 。 


@8X8 ド ッ ト の 定義 方 法 

8 x 8 ドッ ト の パタ ー ン を 横 に 8 ドッ ト ご と に わけ 、 点 
が ある と ころ を ~1? と し 、 点 の な いと ころ を 0" としま 
す 。 そ し て その “1? と *0? を 並べ て 2 進数 に し ます 。 こ 
の 2 進数 を 、CHR$ 関 数 で 文字 に し ます 。 

た と えば 左 の パタ ー ン を スプ ライ ト (0 ) に 定義 むす る に は 
次 の よう に な り ま す 。 





剖 


2 進 表記 le 進 表 記 10 進 表記 

多 B00011000 つ &H18 一 CHR$ (24) SPRITE$(0 ) =CHR$(&B00011000)+C 
を B 01011010 一 &H5A 一 CHRS$ (90) HR$(&B01011010 )+CHR$(&B011111 
多 B01111110 つ &H 7E 一 CHRS$ (126) 10) 二 …… CHR$(&B01011010) と な り ま す 。 
始 B01011010 一 &H5A 一 CHR$ (90) 2 進数 で 表現 する と 式 が 長く な る の で 、 8 進数 
&B00011000 一 &H18 一 CHR$ (24) や 16 進 数 で 表現 し て も よい で し ょ う 。 

&B 11011011 一 &HDB 一 CHRS$ (219) 10 進 数 の と き は 次 の よう に な り ま す 。 

多 B11111111 一 &HFF 一 CHRS$ (255) SPRITE$(0 ) =CHR$(24) CHR$(90) 

色 B11011011 一 &HDB 一 CHR$ (219) CHR$(126) +…CHRS$(219) 


@16X16 ド ッ ト の 定義 方 法 
16X16 ド ッ ト の と き は 、 全 体 を 8 X 8 ドット ご と に 分 割 す る と 考え ます 。 


⑳、⑧、 〇 、① を それ ぞ れ 8 x 8 ドッ ト で 定義 し 、 こ 
れ を つなげ て スプ ライ ト 変 数 に 代入 し ます 。 
た と えば 、 ス プラ イト の 予約 変数 5 に 定義 むる と き は 


SPRITE$(5)= ⑳② の + の +O の + ⑩ の 
文字 列 文字 列 文字 列 文字 列 
8 廊 字 8 娘 字 8 文字 8 廊 字 

合計 32 文 字 が 必要 で す 。 





(4) スプ ライ ト 画 面 の 表示 方 法 
スプ ライ ト を 画面 に 表示 する に は 、PUT SPRITE 文 を 使い ます 。 書式 は 次 の 通り 。 


PUT SPRITE スプ ライ ト 表 示 面 , (X 座 標 , Y 座 標 )、 色 コ ー ド , パタ ー ン 番号 


スプ ライ ト 表 示 面 … ス プラ イト を 表示 する 面 の 番号 で 0 一 31 の 範囲 で すす 。 番 号 が 小さ い ほど 表示 の 

優先 度 が 高く な り ま す 。 で すか ら 2 つの スプ ライ ト が 重なっ た と き は 手前 に 表示 され た 方 が 優先 され 
ます 。 

スプ ライ ト の 表示 座標 の 指定 …X 座 標 と Y 座 標 の 指定 で 行ない ます 。 た だ し 、 画 面 の 左上 の 座標 は 
(0, 1) に な り ま す 。 こ れ は グラ フィ ッ ク の 座標 と は 上 下 に 1 ドット ずれ て いま す の で 気 を つけ て く 
だ さい 。 
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Y 座 標 に 208 を 指定 する と 、 指 定 し た 表示 画面 以降 (優先 順 が 低い 画面 ) の スプ ライ ト が 消え ます 。Y 
座標 に 209 を 指定 する と 、 指 定 し た スプ ライ ト 表 示 面 の スプ ライ ト が 消え ます 。 

色 コ ー ド … ス プラ イト は 、 ひ と つの スプ ライ ト 表 示 面 に ある ひと つの スプ ライ ト に 対し て 色 を 1 色 だ 
けつ ける こと が で きま す 。 し た が っ て 、 2 色 つ けた いと き は 2 つの スプ ライ ト を 重ね ます 。 

省略 する と 、 前 に 指定 し た 色 に な り ま す 。 

パタ ー ン 番号 … ス プラ イト を 定義 し た パタ ー ン の 番号 で す 。 


(5) スプ ライ ト 表示 の 順序 
1. ス プラ イト パタ ー ン の サイ ズ を 決め る ーー 一 SCREEN 女 を 使う 
2. ス プラ イト パター ング の 定義 ーーーーーーーSPRITE$ の 値 を 設定 





3. ス プラ イト パタ ー ン の 表示 ーーーーーー 一 PUT SPRITE 文 を 使う 


で は ( 3 ) ス プラ イト の 定義 で 使っ た 車 の パタ ー ン を も と に 8X 8 ドッ ト の スプ ライ ト を 表示 し て み ま 
す 。 


プロ グラ ム 10 一 20 行 画面 を 設定 し ます 。SCREEN 1, 0 
19 COLOR 15.1,1 は テキ スト 画面 に に 8 X 8 ドッ ト の 
29 SCREEN 1,9 スプ ライ ト を 表示 する 指定 で す 。 

本当 3 3070 行 スプ ライ トバ ター ン を スプ ライ ト 変 
59 N$=N$+CHR$(VAL("&B"+A$) ) 数 の 0 に 定義 し ます 。 デ ー タ は 2 進 
69 NEXT J 数 で 入っ て いる た め 一 度 *&B/ を つ 
79 SPRITE$(9)=N$ け て 2 進 女 字 列 と し 、VAL 関 数 を 利 


89 PUT SPRITE 9,(121,199),4.9 


進数 に た うえ 文字 に 
99 DATA 9911999 用 し て 10 進 数 に 変換 し た うえ 文字 


199 DATA 91911919 し て いま す 。(CHR$ 関 数 を 利用 ) 
119 DATA 91111119 80 行 スプ ライ ト を 表示 し ます 。 
129 DATA 91911919 表示 画面 は 0、 表 示 座標 は (121, 100、 


139 DATA 99911999 8 3 
149 DATA 11911911 寺地 コー は ほか ペラ の よ バク 


159 DATA 11111111 ン は 0、 に な り ま す 。 
169 DATA 11911911 90 一 160 行 スプ ライ ト パ タ ー ン の デー タ で す 。 




















(6) スプ ライ ト を 動か す 





スプ ライ ト を 動か す に は PUT SPRITE 女 の 浴 標 を 変更 する だ け で 簡単 に で きま す 。 
これ を 連続 し て 行なう に は 座標 を 連続 し て 変化 させ れ ば いい の で す 。 


プロ グラ ム 
19 COLOR 15,1,1 
29 SCREEN 1,1 
39 FOR J=1 TO 8 
49 A$=A$+CHR$( 255 ) 
59 NEXT J 
69 SPRITE$(9)=A$ 
79 FOR X=1 TO 255 
89 PUT SPRITE g,(X,59),8,9 
99 NEXT X 
199 COLOR 15,4,7 


10 一 20 行 


119 END 

30 一 60 行 
70 行 

スプ ライ ト 

旧 一 ーーーー 80 行 

右 方 向 へ 進む 

90 行 
100 行 





110 行 


画面 と スプ ライ ト サ イ ズ の 設定 。 
スプ ライ ト 変 数 の ^0 ? に スプ ライ ト 
パタ ー ン を 定義 し ます 。 

FOR 文 で X 座 標 を 1 か ら 255 ま て 変 


化 さ きせ て いま す 。 
スプ ライ ト の 表示 を する の に 、 双 護 


標 の 値 を 変数 と し て いま す 。 
FOR 廊 に 対応 する NEXT 廊 で す 。 
色 を 変更 し ます 。 

プロ グラ ム を 終了 し ます 。 
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(7) スプ ライ ト の 制約 
スプ ライ ト は 、32 個 まで 同時 に 表示 する こと が で きま す が 、 横 一 列 に 5 つ 以 上 スプ ライ ト が 並ぶ と 、 
優先 度 の 低い も の か ら 消 を えて し まい ます 。 な ぜ な ら 、 ス プラ イト は 最高 4 つ し か 横 一 列 に 並ぶ こと 
が で き な い の で す 。 

19 COLOR 15,1,1 

29 SCREEN 2 ,1 


39 FOR J=1 TO 8 この ブロ グ プ の は 、 優先 庶 の 低い 方 か ら 順次 ス 
49 A$=A$+CHR$( 255) プラ イト を 表示 し て いき 、 5 つの スプ ライ ト が 
59 NEXT J 並ぶ と 優先 度 の 低い スプ ライ ト が 消え て ゆく 状 
69 FOR S=9 TO 4 態 を 観察 で きま す 。 

79 SPRITE$(S) =A$ 

89 NEXT S 


99 FOR S=1 TO 5 

199 FOR Y=191 TO 199 STEP -1 

119 PUT SPRITE 5-S,(29+Sx29,Y) ,S+3,5-S 
129 NEXT Y 

139 NEXT 5S 

149 END 


4、3、2、1、0 は 優先 順 を 表わし 、 0 が 最も 高 
い ス プラ イト で す 。 


さ リ ン 


: < 還 固 還 画 


っ 





(8) サ ンプ ルプ ログ ラム 

16X16 ド ッ ト の スプ ライ ト を 定義 し 、 こ の スプ ライ ト を 動か す プ ログ ラム を 作っ て み ま し た 。 こ の プ 
ログ ラム は 単純 で す の で 、 ど な た で も 理解 し や すい と 思い ます 。 

そし て 、 こ の プロ グラ ム が 理解 で きれ ば 、 ス プラ イト に 関し て は 、 も う 卒 業 で す 。 


1 DEF FNR(X)=INT(RND( 1 ) xX ) 
29 R=RND( -TIME ) 

39 REM 

49 COLOR 15,1,1 

59 SCREEN 2,2 

69 REM 


7 LINE(8x19.9)-(8x19、191) 
89 LINE(8x19.9)-(8x19.191) 
PAINT(9.9),2 


99 

199 
119 
129 
139 
149 
159 
169 
179 
189 
199 
299 
219 
229 
239 
249 
259 
269 
279 
289 
299 
399 
319 
329 
339 
349 
359 
369 
379 
389 
399 
499 
419 
429 
439 
449 
459 
469 
479 
489 
499 
599 
519 
529 
539 
549 
559 
569 
579 
589 
598 
699 


・2 
>2 


PAINT(255.9),2 
REM 
FOR J=1 TO8 
READ DA$ 
Al=VAL("&B"+LEFT$(DA$,8) ) 
C1=VAL("&B"+RIGHT$(DA$ 8 ) ) 
A$=A$+CHR$(A1 ) 
C$=C$+CHR$(C1 ) 
NEXT J 
FOR J=1 TO 8 
READ DA$ 
Bl1=VAL("&B"+LEFT$(DA$,8 ) ) 
D1=VAL("&B"+RIGHT$(DA$,8) ) 
B$=B$+CHR$(B1 ) 
D$=D$+CHR$(D1 ) 
NEXT J 
REM 
SPRITE$( 9 ) =A$+B$+C$+D$ 
SPRITE$( 1 ) =A$+B$+C$+D$ 
SPRITE$( 2 ) =A$+B$+C$+D$ 
SPRITE$( 3 ) =A$+B$+C$+D$ 
REM 


X=19x8+4 : Y(9)=191 :Y(1)=191:Y(2)=191 


REM 
FOR J=1 TO 599 
FOR K=9 TO 3 


PUT SPRITE K,(X+Kx16,Y(K) ) 、K+3.K 


NEXT K 
FOR Ks TO 3 
Y(K)=Y(K)-FNR(5)*3 
IF Y(K)<9 THEN Y(K)=191 
NEXT K 
NEXT J 
END 
REM 
DATA 9999999119999999 
DATA 9999991111099999 


DATA 9911991111991199 
DATA 9911111111111199 
DATA 9911111111111199 
DATA 9911991111991199 
DATA 9999991111999999 
DATA 9999991111999999 
DATA 9111991111991119 
DATA 9111991111991119 
DATA 9111111111111119 
DATA 9111111l11ill11ll19 
DATA 9111991111991119 
DATA 9111991111991119 
DATA 9999111111119999 
DATA 9999111111119999 


:Y(3)=191 
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320 行 


スプ ライ ト 表 示 
位置 の 初期 値 


340 行 









下面 の 設定 
スプ ライ ト サ イ ズ 
の 設定 


350 一 370 行 


380 一 400 行 


を いち ば ん 下 に 


プロ グラ ム の 解説 

この プロ グラ ム は 16 x16 ド ッ ト の F 1 レー スカ 380 一 400 行 
ー を 4 台 走 ら せ る プロ グラ ム で す 。 レ ー シ ン グ 

カー は 画面 の 下 か ら 上 へ 走っ て いき ます 。 い ち 

ば ん 上 まで くる と 再び 下 か ら 現われ ます 。 





レー シン グ カ ー の 進む 距離 を 乱数 


で 決定 し て いま す 。 乱 数 の 発生 は 、 


0 一 4 まで に な り ま す 。 こ の 乱数 
に 3 を か け て いま す の で 、 レ ー シ 
ング カー の 進む 距離 は 、0、3、6、 


10 行 乱数 の 関数 を 定義 し ます 。 9、12 の いずれ か に な り ま す 。 画 面 
20 行 新しい 系 列 の 乱数 を 発生 させ ます 。 か ら は み だ す と 、 再 び 画 面 の 下 に 
(乱数 で 発生 する 数 値 を その つど な 性 選 ま す 。 
変化 させ る ) 420 行 NEXT 女 で す 。 
40 行 色 を 設定 430 行 プロ グラ ム の 終り 
50 行 画面 を 高 解像度 グラフィック モー 450 一 600 行 レー シン グ カ ー^. 著 
ド に し 、 ス プラ イト サイ ズ を 16x 
16 ド ッ ト に 設定 し ます 。 変数 リス ト 
70 一 100 行 道路 を 作っ て いま す 。 R : 特に 意味 を 持ち ませ ん 。 乱 数 系 列 を 新しく 
120 一 180 行 スプ ライ ト の 左上 、 右 上 の パタ ー し ます 。 
ン を 定義 し ます 。 DA$: レ ー シ ン グ カ ー の パタ ー ン を READ 廊 で 
190 一 250 行 スプ ライ ト の 左下 、 右 下 の パ ター 読む と き に 使う 変数 で す 。 
ン を 定義 し ます 。 A 1 : パタ ー ン の デー タ (左上 ) を 0-255 の 数 
値 に 変換 し ます 。 
⑧、 の は 120180 行 で 定義 B 1 : バタ ー ン の デー タ (左下 ) を 0-255 の 数 
⑧⑬、① は 190 一 250 行 で 定義 値 に 変換 し ます 。 
C 1 : パタ ー ン の デー タ (右上 ) を 0 一 255 の 数 
270 一 300 行 スプ ライ ト 変 数 の 0 一 3 に レー シ 値 に 変換 し ます 。 
ング カー を 定義 し て いま す 。 D 1 : パタ ー ン の デー タ ( 右 下 ) を 0 一 255 の 数 
320 行 スプ ライ ト を 表示 する た め の 最初 値 に 変換 し ます 。 
の 座標 を 定義 し ます 。 A $ : パタ ー ン の 左上 の デー タ 
340 行 処理 を 500 回 くり 返し ます 。 B $ : パタ ー ン の 左下 の デー タ 
350 一 370 行 スプ ライ ト を 表示 し ます 。 ス プラ C$ : パタ ー ン の 右上 の デー タ 
イト の 表示 画面 番号 と 表示 パタ ー D $ : パタ ー ン の 右 下 の デー タ 
ン は 対応 し て いま す 。 X: スプ ライ ト を 表示 する た め の X 座 標 の 基準 
スプ ライ ト 変 数 0 一 表 示 画 面 0 に な る 値 ( 導 府 の 側 ) 


スプ ライ ト 変 数 1 表示 画面 1 Y(0) : 1 馴 め の レー シン グ カ ー の Y 座 標 


スプ ライ ト 変 数 2 一 表示 画面 2 『(1): 2 吉 め 
スプ ライ ト 変 数 3 表示 画面 3 = 『(2): 3 痛め 


ケ 


Y(3) : 4 台 め 2 


色 コ ー ド は 、3、4、5、6 を 使っ て いま す 。 


I : ルー プ 変 数 


K : ルー プ 変 数 、 処 理 す る スプ ライ ト の 番号 に 
対応 し て いま す 。 


95 


96 





一 スプ ライ ト の まとめ 
海 の 中 の 動き を 例 に スプ ライ ト に つい て まとめ て み ま し ょ う 。 


① 画 用 紙 の 上 に 海 の 中 し し し し し し こし こし | ③ 同 し よう に 透明 な セ 





の 絵 を 描き ます 。 こ ルロイ ド に クラ ゲ グ を 
の 絵 を ヾ 背景 / と 呼び 描き ます 。 
ます 。 
② 次 に 透明 な モル ロイ ④ 画 用 紙 の 上 に 2 枚 の 」 
ド の 上 に 魚 を 一 匹 描 g セル ロイ ド を 重ね て 
きま す 。 で み ま す 。 





セル ロイ ド を 上 下 、 
左右 に 動か すこ と に 
より 、 動物 の 位置 が 
変わ り ま す 。 魚 の 絵 
が 描か れ た モル ロイ 





ド を 左側 に 動か せ ば 
魚 が 動 いた よう に な 
り ま す 。 


@ ス プラ イト キャ ラク ター と は 
セルロイド 上 に 描か れ た 魚の 絵 や 、 ク ラグ ゲ の 絵 を スプ ライ トキ ャ ラク ター と 呼び ます 。 こ の 
スプ ライ トキ ャ ラク ター は 背景 の 上 を 自由 に 動か せま す 。 





@ ス プラ イト 表示 面 

セル ロイ ド 上 に 魚 な どの スプ ライ トキ ャ ラク ター を 描き まし た が 、 こ の モル ロイ ド が スプ ラ 
イト 表示 面 に な り ま す 。 こ の スプ ライ ト 表 示 面 に は は ひと つの スプ ライ トキ ャ ラク ター を 描く 
こと が で きま す 。 

スプ ライ ト 表 示 面 は 32 枚 まで 重ね 合わ せら れ ま す 。 魚 の 描か れ た セル ロイ ド と クラ グ の 描か れ 
た モ セルロイド を 重ね 合わ せ た と き 、 魚 と クラ ゲ が 同じ 位置 に あれ ば 、 上 に 乗せ た セル ロイ ド 
の 絵 に 下 の セ モル ロイド の 絵 が 隠れ て し まい ます 。 

















ああ | 中 | 言 空 
(上 ) ( 下 ) 


スプ ライ ト 表 示 面 も 重ね 合わ せ 方 に よっ て 下 の 絵 が 隠れ て し まい ます 。 上 の セル ロイ ド か 
ら 順 番 に 0、1、2、3 一 31 と 番号 を つけ て スプ ライ ト 表 示 面 と 呼び ます 。 

スプ ライ ト 表 示 面 0 と スプ ライ ト 表 示 面 1 に 魚 と クラ ゲ を 描き 、 重 な っ た と き に 魚 を 表示 し 
た いと き は 、 魚 を スプ ライ ト 表 示 面 0 に 描き ます 。 表 示 面 0 が 優先 され る か ら で す 。 

ーー で 結 局 、 ス プラ イト と は ? 

スプ ライ ト と は 、 背 景 の 上 に いろ いろ な キャ ラク ター を 自由 に 表示 させ る こと が で きる 機能 
の こと で す 。 キ ャ ラク ター が 動い て も 、 背 景 の 絵 が こわ れ た り は し ませ ん 。 つ まり 動画 ( 絵 
が 動く ) で す 。 
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Es1 上 当 プロ グラ ム ヒ ント 集 





ここ で は 、 プ ログ ラム を 作っ て いく 上 で の テク ニッ ク や ヒン ト を 説明 し て いき ます 。 ま た プロ グラ ム 
の 定石 と ちい そる 、 い くつ か の 基本 的 な 処理 を みて み ま し ょ う 。 


6- 1 乱数 を 自由 に あや つる 


乱数 を 発生 きせ る に は 、RND 関 数 が あり ます 。 こ の RND 関 数 を 使う こと に よっ て 簡単 に 乱数 を 得る こ 
と が で きま す 。 し か し 、 こ の 乱数 は 0 以上 1 未満 な の で 、 サ イコ ロ の 日 の よう に 1 か ら 6 まで に は な 
り ませ ん 。 乱 数 の 発生 する 数 値 を うまく 利用 し て 必要 な 数 値 を 得る こと を 習い まし ょ う 。 

(1) 乱数 を 発生 


RND 関数 は 引数 が 正 の と き 、 値 に 関係 な く 次 の 串 数 を 与え ます 。 引数 が マイ ナス の と き は 、 値 に より 
異な っ た 乱数 系 列 を な えま す 。(151P 参 照 ) 












① 処理 ご と に 同じ 乱数 を 発生 させ た いと き 2) 処理 ご と に ちがう 乱数 を 発生 させ た いと き 
実際 に 乱数 が 必要 な 処理 の 前 に RND 関 数 を 実際 の 処理 の 前 に 発生 きせ る 如 数 を RND 
度 実行 し ます 。 こ の と き の 引 数 は ー 1 に し ま (- TIME) と し ます 。TIME は 時 間 を も っ て いる 
す 。 こ れ で 、 実 行 す る ご と に 同じ 系列 の 乱数 シス テム 変数 で 、 処 理 す る た 間 が 変化 
が 発生 きれ ます 。( す な わ ち 同じ 乱数 の 並び に し て いる わけ で すか ら 、 そ の た びに ちがう 乱 
な 99 数 系 列 に な り 、 発 生 する 起 数 が 毎回 ちがっ て 

19 A=RND(-1) きま す 。 
EE NO 19 A=RND( -TIME ) 
39 PRINT RND(1) 1 
8 3 PRINT RND(1) 
Th 49 NEXT J 
.9962486816692 59 END 
.2196965585239 1 "5316892 
1 .81332655852391 
ら .2914873639594 
OR .99718124336581 
や Ti .9259847984636 
-9962486816692 Ok 
.21969655852391 で 
(282HESE .2452365585231 
* .8527773639594 
SE 6.69124336581E-93 
.4697747984636 
Ok 


※ 乱 数 で すか ら 、 上 の 表示 に な る と は 限り ませ ん 。 


問題 
| 変数 を すべ て 整数 式 に 定義 し 、 乱 数 を 8 
ー13 ま で 発生 きせ る プロ グラ ム を 作り な 
さい 。 


プロ グラ ム 例 
19 DEFINT A-Z 
29 R=RND( -TIME ) 
39 FOR J=1 TO 19 
49 A=RND( 1 ) x6 
59 A=A+8 
69 PRINT A 
79 NEXT J 
89 END 


(2) 乱数 の 整数 化 


+ 


8 一 13 と いう 乱数 は 0 一 5 と いう 乱数 を 
発生 させ た あと に 8 を た し ます 。 


考え 方 


発生 きせ る 乱数 を 整数 化す る に は どう し た ら よ いで し ょ うか 。 た と えば 0 一 9 まで の 絶 囲 の 乱数 を 発 


生 し た いと き に は 、 


RND( 1 ) の 値 が 0 一 0.99999999999999 で すか ら こ の 値 に 10 を か けれ ば 、 


0 -9.9999999999999 に な り ま す 。 そ の あと に 少数 点 以下 を 切り 捨て れ 人 ば よい こと に な り ま す 。 


この と き は 、INT 関 数 を 使い ます 。 
AA =INT (RND( 1 ) *10) と な り ま す 
し か し 、 
DEFINT AZ 
! 
A=RND( 1 )*10 
| 


で は 、 発 生 す る 値 を 1 一 10 の 和 囲 に し た いと き は 、 


どう すれ 


し た の で 、 単 純 に 二 1 すれ ば よい こと に な り ま す 。 


A =INT (RND( 1 ) *10) + 1 


発生 し た 乱数 を 記憶 する 変数 の 型 が 整数 型 で あれ ば 、INT 関 数 を 使う 必要 は あり ませ ん 。 


ば いい で し ょ う 。 先ほど の 例 が 0-9 で 





ワン ポイ ント 
ユー ザー 定義 関数 で ある DEF FN 廊 を 使 
っ て 0 か ら 任 意 の 数 まで の 乱数 を 発生 す 
る 関数 を 作る と 、 大 変 便利 で す 。 

DEF FNR(X)=RND(1)*X 
と 関数 を 定義 むす れ ば 、 プ ログ ラム 中 で て F 
NR(10) と すれ ば 0 一 9 まで の 乱数 を 発 
生 し ます 。FNR( 5 ) と すれ ば 当然 0 一 4 
に な り ま す 。 


DEFINT A-Z 
R=RND( -TIME ) 
DEF FNR(X)=RND( 1 )xX 
FOR J=1 TO 19 

PRINT FNR(19) 
NEXT J 
END 


(DEF FN 婦 に 関し て は 141P 参 照 ) 
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6-2 最大 値 を 求め る プロ グラ ム を 考え る 
プロ グラ ム で デー タウ の 最大 値 を 求め た り 、 最 小 値 を 求め た りす る こと が あり ます 。 こ こ で は 、 最 大 値 
を 求め る 方 法 を 考え て み ま す 。 


プロ グラ ム の 内 容 

デー タ を キー ポー ド か ら 入 力 し て いき 、 い ま 記 憶 し て いる 最大 値 と 比較 し 、 そ の 最大 値 よ り 大 きい デ 
ー タ が 入力 され た ら 、 そ の デー タ を 最大 値 に お き 換 えま す 。 

最初 に 記憶 し て いる 最大 値 は 、 こ れ か ら 入 力 さ れる どの デー タ よ り も 小さ い 値 に し て お きま す 。 
デー タ が 0 の と き 処 理 を 終え ます 。 





最大 値 を お きか える 


ベル トコ ン ベ ア か ら 
デー タ が 流れ て くる 








プロ グラ ム フロ ー チ ャ ー ト 
変数 リス ト 
19 DEFINT A-Z 6 る 
29 MX=-1 MX : 最大 値 を 記憶 する 
39 INPUT "DATA:":A 変数 
49 IF A=9 THEN 89 A  : 入 力 デー タ 
59 IF A>MX THEN MX=A 
69 GOTO 39 
79 REM 
89 PRINT "サイ タイチ" : MX MX の 初期 値 を マイ ナス 
99 END に する こと に より 、 最 初 


の デー タ が 最大 値 に な り 
ます 。 


6-3 入力 デー タ の 合計 を 求め る 


デー タ の 合計 を 計算 する と き は 、 ど の よう に すれ ば よい で し ょ う ? 
例 ) キー ポー ド か ら 入 力 さ れ た デー タ の 合計 を 求め ます 。 入力 デー タ が 0 の と き 、 入 力 を 終了 し 、 合 
計 を 表示 し ます 。 


(合計 ) を ( 含 計 )+( 新 し い デ ー タ ) 
最初 に 合計 を 0 に し て お き 、 デ ー タ が 入力 され る た びに その デー タ を 合計 に 加え て いき ます 。 
プロ グラ ム 


19 SUM=9 

29 INPUT"DATA: "iDA 
39 IF DA=9 THEN 79 
49 SUM=SUM+DA 

59 GOTO 29 

69 REM 

79 PRINT "コウ ケイ "1SUM 
89 END 


変数 リス ト 
SUM : 合計 を 記憶 する 変数 
DA : 入力 デー タ 


6 -4 グラ フィ ッ ン ク 画 面 に 文字 を 表示 する 方 法 
グラ フィ ッ ク 画 面 に は 、 通 常 絵 を 表示 し ます が 、 文 字 も 表示 する こと が で きま す 。 テ キス ト 画 面 に 廊 
字 を 表示 する と き は 、LOCATE 文 と PRINT 娘 を 用 いま す が 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 に 女 字 を 表示 する と 
き は LOCATE 文 や PRINT 文 は 使用 で きま せん 。 
グラ フィ ッ ク 画 面 に 文字 を 表示 する に は 次 の 手順 を 踏ん て くだ さい 。 
①0PEN 娘 で グラ フフ ァイル を 開く (OPEN 娘 ) 
⑫ 表 示し た いと ころ に 文字 が ある と き は 、 そ の 廊 字 を 消す (LINE 文 で BOX 指定 ) 
③⑨ 表 示 位 置 を 指定 する (PSET ま た は PRESET 文 ) 
④ 文 字 を 表示 する (PRINT## 文 ) 
で は 、 そ の ひと つ ひ と つ を 説明 し て いき まし ょ う 。 
①OPEN 文 で グラ フフ ァイル を 開く 
この 命令 を 実行 する と 、PRINT# 廊 が 可能 に な り ま す 。OPEN 廊 の 書き 方 の 詳細 は 「 リ ファ レン ス 
ブック 」 を 参考 に し て くだ さい 。 
ここ で は 、 次 の 書き 方 だ け を 覚え て お きま し ょ う 。 





OPEN *GRP:? FOR OUTPUT AS #1 
ここ の 数 字 を PRINT# で も 使い ます 。〕 
OPEN 娘 は プロ グラ ム の 最初 に 一 度 だ け 実 行 し ます 。 2 度 実行 する と *File already open" エラ ー 


に な り ま す 。 8 


@⑳ 画 面 上 に 表示 する 女 字 の と ころ を 消す 
グラ フィ ッ ク 画 面 に 女 字 が すでに 表示 し て ある と ころ に 新た に 文字 を 表示 し よう と する と 廊 字 が 重 
な っ て し まい ます 。 
ABC が 表示 され て いる と ころ に 1、2、3 を 表示 する と 次 の よう に な っ て し まい ます 。 


12 3 
1 
[AB 6 | 重なっ て し まう 。 





Box F 山 で 消す 。 


この た め 、 す で に 表示 され て いる 女 字 を 消す に は 、LINE 女 で わく の な か を 消し ます 。 


③ 表 示 位 置 を 指定 する ーー ワン ポイ ント 一 ーーーーーーーーーーー 
表示 する 女 字 の 左上 の 角 を 画面 上 に セット し 
ます 。 セット の 方 法 は PSET 文 か PRESET 女 


を 使い ます 。 画面 の 背景 の 色 に 合わ せ て 点 を Sa 
表示 し な いと 、 点 が で て し まい ます の で 何 色 よう に まれ は 、 素地 の 位置 衣 和 が 赤 人 に 


を 使う と よい の か 考え て 指定 し て くだ さい 。 楽 で す 。 廊 字 は 8 X8 ピット で 表示 され 
8 ます の で 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 横 の 列 に 


32 文 字 (256 プ 8) 表示 され ます 。 グ ラフ 
at 字 は 8 8 ドット ィ ッ ク 画 面 の 0 7 ドッ ト を 1 婦 字 目 、 
8 8 15 ド ッ ト を 2 廊 字 目 と し て いき ます 。 
娘 字 表示 の 左 は し の 座標 は 次 の 計算 で 求 
め る こと が で きま す 。 

X 座 標 =( 表 示 桁 - 1) x 8 
同じ よう に Y 座 標 は 次 の 計算 式 で 求め る 
こと が で きま す 。 

Y 座 標 =( 表 示 桁 - 1) x 8 


女 字 を 表示 する と き の 位置 は 、 テ キス ト 
画面 (SCREEN1) と 対応 させ て 考え る 


廊 字 を 出す 位置 の 色 が COLOR 女 の 背景 色 と 
同じ し とき 一 一 PRESET(X 座 標 , Y 座 標 ) 
文字 を 出す 位置 の 色 が COLOR 文 の 背景 色 と 
ちがう とき 一 一 PSET(X 座 標 , Y 座 標 ) 
色 コ ー ド : 女 字 を 表示 する 位 
置 に ある 色 
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④ 廊 字 を 表示 する 


文字 を 表示 する に は 、PRINT# 文 で 表示 し ます 。PRINT# の 詳し いこ と は (218P 参 照 ) 
PRINT 半 で は 、OPEN 文 で 指定 し た ファ イル 番号 を 指定 し ます 。OPEN 文 を 実行 し な いで PRINT 


を 実行 する と ^File not OPEN” エラ ー に な り ま す 。 


で は 、 ま と め と し て サン プル プロ グラ ム を 見 て くだ さい 。 こ の プロ グラ ム は 得点 を 表示 する も の で 


す 。 
プロ グラ ム 

19 COLOR 15,4,4 
29 SCREEN 2 


39 OPEN"GRP:" FOR OUTPUT AS #1 
49 PT=9 

59 PRESET(8x4-1.9) 

69 PRINT #1,"POINT:" 

79 FOR J=1TO 199 


89 LINE(8x19-1.9)-(8x15-1.8-1) ,4,BF 
99 PSET(8x19-1.,9),4 

199 PRINT#1 ,PT 

119 PT=PT+19 

129 FOR K=1 TO 399:NEXT K 

139 NEXT J 

149 END 

プロ グラ ム の 改造 


80 行 の LINE 娘 の 色 指 定 と 90 行 の PSET 娘 の 色 
指定 を 1 に 変え て みて くだ さい 。 
か わっ た イメ ー ジ に な り ま す 。 


40 行 


50 一 60 行 


70 行 


80 行 
90-120 行 


130 行 
140 行 


画面 の 色 を 設定 
グラ フィ ッ ク 画 面 
を 設定 
OPEN て 画面 出力 
ファ イル を オー プ 
プン する 
得点 を 0 に する 
*POINT:? を LOC 
ATE 8.0 に あたる 
位置 に 表示 
FOR 文 (80 一 120 行 
を くり 返し ) 
表示 娘 字 を 消去 
得点 の 表示 

時 間 待 ち 
NEXT 文 

終り 
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4 
フ - 1 カラ ー テ スト 


MX-10 は 、 テ レビ の 画面 に 16 色 の 色 を 表示 する こと が で きま す 。 ど ん な 色 が 表示 され る か 試し て み ま 
じ よ う 。 








使い 方 : プロ 入力 後 、LFeJ か 
19 SCREEN 2:COLOR 15.4,7 RU 

29 OPEN "GRP:" AS #1 Mg を 押す と 画面 
39 FOR C=9 TO 15 に は 16 色 の 色 が 表示 され ます 。 
4 READ A$ と き は 、 何 か 別 の 
59 PSET(164、12xC+2) ,4 夫 イ する % 0 
69 PRINT #1.A$ キー を 押せ ば いい 
79 LINE(26,12xC)-(159,12x(C+1 ) -1 ) ,C、BF 

89 NEXT C 


99 A$=INPUT$(1) 
199 DATA トウ メイ 

119 DATA クロ 

129 DATA ミト ~ リ 

139 DATA 了 カ ルイ ミト ^ リ 
149 DATA クラ イ アオ ォ 
159 DATA アカ ルイ アオ 
169 DATA クラ イ 了 アカ 
179 DATA ミズ ~ イ ロ 
189 DATA 了 アカ 

199 DATA 了 カ ルイ 了 カ 
299 DATA キ 

219 DATA 了 カ ルイ キ 
229 DATA クラ イ ミト ~ リ 
239 DATA ム う サキ 

249 DATA ハイ 

259 DATA シロ 

269 END 


フ -2 音楽 テス ト 
まず 8 オク ター プ の ドレ ミ フ ァ ソ ラ シ ド を 演奏 し 、 そ の あと で “ドミ ソバ パ ド フ ァ ラ パシ レ ソ ? の 3 重 
和音 を 出し て み ま す 。 


こう し て 、MX-10 の 音楽 機能 を 試し て くだ さい 。 
5 2 使い 方 : プログ ラム 入力 後 、LFe ) か 


18 FOR 0=1 TO 8 還 似 に を 押し ます 。 

2 PRINT 0i" オク ター フ *" OB フ 出 

3 PLAY "T640"+STR$(0)+"CDEFGAB" < の プター ニブ の 音 を 由 じ で 
49 IF PLAY(1) THEN 49 次 に 3 重 和音 を 出し ます 。 

59 NEXT 0 


69 PRINT" ワ ォ ン " 

79 A$=“"T3204CCO3B" 

89 B$="T3204EFD" 

9 C$="T3204GAG" 

199 PLAY A$,B$,C$ 

119 IF PLAY(1) OR PLAY(2) OR PLAY(3) THEN 119 
129 END 





フ -3 ジ ヨ イ バッ ド テ スト 


MX-10 に は ジョ イ パ ッ ド が つい て いま す 。 これ を 使っ て 画面 上 に 線 を 描く こと を 試し て み ま し ょ う 。 





19 COLOR 15.1.1 使い 方 プロ グラ ム 入 力 後 、Fs) か 
2 SCREEN 2 を 押す と 画 
29 PSETY 画 の 中 央 に 白い 点 が チカ チ 
56 IF P THEN PRESET(X.Y) カ し ます 。 ジ ョ イ バ パッ ド を 
69 C=STRIG(1):IF C THEN P=9 押す と 、 こ の 点 が 動き ます 


79 D=STRIG(3) 


89 IF D THEN 239 が 、 点 減 し て いる うち は 線 





9 A=STICK(1) は 描け ませ ん 。 

199 IF Ac1 THEN YeY-1 ( 軌 0 を 押す と 、 点 減 が と ま 
A=2 THEN X=X+1:Y=Y-1 es 

126 IF A=3 THEN X=X+1 ます の で と なの ョ イ 

139 IF A=4 THEN X=X+1:Y=Y+1 バッ ド を 動か す と 線 が 描け 

14 IF A=5 THEN YsY+1 。 終 了 す る と き は (RE 

159 IF As6 THEN X=X-1:Y=Y+1 ます 


169 IF A=7 THEN X=X-1 

179 IF A=8 THEN X=X-1:Y=Y-1 
189 IF X<9 THEN X=9 

199 IF Y<9 THEN Ys9 

299 IF X>255 THEN Y=255 
219 IF Y>191 THEN Y=191 

229 GOTO 49 

239 COLOR 15.4.7 

249 END 


Z-4 スプ ライ ト テ スト 


MX-10 の 特長 で ある スプ ライ ト を 使い 、 画 面 上 の キャ ラク ター を 動か し て み ま し ょ う 。 


使い 方 : ブログ ラム 入力 後 、[Fs ) か 


19 COLOR 15,4,7 償還 に を 押す と 、 人 
0 間 の キャ ラク ター が 左 か ら 
3 FOR J=1 TO 8 

46 READ A$:F$=F$+CHR$(VAL("&H"+A$) ) 右 へ 走っ て いき ます 。 

5 NEXT J 


69 SPRITE$( 1 )=F$ 

79 FOR X=9 TO 255 

89 PUT SPRITE 1,(X,19),15,1 
99 NEXT X 

199 END 

119 DATA 38,38,13,7C 

129 DATA B8,38,68,4C 
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Z-5 


塗り つぶ レ テ ス ト 


乱数 を 使っ て 画面 に 四角 を 描き 、 乱 数 で 色 を 決め 、 四 角形 の な か を 塗り つぶ し ます 。 


COLOR 15.9.9 

SCREEN 2 

DEFINT A-Z 
DEFFNR(X)=XxRND( 1 ) 
D=RND(-TIME) 

REM 

FOR J=1 TO 199 
X1=FNR( 128) :Y1=FNR(96 ) 
X2=FNR( 128 ) :Y2=FNR( 96) 
C=FNR( 16 ) 
LINE(X1.Y1)-(X2.Y2) ,C,BF 
REM 
X1=FNR(128 ) :Y1=FNR(96 ) 
X2=FNR( 1 28 ) : Y2=FNR( 96 ) 
LINE(X1+128.Y1+96)-(X2+128,Y2+96).15,B 
NEXT J 

COLOR 15.4,.7 

END 


使い 方 : ブログ ラム 入力 後 、LFe J か 
MC を 押し ます 。 
画面 に 四角 形 が あら われ る 
で し ょ う 。 画面 の 左 久 は 塗 
りつ ぶし の 四角 形 で 、 右 下 
は 塗り つぶ され な い 四 衣 形 
の は ず で す 。 

塗り つぶ され た 四角 形 、 浴 
りつ ぶさ れ な い 四 角形 が そ 
れ ぞ れ 1!00 個 ずつ 描か れ た ら 
終了 し ます 。 






| 第 3 部 | 


り リフ テレ ンス 
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1-1 概要 


MSX BASIC は 、 マ イク ロ ソ フト 社 の BASIC を 拡張 し た 機種 で 、 ホ ー ム ユー ス か ら ビ ジ 
ネス まで 多彩 に 使う こと が で きま す 。 ま た 、MSX 規格 の パー ソナ ルコ ンピュータ は 共通 
の 仕様 に な っ て いま す 。 

1-2 動作 モー ド 

MSX BASIC が 起動 する と 、 画 面 に Ok” と いう 文字 を 出力 し 、 キ ー 入 力 待ち に な り ま す 。 
この 状態 の と き 、 文 字 を 入力 する こと が で きま す 。 ま た 、 命 令 を 実行 する 方 法 と し て 、 ダ 
イレ クト モー ド と 、 プ ログ ラム モー ド の 2 種類 が あり ます 。 

〔 ダ イレ クト モー ド )〕 

行 番号 を つけ ず に 直接 命令 を 実行 する モー ド を 、 グ ダイ レク トモ ー ド と いい ます 。 

〔 プ ログ ラム モー ド )〕 

行 番号 を つけ て 行 を 入力 する と 、 そ の 行 は メモ リー の 中 の プロ グラ ム の 1 行 と な り 、 行 番号 
と と も に メモ リー 上 に 格納 され ます 。 そ し て 、 こ の プロ グラ ム は RUN コマ ンド 、GOTO 
文 、GOSUB 文 に より 実行 する こと が で きま す 。 この よう な 実行 方 法 を 、 プ ログ ラム モー ド 
に よる 実行 と 呼び ます 。 


1-3 文 と 行 


文 と は 、BASIC が 行なう 手続 き を 記述 し て いる 最小 単位 で す 。 こ れ に は 、 コ マン ド 、 ス テ 
ー ト メン ト 、 お よび 代入 を 行なう 式 を 含む こと が で きま す 。 

また 、 文 は コロ ン ( : ) を 用 いて 他 の 文 と つなぐ こと も で きま す 。 こ れ は マル チ ス テー トメ 
ント と 呼ば れ 、 行 番号 も 含め て 1 行 の 長 さ は 255 文字 以内 で す 。 

行 は 、BASIC に 対し て 命令 を する と き の 単位 で 、 キ ー 入 力 を 開始 し て か ら 、 リ ター ン キ ー 
を 押す まで を 意味 し ます 。 1 行 の 最大 は 255 文字 で す 。 

〔 ュ コマンド 〕) 

コマ ンド は 、LOAD や RUN の よう な 、 コ ンピュータ を 直接 制御 する た め の 命令 の こと を 
いい ます 。 コ マン ド は 、 通 常 ア ダイ レク トモ ー ド て 使用 し ます 。 


〔【 ス テー トメ ント 〕) 

ひと つの 仕事 を させ る 命令 文 の こと で す 。 た と えば 計算 を し た り 、 画 面 に 文字 を だ し た り 、 
線 を 引い た り 、 音 楽 を 演奏 し た りす る 命令 で す 。 

1-4 行 番号 

多く の 行 を 使っ て プロ グラ ム し た い 場 合 は 。 行 の 先頭 に 行 番号 を 入れ ます 。 行 番号 の つい 
た 行 を 入力 する と 、 メ モリ ー 上 に プロ グラ ム を 構成 する 行 と し て 、 メ モリ ー 上 に 格納 され 
ます 。 行 番号 は 0 一 65529 の 整数 で 、 メ モリ ー に 納め られ る 順序 に な り ま す 。 プ ログ ラム 
の 実行 は 行 番号 の 若い (小さ い ぃ 番号 順 ) 方 か ら 行 な われ ます 。 ま た 行 番号 は 、 分 岐 や 編集 
の 目 じ る し に も な り ま す 。 

1-5 使用 で きる 文字 

MSX BASIC で は 、 英 文字 (大 文字 、 小 文字 ) 、 数 字 、 ひ ら が な 、 カ タカ ナ 、 特 殊 記号 、 お 
よび グラ フィ ッ ク 文 字 を 使う こと が で きま す 。 文字 は 付録 (249P) の 「 キ ャ ラク ター コー 
ド 表 」 を 参照 し て くだ さい 。 


1-6 特殊 記号 の 使い 方 


MSX BASIC で は 、 演 算 子 (+, 一 *, ノ ) な どの ほか に 、 特 別 な 意味 を も つ 特殊 記号 
が あり ます 。 
・( ビ ピリオド) 現在 、MSX BASIC が 着目 し て いる 行 番号 を 示し ます 。 ま た プロ 


グラ ム 実 行 中 に エラ ー が 発生 し た と き や 、 ス クリ ー ン エディ タ で 
行 を 挿入 し た と き に その 行 を 記憶 し て いま す 。 さら に LIST, RE 
NUM 文 な ど で は 行 番号 の 代り に 使う こと も で きま す 。 
【 例 〕 LIST. 

ー( ハ イフ ン ) LIST, DELETE コマ ンド な ど 、 行 の 男 囲 ( 何 行 め か ら 何 行 め ) を 
指定 する 場合 に 使う こと が で きま す 。 
〔 例 〕] DELETE 299 一 399 


< (コロ シ ) マル チ ス テー トメ ント の 区 切り と し て 使い ます 。 
( 例 〕] A=19 二 7:PRINT A 

。 (カン マ や) PRINT, INPUT 文 な ど 、 パ ラメ ー タ が か が 並ぶ 場合 の 区 切り と し て 使 
いま す 。 


( 例 〕] INPUT A,B 
COLOR 5,6,7 

i (セミコロン) PRINT 文 を どの 区 切り と し て 使い ます 。 
〔 例 ] PRINTYANS=? iA 

* (アポ スト ロフ ィ ) REM 文 (注釈 文 ) の 代り に 使い ます 。 
〔 例 ] PRINT A* コ タ エ ノ ヒョウ ジ 

(スペ ー ス … 空 白 ) プロ グラ ム を 見 や すく する た め に 、 プ ログ ラム 中 に 自由 に スペ ー 
ス (空白 ) を 入れ る こと が で きま す 。 プ ログ ラム 中 の 空白 は 、 命 令 
の 実行 中 は 無視 され ます が 、 メ モリ ー 上 に 格納 する と き は 、 一 緒 
に 格納 され ます 。 コ マン ド 、 ス テー トメ ント 、 関 数 、 シ ステ ム 変 
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数 、 行 番号 の 中 に は 、 ス ペー ス を 入れ る こと は で きま せん 。 
? (疑問 符 ) PRINT 文 の 代用 と し て 使用 で きま す 。 
( 例 ] ?*HELLOY 


1-7 コン トロ ー ル キー お よび コー ド 


MSX BASIC で は 、 キ ー ポ ー ド 上 に 書か れ た 、 キ ャ ラク ター 文字 以外 に 特別 な 意味 を 持つ 
コン トロ ー ル キー お よび コー ド が あり ます 。 こ れ に つい て は 付録 「 コ ント ロー ルコ ー ド 表 」 
(248P) を 参照 し て くだ さい 。 


1-8 定数 


e 定数 の 種類 
MSX BASIC の 定数 に は 次 の 種類 が あり ます 。 


文字 定数 
ed 整数 定数 
Kg WW 
倍 精度 定数 
@ 文字 定数 
文字 定数 と は 、 グ ダブ ルク ォ ー テ ーション (" ) で 囲ま れ た 255 文 字 以 内 の 文字 列 で 、 数 字 、 
英文 字 カタカナ 、 ひ ら が な 、 記 号 な ど を 合 む こと が で きま す 。 
〔【 例 ] “1234? YABCDEF? 
e 数 値 定数 
数 値 定数 は 、 た し 算 や ひき 算 、 算 術 演算 な ど を する こと が で きる 定数 で 、 数 値 の 表 わ せ る 
範囲 で 整数 、 単 精度 、 倍 精度 に 分 か れ ま す 。 
e 整数 定数 
ー32768 か ら +32767 まで の 整数 で す 。 た だ し 、 小 数 点 を 含む こと は で きま せん 。 整数 
計算 は 、 非 常に 高速 に こ て きま す 。 
@ 単 精度 定数 
6 桁 以 内 の 実数 定数 、 あ る い は 6 桁 以 内 の 整数 と E を 使っ た 指数 表示 の 組み 合わ せ で す 。 
E は 一 64 か ら 十 62 まで の 範囲 を と る こと が で きま す 。 
数 値 の 最後 に ! を つけ た 数 値 も 単 精度 定数 で す 。 
数 値 が 6 桁 を 越え る と 7 桁 目 が 四捨五入 され ます 。 
( 例 ] 1.23 65999 3.14! 5.76E+15(5.76X19" ) 
@ 倍 精 度 定数 
単 精度 より も さら に 精度 の 高い 数 値 で す 。 7 桁 以上 の 実数 、 整 数 と E を 使っ た 指数 表示 
の 組み 合わ せ で す 。E の 範囲 は 一 64 か ら +62 まで で 、E の か わり に D を 使う こと も で 
きま す 。 ま た 、 数 値 の 最後 に # を つけ た 数 値 も 倍 精度 と みな し ます 。14 桁 を こえ る 数 値 
は 15 桁 目 が 四捨五入 され ます 。 
【 例 ] 12345678 123 韻 1.23D 一 64( 1.23X19『 ) 9 の .9999999999 


1-9 変数 
e 変数 と は 

プロ グラ ム 中 で 、 文 字 を 格納 し た り 、 数 値 を 格納 し た りす る 記憶 エリ ア で す 。 
e 変数 の 種類 

変数 は 、 取 扱う 数 値 、 文 字 に より 種類 が 分 か れ て いま す 。 


文字 変数 
HH 整数 変数 








数 値 変 数 一 単 精度 変数 
し _ 人 
2 倍 策 度 変数 
文字 配列 変数 
し 配列 変数 整数 配列 交 数 
し WW 
倍 精 度 配列 変数 
e 変数 名 


英文 字 か ら 始 まる 2 文字 を 変数 名 と し 、 先 頭 の 1 女 字 は 、 英 字 で な けれ ば な り ま せん が 、 
2 廊 字 目 は 数 字 で も か まい ませ ん 。 3 文字 以上 の 変数 名 は 3 文字 目 か ら は 無視 され 、 最 
初 の 2 廊 字 まで し か 判別 され ませ ん 。 ま た 、 変 数 中 に 含ま れる スペ ー ス や 、 カ タカ ナ 、 
グラ フィ ッ ク 文 字 は 無視 され ます 。 
な お 、 変 数 名 は 予約 語 と 同じ で あっ た り 、 了 予約 語 を 含ん で いた り し て は いけ ませ ん 。 小 
文字 と 大 文字 の 区 別 は な く , すべ て 大 文字 に な り ま す 。 子 約 語 に つい て は 、 付 録 の 「 子 
約 語 」 (251P) を 参照 し て くだ さい 。 
〔 例 〕 ・ 良 い 例 
HE 
H5 
HS 
K コタ エ O (変数 名 は KO と され る ) 
KOTAE (変数 名 は KO と され る ) 
・ 悪 い 例 
7 1 (先頭 の 文字 が 英字 で な い ) 
BASEX ( 子 約 語 の BASE が 含ま れ て いる ) 
@ 変数 の 型 
変数 は 格納 し た い デ ー タ の 型 に 応じ て 区 別 す る こと が で きま す 。 変 数 の 型 は 、 変 数 名 の 
最後 に 、 型 宣言 文字 を つけ る こと に よっ て 区 別 し ま す が 、 型 宣言 を し な い 変 数 は 、 す べ 
て 倍 精 度 型 変数 と み ら れ ます 。 型 宣言 文字 は 次 の 通り で す 。 
FSS63 整数 型 ( 例 ) AB% SE% 
1 …… 単 精度 型 ( 例 ) TA! KO! 
井 …… 倍 精度 型 ( 例 ) PAI 井 ANS 坦 AB 
$…… 文 字 型 。( 例 ) NAMAE$S JUSHO$ 
な お 、 変 数 の 型 は 、DEF INT な ど 型 宣言 文 を 使う こと に より 定義 せ する こと も で きま す 。 
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@ 配列 変数 


配列 変数 は 、 文 字 変数 また は 数 値 変数 に 添字 を つけ て 表示 し ます 。 ま た 、 配 列 変 数 は い 

くつ か の 要素 で 構成 され 、 そ の 次 元 と 要素 の 数 は DIM 文 で あら か じ め 宣 言 し て お きま す 。 
3 次元 まで の 配列 変数 に つい て は 、 宣 言 な し で 用 いる こと が で き 、 そ の 場合 添字 は 最大 
10 と みな され ます 。 配 列 変数 に 含ま れる デー タ を 代入 し た り 、 参 照 す る と き は 、 添 字 を 

使っ て 何 番目 の 要素 か を 指定 し ます 。 

配列 の 次 元 は 理論 上 は 255 次 元 (実際 は 1 行 の 長 さき (255 文 字 ) で 指示 で き な い ) まで 、 ま 


た 添字 は メ 


モリ ー の 不足 し な い 限 り 許 され ます 。 添 字 は 0 から 始ま る 整数 で すか ら 、 配 


列 要 素 は 添字 の 最大 値 + 1 と な り ま す 。 


( 例 〕) 19 
29 


DIM A(5) 1 次 元 の 配列 変数 A を 宣言 。( 要 素 の 数 は 0 一 5 の 6 個 ) 
A(1)=19 配列 変数 A の (1) に 10 を 格納 

A(2)=15 配列 変数 A の (2) に 15 を 格納 

A( 3 ) ニ A( 1 ) 十 A( 2 ) 配列 変数 の A の (3) に A の (1) と (2) を た し た も の を 格納 
PRINT A(3) 


4A(0) AQ) 4(2) 4(3) A(4) A(5) 


L lmls 了 ml | | 


@ 変 数 と メモ リー 容量 
変数 は 定義 され た 直後 は 数 値 の 場合 0 、 廊 字 の 場合 * ” (ヌル スト リン グ : 何 も な い ) 
が 格納 され ます 。 ま た 、 そ の と き の メ モリ ー 上 に 確保 され る 領域 は それ ぞ れ 次 の よう に 


な り ま す 。 

変数 整数 型 5 バイト 
単 精度 実数 型 7 バイ ト 
倍 精度 実数 型 11 バ イト 
文字 弄 6 (文字 列 の 文字 数 ) バ イト 

配列 変数 整数 型 5 + 2 X( 要 素数 ) 2 x (次 元 数 ) 二 1 バイ ト 
単 精度 実数 型 5 十 4 (要素 数) 2 x (次 元 数 ) 二 1 バイ ト 
倍 精度 実数 型 5 十 8 (要素 数 ) 2 x (次 元 数 ) 二 1 バイ ト 
文字 型 5 二 3 ※( 要 素数 ) 二 2 x (次 元 数 ) 二 1 + ( 各 要 素 の 文字 列 

の 総 文字 数 ) バイ ト 
ゅ シス テム 変数 


MSX BASIC は 、BASIC 自身 で あら か し め 持 っ て いる 変数 が あり ます 。 こ れ を シス テ 
ム 変 数 と 呼び ます が 、 こ れ に は 次 の よう な 種類 が あり ます 。 
BASE(n) 画面 出力 に 関す る テー ブル の アド レス を 持っ て いま す 。 


ERR 


ERL 


エラ ー が 発生 し た と き の エ ラー コー ド を 持っ て いま す 。 こ の 変数 に 
値 を 代入 する こと は で きま せん 。 

ー が 発生 し た と き の 行 番号 を も ちっ て いま す 。 こ の 変数 も や は り 
代入 は で きま せん 。 


SPRITE$ (mn) スプ ライ トペ パタ ー ン を 記憶 し ます 。 


TIME 


イン ター バル タイ マー と 呼び 1/60 秒 ご と に 値 が 1 増え ます 。 こ の 変 
数 は 0 一 65535 の 値 を 代入 する こと が で きま す 。 


CSRLIN カー ソル の 垂直 方 向 の 位置 を 記憶 し ます 。 

POS カー ソル の 水平 方 向 の 位置 を 記憶 し ます 。 

LPOS プリ ンタ ヘッ ド の 水平 方 向 を 持っ て いま す 。 

VDP MSX の 画面 を 制御 する VDP の レジ スタ を 操作 し ます 。 


1-10 式 と 演算 


式 と は 、 定 数 や 変数 を 演算 子 で 結合 し た 数 式 や 、 単 に 文字 や 数 値 、 ま た は 変数 だ け の も の 
を いい ます 。 
MSX BASIC の 演算 は 5 つ に 分 類 で きま す 。 
・ 算 術 演算 
・ 比 較 演 算 
・ 論 理 演算 
・ 関 数 
・ 文 字 列 演算 
@ 算術 演算 
算術 演算 子 に は 、 次 の よう な も の が あり ます 。 





演算 の 実行 順 褒 は 上 か ら 優 先 順 位 の 高い も の と な り ま す 。 優先 順位 を 変更 し た いと き は 
カッ コ ( ) を 用 いま す 。 カ ッ コ 内 の 演算 子 は 、 他 の 演算 子 よ り も 先 に 実行 し ます 。 
次 に 代数 表記 を MSX BASIC の 表記 に 直し た 例 を 示し ます 。 


MSX BASIC 


2X+Y 2*X+Y 
す +2 メ ノ Y 十 2 
と (x+Y) ノ 2 


X2 填 2X 二 1 人 2 十 2*X 十 1 
KK XA(YA2) 
(XY)2 X メ AYA2 
Y(ーX) Y* ネ ーX 





整数 の 除算 は 、 ノ の 代り に に よっ て 行ない ます 。 た だ し 、 扱 う 数 値 が 実数 の 場合 は 、 
演算 が 実行 され る 前 に 、 小 数 点 以 下 が 切り 捨て られ ます 。 商 は 、 小 数 点 以下 が 切り 捨て 
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られ た 整数 と な り ま す 。 
【 例 ] 17\3=5 (17/3= 5…2) BASIC で は PRINT 17\3 と し ます 。 
17.5\5=3 (17/5=3…2) BASIC で は PRINT 17.5\5 と し ます 。 
剰余 の 計算 は MOD に よっ て 行なわ れ ま す 。 扱う 数 値 が 実数 の と き は 、 演 算 の 実行 前 に 
小数 点 以 下 が 切 り 捨て られ ます 。 結 果 は 整数 の 割り 算 の 余り に な り ま す 。 
【 例 ] 13.5 MOD4=1 BASIC で は PRINT 13.5 MOD4 と し ます 。 
7.6 MOD6.1=1 BASIC で は PRINT7.6 MOD6.1 と し ます 。 
数 値 を 0 で 除算 し た 場合 は 、“Divison by zero" と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 出力 され た あ 
と に プロ グラ ム が 中 断 さ れ 、 コ マン ドレ ベル に 戻り ます 。 0 に 対し て 負 に な る べき 乗 を 
行なっ た と きも 同じ で す 。 
( 例 〕 print 0A ル 一 3 
Division by zero 
代入 や 演算 の 結果 が 、 そ の 変数 の 型 の 範囲 を 直 た る と “ 桁 あ ふれ " を 生じ “Overflow" 
と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ を 出力 し た あと に 、 プロ グラ ム が 中 断 し コマ ンド 待ち に 戻り 
ます 。 
@ 比較 演算 子 
比較 演算 子 は 2 つの 数 値 あ る い は 2 つの 文字 列 を 比較 する と き に 用 いま す 。 結 果 は 真 の 
と き に は 1 、 偽 の と き は 0 と な り ま す 。 これ は IF 文 で 流れ を か える と き な ど に 用 い 
ます 。 


(左辺 ) と (右辺 ) が 等 し い 
(左辺 ) と (右辺 ) が 等 し く な い 


(左辺 ) は (右辺 ) より 小さ ぃ 
(左辺 ) は (右辺 ) より 大 きい 
(左辺 ) は (右辺 ) より 小さ いか 等 し い 
(左辺 ) は (右辺 ) より 大 きい か 等 し い 





X メ =Y 

メ く >Y。X> く Y 
メ く Y 

X>Y 

メ く =Y 

メ >=Y 


@ 論理 演算 
論理 演算 子 は 、 複 数 の 条件 を 調べ た り 、 論 理 演算 を 行なう と き に 使い ます 。 論 理 演算 は 
ビッ ト ご と に 0 また は 1 を 結果 と し て 得る こと が で きま す 。 


①NOT =not (否定 ) 





② AND = and (論理 積 ) 


③ OR = or (論理 和 ) 


④ XOR = exclusive or 
(排他 的 論理 和 ) 





0 0 
⑤ EQV = equivalance (同値 ) X Y | x EQv Y 
1 





⑥ IMP = implication (包含) 














条件 判断 文 (IF 文 ) で は 、 論 理 演算 子 を 使っ て 、 複 数 の 条件 を 判断 する こと が で きま す 。 
( 例 ) IF X で 9 OR X>99 THEN 一 

IF X= の 9 AND Y=@ THEN… 

IF NOT (X=@) THEN… 
論理 演算 で は 、 演 算 の 前 に 扱う 数 値 を 一 32768 か ら 十 32767 まで の 2 の 補 数 表現 の 整数 


115 


に 変換 し ます 。 も し 、 こ の 範囲 を 越 を る と 、“Overflow" エ ラー に な り ま す 。 
@ 関数 
関数 と は 、 与 えら れ た ある 引数 に 対し て 、 決 まっ た 演算 を 行う ちの で 、 こ の 演算 の 結果 
を 値 と し て か え し ます 。 
MSX BASIC は 、“ 組 み 込み 関数 ” と し て SIN (正弦 ) や SQR (平方 根 ) の よう な 数 値 関 
数 や CHR$、LEFT$ な どの 文字 列 操作 関数 を あら か じ め 用 意 し て いま す 。 
また 、 ユ ー ザ ー が 自由 に 定義 で きる “ユー ザー 定義 関数 機能 *” も 、 も っ て いま す (DEF FN 女 )。 
@ 文字 列 演算 
文字 列 演算 は "+” に よっ て 連結 する こと が で きま す 。 
【 例 ] A$=*MSX? 
B$=*BASIC? 
C$=A$ 十 B$ 
PRINT C$ 
と すれ ば C$ に は “MSX BASIC” が 格納 され ます 。 
また 、 文 字 列 の 場合 も 数 値 と 同じ 関係 演算 子 を 使っ て 文字 列 の 比較 を 行なう こと が で き 
ます 。 文 字 列 の 比較 は 、 文 字 列 の 最初 か ら 1 文字 ずつ 、 キ ャ ラク ター コー ド (249P) 
の 大 き さ て で 比較 し て いき ます 。 大 き さ は それ ぞ れ の 文字 に 対応 する キャ ラク ター コー ド 
の 数 値 で 表わさ れ ま す 。 た と えば ~A” と *B”? は それ ぞ れ 65 と 66 に な り 、B? の 方 が ~A” 
より 大 きい と いい ます 。 こ の と き 、 も し 、 同 し 文字 列 の と き は 等 し く な り 、 片 方 が 短 か 
く て 途中 で 比較 が 終っ た と き は 、 短 い 方 が 小さ く な り ま す 。 た だ し 、 途 中 で 1 文字 で も 
違っ た と き は 、 そ の 時 点 で 比較 を や め 、 キ ャ ラク ター コー ド に より 、 大 きい か 小さ いか 
を 決め ます 。 な お 、 文 字 列 の 比較 で は 、 ス ペー ス (空白 ) も 意味 を も ち ま す 。 
e 演算 の 優先 順位 
1. カッ コ で 囲ま れ た も の 
2. 関数 
3. 指数 (べき 乗 ) 
4. 負 号 (一) 
5. *,。 ノ 
6. \ 
7. MOD 
8 年 全 
9. 関係 演算 子 ( く <, >, = な ど ) 
10. NOT 
11. AND 
12. OR 
13. XOR 
14. EQV 
15. IMP 


1-11 数 値 に つい て 


MSX BACIC で は 、 標準 で の 数 値 計算 は 定数 の 種類 に 関係 な くす べ て 倍 精 度 で 行ない ます 
の で 、 単 精度 の 計算 も 、 い っ た ん 倍 精 度 に 変換 され て 計算 され 、 再 び 単 精度 に 変換 され ます 。 
【 例 ] A!= ニ 5.375!/4。.219! 実際 は 倍 精度 演算 が な され ます 。 
整数 型 は 10 進 数 、 8 進数 、16 進 数 、 2 進数 で 表記 する こと が で きま す 。 
@ 10 進 数 
ー32768 一 32767 で 負 の 場合 、 数 値 の 前 に 必ず 負 の 符号 (-) を つけ な けれ ば な り ま せん 。 
た だ し 、 正 の 場合 は 符号 ( 二 ) は 省略 で きま す 。 
e 8 進数 
先頭 に 0 を つけ た 0 一 7 まで の 数 字 の 並び で &O 0 一 多 0 177777 の 範囲 を と る こと が で 
泊 肖 す 。 
@ 16 進 数 
先頭 に み H を つけ た 0 一 9、A、B、C、D、E、F ま で の 並び 、&H0 一 多 HFFFF 
まで の 範囲 を と る こと が で きま す 。&HFFFF 一 &H8000 ま で は 負 の 数 で 一 1 から 一 
32768 に 対応 し ます 。 
@ 2 進数 
先頭 に &B を つけ た 0 と 1 の 並び で 、 範囲 は を B 0 一 色 B 1111111111111111 で す が 、&B 11 
11111111111111 一 &B1000000000000000 ま で は 負 の 数 の 一 1 か ら 一 32768 に 対応 し ます 。 
2 進数 の 数 値 を 使っ た 式 で は 、 演 算 子 と 2 進数 の 間 に ス ペー ス (空白 ) を 入れ な いよ う 
に し て くだ さい 。 


1-12 型 変換 


数 値 は 、 デ ー タ の 型 を 必要 に 応じ て 他 の 型 に 変換 する こと が で きま す が 、 こ れ は あく まで 
も 数 値 問 の こと で 、 訪 字 列 と 数 値 の 間 の 変換 は で きま せん 。 型 の 変換 は 次 の 規則 に 従っ て 
行なわ れ ま す 。 
@ 数 値 デ ー タ を 異な る 型 の 数 値 変数 に 代入 する と き は 、 代 入 先 の 変数 の 型 に 変換 され ます 。 
即ち 
( 例 ) A%=3。14 3.14 を A 多 と いう 整数 型 変数 に 代入 する 。 

PRINT A%% A 多 に 格納 され て いる 3 を 表示 する 。 


精度 の 異な る 数 値 を 使っ た 演算 で は 、 精 度 の 低い 方 の 数 値 が 、 精 度 の 高い 方 の 型 に 変換 
され て 演算 が 行なわ れ ま す 。 

@ 論理 演算 は すべ て 整数 型 に 変換 され 、 そ の 結果 も 整数 で 得 ら れ ま す 。 

@ 実数 が 整数 に 変換 され る と き は 、 小 数 点 以下 が 切り 捨て られ ます 。 こ の と き 、 切 り 捨 て 
た 結果 が 、 整 数 型 の 範囲 (一 32768 一 32767) を 越 た た と き は “Overflow" エラ ー と な 
り ま す 。 

@ 倍 精度 実数 型 変数 を 単 精度 実数 型 変数 に 代入 し た 場合 、 変 数 の 値 は 、 有 効 数 字 6 桁 に ま 
と め た も の と な り ま す 。 こ れ は 単 精度 実数 型 の 精度 が 6 桁 て あり 、 も と の 倍 精 度 実数 弄 
の 7 桁 目 以降 が 四捨五入 され て 6 桁 と な る の で す 。 
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1-13 エラ ー メ ッ セ ー ジ 
プロ グラ ム の 実行 を 中 断 し な けれ ば な ら な いよ うな エラ ー が 実行 時 に 発生 し た と き は 、 エ 
ラー メッ セー ジ が 画面 に 表示 され 、 コ マン ドレ ベル に 戻り ます 。 

ダイ レク トモ ー ド の エラ ー メ ッ セ ー ジ は 


2 区 in yyyy 
XX X…… は エラ ー メ ッ セ ー ジ で 、yyyy は エラ ー が 発生 し た 行 番号 で す 。 な お 、 エ ラ 
ー に つい て は 、 付 録 の 「 エ ラー メッ セー ジ 表 」(252P) に 詳し く 、 エ ラー の 内 容 が 書か 
れ て いま す 。 
※ た だ し 、BREAK jn yyyy は エラ ー メ ズ メッセー ジ で は あり ませ ん 。 


1-14 画面 モー ド 
MSX BASIC で 取扱 われ る 画面 は 、 大 きく わけ て 、 テ キス ト 画 面 と グラ フィ ッ ク 画 面 に 分 
ける こと が で きま す 。 テ キス ト 画 面 で は 、 リ スト な どの 文字 を 出す こと は で きま す が 、 点 
や 線 を 描く こと は で きま せん 。 一 方 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 は 、 点 や 線 な どの 絵 を 描く こと は 
で きま す が 、PRINT 廊 で 文字 を 出力 する こと が で きま せん 。 グラ フィ ッ ク 画 面 に 文字 を 出 
す 方 法 は 、 通 常 の PRINT 文 で は な く 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 フ ァイル (GRP : ) に 対す る 出力 
の 方 法 で 女 字 を 出し ます 。 

MSX BASIC の 画面 モー ド に は 次 の 4 種類 が あり 、SCREEN 文 で 選択 で きま す 。 

電源 投入 叶 は テキ スト モー ド (32x24) の 状態 と な っ て いま す 。 


で の 2 や の 









背景 色 と 周 辺 色 の 区 別 が で き な い 。 
電源 投 和 時 の モ ー ド 

横 8 ド ッ ト を 1 昌 位 と する 領 誠に 2 色 ま で 使え る 。 
ブロック ご と に 色 指定 で きる 。 











※ テ キス トモ ー ド で ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 を する と 縦 は 23 行 に な り ま す 。 

@ テ キス トモ ー ド (最大 40X24 文 字 ) 
この モー ド で は スプ ライ ト 機 能 や グラ フィ ッ ク 命 令 を 使う こと が で きま せん が 、 最 大 で 、 
横 40 桁 、 縦 24 行 の 文字 表示 が 可能 で す 。 (WIDTH 娘 に よる 指定 が な いと き は 、 横 39 桁 に 
設定 され て いま す 。) 女 字 の 色 も 背景 色 も 選択 で きま す 。 

@ テ キス トモ ー ド (最大 32X24 女 字 ) 
最大 32 桁 、 縦 24 行 の 表示 が で きま す 。(WIDTH 廊 に よる 指定 が な いと き は 、 横 29 桁 に 設 
定 さ れ て いま す )) 表示 文字 は 横 8 ド ッ ト x 縦 8 ドッ ト で す 。 ス プラ イト 機能 は 使え ます 
が 、 グ ラフ ィ ッ ク 命 令 は 使う こと が で きま せん 。 

@ 高 解像度 グラ フィ ッ ク モ ー ド 
256 x192 ド ッ ト の 解像度 の グラ フィ ッ ク モ ー ド で 、 解像度 が 高い の で 、 細 か い 点 や 線 を 描 
く こ と が で きま す 。 横 方 向 の 8 ドッ ト を 1 単位 と する 領域 ご と に 2 色 ま で の 色 を 使う こ 
と が で きま す 。 こ の モー ド で 文字 を 出力 する と き は 、OPEN 娘 で 、“GRP :" ファ イル を 
オー プン し た あと に 、PRINT # 文 で 文字 を 出力 し ます 。 


@ マル チカ ラー モー ド 
64X48 ブ ロッ ク の 解像度 の グラ フィ ッ ク 画 面 、 点 を 描く 最小 単位 が 4 X4 ドット の ブロ 
ッ ク 単 位 な の で 、 こ ま か い 点 や 線 を 使う こと は で きま せん が 、 1 ブロ ッ ク ご と に 色 を 使 
いわ ける こと が で きま す 。 
BASIC が コマ ンド レベ ル に 戻る と 高 解像度 グラ フィ ッ ク モ ー ド の と きも 、 マ ル チ カ ラ 
ー モ ー ド の と きも 自動 的 に テキ スト モー ド に 戻り ます 。 


1-15 座標 の 指定 


座標 は 、 い ずれ も 上 端 を (0.0) と し ます 。 
・ テ キス トモ ー ド (最大 40 24 廊 字 ) 





(0,0) (39,0) 
(0,23) (39,23) 


・ テ キス トモ ー ド (最大 32 x24 女 字 ) 
(0.0) 





(31.0) 


(0,23) (31、23) 


・ 高 解像度 グラ フィ ッ ク モ ー ド プ マ ル チ カ ラー モー ド 








(⑩.0) (255.0) 
(0.191) (255.191) 
1-16 カラ ー 


MSX BASIC で は 、 次 の 16 色 を 使う こと が で きま す 。 色 は それ ぞ れ カラ ー コ ー ド で 指定 し 
ます 。 





明る い 緑 水色 | 11 | 明る い 黄 色 
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1-17 サウ ンド 


8 オク ター プ の 音域 と 3 重 和 音 を サポ ー ト する PLAY 女 、 お よび サウ ンド ジェ ネ レ ー タ の 
レジ スタ を 直接 変更 する SOUND 廊 が 用 意 き れ て いま す 。 


・PLAY 女 
女 字 列 を 与 を る こと で 音楽 を 演奏 する こと が で きま す 。 
・SOUND 女 
SOUND 婦 を 使う と 、 効 果 音 や 疑似 音 を 出す こと が で きま す 。 
1-18 スプ ライ ト 


MSX BASIC で は 、 ス プラ イト (動画 ) 機能 が あり ます 。 こ れ は 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 や テ 
キス ト 画 面 と は まっ た く 別に 、 ス プラ イト 面 と いう の が ある の で す 。 ス プラ イト 面 と は 、 画 面 の 
前 に 重ね て ある も う ひ と つの 面 と 考え られ る も の で す 。 そ し て 、 こ れ に は 0 から 31 番 まで 32 枚 
が 用 意 さ きれ て お り 、 プ ログ ラム で 定義 し な スプ ライ トバ パ ターン を 1 つ ず つ 表 示 で きま す 。 


WWNA 





1 つの スプ ライ ト の 大 き さ は 8 xX 8 ドッ ト 、 ま た は 16xX16 ド ッ ト で す が 、 そ れ ぞ れ 2 倍 に 
拡大 し て 表示 する こと も 可能 で す 。 

スプ ライ トバ パタ ー ン は 8 X 8 ドッ ト の 場合 256 個 、16X16 ド ッ ト の 場合 64 個 まで 定義 むす る こ 
と が で きま す 。 

な お 、 ス プラ イト 機能 と は 、 ス プラ イト 面 に スプ ライ ト パ タ ー ン を 表示 する と 、 画 面 に あ 
っ た 絵 や 文字 の 上 に スプ ライ トバ パタ ー ン が 重なっ た よう に みえ 、 移 動 し て も 絵 や 文字 の 表 
示 に 影響 を 与 を な いこ と で す 。 





※ 車 を 動か し て も 、 う し ろ の 木 の 絵 は を の まま の こり 、 動 画 に な り ま す 。 
スプ ライ トバ パタ ー ン は 同時 に 32 個 まで 表示 で きま す が 、 水 平方 向 に 5 つ 以 上 並ぶ と 、 前 面 
か ら 5 つ 目 以降 の スプ ライ ト は 表示 され ませ ん 。 





第 2 章 の 見 方 


田 機 能 命令 の 機能 を 説明 し て いま す 。 
田 苦 式 命令 の 書き 方 を 示し ます 。 こ れ に 従っ て 入力 し て くだ さい 。 
・ 命 令 は 大 文字 で も 小娘 字 で も か まい ませ ん 。 た だ し 、 引 用 符 (”) で 囲ま れ た 
女 字 列 は 、 大 女池 と 小娘 字 を 区 別 す る 必要 が あり ます 。 
・ カ ギ カ ッ コ (| |) で 凍 ま れ た 項目 は ユー ザー が 指定 し ます 。 
・ 角 カッ コ ([ ]) で 囲ま れ た 項目 は オプ ショ ン で 省略 する こと が で きま す が 、 
省略 され た 場合 、 省 略 値 ま た は 以前 に 指定 し た 値 が 適用 され ます 。 
・ カ ンマ ( , ) で 区 切ら れる 複数 の パラ メー タ (引数 ) が あっ て 、 省略 可能 な 場 
合 、 あ と に ある も の を 全部 省略 する 場合 は 、 カ ンマ も 省略 し ます が 、 前 の 方 を 
省略 し て あと の も の を 指定 する と き は 、 間 に ある カン マ は 和 省 略 で きま せん 。 
・ パ ラメ ー タ と は 命令 を 実行 する 上 で 必要 と され る 値 で す 。 た と えば 、 表 示 桁 数 
を 変更 する WIDTH 女 で 何 桁 の 表示 を 行なう か を 指定 し な けれ ば な り ま せん 。 
WIDTH 20 と すれ ば 、 最 大 20 桁 に な り ま す 。 こ の と き WIDTH 女 に 対す る パラ 
メー タ は 20 と な り ま す 。 
【 例 ] SCREEN 2 (2 つ 目 以降 の パラ メー タ を 省略 し た ) 
SCREEN 。。。1 (前 の 3 つの パラ メー タ を 省略 し た ) 
田丸 例 実際 の 入力 の 見 本 と し て 、 簡 単 な 例 が 示さ れ て いま す 。 
田 絶 囲 引数 な ど が と れる 範囲 が 示さ れ て いま す 。 
田 解 説 命令 の 正しい 使用 法 、 詳 し い 機 能 、 注 意 点 が 説明 され ます 。 
娘 中 の ゴ ~ は 、 例 えば CTRU)_r-STOP) の と き は 、 (CTRL) キー を 押し な が ら 5TO 
キー を 押す と いう 意味 で す 。 
田 サ ンプ ルプ ログ ラム : 
命令 を 使っ た サン プル プロ グラ ム で す 。 実際 に 入力 し て 確か め て くだ さい 。 ま た 
プロ グラ ム 中 の REM は 、 ア ポス トロ フィ ー(" ) で 略し て いま す 。 


注 ) 本 書 で は 、 プ ログ ラム リス ト を 見 や すく する た め に 、 プ リン タ 印 字 し た リス ト を 使用 し て あり ます 。 


この 場合 、 ア スタ リス クマ ー ク ( 玉 ) が (X) と な っ て いま す の て 入力 の 際 は ご 注意 くだ さい 。 
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る INDEX 

プロ グラ ム の 編集 王 還 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 
プロ グラ ム の ロー ド ・ セ ー ブ 還 還 環 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 
キョ ゥ ね ゅ ふ kwsw ゥ ぁ ヤ y ヵ ゅ % ぴ | ギ ゎ ⑫|《 や ⑮① う |b⑨ ほ ⑱ ほ ほ ⑱⑯ ほ け † け ほ % ほ : す ほ b ふ も b め ふ v ぼ ほぼ |k 
プロ グラ ム の 実行 王 還 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 
定義 宣 填 環 還 間 間 昌 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 
代入 画 還 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 
数 学 関数 王 還 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 
文字 列 操 人 王 還 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 
分 岐 王 還 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 
エラ ー 娘 理 王 還 環 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 
込み 王 還 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 
デー ツタ 還 還 環 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 
その 他 王 還 還 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 
男 可 制 休 王 還 環 間 間 間 間 間 間 間 
テキ スト 画面 へ の 出力 王 還 還 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 
プラ フィ ッ ン ク 画 面 へ の 出力 王 還 還 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 
スプ ライ ト 補 能 王 還 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 昌 間 間 間 
音 を 出す 還 還 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 
時 間 を 計る 還 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 
ファ イル の 入出 力 王 還 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 
キー ボー ドガ ら の 入力 還 還 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 
プリ ンタ へ の 出力 王 還 環 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 
モー ター の 制御 王 還 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 
タッ チバ ネル か ら の 入力 還 還 環 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 
ジョ イス ティ ッ フ か ガ ら の 入力 王 還 環 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 
パドル か ガ ら の 入力 還 還 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 
|/ 〇 ポー ト か ら の 入出 力 還 還 還 昌 昌 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 
機械 語 サ ブ プルー チン を 作成 する 王 還 環 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 
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潜 論 SFJMIN ロ \ 較 
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AUTO く < コマ ンド > 
ォ オート 


機能 
書式 
文例 
範囲 
解説 


行 番号 を 自動 的 に 発生 きせ ます 。 

AUTO 〔 抹 番 紀 〕) 〔, 贈 分 〕 

AUTO 100, 10 

行 番号 の 許さ れる 範囲 は 0 一 65529 の 整数 

AUTO コ マン ド は プロ グラ ム の 入力 が 楽に な る よう に 、 指 定 さ れ た | 行 番号 ! を 、 画 
面 に 表示 し 、 行 の 入力 待ち に し ます 。 行 の 入力 が 終わ る (リタ ー ン キー が 押さ れる ) 
ご と に 噌 分 ずつ 増加 し た 行 番号 が 自動 的 に 発生 し ます 。 

括 番 号 ! だ け を 省略 する と 0 が 省略 値 に な り ま す 。 

増分 を 省略 する と 10 が 省略 値 に な り ま す 。 

(CTRU] (CCJ ま た は CTRU) _rー STOPI を 押す と 、AUTO コ マン ド か ら 抜 ける こと が 
で きま す 。 こ の と き 、 最 後に 表示 され た 行 の 入力 は 無効 と な り ま す 。 

プロ グラ ム 中 に 、 す で に ある 行 番号 が 発生 きれ た と き に は 、 行 番号 に 直接 アス タリ 
スク (*※) が 表示 され ます 。 こ の と き 文 字 を 入力 し 、 リ ター ン キ ー を 押す と 、 入 力 し 
た 文字 に 入れ か わり ます が 、 た だ 単に リタ ー ン キー を 押せ ば 、 そ の 行 の 内 容 は 以前 
の まま に な り ま す 。 

AUTO モ ー ド 中 に 、 ス クリ ー ン エディ ッ ト 機 能 を 利用 し て 、 カ ー ソ ル を すでに 入力 
し た 行 、 あ る い は 、 表 示さ れ て いる 行 へ 移動 し 、 リ ター ン キ ー を 押し た 場合 、 そ の 
行 番号 に 増分 を 加え た 行 番号 が 新た に 発生 され ます 。 





RENUM く コ マン ド > 








リナ ン バ ー 
機能 プロ グラ ム の 行 番号 の つけ 直し を 行ない ます 。 
書式 RENUM 〔 | 新 行 番号 | 〕 〔 | 旧 行 番号 | 〔 | 増分 ) 
文例 RENUM 1000 
範囲 行 番号 は 0 一 65529 の 整数 
解説 プロ グラ ム の 行 番号 を 自由 に つけ 直し ます 。 


断行 番号 |「 は 、 新 し くつ ける 開始 行 番号 で す 。 

I 旧 行 番号 | は 、 プ ログ ラム の つけ 直し を は じ め る 行 番号 で す 。 こ れ を 省略 する と 最 
初 の 行か ら つ け 直 し が は じ ま り ます 。 

噌 分 は 、 プ ログ ラム の 行 番 号 の 間隔 で す 。 省 略 値 は 10 で す 。 

この 命令 は 、GOTO、GOSUB、IF~THEN、ON~-GOTO、ON~GOSUB、ERL 文 な ど で 
参照 し て いる 行 番号 も 処理 の 対象 と な り ま す 。 こ れ ら の 文 が 参照 し て いる 行 番号 が 
な いと き は “Undefined line xxxxx in yyyyy"” と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ に な り ま す 。 
xxxxx は 実際 に 存在 し な か っ た 行 番号 で 、RENUM を 実行 し て も 変更 され ませ ん 。 
yyyyy は つけ か える 前 の 行 番号 に な り ま す 。 

RENUM コマ ンド を 実行 し て 、 行 番号 が 65529 を 越え る と き は 、“Illegal anction 
call" エラ ー に な り ま す 。 





DELETE 


デリ ー ト 


く コ マン ド > 








機能 
書式 


文例 
範囲 
解説 


フロ グラ ム を 部 分 的 に 削除 


! 六 点 行 番号 


DELETE ! 







f 


ー | 終点 行 番号 


1)DELETE 50-100 


(2)DELETE 50 


行 番号 は 0 一 65529 の 整数 


| 各行 番 中 


1 


と き は 、 エ ラー で プロ グラム が 中 断 し た あ 
番号 | を 省略 する と プロ グラ ム の 先頭 か ら に な り ま す が 、| 終 』 


は で きま せん 。 


| 挫 』 








(3)DELETE 


どけ 削除 し ます 。-| 終 』 





-300 


か ら | 終点 行 番号 「 ま で の プロ グラ ム を 削除 し ます 。 た だ し 、 | 行 番号 | 
だ け を 指定 し た 場合 は 、 そ の 行 
は 、 フ ログ ラム の 先頭 か ら 


番号 | を 指定 し た 場合 に 


行 番号 | まで を 削除 し ます 。 
行 番号 の 指定 で は BASIC が 現在 着目 し て いる 行 の 行 番号 の 代わ り に ピリ オド (.) 
を 使う こと が で きま す 。 た と えば 、 プ ログ ラム 実行 中 に エラ ー が 発生 し た 行 を 消す 


と に DELETE . と し ます 。 な お 、| 始 点 行 








「 番 号 | を 省略 する こと 


行 番号 の 存在 し な い 行 番号 を 指定 する と “IIIegal function call" エラ ー と な り ま す 。 
サン プ ブル ブログ ラム : 


A=10 
B=39 





PRINT "A+B"iC 

199 PRINT "A-B"iD 
119 PRINT "AxB"iE 
129 PRINT "A/B"iF 
DELETE 70-80〔g) 

LIST(g) 

19 A=19 

2 B=39 

39 C=A+B 

49 D=A-B 

59 E=AxB 

69 F=A/B 

99 PRINT "A+B"iC 

199 PRINT "A-B"iD 
119 PRINT "AwB"iE 
129 PRINT "A/B"iF 


70 行 一 80 行 の プロ グラ ム を DELETE 
文 で 削除 し て み ま し た 。 


洪 葵 S に ANDNI 則 
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浴 和 S に MINDN 自 
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NEW く < コマ ンド > 





ニュ ー 

機能 メモ リー に ある プロ グラ ム を 削除 し 、 す べ て の 変数 を クリ アー し ます 。 

書式 NEW 

文例 NEW 

解説 すべ て の 変数 を クリ アー( 初 期 状 態 に する ) し 、 開 か れ て いる ファ イル が あれ ば 、 そ 
れ も 自 動 的 に 閉じ し ます 。 ま た 、DEF FN 文 に よる 定義 も 解消 され ます 。 
プロ グラ ム を 新しく 入力 する と き に 使用 し ます 。 

参照 DELETE, ERASE 


サン プル プロ グラ ム : 


19 PRINT " プロ グラ ム チュウ = NEW ヲ イル ルト " 
29 PRINT " ファ ログ ラム 八 キ エ テ シマ イマ ス " 
39 PLAY "04GO5C" 


49 FOR J=1 TO 266 : NEXTJ ンー sa 8 
56 PRINT TAB(19):"NEM" プロ グラ ム の 実行 が 攻 了 する と プロ 
6 NEw グラ ム は な く な っ て いま す 。 








LIST/LLIST EE 
リス ト / エ ルリ スト 


機能 


書式 


文例 


メモ リー に ある プロ グラ ム の 全部 また は 一 部 を 画面 に 表示 し た り 、 プ リン タ に 出力 
し た り し ま む 。 
1) LIST ( | 行 番号 | ) 【-〔 后 番号 〕) 
(2) LLIST ( 后 番 号 | ) 〔(| 行 番号 | )) 
(1) LIST 100 - 200 
(2) LLIST 300 一 
行 番号 は 0 一 65529 の 整数 
プロ グラ ム の リス ト を 画面 に 表示 する の が LIST で 、 プ リン タ に 打ち 出す の が LL 
IST で す 。 
すべ て の 行 を 表示 また は 印字 し た いと き は [| 行 番号 | を 省略 し ます 。 
指定 し た 行 番号 だ け の と き は 、 | 行 番号 ! を 指定 し ます 。 
表示 また は 、 印 字 の 範囲 を 決め る と き は 、 次 の よう に な り ま す 。 
LIST (っ (先頭 行か ら 表示 ) 
LIST29 ( 行 番号 20 を 表示 ) 
LIST59 一 199 [し] ( 行 番号 50 か ら 行 番号 100 ま で を 表示 ) 
LIST299 一 [っ] ( 行 番号 200 以 降 を 表示 ) 
LIST-89 (先頭 行か ら 行 番号 80 ま で を 表示 ) 
卑 番号 の 代わ り に ピリ オド ( . ) を 指定 する と 、BASIC が 着目 し て いる 行 に な り ま 
す 。 
LIST, LLIST コ マン ド の 中 断 は 、 T* キー を 押し ます 。 














文例 


範囲 
解説 


参照 


プロ グラ ム を カセ モット テ ー プ か ら メ モリ ー へ 読み 込み ます 。 

CLOAD ("| ファ イル 名 | 

CLOAD ? (| ファ イル 名 の) 

CLOAD “SAMPLE" 

CLOAD ?*SAMPLE" 

ファ イル 名 の 長 さ は 6 文字 まで で 、 7 文字 以上 は 先頭 の 6 文字 まで 有効 。 

カセ ッ ト テ ー プ に CSAVE コ マン ド で セー ブ さ れ た BASIC の プロ グラ ム を ロー ド ( メ 
モリ ー 上 に 格納 ) し ます 。 

ファ イル 名 を 省略 する と 、 最 初 に 見 つけ た プロ グラ ム を ロー ド し ます 。 

指定 し た ファ イル 名 を 見 つけ た と き は “Found : ファ イル 名 " と 表示 し 、 ロ ー ド さ 
れ ま す が 、 指 定 し た ファ イル 名 と 異な る と き は "Skip : ファ イル 名 "と 表示 され て ロ 
ー ド され ませ ん 。 こ の 場合 は 、“Found" が 表示 され る まで テー プ を 読み 込み ます 。 
テー プ の 読み 込み の エラ ー が 起き た り 、 途 中 で (CTRU| _- STOP] キー を 押し た り 
し た と き は “Device I/O error" が 表示 され ます 。 読み 込み 中 に エラ ー が 起き た り 、 
いつ まで も `Found” が 表示 され な いと き は 、 テ ー プ レコ ー ダ ー の 音量 を 変え て 再び ロー 
ド し て くだ さい 。 

CLOAD ? は 、 カ セッ ト テ ー プ 上 の プロ グラ ム と メモ リー 上 の プロ グラ ム が 同一 か 異 
な る か を チェ ッ ク し ます 。 同 一 で あれ ば “OK" 、 異 な る プロ グラ ム な ら ば 、“ Veri 
error" と 表示 され ます 。 な お 、 同 一 アロ グラ ム で あっ て も 、 メ モリ ー 傘 量 の 異な る 状 
態 で て CSAVE さ れ た プロ グラ ム を チェ ッ ク し た と き や 、 読み込み エラ ー が 発生 し た 
と き は “Verify error" が 表示 され る こと も あり ます 。 

ロー ド す る プロ グラ ム が 、BASIC の フリ ー エ リア より も 大 きい (メモ リー が 少な い 
と き や CLEAR 文 の 値 が 適切 で て ない) と き は “Out of memory" エ ラー が 表示 され ます 。 
CLOAD を 実行 し 、"Found" が 表示 され る と 今 ま で の プロ グラ ム は 消さ れ 、 変 数 は クリ 
アー され 、 フ ァイル も CLOSE され ます 。 ポ ー レ ー ト は 自動 的 に 決定 され る の で 、 
指定 する 必要 は あり ませ ん 。 

CSAVE 


浦 軸 S に INDN 側 
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いい ー・ テ ー ロ SMIN ロ 四 
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範囲 
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参照 


メモ リー に ある フロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー ブ に 書き 込み ます 。 
CSAVE (ファ イル 名 中 (|、 ポ ー レ ー ト !) 
CSAVE TEST“ 


ファ イル 名 は 6 文字 まで で 、 7 文字 以上 を 指定 し て も 、 7 文字 以降 は 無視 し ます 。 
メモ リー 上 の フロ グラ ム を バイ ナリ 形式 で カモ ッ ト に 記録 し ます 。 こ の 記録 (セー 
プ ) され な た プロ グラ ム は CLOAD で 読む (ロー ド す る ) こ と が で きま す 
1 ポ ボーレート! は 1 と 2 を 指定 で きま す 。 

1 : 1200 ポ ー 

2 : 2400 ポ ー 
省略 する と SCREEN 文 で 指定 され た 値 に な り ま す 。 指定 の な いと き は 1200 ポ ボー で 
す 。 KCTRU) _r- STOP] で CSAVE の 実行 を 中 断 で きま す 。 
CLOAD, BSAVE, SAVE 











機能 
書式 
文例 
範囲 
解説 


参照 





メモ リー の プロ グラ ム を アス キー 形式 で ファ イル に 読み 込み ます 。 

SAVE ド フ ァイル 名 中 

SAVE ^CAS : CASIO* 

| ファ イル 名 1! は 最初 の 6 文字 まで が 有効 。 

1 ファ イル 名 | で 指定 し た ファ イル に アス キー 形式 で プロ グラ ム を セー プ し ます 。 
CSAVE で セー プ さ れ た プロ グラ ム は CLOAD で 読む こと (ロー ド ) が で きま す が 、 
SAVE で モ セー プ し た プロ グラ ム は LOAD で 読み 込み ます 。 

1 ファ イル 名 | は カセ ッ ト レ コー ダー を 使う 場合 は ^CAS :? を 指定 し ます 。 

アス キー 形式 と は 、 プ ログ ラム を 構成 する 1 文字 1 文字 を アス キー モー ド と し て セ 
ー プ する 方 式 で す 。 こ れ に 対し 、CSAVE で は バイ ナリ 形式 と 呼ば れる 方 式 で コマ 
ンド 関数 を 中 間 言 語 に お き 換え て 圧 縮 し て セー ブ し ます 。 

アス キー 形式 は 、 バ イナ リ 形 式 よ り 多 く の バ イト 数 を 必要 と し ます が 、MERGE コ 
マン ド を 使う こと が で きま す 。 ま た デー タフ ァイル と し て 、LINE INPUT で 行 単 
位 を ひと つの デー タ と し て 取り 扱う こと が で きま す 。 

各行 の 区 切り は 、 キ ャ リッ ジリ ター ンコ ー ド (CHR$(3⑳) 、 ラ イン フィ ー ド コー ド 
(CHR$(⑩) で 区 切ら れ 、 最後 は CTRUI_r- [ZZJ コ ー ド (CHR $(29) が 付け 加え られ ます 。 
カセ ッ ト テ ー プ に 記録 する と き の ポ ー レ ー ト の 指定 は SCREEN 文 で 行ない ます 。 
LOAD, MERGE, CSAVE, SCREEN 





く コ マン ド > 











参照 


アス キー ファ イル と し て 作成 され た プロ グラ ム を メモ リー に 読み 込み ます 。 
LOAD ~ | ファ イル 名 | (, R〕 

LOAD ^CAS : CASIO” 

! フ ァイル 名 | で 指定 し た ファ イル を ロー ド し ます 。 こ の ファ イル は 必ず SAVE コ マ 
ンド で セー プ さ れ た ファ イル で な けれ ば な り ま せん 。 

カセ ッ ト テ ー プ か ら の ロー ド は ファ イル 名 中 の デバ イス 名 に *CAS : を 指定 し ます 。 
・R オプ ショ ン を つけ る と 、 ロ ー ド 後 すぐ に 実行 し ます 。 

カモ セット テー プ で ファ イル 名 を 省略 する と 、 最 初 に 見 つけ た ファ イル を ロー ド す る 
こと に な っ て いま す 。 

LOAD 命令 で は ファ イル は クロ ー ズ され ます が 、、R オプ ショ ン を つけ る と 、 オ ー 
プン し て いる ファ イル は クロ ー ズ され ませ ん 。 

SAVE, MERGE, CLOAD 





く コ マン ド > 











参照 


メモ リー に ある 機械 語 プ ログ ラム を ファ イル に 書き 込み ます 。 
BSAVE~ | ファ イル 名 | 、 開始 アド レス !、 | 終了 アド レス | (, | 実行 開始 アド レス | 〕 
BSAVE`CAS : SAMPLE” 、 &HA100, &HA2FF 

開始 アド レス 、 終 了 ア ドレ ス 、 実 行 ア ドレ ス は 0 一 65535 

| 開始 アド レス ! か ら | 共 了 アド レス | まで の 範囲 の メモ リー の 内 容 を | ファ イル 名 | で 
指定 し た ファ イル に セー プ ブ し ます 。 

1 ファ イル 名 | は 、 カ モッ トレ コー ダー を 使う 場合 は *CAS : を 指定 し ます 。 

また 、 | 実行 開始 アド レス ! を 指定 する と 、BLOAD コマ ンド で R オ プシ ョ ン を 付け 
た と きのみ 機械 語 プ ログ ラム を 自動 的 に 実行 する こと が で きま す 。 省 略す る と 、 開始 
アド レス が 実行 開始 アド レス と みな され ます 。 

BLOAD 


い コー: テー ロ SEMIN ロ NM 較 
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コー は テー ロ SEMIN ロ N 当 

















機能 機械 語 プ ログ ラム を メモ リー に 読み 込み ます 。 

書式 BLOAD` | ファ イル 名 !?〔,R〕) (オフ モッ ト 1〕 

文例 BLOAD CAS : SAMPLE*。 R (CAS : カモ ッ ト を 意味 し ます 。) 

範囲 | オフ モット! は 0 一 65535 

解説 |! ファ イル 名 | で 指定 し た 機械 語 、 プ ログ ラム ファ イル を メモ リー 上 に ロー ド し ます 。 
ファ イル 名 を 省略 する と 、 カ セッ ト テ ー プ に 記録 され た 最初 の 機械 語 を ロー ド し ま 
す 。 オフ モッ ト | を 指定 する と 、 セ ー ブ 時 に 指定 され た 開始 番地 に | オフ セッ ト | を 加え 
た 値 を ワー ド す る 番地 と し て ロー ド し ます 。 し た が っ て | オフ セッ ト | を つけ て ロー 
ド す る プロ グラ ム は セー プ さ れ た と き と 異 な る 番地 に な っ て も 実行 可能 で な けれ ば 
な り ま せん 。 
( 注 ) メモ リー の どの 部 分 に も 読み 込め る の で 、 オ フ セ ッ ト の 値 な ど に よっ て は 、 B 
ASIC で 使用 し て いる ワー クエ リア や ファ イル コン トロ ー ル ブロック の 部 分 に 読み 
込ん で し まい 、 開 走 し て し まう 場合 が ある の で 注意 が 必要 で す 。 
R オプ ショ ン を 指定 する と 、 プ ログ ラム を ロー ド し た あと BSAVE で 指定 し て お い 
た 実行 開始 アド レス か ら 実 行き され ます 。 こ の と き 、 す で に ファ イル が 開か れ て いる 
場合 、 そ の ファ イル は 開か れ た まま 機械 語 プ ログ ラム が 実行 され て いま す 。 な お 、 
オフ セッ ト を 省略 する と き に は 、 カ ンマ ( , ) を 含め て 省略 し ます 。 ま た 、 ロ ー ド 中 
に エラ ー が 起き た と き は “Device I/O error" が 表示 され ます 。 

0 0 




















ニン | オフ モッ ト 値 
多 
IC 騰 工 (BASIC ワー クエ リア に 和 な っ て し まう ) 
ワー クエ リア 
FFFF 






参照 BSAVE 





く < コマ ンド > 











機能 アス キー ファ イル 上 の プロ グラ ム を メモ リー の プロ グラ ム に 混合 し 、 ひ と つの プロ 
グラ ム に する 。 

書式 MERGE | ファ イル 名 

文例 MERGE `CAS : CASIO”* 

解説 メモ リー 上 の プロ グラ ム に ! フ ァイル 名 ! で 指定 し た な プロ グラ ム フ ァ イル を 混合 し て 
ひと つの プロ グラ ム に し 、 メ モリ ー 上 に お きま す 。 
1 ファ イル 名 | で 指定 する ファ イル は SAVE 文 を 使っ て アス キー 形式 で セー プ さ れ て 
いな けれ ば な り ま せん 。 
プロ グラ ム 中 で この コマ ンド を 実行 する と 、 実 行 後 フ ママン ドレ ベル に 戻り ます 。 
1 ファ イル 名 | は カセ ッ ト レ コー ダー を 使う 場合 の デバ イス 名 に は ^CAS : “を 指定 し 
ます 。 ま た 、| フ ァイル 名 | の ファ イル 名 を 省略 する と 、 カ セッ ト テ ー ブ プ の 位置 し て い 
る 場所 以後 に ある 最初 の アス キー ファ イル が ロー ド さ れ ま す 。 
ファ イル 中 の プロ グラ ム と 、 メ モリ ー 中 の プロ グラ ム に 同一 の 行 番号 が あっ た 場合 
に は 、 フ ァイル 中 の 行 で メモ リー 中 の 行 を お き 換え ます 。 

参照 SAVE, LOAD 


コー・ テ ー ロ SFWN ロ N 時 
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く ス テー トメ ント > 
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変数 を 初期 化し 、 ま た 、 メ モリ ー 領 域 の 大 き さ を 設定 し ます 。 

CLEAR ([ | 文字 列 領域 の 大 きき | ] ,( |! メモリー 上 限 | ]) 

CLEAR 400 

文字 列 領域 は マモ リー の 許さ れる 限り 、 メ モリ ー の 上 限 は 16KRAM で &HC31F 一 
&HF380 、32KRAM で &H831F 一 &HF380 

すべ て の 数 値 変数 を 0, 文字 変数 を " "(ヌル スト リン グ ) に 初期 化し ます 。 ま た 、 
DEF 文 で 定義 し た 情報 も すべ て 無効 に な り ま す 。 フ ァイル も すべ て CLOSE し ます 。 
文字 列 領域 の 大 きき | は 文字 変数 の 内 容 を 記憶 する 文字 列 領域 の 大 き さ と な り ま す 。 
1 メモ リー の 上 上 限 | は 、 指 定 され た 番地 の 直前 番地 まで を BASIC で 使う こと が で き 
ます 。 そ の 番地 か ら &HF830 番地 まで の 値 は BASIC で 変化 する こと は あり ませ ん 
の で 、 機 械 語 プ ログ ラム 等 を 置く こと が で きま す 。 

値 が 適切 で な いと き は 、^Illegal function call" エ ラー に な り ま す 。 

メモ リー 上 限 を 指定 する と き は | 文字 列 領域 の 大 き さ ! の み を 省略 する こと は で きま 
せん 。 


サン プル プロ グラ ム : 


10 A=2:D$="abcdef" 
29 PRINT USING"C1ear マエ A= 折 失 半 "iA 
39 PRINT " D$=":CHR$(34 )+D$+CHR$( 34 ) 


46 PRINT 
56 CLEAR 文字 空 数 、 数 値 変数 を 使用 し た と き の 
66 PRINT USING"Clear アト A=### "1Ai 変数 の 値 が 、50 行 の CLEAR 文 に よっ て 
79 PRINT ・ DSsViCHR@(34)1D%+CHR$(34) 十 さ れ る 様子 を みる プロ グラ ム で す 














機能 メモ リー の 未 使用 領域 の 大 き さ を 与え ます 。 
書式 FRE (中 数 ) 


文例 A= 
B= 





FRE(~ “) その 結果 ]A = ( 未 使用 の 女 字 領域 の 大 き さ ) と な る 。 
FRE (0) に の 結果 |IB=( 未 使用 の カプ ログ ラム お よび 変数 領域 の 大 き さ ) と な る 。 














範囲 引数 は 数 値 変 数 、 数 値 定 数 、 
解説 FRE 関 数 は 使用 可能 な メモ リー 領域 の うち の 木 使用 領域 の 大 き さ を 与え ます 。 
FRE (数値)) は テキ スト (プログラム) 領域 、 変 数 領域 な どの ユー ザー エリ アグ の 木 使 
用 領域 の 大 き さ を 与え ます 。 
FRE(I 廊 字 列 | ) は 、 文 字 列 領域 の 林 使 用 テリ ア の 大 き さ を 与え を ます 。 ま た 、 廊 字 列 


領域 中 の 不用 と な っ た 文字 列 を 削除 し て 、 
ベー ジコ レク ショ ン と 呼び ます 。 
参照 付 然 「 メ モリ ー マ ッ プ '」、CLEAR 


サン プル プロ グラ ム : 


19 
り 
39 
49 
59 
69 
79 
89 


PRINT FRE(9):FRE("") 

DIM AX(199) 

PRINT FRE(9):FRE(“"") 

FOR J=9 TO 29 
A$=A$+ "Va" 

NEXT J 

PRINT FRE(9):FRE("") 

END 


池 変数 、 女 字 定数 いずれ で も か まい ませ ん 。 


使用 可能 領域 を 広げ ます 。 こ の こと を が 


フロ グラ ム 実 行 前 の フリ ー エ リア の 大 き さ と 、 


文字 列 領 域 の 大 き さ を 表示 し ます 。 そ の 後 、 
数 値 型 配列 を 定義 し た あと の 領域 の 大 き さ 、 
文字 変数 を 使っ た あと の 領域 の 大 き さ を 表示 
し て いま す 。 


滞 時 光 目 
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介 時 和 洒 邊 
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SCREEN 








機能 


書式 


文例 
範囲 


解説 


画面 の モー ド 、 ス プラ イト サイ ズ 、 キ ー ク リッ クス イッ チ 、 カ セッ ト ポ ー レ ー ト 、 
プリ ンタ オプ ショ ン を 指定 し ます 。 
SCREEN ( | 画面 モー ド !〕) (.! ス プラ イト サイ ズ ! 〕 (|! キー クリ ックス イッ チ |〕 
(| カモ ッ ト ポ ー レ ー ト !〕) (1 プリンタ オプ ショ ン !〕) 
SCREEN 2, 2 
画面 モー ド ! は 0 一 3 、! ス プラ イト サイ ズ | は 0 一 3 、! キ ー ク リッ クス イッ チ | は 
0 一 1、! カ モッ ト ポー レート | は 1 一 2、| プリ ンタ オプ ショ ン |! は 0 また は 0 以外 。 
MSX の 画面 モー ド を 切り 換え る と 同時 に 、 プ リン タ や カモ セット に 対し て の 設定 を 行 
な いま す 。 
画面 モー ド ! は 次 の よう に な り ま す 。 
0 : 最大 40 x24 文字 で 構成 され る テキ スト モー ド 
: 最大 32 x24 文字 で 構成 され る テキ スト モー ド 
: 256 x192 画 素 ( ド ッ ト ) で 表わす こと の で きる 高 解像度 グラ フィ ッ ク モ ー ド 
: 64X48 プ ロッ ク で 構成 され る マル チカ ラー モー ド 。 1 ブロ ッ ク の 大 き さ は 
高 解像度 モー ド と 較べ て 、 縦 横 そ れ ぞ れ 4 倍 に な り ま す 。 
画面 モー ド を 切り 換え る と 、 今 まで 表示 され て いた 画面 は 消 を ます 。 
テキ スト モー ド で は 、 リ スト を 表示 する こと が で きま す が 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 で は 
それ が で きま せん 。 ま た 、 画 面 モ ー ド 0 で は スプ ライ ト の 表示 は で きま せん し 、 コ 
マン ドレ ベル に 戻る と テキ スト モー ド に な っ て し まい ます 。 
1 スプ ライ ト サ イ ズ | は | 式 ! の 値 に より 、 次 の よう に 定義 され ます 。 
0 : スプ ライ ト を 8X 8 ドット て 構成 し ます 。 
1 : スプ ライ ト を 8X 8 ドット て 構成 し 、 そ れ を 縦横 2 倍 に 拡大 し ます 。 
2 : スプ ライ ト を 16x16 ド ッ ト て 構成 し ます 。 
3 : スプ ライ ト を 16x16 ド ッ ト で 構成 し 、 そ れ を 縦横 2 倍 に 拡大 し ます 。 
ここ で 指定 され た 値 は 、SPRITE$ で スプ ライ トバ パタ ー ン を 定義 せ する と き の ド ッ ト 
の 構成 に な り ま す 。 
| キー クリ ックス イッ チ | は 、 キ ー を 押す ご と に クリ ッ ク 音 (キー を 押し た と き に 出 
る 音 ) を 出す か どう か の 設定 を し ます 。 
省略 時 また は 0 : 音 を 出さ な い 。 
1 : 音 を 出す 。 
1 カモ セット ポー レー ト !| は 、 カ セッ ト テ ー プ に 書き 出す と き の ポ ー レ ー ト を 指定 し ま 
す 。 CSAVE, BSAVE, SAVE, PRINT# コ マン ド で ポー レー ト を 省略 し た と き 有 
効 に な り ま す 。 
CLOAD, BLOAD で は 自動 的 に セー ブ プ さ れ た ポー レー ト の 値 を と り ま す 。 
省略 時 また は 1 : 1200 ボ ポー 
2 : 2400 ポ ー(1200 ポ ー の 2 倍 の 速度 に な り ま す 。) 
| プリ ンタ オプ ショ ン ! は 、 使 用 し て いる プリ ンタ の 文字 構成 が グラ フィ ッ ク 文 字 と 
ひら が な を 持っ て いる か どう か を 指定 し ます 。MSX 標準 プリ ンタ を 選択 すれ ば 、 グ 


の kt ピ 


ラフ ィ ッ ク 文 字 と ひら が な 文字 を その まま 出力 し ます が 、MSX 標準 以外 の プリ ンタ 
こ 設定 すれ ば 、 グ ラフ ィ ッ ク 文 字 は 空 提 に 、 ひ ら が な 文字 は カタ カナ に お きか えて 
出力 され ます 。 
それ ぞ れ の 値 が 適切 で な いと き は “Illegal fanction call" エラ ー に な り ま す 。 

サン プル プロ グラ ム : 


19 
26 
39 
49 
59 
69 
79 
89 
99 
199 
119 
129 
139 
149 
159 
169 


SCREEN 9:KEY OFF:WIDTH 49:X=49x23 :PRINT TAB(19):"SCREEN 9" 
GOSUB 139 
SCREEN 1:WIDTH 32:X=32*23:PRINT TAB(6):"SCREEN 1" 
GOSUB 139 
SCREEN 2:PSET(9,9) 
OPEN "GRP:" FOR OUTPUT AS #1 
PRINT #1。" SCREEN 2" 
FOR J=1 TO 32x23 
PRINT #1 CHR$(64+INT(RND(1)x27)): 
NEXT J 
FOR J=1 TO 2999:NEXT J 
END 
FOR J=1 TO X 
NT CHR$(64+INT(RND( 1 ) x27 ) ) : SCREEN 0 一 2 ま て の 表示 の ちがい 


RETURN を 示す ブロ グラ ム で す 。 
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介 因 交 邊 


136 








旗 選 Y く コ マン ド > 
キー 


機能 キー ポー ド の 上 部 に ある ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 を 定義 し ます 。 

書式 KEY | キー 番号 |, [文字 列 | 

文例 KEY2 AUTO"( フ ァ ン クシ ョ ン キ ー2 番 し Fz ] の 内 容 を AUTO に 定義 し ます 。) 
KEY 3 い CLS : RUN” 十 CHR$03 (ファ ンク ショ ン キ ー3 番 し Fs の 内 容 を CLS : 
RUN〔 に 定義 し ます 。) 

範囲 | キー 番号 | は 1 一 10、 | 文字 列 ! は 最大 15 女 字 まで 。 

解説 | キー 番号 ! で 指定 する ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 を } 廊 字 列 ! で 定義 し ます 。 
| キー 番号 | は 1 10 で 、 そ れ ぞ れ し Fr ) - [Fo ] に 対応 し て いま す 。 
文字 列 | は 最大 15 文 字 ま で の 文字 お よび コン トロ ー ル 廊 字 で す 。 キ ー ボ ポー ド か ら 入 
力 で き な い 廊 字 は 、CHRS$ 関数 を 使い ます 。 
本 体 の 電源 ON 時 は 、F 1 ~F 5 に あら か じ め セ モッ ト さ れ て いる 内 容 が 画面 下 に 表示 き 
れ て いま す 。 こ の と き 【SHIFT ) を 押す と 、F6 一 F10 の 内 容 が 表示 され ます 。 

サン プル プロ グラ ム : 


19 FOR J=1 TO 19 
29 KEY J,CHR$(64+J)+CHR$(13) 


39 NEXT J 
4 KEY LIST ファ ンク ショ ン キ ー の 定義 を する ブロ グ 
59 END ラム で す 。 





KEY LIST < コマ ンド > 


キー リス ト 





機能 
書式 
文例 
解説 


ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 を 画面 に 表示 し ます 。 

KEY LIST 

KEY LIST 

ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 の 一 部 は テキ スト 画面 の 最終 行 に 表示 させ て お く こ と が 
で きま す が 、KEY LIST で し Fi 一 [Fie ] まで の すべ て の 内 容 を 画面 に 表示 し ます 。 












KEY ON/OFF く < ス テー トメ ント > 


キー オン / オ フ 





機能 ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 を テキ スト モー ド の 画面 の 最 下 行 に 表示 する か 、 し な い 
か を 指定 し ます 。 

書式 KEY ON 
KEY OFF 

文例 KEY ON 
KEY OFF 

解説 ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 を 行なっ た り 、 や め た り し ます 。 
KEY ON が ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 で 、KEY OFF が と りや め に な り ま す 。 
KEY ON の 場合 、 通 常 は ファ ンク ショ ン キ ー1 一 5 が 表示 され [SHIFT ) キー が 押さ 
れ て いる 間 は ファ ンク ショ ン キ ー 6 10 が 表示 され ます 。 

参照 KEY 

サン プル プロ グラ ム : 


19 KEY ON 


2 IN INKEY$="" THEN 29 

39 KEY OFF 8 

4 IF INKEY$="" THEN 4 何 か キー が 押さ れる ご と に KEY ON と 
59 GOTO 19 KEY OFF が 実行 され ます 。 





く コ マン ド > 











機能 プロ グラ ム の 実行 を 開始 し ます 。 

書式 RUN〔| 行 番号 |〕 

文例 RUN 200 

範囲 | 行 番号 |! は 、0 一 65529 

解説 プロ グラ ム の 実行 を 行ない ます 。 行 番号 を 省略 する と 、 プ ログ ラム の 先頭 か ら 実 行 
され ます 。 
すべ て の 変数 は 初期 化 き れ 、 フ ァイル は クロ ー ズ され て か ら プ ログ ラム が 実行 され 
ます 。 


滞 削 光 時 


沿 浦 SFMIN ロ 1 | | 
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湯 SFMIA 品 1 
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く コ マン ド > 











機能 【CTRU| 「~ BTOP] キー 入力 、 ま た は STOP 文 に よっ て 信 止 し た プロ グラ ム の 実行 を 
再開 し ます 。 

書式 CONT 

文例 CONT 

解説 プロ グラ ム の 実行 を 中 断 し た と き に 、 実 行 の 再開 を 行ない ます 。 中 断 と は 、(CTRUJ~ 
STOP] キー が 押さ れ た と き 、 ま た は STOP 命令 を 実行 し た と き で す 。 
プロ グラ ム を 中 断 し た あと に プロ グラ ム の 追加 、 訂 正 、 削 除 な ど を する と 、 再 開 で 
き な く な り ま す 。 こ の と き は “Cant CONTINUE" と 表示 され ます 。LET 文 で 変数 
の 値 を 変更 し た り PRINT 文 を ダイ レク トモ ー ド て で 実行 し て 、 変 数 の 値 を 調べ た り し 
た 後 の 再開 は で きる の で 、 プ ログ ラム の デバ ッ ク の 際 に 有効 で す 。 
CONT は ブロ グラ ム 中 に は 入れ な いで くだ さい 。 入 れる と や は り “Can't CONTINUE" 
が 表示 され ます 。 
INPUT 文 て 入力 待ち の 状態 に ある と き に 停止 し た 場合 は 、 そ の INPUT 文 か ら 再 開 
され ます 。 

サン プル プロ グラ ム : 
の 30 行 の STOP 婦 で プロ グラ ム は その つど と 中断 
36 PRINT J:STOP し ます の で 、CONT し で 再開 し ます 。J の 
49 J=J+1:GOTO 39 変化 する よう す が よ くわ か る と 思い ます 。 











TRON/TROFF ご マン の 
| トレ ー ス オン ント レー ス オ フ 





機能 
書式 


文例 


解説 


プロ グラ ム の 実行 状態 を 調べ ます 。 

TRON 

TROFF 

TRON 

TROFF 

プロ グラ ム の 実行 を トレ ー ス し た り 、 ト レー ス を 解除 し た り し ます 。 

トレ ー ス と は 、 プ ログ ラム が どの よう に 実行 され る か を 確認 する た め の も の で 、 実 
行 し た プロ グラ ム の 行 番 号 を 角 カ ッ コ ( 〕 で 囲ん で 表示 し ます 。 

TRON で トレ ー ス モー ド に な り 、TROFF ま た は NEW コ マン ド て 解除 され ます 。 
TRON 廊 の 実行 は ダイ レク トモ ー ド で も プロ グラ ム モ ー ド で も 可能 で す 。 


サン プル プロ グラ ム : 


19 TRON 
29 FOR J=1 TO 19 


39 NEXT J 2 っ 
49 TROFF TRON 女 を 使っ て 、 画面 に 行 番号 が 表示 され る 


59 END 状態 を 観 春 し て み ま す 。 





MAXFILES < ステー ント) | 


マッ クス ファ イル ズ 








機能 
書式 
文例 
範囲 
解説 


使用 する ファ イル の 数 を 定義 し ます 。 

MAXFILES = | ファ イル 数 | 

MAXFILES =4 

ファ イル 数 は 0 一 15 

OPEN 文 で 開い て 使用 する ファ イル の 最大 数 を 定義 し ます 。 以後 は 、 指 定 し た 数 の 
ファ イル を 同時 に 開い て 使用 する こと が で きま す 。 

ファ イル 1 個 に つい て 267 バイ ト の ファ イル コン トロ ー ル ブロック 領域 が 確保 され 
ます の で 、 必 要 な ファ イル 数 の み を 指定 し な いと メモ リー 不足 に つなが り ま す 。 
オー プン で きる ファ イル 数 の 初期 値 は 1 個 で す 

MAXFILES 文 を 実行 する と 、 変 数 が すべ て 初期 化 さ れ 、 現 在 オ ー プ ン し て いる フ 
ァイル は クロ ー ズ され ます 。 


サン プル プログラム: 


1 MAXFILES=1 

26 PRINT "MAXFILES= 1:FRE=":FRE(1) 

36 MAXFILE=15 に 

49 PRINT "MAXFILES=15:FRE=":FRE(1) MAXFILES の 値 に よっ て メモ リー の 


59 END 空き 容量 を 比較 する プロ グラ ム で す 。 


環 基 沼 四 
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DEF INT/SN 


ディ ファ イン イン ト / シ ング ル / ダ プル / ス トリ ング 





G/DBL/ST 限 (ステ ー ト メン ト > 








機能 変数 の 型 を 宣言 し ます 。 
書式 | INT | 
| SNc 」 
DEF mer 字 の 範囲 (, 文字 の 範囲 | …) 
ト STR | 
文例 DEFINT A-Z 
を DEFINT AX-Z 先頭 が A.X、Y.Z、 の 女 字 で 始ま る 変数 が 整数 型 と な り ま す 。 
宣 範囲 英文 字 を 1 文字 、 ま た は (英文 字 1 文字 ) 一 (英文 字 1 文字 ) 
言 。 解説 DEF 文 を 実行 する と 、] 文 字 の 範囲 で 指定 され た 文字 で 始ま る 変数 名 の 型 を 宮 言 し 
ます 。 
DEFINT 一 一 各 数 型 
DEFSNG 一 一 単 精度 実数 型 
DEFDBL 一 - 倍 精度 実数 型 
DEFSTR 一 文字 型 
DEF 文 で 型 宣言 を 行なっ て も 、 型 宣言 文字 (%、! 、#、$) に よる 指定 が 優先 され 
ます 。 具体 的 に 例 を 示す と 、BASIC で DEFINT A-Z と し た 後 、A=7/75 に すれ ば A は 
整数 型 と な り 結 果 は 1 に な り ま す が 、A!=7/5 と すれ ば 、A! は 単 精度 と な り 結 果 は 14 
と な り ま す 。 型 宣言 を DEF 女 で 実行 し て も 、 そ の 後に 変数 名 の 最後 に の 、!、#、$ を 
付加 すす る こと に より 自由 に 型 を 使用 で きる わけ で す 。 型 宮 言 を 行わ な いと き 、 型 宮 
言 女 字 を つけ な い 容 数 は 全て 倍 精度 変数 に な り ま す 。CLEAR 女 を 実行 する と DEF 娘 
の 宣言 は 無効 に な り ま す 。 
サン プル プロ グラ ム : 
19 A!=1/3:PRINT AI! 
29 DEFINT A 
39 A=4/3:PRINT A 
49 DEFDBL A 
59 A=1/7:PRINT A 
69 DEFSNG A 
79 PRINT A 
89 DEFSTR A A と いう 変数 を それ ぞ れ 整数 型 、 単 本 度 型 
TE 倍 柄 度 型 、 文字 型 に 定義 し て 計算 結果 を 表示 
119 END し ます 。 
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< ス 











ィ フ ァ イ ン ファ 





機能 
書式 
文例 
範囲 
解説 


ユー ザー に よっ て 作ら れ た 関数 を 定義 し ます 。 

DEF FN | 名 前 | 〔( 本 数 |)) = | 関数 の 定義 式 ! 

DEF FNP (X, Y) = ニ X*4+Y*3 

拘 前 | は 、 変 数 名 の 規則 に も と づい た 1 一 2 文字 の 英 数 字 で す 。 

関数 を 自分 で 定義 する と き に 使い ます 。 こ の 定義 され た 関数 は プロ グラ ム 中 で 、 何 
回 も 利用 で きま す 。 

情 数 | は 、 | 関数 の 定義 式 ! 中 で 使わ れる 同上 名 前 の 変数 に 対応 きれ ます 。 こ の 変数 
は プロ グラ ム 中 に ある 変数 と は 同一 変数 名 で も まっ た く 関 連 を も ち ま せ ん 。 

{関数 の 定義 式 ! の 中 で 使わ れ て いる 変数 を 紀 | 数 ! で 指定 し て いな い 場 合 は 、 そ の 変 
数 が 関数 を 実行 し た 時 点 で 持っ て いる 値 が 使わ れ ま す 。 

関数 の 定義 式 ! の 範囲 は 1 行 で す 。 引 数 の 型 は 自由 に 使う こと が で きま す が 、DE 

F FN 文 で 定義 し た 引数 は 、 変 数 の 並び と 型 が 実行 する と き の 並 びと 型 に 合っ て い 
な けれ ば な り ま せん 。 こ の 文 で 定義 きれ る 前 に 関数 を 実行 する こと は で きま せん 。 








また 、DEF FN 文 の 指定 に まち が い が あ る と 、 関 数 を 実行 する と き に “Syntax error" 


が 表示 され ます 。 
プロ グラ ム 中 で 定義 し た 関数 を 使用 する と き は , FN | 名 前 | 関数 と し て 使用 で きま す 
が 、 使 用 する 前 に DEF FN 文 て 関数 が 定義 きれ な けれ ば な り ま せん 。 


サン プル プロ グラ ム : 


1 PlI#=3.1415926536# 

29 DEF FNSN(X)=SIN(X/189xPI#) 
39 DEF FNCS(X)=COS(X/189xPI#) 
49 SCREEN 2 

59 LINE(9.96 )-(255.96 ) 

69 LINE(9,9)-(9,191 ) 


7 FOR J=9 TO 369 Sop 
89 XeJ/369255 SIN. COS の 開 数 は 、 ラ ジア ン で 表現 
99  Y1=96-63xFNSN(J) され ます が 、 度 で 計算 する 関数 を DE 
1 No F FN 文 て 定義 し て いま す 。 

1 PSET(X,Y1 ) :PSET(X,Y2) 2 ラ 行 ー360" 
128 NEXT J プロ グラ ム を 実行 する と 0 360' の 
136 IF INKEY$<>" "THEN 139 SIN, COS の グラ フ を 表示 し ます 。 ス 
149 END ベー スキ ー を 押せ ば 終了 し ます 


回 只 
定 
義 
富 
言 
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回 基 沿 | | 
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DEF USR < ステ ー ト メン ト > 


ディ ファ イン ユー ザー 









機能 機械 語 で 作ら れ た ユー ザー 関数 の 実行 開始 番地 を 定義 し ます 。 

書式 DEF USR(I 番 号 = | 開始 番地 

文例 DEF USR5 =&HE000 

男 囲 番号 は 0-9 

解説 USR 関 数 が 呼び 出す 機械 語 ル ー チ ング 実行 開始 番地 を 定義 し ます 。 複数 の USR 関 数 
を 用 いる 場合 の 識別 を 行ない ます の で 、 最大 10 個 まで 使う こと が で きま す 。 | 番号 | が 
省略 され た と き は 0 と みな され ます 。 
な お 、| 開 始 番地 | は 機械 語 ル ー チ ン の 実行 開始 番地 で す 。 
この 文 は 二 重 に 定 基 し て も エラ ー に な ら ず 、 後 か ら 定 義 し た も の が 有効 に な り ま す 。 

参照 USR,CLEAR 

サン プル プロ グラ ム : 





19 CLEAR 299,&HE999 

29 DEF USR=&HE999 

39 FOR J=9 TO 23 

49 READ D$ 

59 POKE 8&HE999+J,VAL("8&H"+D$) 
6 NEXT J 

79 A=USR(9) 

89 END 

99 DATA 21,15,E9,7E 

199 DATA 32,E9,F3,23 


119 DATA 7E,32.EA,F3 て 画面 の 色 を 変化 させ 
129 DATA 23,7E,32,EB se 
139 DATA F3,CD,62.99 有 * 

146 DATA C9,96,9F,97 まち が える と 暴走 し て し まい ます 。 





ディ メン ジョ ン 


く ス テー トメ ント > 








機能 
書式 
文例 
範囲 
解説 


参照 


配列 変数 を 定義 し 、 ズ メ モリー 領域 を 割り 当て ます 。 
DIM | 変数 名 (| 添字 の 最大 値 | 〔,| 添 
DI 





配 タ 


値 が 0 と な り 、 


4 X(10.15) 
の 最大 値 は 々 モリ ー の 許す か ぎり 。 
変数 の 











の 最大 値 を 設定 し ます 。 DIM 婦 を 
文字 型 の 場合 は ヌル スト リン グ (" ") に な り ま す 。 


)) 





行 し た と き 、 数 値 変 数 は 、 当 素 の 


DIM 文 で 宣言 し な い 場 合 は 、 配 列 の 安 素 は 最大 値 10 で す 。 
また 、 不 用 に な っ た 配列 変数 は ERASE 文 で 削除 する こと が で きま す 。 設 定 さ れ た 


配 タ 


度 定義 し た 配列 名 と 同じ 配列 名 を 


の 最大 値 よ り 大 きい 深 








を 使う と “Subscript out of range" エ ラー が 発生 し 、 


し て し まっ た と き は 、“Redimensioned array" エ 


ラー に な り ま す 。 メモリー 領域 が 不足 し て いる 場合 は "Overflow~ エ ラー に な り ま す 。 
ERASE 
サン ブル プロ グラ ム : 


19 
29 
39 
49 
59 
69 
79 
89 
99 
199 
119 
129 
139 
149 
159 
169 


FOR J=9 TO 19 
A(J) =RND(1 ) 
NEXT J 

FOR J=9 TO 19 
PRINT JiA(J) 
NEXT J 

IF INKEY$ く <>" " THEN 79 
ERASE A:PRINT 
DIM A(29) 

FOR J=9 TO 29 
A(J) =RND(1 ) 
NEXT J 

FOR J=9 TO 29 
PRINT JiA(J) 
NEXT J 

END 


10 行 60 行 で は DIM 廊 を 使わ な いで 、 配 
列 を 使っ て いま す 。90 行 一 150 行 で は 、 配 
列 の 大 き さ を 20 で 使う た め 、80 行 で 、 今 
まで 使っ た 配列 を 削除 し た あと に 、DIM 
女 を 実行 し て いま す 。 


咽 周 河 
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1 
販 若 河 


> 
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く ス テー トメ ント > 











機能 配列 変数 を 消去 し ます 。 

書式 ERASE | 配列 変数 名 (| 配列 変 数 名 …… | 

文例 ERASE X.YS 

範囲 | 配列 変数 名 | の 付け 方 に 基づい た 配列 変数 で な けれ ば な り ま せん 。 

解説 DIM 娘 が 指定 し た 配列 変数 を 削除 し ます 。 こ の 結果 フリ ー メ モリ ー が 増え ます 。ERASE 
婦 で 削除 し た 配列 変数 名 は DIM 廊 で 再 定義 する こと が で きま す 。| 配 列 変数 名 | が 正 
し い 書 式 に な っ て いな か っ た り 、DIM 廊 で 定義 され て いな いと き は 、“Ilegal function 
cal" エラ ー に な り ま す 。 

参照 DIM 

サン プル プ ブログ ラム : 
1 PRINT "テイ キ ~ マ エ "iFRE(9) 
29 DIM A$(29) 
39 PRINT "テイ キ ~ コ ~ "3FRE(9 ) 


4 FOR J=1 TO 29 
5 A$(J)="ABC" 


66 NEXT J 

79 PRINT "テバ ー タ セッ トコ ~" FRE(9) 電 才 3 ] り 安 数 の 定義 前 、 定 
86 ERASE A$ 0 た 
9 PRINT "ERASE コ ~ ":FRE(9) 後 、 デ ー タ セッ ト 、 行 
199 END の 変化 を みて いま す 。 








LET 


レッ ト 





機能 変数 に 値 を 代入 し ます 。 

書式 (LET) | 変数 名 = | 式 

文例 LETX=0 

解説 変数 に 値 を 代入 し ます 。LET は 省略 し て も 同じ 意味 に な り ま す 。 
工 ! の 内 容 は 、 数 値 、 文 字 列 の どん な 型 で も か まい ませ ん 。 た だ し 、 文 字 式 の 値 を 
数 値 変数 に 、 ま た は 数 値 式 の 値 を 文字 変数 に 代入 する こと は で きま せん 。 

サン プル プロ グラ ム : 


19 LET A$="IEJHF" 


中 EK と 文字 変数 の デー タ セ ッ ト 、 た し 算 を LET 廊 で 
三 キ 2 ニナ チト 

49 LET D=LEN(C$) 0 5 

BSPBYNNE CS 40 行 で は 文字 列 の 長 さ を D と いう 変数 に セッ 

69 END ト し ます 。 








機能 2 つの 変数 の 値 を 交換 し ます 。 

書式 SWAP| 変 数 |, | 変数 | 

文例 SWAP P$, Q$ 

範囲 | 変数 |! は 、 ど ん な 型 ( 整 数 型 、 単 精度 型 、 倍 精度 型 ) で も か まい ませ ん 。 し か し 、2 
つの 型 が 一 致し て いな けれ ば な り ま せん 。 

解説 2 つの 変数 の 値 を 交換 し ます 。 


2 つの 変数 の 型 が 異な る と “Type mismatch" エラ ー に な り ま す 。 | 
サン プル プロ グラ ム : 代 較 
入 
19 INPUT "A、B=":A,B 数 
29 IF A<B THEN SM, 6 
39 PRINT Airoeese 入力 し た 2 つの 値 を 比較 し 、 大 きい 値 を A に 
49 END 入れ 、 小 さい 値 を B に 入れ ます 。 数 





SGN < 関数 


サイ ン 





機能 正負 符号 を 調べ 、 正 は 1、0 は 0、 負 は 1 を 与え ます 。 

書式 SGN (| 数 式 | ) 

文例 A=SGN (0.5) その 結 遇 変 数 A に 1 の 値 が 入る 。 

解説 | 数 式 | の 範囲 が 正 の と き は 1、 0 の と き は 0、 負 の と き は 1 を 与え ます 。 
サン プル プロ グラ ム : 


1 INPUT "NUMBER=":A 
29 ON SGN(A)+2 GOSUB 49,58,68 


39 GOTO 19 

49 PRINT "<9":RETURN 

59 PRINT "=9":RETURN 入力 し た 値 が 正 か 負 か 0 か を SGN 関 
69 PRINT ">9":RETURN 数 で 調べ て いま す 。 
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SQR 


スク ウエ ア ルー ト 








機能 
書式 
文例 
範囲 
解説 


平方 根 (ルー ト ) を 与え ます 。 

SQR( Ii 数式! ) 

X=SQR( 5 ) | その 結果 IX は 2.2360679774998 (Y5 ) と な る 。 

届 式 | の 値 は 0 以上 

数式! の 値 の 平方 根 を 求め ます 。 

投 式 ! は どの 数 値 で も か まい ませ ん が 、 結 果 は すべ て 倍 精 度 に な り ま す 。 
数 式 ! の 値 が 負 の と き は "TIlegal function call' エ ラー に な り ま す 。 


サン プル プロ グラ ム : 


19 INPUT J:IF J<=9 THEN 19 


29 S1=SQR(J) 

39 S2=J^9.5 ー a か 
49 S3=EXP(LOG(J)/2) 入力 し た デー タ を も と に 平方 根 を 求め て 
50 PRINT S1iS2iS3 いま す 。SOR 関 数 を 使わ な い 平方 根 の 値 
69 END 


も 並べ て 表示 し ます 





ABS 








アプ ソリ ュー ト 


機能 
書式 
文例 
範囲 
解説 





絶対 値 を 与え ます 。 

ABS( | 数 式 | ) 

P=ABS( 一 2.7) そ の 結果 ]P=2.7 と な る 。 

倍 精 度 

投 式 | の 絶対 値 を 与 を ます 。 こ の | 数 式 ! は どの よう な 型 の 数 値 で も よく 、 こ の と き 
得 ら れる 値 は 倍 精度 で す 。 





サン プル プロ グラ ム : 


1 INPUT "カス ~ ヲ イレ テ 
29 PRINT " ソノ ママ 
39 PRINT " セー ッ タ イチ 
49 PRINT 

59 END 






ー サ イ ":A 
A 
:ABS(A) 


プロ グラ ム を 実行 する と 、 数 字 の 入力 を 促し て きま す の で 、 
適当 な 値 を 入力 する と 、 そ の 絶対 値 を 表示 し ます 。 














機能 
書式 
文例 
解説 


参照 


整数 部 (小数 点 以 下 を 取り 去っ た 値 ) を 与え を ます 。 
FIX (| 数 式 | ) 








S=FIX( 一 3.2) | その 結果 








S=ー3 と な る 。 


数式 の 値 の 小数 点 以下 を 取り 去っ た 値 を 求め ます 。FIX (X) は 小数 点 以 下 を 取り 
示 っ た 値 で 、INT (X) は 数 式 の 値 を 越え な い 最 大 の 整数 値 に な り ま す 。 


INT 


サン プル プロ グラ ム : 


19 PRINT " X 
29 X=1.2 


39 PRINT USING"+#.# 半 振 手 "5XiINT(X):FIX(X) 


49 X=-1 .2 


59 PRINT USING"+#.## 手 #"5X:TNT(X):FIX(X) 


69 END 


INT FIX" 


INT 関 数 、FIX 関 数 の ちか い 
を 表示 し て いま す 














機能 数 式 の 値 を 越え な い 最大 の 整数 値 を 与え ます 。 


書式 
文例 
範囲 
解説 
参照 


INT (( 数 式 ) 
A = INT (3.21) 








その 結果 








変数 A の 値 が ー 4 と な る 。 


整数 型 、 単 精度 実数 、 倍 精度 実数 
1 数式! の 値 を 越え な い 最大 の 整数 を 与え ます 。 


FIX, CINT 


サン プル プロ グラ ム : 


19 PRINT INT(3.465) ,INT(2.987) , INT(-1 .123) 


29 END 


INT 関 数 の 結果 を 比べ る 
プロ グラ ム で す 。 


薄 性 堪 四 
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機能 


正弦 (サイ ン ) を 与え ます 。 














書式 SIN (数式!) 

文例 A = SIN (3.14159/180 * 30)| そ の 結果 |A は 0.49999961698727 と な る 。 

解説 数式! の 値 の 正弦 (サイ ン ) を 与え ます 。 単位 は ラジ アン 。 
概 式 | は 、 整 数 値 、 単 精度 、 倍 精度 の いずれ で も か まい ませ ん が 、 結 果 は すべ て 倍 
精度 に な り ま す 。 

参照 COS, TAN 

サン プル プロ グラ ム : 


1 PAI=3.1415926536# 

26 INPUT N:IF N<1 THEN 29 

39 SCREEN 2:LINE(9,92)-(255,92) ,7:LINE(59,9)-(59,191) ,7:PSET(59,92) 
49 S=PA1/N:M=9 

5 FOR J=S TO PAI STEP S 

69  X=Jx299/PAI+59:Y=92-SIN(J)x99 

79 LINE-(X,Y),7:M=M+SIN(J)*S 


入力 され た 数 値 の ステ ッ プ で 
8 NEXT J 3 
9 PAINT(199.89),7.7 SIN 関 数 に より 求め られ た 数 
196 OPEN"GRP:" FOR OUTPUT AS #1 値 を 画面 上 に プロ ッ ト し て そ 
116 PRESET(69.119) の | る ブロ グ 
126 PRINT #1." メ ン セ キ "iM 4 
138 GOTO 139 














参照 


余弦 (コサイン ) を 与え ます 。 

COS (| 数 式 | ) 

P = COS (3.14159/180* 30) [その 結果 | P = 0.86602562491683(COS30 ") と な る 。 
上 項 式 ! の 値 の 余弦 (コサイン ) を 与え ます 。 単位 は ラジ アン 。 

板式 | は 、 整 数 値 、 単 精度 、 倍 精度 の いずれ で も か まい ませ ん が 、 結 果 は すべ て 倍 
精度 に な り ま す 。 





SIN, TAN 


サン プル プロ グラ ム : 


19 SCREEN 2 

2 PI#=3.1415926536# 

39 LINE(9.,96)-(255.96) 

49 LINE(9.9)-(9,191) 

59 FOR J#=9 TO 2xP1# STEP PI#/199 
6 X=J#/P1I#w129 

7 Ys96-63xCOS(J#) 

89 PSET(X,Y) 

9 NEXT J# 


TE JUNEYM2 THEN は コサイン の グラ フ を 描き ます 。 





TAN 


ンジ ェ ン ト 


< 関数 > 





機能 
書式 
文例 
解説 


参照 


正 接 (タン ジェ ント ) を 与え ます 。 
TAN (| 数式 | ) 


Y=TAN (3.14159/180 *60) | その 結果 Y は 1.7320472694549 と な る 。 
| 数式 | の 値 の 正 接 (タン ジェ ント ) を 与え ます 。 | 数式! の 単位 は ラジ アン 。 
数式! は 整数 、 単 精度 、 倍 精度 の いずれ で も か まい ませ ん が 、 結 果 は すべ て 倍 精 


度 に な り ま す 。 
SIN, COS 


サン プル プロ グラ ム : 


19 SCREEN 9:WIDTH 49 

29 PAI=3.1415926536# 

39 FOR J=-PAI/4+9.5 TO PAI/4-9.5 STEP 9.5 
49 PRINT TAN(J) iSIN(J)/COS(J) 





59 NEXT J 
69 END 正 接 の 値 を 表示 する プロ グラ ム で す 。 
ATN < 関数 





アー クタ ンジ ェ ッ ント 





機能 
書式 
文例 
解説 


逆 正 接 (アー クタ ンジ ェ ン ト ) を 与え ます 。 

ATN (| 数 式 | ) 

P=ATN (0 ) 区 の 結果 P= 0 と な る 。 

数 式 | の 値 の 逆 正 接 (アー クタ ンジ ェ ント ) を 与え ます 。 
で す 。 与 えら れる 範囲 は ーz/2 か ら Z/2 まで に な り 





サン プル プ ブ プログラム: 


19 FOR X=1 TO 29 

29 PRINT USING"X= 療 知 "3XS 

39 PRINT USING"ATN(X) = 共 . 六 共 若 "ATN(X) 
49 NEXT X 

59 END 


この 結果 の 値 の 単位 は ラジ アン 
ます 。 結 果 は 倍 精度 で す 。 


アー クタ ンジ ェ ン ト の 値 を | か ら 
20 ま て 表示 し ます 。 


世 敵 性 落 上 
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EXP 


イク スポ ボー ネン シャ ル 








e に 対す る 指数 関数 の 値 を 与え ます 。 


EXP(I 数 式 「 ) 
S=EXP(3) その 結果 |S=20.085536923184 (6) と な る 。 





| 数 式 ! の 値 は 145.06286085862 ま で で す 。 

自然 対数 の 底 e の | 数 式 ! 乗 を 値 と し ます 。 

数 式 ! の 値 は どの よう な 型 で も か まい ませ ん が , 与え られ る 値 は 倍 精度 で す 。 
サン プル プロ グラ ム : 


19 
29 
39 
40 
59 
69 
79 
89 
99 


SCREEN 2 
LINE(9,189 ) -(255,189 ) 
LINE(127.9)-(127.191) 
FOR X=-1 TO 1 STEP 9.95 
X1=(X+1)x127 
Y1=189-EXP(X)x69 
PSET(X1,Y1) 


NEXT X に 
GOTO 99 指数 関数 の グラ フ を 表示 し て いま す 。 


自然 対数 を 与え ます 。 

LOG (| 数 式 | ) 

A = LOG (100) | その 結果 | 変数 A に 4.605170185988(log。100) が 入る 。 
居 式 | は 0 より 大 きく な けれ ば な り ま せん 。 

数式 | で 指定 し た 値 の 自然 対数 (e を 底 と し た 対数 ) を 与え ます 。 

般 式 | 型 は 範囲 内 の どの よう な 型 で も 、 結 果 は 倍 精 度 に な り ま す 。 
投 式 ! の 値 が 0 以下 の と き は “Illegal fanction call" エ ラー に な り ま す 。 
サン プル プロ グラ ム : 


書式 


19 
29 
39 
49 
59 
69 
79 
89 
99 














SCREEN 2 
LINE(9,92)-(255,92) 
LINE(19,9)-(19,191) 
FOR X=9.1 TO 2.1 STEP 9.95 
X1=Xx129 
Y1=92-LOG(X)x69 
PSET(X1 ,Y1) 
NEXT X 
GOTO 99 LOG 関 数 の グラ フ を 表示 し て いま す 。 

















0 以上 1 未満 の 乱数 を 与え ます 。 
RND (| 数式! ) 
A = RND(1) | その 結果 | 変数 A に 乱数 の 値 が 入る 。 
| 投 式 | の 値 は 、 整 数 、 単 精度 実数 、 倍 精度 実数 の いずれ で も か まい ませ ん 。 
0 か ら 1 未満 の 乱数 を 発生 し ます 。 
RUN 文 が 実行 され る ご と に 同系 列 の 乱数 に な り ま す 。 
発生 され る 乱数 は | 数 式 ! の 値 に より 変わ り ま す 。 
RND ( 負 の 数 値 ) 一 値 に より 異な る 、 乱 数 系 列 を 与え ます 。 
RND (0 ) 1 つ 前 に 発生 し た 乱数 を 値 と し ます 。 
RND ( 正 の 数 値 ) 一 値 に 関係 な く 次 の 乱数 を 与 を ます 。 
通常 は 正 の 値 で 乱数 を 得 ま す が 、 乱 数 系 列 が 同じ し ため 、 プ ログ ラム を 実行 させ る ご 
と に 同じ 乱数 が 発生 し ます 。 
実行 時 に 毎回 異な る 乱数 を 得 た いと き は 、X = RND (一 TIME) を 実行 させ 、 乱 数 
系 列 を 変え て か ら 、RND ( 正 の 値 ) で 乱数 を 求め ます 。 こ の と き の 変 数 X は ダミ ー 
と し て 使用 し ます 。 

















サン プル プロ グラ ム : 


19 PRINT RND(1) 0 か ら | 未満 の 乱数 が 表示 され ます 。 
29 GOTO 19 CTRU STOP で 中 断 し ます 。 

















整数 値 、 単 精度 実数 値 を 倍 精度 実数 値 に 変換 し た 値 を 与え を ます 。 
CDBL (数式 | ) 
A# = CDBL (&H257F) A# =9599 と な る 

数 式 は 単 精度 実数 また は 整数 
隊 式 | の 値 を 倍 精度 実数 に 変換 し ます 。 た だ し 、 型 変換 が 行なわ れる だ け で 、 有 効 
桁 数 は 変化 し ませ ん の で 、 与 えら れる 値 の 精度 は 変換 する 前 の 型 と 同じ に な り ま す 。 
CDBL の 演算 粘 果 は 、 倍 精度 実数 型 変数 へ 代入 し た 結果 と 同じ で す 。 


落 洗 性 落 
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CINT 





コン バー トイ ン テ ジ ャ ー 











機能 単 精度 実数 値 、 倍 精度 実数 値 を 整数 値 に 変換 し た 値 を 与え ます 。 
書式 CINT (| 数 式 | ) 
文例 P = CINT (3.479) | その 結果 | P = ー 3 と な る 。 
範囲 一 32768 一 32767 
解説 | 数 式 | の 値 の 小数 点 以下 を 切り 捨て て 整数 と し ます 。 
CINT で の 論 換 は 、 整 数 型 変数 の 代入 結果 と 同じ で す 。 た だ 、 与 えら れる 値 が 、 一 32768 
ー32767 の 範囲 を 越 を る と "Overflow と 表示 され ます 。 
参照 CSNG, CDBL 
サン プル プロ グラ ム : 
16 A#=19/3 
20 B#=2/7 A#、B は 倍 精 度 の 数 値 で す 。 そ の 数 値 の 割 算 


39 CX=CINT(A#/B#) 0 
4 PRINT Af#、B 和 CX%。A/B を 行ない 、 整 数値 に 変換 し た 結果 と 倍 精 度 の 結果 


59 END を 比較 し ます 。 





SNG 





コン バー トシ ング ル 





機能 整数 値 、 倍 精度 実数 値 を 単 精度 実数 値 に 変換 し た 値 を 与え ます 。 
書式 CSNG (| 数 式 | ) 
文例 P = CSNG (1234567) その 結果 | P =1234570 と な る 。 
範囲 数 式 を 単 精度 実数 型 に し た と き 、 一 9.99999E 二 629.99999E 二 62 と な る 値 
解説 | 数 式 | の 値 を 単 精度 実数 型 に 変換 し ます 。 変 換 結 果 は 、 単 精度 実数 型 変数 へ の 代入 
結果 と 同 し で す 。 
範囲 を 越 を る と "Overflow" エ ラー に な り ま す 。 
参照 CINT, CDBL 
サン プル プロ グラ ム : 
上 針 
A##,B# は 倍 精度 の 数 値 で す 。A 半 プ B# の 
ea の TTYETL IE 
59 END し た 場合 と 、 し な い 場 合 を 表示 し ます 。 





ASC < 閲 数 > 


アス キー 





機能 文字 列 の 最初 の 文字 の キャ ラク ター コー ド を 与え ます 。 
書式 ASC( | 文字 列 ! ) 
文例 P=ASC(' 9 ?) そ の 結果 IP=57 と な る 。 
範 了 界 キャ ラク ター コー ド の 0-255 
解説 | 文 字 式 ! の 最初 の 文字 の キャ ラク ター コー ド を 与え ます 。 文 字 の キャ ラク ター コー 
ド の 対応 に つい て は キャ ラク ター コー ド 表 を 参照 し て くだ さい 。 
文字 式 ! が ヌル スト リン グ ( 長 さき が 0 の 文字 列 ) の と き は “Tllegal function call" エ ラ 
ー に な り ま す 。 た だ し 、 引 用 待 (") を アー タ と し て 扱う こと は で きま せん 。 
参考 CHRS$, 付 録 「 キ ャ ラク ター コー ド 表 」 回 還 
文 
字 
列 
作 














サン プル プロ グラ ム : 


19 FOR J=1 TO 5 


29 D$= INPUT$( 1 ) ー ボ ー ド か ら に 文字 に 対応 
1 PRINT ASC(D$) キー ボー ド か ら 入 力 し た 文字 に 対応 する 


49 NEXT J アス キー コー ド を 表示 し ます 。 5 回 くり 
59 END か え し ます 。 





CHRS < 関 数 


キャ ラク ター ダラ ー 





機能 指定 し た キャ ラク ター コー ド に 対応 する 文字 を 与え ます 。 

書式 CHR$ (| 数 式 |) 

文例 A$ = CHR$ (&H46) [その 結果 |A$ に `F* が 入る 。 

範囲 0 一 255 

解説 | 数 式 | の 値 の キャ ラク ター コー ド を 持つ 文字 を 与え ます 。 
数式 ! の 値 が 32 一 255 の 場合 は 、 そ の キャ ラク ター コー ド に 対応 する 文字 を 得る こ 
と が で きま す 。 | 数 式 ! の 値 が 0 一 31( コ ント ロー ルコ ー ド ) の と き は 、 そ の コー ド の 
持つ 機能 が 実行 され 、 キ ャ ラク ター コー ド に 対応 する 文字 の 表示 は され ませ ん 。 な 
お 、 | 数 式 ! の 値 が 0 一 255 を 越え る と “Illegal function cal" エ ラー と な り ま す 。 

参照 ASC、 付 録 「 キ ャ ラク ター コー ド 表 」 

サン プル プロ グラ ム : 


16 FOR J=1 TO 31 

29 PRINT CHR$(1)+CHR$(J+64): 
3 NEXT J 

49 FOR J=32 TO 255 

56 PRINT CHR$(J): 


6 NEXT J 10 行 一 30 行 は グラ フィ ッ ク を 表示 し 、 
79 END 40 行 一 60 行 は 通常 の 文字 を 表示 し ます 。 
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STRS < 関数 


エス ティ ー ア ー ル ダラ ー 

















機能 数 値 を 廊 字 列 に 変換 し ます 。 
書式 STR$ (数式!) 
文例 A$=STR$(1 2 3 ) | その 結果 |]A$ に 数 式 1 2 3 を 文字 列 、,1 2 3 と し て 代入 する 。 
範囲 | 数 式 ! は 、 整 数 、 単 精度 、 倍 精度 実数 の いずれ の 数 値 型 で も 可能 で す 。 
解説 数式! で 示さ れる 数 値 を 10 進 表記 の 文字 列 に 変換 し ます 。 
参照 VAL, HEX$, OCT$, BIN$ 
サン プル プロ グラ ム : 
20 A$-STRS(8) 
大 5 入力 し た 数 値 (最大 5 桁 ) を 交 字 に 直 
AS +4$。5) し て 表示 し ます 。 
59 END 30 行 の 空白 (スペ ー ス ) は 5 つ で す 。 





BINS < 関数 > 











バイ ナリ ー ダ ラー 

機能 数 値 を 2 進 表 記 の 文字 列 に 変換 し て 、 そ の 結果 を 与え ます 。 

書式 BIN$ (| 数 式 |) 

文例 S$= ニ BIN$ (8) | その 結果 IS $ に は ^1000* が 与え られ る 。 

範囲 一 32768 一 65535 

解説 数式! の 値 を 2 進 表記 の 文字 列 に 変換 し ます 。 
変換 結果 は 文字 列 と な り 、 先 頭 の 不用 な 0 は 取り 除 か れ ま す 。( ゼ ロサ プレ ス ) 
上 数式 ! が 範囲 を 越 を る と "Overflow" エ ラー に な り ま す 。 

参照 VAL, OCT$, HEX$ 

サン プル プロ グラ ム : 


19 FOR J=9 TO 15 

29 PRINT RIGHT$("9999999999999999"+BIN$(2^J) ,16) 
39 NEXT J 

49 END 


0 か ら 15 ま で を 2 進数 で 表示 し ます 。 





OCT$ < 関数 > 




















オク タル ダラ ー 
機能 数 値 を 8 進数 に 変換 し て 、 そ の 結果 を 文字 と し て 与え ます 。 
書式 OCT$ (| 数 式 ! ) 
文例 A$ = OCT$ (100) | その 結果 |A$ に は `144” が 与 と えら れる 。 
範囲 | 数 式 ! の 値 は ー32768 一 65535 
解説 | 数 式 ! の 値 を 8 進 表 記 の 文字 列 に 変換 し 、 そ の 結果 を 与え を ます 。 


変換 結果 の 文字 列 は ゼロ サ プ レ ス (は じ め の 不用 な 0 を 取り 除く ) さ れ て いま す 。 


サン プル プロ グラ ム : 


19 FOR J=9 TO 255 

29 PRINT USING"10:## 16:&8& 8:& &"iJiHEX$(J) : OCT$(J) 

3 NEXT J 

49 END 0-255 ま で の 数 値 を 16 進 数 、 8 進数 で 表示 し ます 。 











機能 10 進数 を 16 進 数 の 廊 字 列 に 変換 し て 、 そ の 結果 を 与え ます 。 

書式 HEX$ (| 数 式 |) 

文例 A$ = HEX$ (33) A$ に は 21 が 与え られ る 。 

範囲 一 32768 一 65535 

解説 | 数 式 | の 値 を 16 進 表記 の 文字 列 に 変換 し 、 そ の 結果 を 与え ます 。 変 換 結果 の 文字 列 
は ゼロ サ プ レ ス ( 先 頭 の 不用 な 0 を 取り 除く ) さ れ ます 。 

参照 VAL, BIN$, OCT$ 

サン プル プロ グラ ム : 


16 FOR J%=-32768! TO 32767 
0 10 進 数 と それ に 対応 する 16 進 数 を 表 


49 END 示し ます 。 


者 澄 Sdi 褒 四 
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清 4N 沼 四 
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VAL < 関数 


バリ ュー 





機能 文字 列 の 表わす 内 容 を 数 値 に 変換 し ます 。 
書式 VAL(I 文 字 列 |) 
文例 B= VAL(C'&H"+`1F")| そ の 結果 |B に は 31(&H1F) の 数 値 が 入る 。 
解説 | 文字 列 ! で 表わさ れる 内 容 を 数 値 に 変換 し ます 。 
| 文字 列 ! の 最初 の 文字 が +、 一 、& ま た は 数 字 以 外 の と き は 、VAL の 値 は 0 に な り 














ます 。 
サン プル プロ グラ ム : 
19 INPUT A$ 
29 A=VAL(A$) 
39 PRINT が 文字 列 で 入力 し た デー タ を 数 値 に 変換 し 、 表 
49 END 示し ます 





STRINGS 





スト リン グ ダ ラ ー 


機能 指定 され た 女 字 を 指定 され た 数 だ け 与 を ます 。 
書式 STRING$( 式 | | | 廊 字 式 | |) 
| 散 式 | | 
文例 A$=STRING3$ (3.76) 区 の 結果 | A$ に キャ ラク ター コー ド 76 番 の 文字 3 個 を 代入 する 。 
範囲 | 式 | の 値 、| 数 式 | の 値 、 と も に 0-255 ま で で す 。 
解説 指定 する 女 字 列 を | 式 | の 値 の 数 だ け 与 を えま す 。 
斑 字 式 | の 場合 は 、 最 初 の 1 娘 字 だ けが 有効 で 、 そ の 女 字 を | 式 | の 数 だ け 与 を ます 。 
数 式 | の 場合 は 、 そ の 値 を キャ ラク ター コー ド と し て 、 そ の コー ド に 対応 する 六 字 
を 与え ます 。 (付録 キャ ラク ター コー ド 参 昭 ) 


サン プル プロ グラ ム : 
PT を STRING $ 関数 を 使っ て 文字 列 を 表 
39 END 示し ます 。 

















文字 列 の 中 か ら 指 定 され た 文字 列 を さがし て 、 そ の 文字 の 位置 を 与え を ます 。 














書式 INSTR (〔 数式!.〕 | 文字 列 11. | 文字 列 21) 

文例 A=INSTR (1 2 3 abc/a/) | その 結果 1 2 3 abc" に 含ま れる `a? の 左 
か ら の 位置 「4 」 が 変数 A に 与え られ る 。 

範囲 | 数 式 ! は さがし は じ め る 位置 を 0 一 255 の 範囲 で 指定 し ます 。 

解説 | 文字 列 1! の 中 か ら 1| 文 字 列 21 が ある か どう か を チェ ッ ク し 、 あ れ ば 発見 し た 位置 
を 、 な けれ ば 0 を 値 と し て 与え ます 。 
も し 数式! を 省略 し た 場合 は | 文字 列 11 の 左端 か ら チ ェ ッ ク し ます 。 
文字 列 1| 、 1 文字 列 21 は 文字 式 で 指定 し ます 。 
1 文字 列 21 の 長 さ が ] 文 字 列 11 より 大 きか っ た り 、 | 文字 列 11| が ヌル スト リン グ で 
あれ ば 0 を 値 と し て 与え ます 。 
投 式 | 、 | 文字 列 11、 | 文字 列 21 の 値 が 適切 で な けれ ば “Illegal function call" エラ 
ー と な り ま す 。 

参照 LEN 

サン プル プ ブログ ラム : 
19 INPUT A$ 文字 列 を 入力 し て 、 そ の 文字 列 の 中 


29 A=INSTR$(A$," " ) 


39 IF A>9 THEN PRINT MIDS(AS,A) に 宇目 (A 償 0 が (あれ は で の 区 


字 以 降 を 表示 し ます 。 








レン グ ス 


機能 文字 列 の 総 女 字数 を 与え ます 。 

書式 LEN (| 文字 列 |) 

文例 A= LEN('AB”) そ の 結果 変数 へ に は 2 が 入る 。 

範囲 1 文字 列 | の 長 さ は 0 一 255 文字 

解説 | 文字 列 } の 長き を 与え ます 。 
グラ フィ ッ ク 記 号 の グラ フィ ッ ク キ ャ ラク ター ヘッ ダ (&H01) も 1 文字 と 数 える 
の で 、 グ ラフ ィ ッ ク 記 号 1 文字 の 文字 数 は 2 と な り ま す 。 

サン プル プ ブログ ラム : 
20PRINP LtR6D キー ボード か ら 入 力 し た 文字 列 の 長 さ を 表示 
39 END し ます 。 


者 藩 き 入 較 
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LEFTS < 関数 > 








レフ ト ダ ラー 
機能 文字 列 の 左側 か ら 指 定 さ れ た 長 さ の 文字 列 を 与 を ます 。 
書式 LEFT$(| 文 字 列 | , | 数式 | ) 
文例 A$ = LEFT$ (CASIO", 2 )| そ の 結果 | 変数 4 に は “CA” が 入る 。 
範囲 | 文字 列 ! は 255 文 字 ま で 数式! は 0 一 255 
解説 文字 列 ! の 左端 か ら 数 式 分 だ け を 取り 出し ます 。 
岳 式 ! が 0 の と き は ヌル スト リン グ に な り ま す 。 
投 式 | が 女 字 列 の 長 さ 以上 の と き の 結 果 は 、] 文 字 列 } の すべ て で す 。 
グラ フィ ッ ク 記 号 の グラ フィ ッ ク キ ャ ラク ター ヘッ ダ (&H01) も 1 文字 と し て 数 
そら れる の で 、 グ ラフ ィ ッ ク 記 号 の 文字 数 は 、 合 計 2 文字 と な り ま す 。 
A$ = LEFT$ (^ 時 分 秒 ”。 2 ) その 結果 変数 4$ に は “時 "が 入り ます 。 
サン プル プロ グラ ム : 
19 INPUT A$ 
26 FOR J=1 TO LEN(A$) 
36 PRINT LEFT$(A$,J) 入力 し た 文字 を 左 か ら 1 文字 、2 文字 …… と 
二 に J 表示 し ます 。 





RIGHTS < 関数 > 


ライ ト ダ ラー 





機能 
書式 
文例 
範囲 
解説 


参照 


文字 列 の 右側 か ら 指定 され た 長 さ の 文字 列 を 与え ます 。 

RIGHT$ (| 文字 列 ! , | 数 式 | ) 

AS$ = RIGHT$ (*CASIO*。 3) | その 結果 ]A$ に *SIO* が 入る 。 

| 文字 列 | は 255 字 まで 。 | 数 式 | は 0 255 

| 文字 列 | の 右側 か ら | 数 式 | 分 だ け の 文字 列 を 与え ます 。 

散 式 | が 0 の と き は 結果 は ヌル スト リン グ に な り ま す 。 

| 散 式 | が 1 文字 列 | の 長 さ より も 大 きい と き は | 文字 列 | の すべ て が 結果 に な り ま す 。 
グラ フィ ッ ク 記 号 の グラ フィ ッ ク キ ャ ラク ター ヘッ ダ (&HO1) も 1 文字 と し て 数 
そる の で グラ フィ ッ ク 記 号 1 文字 は 、 合 計 2 文字 と し て 計算 され ます 。 

( 例 ) A$=RIGHT$ (日 月 火 ”, 2 ) その 結果 A$ に“ 火 ” の み が 入 る 。 
LEFT$, MID$ 


サン プル プロ グラ ム : 


16 INPUT A$ 
26 FOR J=1 TO LEN(A$) 
Kiki 入力 し た 壇 字 を 右 か ら 1 文字 、2 文字 、3 訪 


59 END 字 …… と 表示 し ます 。 





く ス テー トメ ント > 











機能 文字 変数 の 一 部 を お き 換え ます 。 
書式 MID$ (| 文字 変数 | 、| 式 1| (, | 式 21)) = | 文字 列 | 
文例 MIDS (PS$, 2, 3) =`XYZ/ 
範囲 | 文字 列 ! は 文字 式 、] 式 1|、| 式 21 は 数 式 
解説 | 文字 変数 | の | 式 1 番目 の 文字 か ら ] 式 21 個 の 文字 を 、 | 文字 列 | の 最初 か ら | 式 2 
個 の 文字 列 に お き 換え ます 。 
I 式 21 を 省略 し た 場合 、 ま た は ] 文 字 列 ! の 文字 数 より 多く 指定 し た 場合 は 、 | 文字 列 | 
の すべ て の 文字 と お き 換 わり ます 。 
式 1 の 値 は | 文字 変数 | の 文字 数 より 大 きか っ た り 、 0 以下 で は いけ ませ ん 。 
この と き は "Illegal function call" エ ラー に な り ま す 。 
参照 MID$ (関数 ) 
サン プル プロ グラ ム : 
19 A$=“"CASIO 16K MSX" 
29 PRINT A$ 
39 N=INSTR(A$,"16") 


49 M (A$,N,2)="32" 
59 0 205032 CASIO 16K MSX の 16 を 32 に 変更 する ブロ グラ 


69 END ム で す 。 


電導 | 
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160 














文字 列 の な か か ら 指 定 さ れ た 長 さ の 文字 列 を 与え ます 。 














書式 MID$ (| 文字 列 ! 式 11 (, 式 2 け ) 

文例 A$ = MIDS (ABCDEF” 4 , 2 ) | その 結果 | A$ に は 文字 列 の 左 か ら 4 番目 の 2 文字 
DE が 入る 。 

範囲 | 式 11 は 1 一 255、| 式 21 は 0 一 255 

解説 | 文字 列 | の な か か ら 必 要 な 文字 列 を 取り 出し ます 。 [ 式 11 番目 の 文字 か ら ]| 式 21 文 
字 分 の 文字 列 を 取り 出し ます 。 
] 式 21 を 省略 し た 場合 や 、 | 文字 列 | の | 式 11 番目 の 文字 か ら 右 の 文字 数 が | 式 21 よ 
り 小 さい 場合 は 、 | 文字 列 ! の | 式 11 番 目 よ り 右 すべ て の 文字 列 が 取り 出さ れ ま す 。 
| 文字 列 | の 文字 数 が | 式 11 よ り 小 さい と き は 、 取 り 出 す 文字 列 は メル スト リン グ と 
な り ま す 。 
値 が 適切 で な いと き は "Illegal function call" エ ラー と な り ま す 。 

参照 RIGHT$, LEFTS, MID$ (ステ ー ト メン ト ) 

サン プル プロ グラ ム : 


16 INPUT A$ 
2 FOR J=1 TO LEN(A$) 
ーー 入力 し た 文字 列 を ひと 女 字 ずつ 表示 する ブロ 


59 END グラ ム で す 。 




















機能 指定 され た 長 さ の 空白 文字 列 を 与 た を ます 。 

書式 SPACE$ ( 数式 | ) 

文例 A$ =SPACE$ (5 ) そ の 結果 ロロ ロロ が A$ に 入る 。 
範囲 数式 |! は 、0-255 

解説 | 数 式 | の 値 だ け 空白 の 文字 列 を 与え ます 。 

参照 SPC 

サン プル プロ グラ ム : 


19 FOR J=1 TO 1 
29  A$="A"+SPACE$(J)+ "AT 


36 PRINT A$ 
49 NEXT J *A* と *A" の 間 に 空 白 を 入れ て 表示 
59 END し ます 。 


SPC < 関数 


スペ ー ス 





能 画面 や プリ ンタ に 指定 され た 数 だ け 空 白 を 出力 し ます 。 

式 SPC(| 数 式 | ) 

例 PRINT “AB":SPC( 3 ) : “C" | その 結果 | AB LC と 画面 に 表示 され る 。 

囲 | 数 式 | の 値 は 0 255 

説 PRINT お よび LPRINT 文 で | 数 式 ! の 値 だ け 空 白 を 出力 し ます 。 
PRINT お よび LPRINT 文 な ど 出 力 に 関係 する ステ ー ト メン ト の 中 だ け で 使用 
で きる 関数 で 、LET 文 な どの 代入 文 で は 使用 で きま せん 。 

参 務 SPACE$, TAB 

サン プル プロ グラ ム : 


情 当 潤 唱 落 


19 FOR J=1 TO 19 = 析 3 _ 

29 PRINT"ABCD":SPC(J) ji"EFG" ABCD" と ^EFG" の 間 に 空 白 を 入れ て 表示 し ます 。 
3 NEXT J 

49 END 





GOTO < く ス テー トメ ント > 


ゴー トゥー 





機能 指定 され た 行 へ ジャ ンプ し ます 。 

書式 ⑦GOTO 行 番号 | 
⑰6GO TO 打 番 号 ! 

文例 GOTO 100 

解説 プロ グラ ム の 流れ を 無 条 件 に 指定 し た |] 行 番号 | に ジャ ンプ する 命令 で す 。 書式 の ⑦、 ?⑰) 
は 全く 同じ 働き を し ます が 、“GO" と “TO" の 間 の スペ ー ス は 1 個 の み で す 。 2 個 以上 の 
と き は 、“Syntax error" に な り ま す 。 指定 し た |) 行 番号 | が な いと き は "Undefind jine 
number" エ ラー に な り ま す 。 
GOTO 文 を ダイ レク トモ ー ド で 実行 する と 指定 し た 行か ら プ ログ ラム を 実行 し ます 。 
た だ し 、 こ の と き は RUN 命 令 と 異な り 、 変 数 の 初期 化 や オー プン し て いる ファ イル 
の クロ ー ズ な ど は 行ない ませ ん 。 

サン プル プロ グラ ム : 
16 PR "ABCDE" 。 プロ グラ ム を 実行 する と GOTO 廊 に より 


INT 
29 GOTO 19 いつ まで も ~ABCDE" を 表示 し ます 。 
erRO 」 SYO) で プログ ラム は 停止 し ます 。 


r 還 
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く 〈 ス テー トメ ント > 











機能 サブ ルー チン を 呼び 出し ます 。 
書式 GOSUB ] 行 番号 | 
5 

RETURN (| 行 番号 | 〕 

文例 GOSUB 200 

解説 | 行 番号 か ら は じ ま る サブ ルー チン を GOSUB 文 に よっ て 実行 し ます 。 その後 RE 
TURN 文 が 実行 され る と 、GOSUB 文 の 次 の 文 へ 戻り ます 。RETURN 文 に 行 番号 
を 付け る と 、 そ の 行 に 戻り ます 。 
サ プ ル ー チ ン と は 独立 し た ひと つの プロ グラ ム で 、GOSUB で 指定 する | 行 番号 | か 
ら 、RETURN 文 ま で の 一 連 の 命令 の こと を いい ます 。 
ひと つの サ プ ル ー チ ン の 中 で GOSUB 文 を 使う こと も で きま す 。 こ れ は メモ リー の 
スタ ッ ク 領 域 の 容量 が 許す か ぎり 行なう こと が で きま す 。 も し 、 ス タッ ク 領 域 が た 
りな く な っ た 場合 に は 、“Out of memory" エ ラー に な り ま す 。 
指定 し た | 行 番号 ) が な い 場合 は 、“Undefined line number' エ ラー に な り ま す 。 
サ プ ブルー チン の 中 で 、CLEAR 文 や MAXFILES 文 を 実行 する と 、“RETURN without 
GOSUB" エラ ー と な り RETURN 文 で 戻る こと が で き な く な り ま す 。 

参照 RETURN 

サン プル プロ グラ ム : 
19 GOSUB 69 
29 DsC 
39 GOSUB 69 
Pa ECD 

ー チ ン A 

mi 2 し た 2 つの 値 の か け 算 を し た 結果 を C に 
89 RETURN 代入 し ます 。 そ の 後 メ イン ルー チン に 戻 


り ま す 。 





RETURN < ステ ー ト メン ト > 





リタ ー ン 

機能 サブ ルー チン か ら 復 帰し ます 。 

書式 RETURN [| 行 番号 |〕 

文例 RETURN 200 

範囲 | 行 番号 「 は 0 一 65529 

解説 サブ ルー チン 処理 を 終え 、GOSUB 文 の 次 の 文 を 実行 し ます 。 | 行 番号 ! を 指定 する 
と 、 そ の 行 番号 に ジャ ンプ し ます 。 
割り 込み 処理 ルー チン (ON STOP GOSUB, ON STRIG COSUB…) な どの と き は 、 
割り 込み が か か っ た と き に 中 断 さ れ た プロ グラ ム が 実行 され ます 。 
サ プ ル ー チ ン の 中 に 複数 の RETURN 文 が あっ て も か まい ませ ん 。 
GOSUB 文 が 実行 され ず に RETURN 文 が 実行 され る と "RETURN without GOSUB" 
エラ ー に な り ま す 。 

参照 GOSUB, ON 一 GOSUB 








IFTHEN-ELSE/IF-GOTO 一 ELSE テー トメ ント > 
イフ ゼン エル ス / イ フ ゴー トゥ ー エル ス 





機能 





条件 判断 を 行ない ます 。 
THEN| | | 

TF | 論理 式 | 許 番 引 || [rsg ae 
GOTO | 行 番号 | 








IF X=0 THEN 100 ELSE 200 

条件 判断 を 行なう も の で 、 条 件 が 成立 する な ら ば THEN 女 ま た は GOTO 女 を 実行 
し 、 条 件 が 成立 し な いと き は ELSE 文 を 実行 し ます 。 

条件 が 成立 し な い 時 で ELSE 文 が な い 場 合 は 、IF 娘 の 次 の 行 を 実行 し ます 。 

件! は 式 で 表し ます 。 


e 数 値 や 文字 列 の 大 小 比 較 
数 式 や 文字 で 表し た 2 つの 数 値 や 文字 列 を 、 比 較 演 算 子 (=、 く 、> な ど ) を 使っ て 
比較 し ます 。 
( 例 ) 
IF A<199 THEN 身 理 11 
(変数 A の 内 容 が 100 より 小さ けれ ば ( 真 )、 攻 理 ]] を 行ない ます 
IF A$=*TEST” THEN 199 
(変数 A$ の 内 容 が *TEST* な ら ( 真 )、 行 番号 100 ヘ へ ジャ ンプ し ます 。 
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比較 し た 結果 、 条 件 が 成立 し な い 状 態 を “ 偽 " と いい 、 条件 | が 持つ 値 は 0 に な り ま 
す 。 こ の と き ELSE 女 が あれ ば ELSE 娘 を 実行 し 、ELSE 娘 が な けれ ば 、 次 の 行 








を 実行 し ます 。 
比較 演算 子 に は 次 の よう な 種類 が あり ます 。 
比較 演算 子 意 味 例 

工 11 = 紅 21| 工 11 と 式 21 が 等 し い 。 AS = BS 
式 1! く > 式 21 工 1! と 式 21 が 等 し く な い 。 A+B く >C 
工 1! < 式 21 | 区 1! が 式 21 よ り 小 さい 。 A<100 
工 1! > 工 21| 式 11 が I 式 21 よ り 大 きい 。 A>B+C 
工 11 く = 紅 21 式 21 と 等 し いか 、 上 
工 11= く 拭 21 に 2 AS て テ ES 
工 11>= 拭 21 | 工 21 と 等 し いか 、 Mo 
工 1=> 工 21 1 の K21 ょ り 大 きい 。 ラジ 








数 値 の 大 小 の 比較 は 代表 的 に 行なわ れ ま す 。 ま た 訪 字 列 の 大 小 比 較 は 、 そ れ ぞ れ の 
文字 列 の 左端 か ら 右端 に か け て 順番 に 比較 し て ゆき 、 全 部 が 同じ な ら 2 つの 女池 列 
は 等 し く 、 途 中 で 等 し く な い 女 字 が あれ ば 、 そ の 女 字 の キャ ラク ター コー ド の 大 き 
い 方 の 女 字 列 が 大 きい と いう こと に な り ま す 。( キ ャ ラク ター コー ド 表 参照) 

廊 字 列 の 片方 が 短 か く て 比較 が 途中 で 終る 場合 は 、 短 か い 女 字 列 の 方 が 小 き いとい 
うこ と に な り ま す 。 な お 、 廊 字 列 中 の 空 碧 に も 意味 が あり ます 。 


@ 数 値 が 0 で ある か 否 か の 判断 

数 式 の 値 が 0 で ある か 否 か を 判断 し ます 。 

( 例 ) 

IF A= の 9 THEN 259 ELSE 199" 

(変数 A の 値 が 0 な ら ば 行 番号 250 へ 、 そ れ 以外 は 100 ヘ ジャ ンプ し ます 。) 
IF A+B く <> の 9 THEN 399@ 

(変数 A 、B の 和 が 0 以外 な ら ば 行 番号 300 ヘ ジャ ンプ し ます 。) 


@ 複数 条件 の 判断 

複数 個 の 条件 を 論理 的 に 演算 子 (NOT, AND, OR) を 使っ て 判断 し ます 。 
( 例 ) 

IF X< の 9 OR X>99 THEN 59@9 

(X が 負 、 ま た は 99 よ り 大 きけ れ は ば 行 番号 500 ヘ へ ジャ ンプ し ます 。) 

IF X>9 AND X<19@ THEN [処理 3] 
(X が 正 で 、 な お か つ 100 よ り 小 さけ れ ば 処理 2 を 行ない ます 。) 

IF NOT(A= の ) THEN 59 

(A が 0 で な けれ ば 、 行 番号 50 ヘ ジャ ンプ し ます 。) 

※IF A THEN 19 の 9 ELSE 259 の と し て も 同じ 条件 判断 を 行ない ます 。 











論理 演算 子 意 味 例 








NOT | 条件 ! | 朱 件 ! が 偽 で ある NOT (A=0) 
擦 件 11 AND | 条件 21 挫 件 1! と | 朱 件 21 が A=0ANDB=0 
共に 真 で ある 。 


挫 件 11 OR 条件 21 挫 件 11 | 条件 21 の うち | A=0ORB=0 
少な く と も 、 ど ちら か 
ひと つが 真 で ある 。 


束 て 評 豆 叶 当 つ 有 





比較 の 優先 順位 を 変 た た いと き は カッ コ ( ) を 使い ます 。 
( 例 ) 
IF A= の 9 の AND(B= の 9 OR C= の 9 の) THEN 399 
(A=0 で B=0、 ま た は A=0 で C=0 の と き 行 番号 300 ヘ へ ジャ ンプ し ます 。) 
IF - THEN 一 ELSE 娘 で は 、THEN 娘 や ELSE 文 の 中 へ 、 さ ら に 別 の IF 文 を 置 
いて 入れ 子 (ネス ティ ング ) に する こと が で きま す 。TIF 文 は 何 重 に も 入れ 子 に する 
こと が で きま す が 、1 行 (255 文 字 ) に 書け る 範囲 に 限ら れ ま す 。 

サン プル プロ グラ ム : 
19 INPUT A 
2 IF INT(A/2)x2=A THEN PRINT " ク ^ ウ スウ " ELSE PRINT "キス ウ " 


39 END 
入力 し た 数 字 が 偶数 か 奇数 か を 
判断 し て いま す 。 
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FOR 一 NEXT 








機能 
書式 


文例 


範囲 
解説 


FOR 文 か ら NEXTT 文 まで を 条件 に し た が っ て 繰り 返し 実行 し ます 。 
FOR 変数 名 = | 初期 値 | TOI 終 価 | (STEP | 増分 | ] 
NEXT【([ 変 数 名 ) 〔, | 変数 名 | )〕 
FOR 」=1 TO 100 STEP 10 

) 
NEXT 」 
変 数 名 | は 、 整 数 、 単 精度 、 倍 精度 型 の いずれ か を 指定 し ます 。 
| 変数 名 は 繰り 返し の 制御 変数 で す 。 
初期 価 | は 制御 変数 の 初期 値 に な り ます 。 終 値 は 制御 変数 の 最終 値 に な り ま す 。 制 
御 変数 は 、 1 回 実行 する た びに STEP で 指定 され た 増分 だ け 増 えま す 。( 増 分 が 負 の 
と き は 引か れ て いき ます 。) こ の よう に 加え た り 引 いた り し た 結果 、 制 御 変数 が 終値 
を 越え た た か どう か チェ ッ ク し 、 越 えて いな けれ ば 、 FOR 一 NEXT の 間 に は さま れ た 
命令 を 実行 し ます 。 越 を て いれ ば 、NEXT 廊 の 次 の 文 が 実行 され ます 。 こ れ を FOR 
ルー プ と 呼び ます 。 | 増分 | を 省略 する と 制御 変数 は 1 ずつ 増え て いき ます 。 | 増分 | 
が 負 の 場合 は 終値 が 初期 値 以下 で な けれ ば な り ま せん 。 ループ の 本 体 は 初期 値 が 終 
値 を 越 を て いる 場合 で も 一 回 は 実行 し ます 。 
FOR-NEXT の 間 に 、FOR 一 NEXT( 制 御 変数 は 異な る ) を 入れ る こと が で きま す 。 
これ を 、 入れ子 ( ネ ステ ィング ) と 呼び 、 内 側 の ルー プ の NEXT 文 は 外側 の NEXT 女 
の 前 に な けれ ば いけ ませ ん 。 

FOR 」=1 TO 10 


に K=1 TO 10 
) 
NEXT K 
NEXT 」 
ネス ティ ング の 数 は メモ リー の 空き 領域 の 大 き さ に 制限 を 受け ます 。 
NEXT 女 で 変数 を つなぐ こと が で きま す が 、 和 定 略し た と き は 、 最 も 近く に ある FOR 
娘 に 対応 し ます 。 


FOR 」=1 TO 10 
FOR K=1 TO 10 


) 
NEXT KK 
NEXT 」 


NEXT K,」 


FOR 文 が な く て NEX 本 文 が あっ た と き は *NEXT without FOR" エ ラー に な り ま す 。 


サン プル プロ グラ ム : 


19 FOR J=1 TO 19 
26 FOR K=1 TO 19 


39 PRINT J,K 

46 NEXTK 

56 NEXT J 2 重 ル ー プ の FOR 一 NEXT 文 で す 。」J,K 
69 END の 値 に 注意 し て くだ さい 。 





ON GOTO/ ノ ON GOSUB 


ゥ ー ノ オン 








機能 指定 され た いずれ か の 行 へ ジャ ンプ し ます 。 

書式 ON I 式 | GOTO 有 番 号 (, | 行 番 引 ……) 
ON I 式 | GOSUB | 行 番号 | 〔, | 行 番号 …… 〕 

文例 ON X GOTO 100, 200, 300 
ON Y GOSUB 100, 200, 300 

解説 | 式 | の 値 に 対応 し て 、GOTO 文 ま た は GOSUB 文 を 突 行 し ます 。 た と えば 、 式 | の 
値 が 2 の と き は 2 番目 の 行 番号 に 対応 し ます 。 
j 式 | の 値 が 負 の と き は "Illegal function call" エ ラー が 起こ り ま す が 、 値 が 0 また は 
打 番 号 | の 個数 より 大 きく な っ た 場合 に は 、ON GOSUB/ON GOTO 文 の 次 の 行 を 
実行 し ます 。 
行 番号 が な いと き は ~Undefined line number' エ ラー に な り ま す 。 

参照 GOSUB. GOTO 

サン プル プロ グラ ム : 


19 A=INT(RND( 1 )x3)+1 
29 ON A GOTO 49.59.69 


39 GOTO 19 特 aa 
4 PRINT " ABC"i:GOTO 39 8 の 人 を か が ら 9 まで 約 で 
59 PRINT " DEF"i:GOTO 39 いま す 。 そ の 値 に より 、 表 示す る 女 
6 PRINT " GHI"::GOTO 39 字 を 変更 し ます 。 


CTRU - STOP) て 実行 を 中 断 し ます 。 


機能 プロ グラ ム の 実行 を 停止 し て 、 コ マン ド 待 ち に な り ま す 。 

書式 STOP 

文例 STOP 

解説 プロ グラ ム を 中 断 し 、 コ マン ド 状 態 に 戻り ます 。 こ の と き 画 面 は チキ スト モー ド に 
な っ て し まう た め 、 グ ラフ ィ ッ クモ ー ド 中 に STOP 文 を 使い CONT す る 場合 は 注意 
し て くだ さい 。 
この 命令 で プロ グラ ム が 中 断 す る と “Break in yyyyy (yyyyy は 中 断 し た 行 番 号 ) 
が 表示 され ます 。 
な お 、 停 止 し た プロ グラ ム は CONT コマ ンド で 再開 する こと が で きま す 。 
END 廊 と 異な り 、 フ ァイル は クロ ー ズ され ませ ん 。 

参照 CONT 

サン プル プロ グラ ム : 








~STOP ! 11? を 表示 し た 後 、 ブ ログ ラム 





19 PRINT "STOP!II ど 


29 STOP は 中 断 し ます の で 、CONT〔 コ と 操作 し ま 
38 PRINT "CONTIII・ す 。 そ の 結果 CONT ! ! ! を 表示 し ブロ グ 
49 END ラム が 終了 し ます 。 
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END < ス テー トメ ント > 





エン ド 
機能 プロ グラ ム の 終了 を 官 言 し ます 。 
書式 END 
文例 END 
解説 プロ グラ ム の 実行 を 終了 し 、 す べ て の ファ イル は 閉じ られ て 、 コ マン ドレ ベル に 戻 


り ます 。 END 女 は プロ グラ ム の 実行 を 終了 させ た い 所 に 何 カ 所 で も 置く こと が で き 
ます 。 

な お 、 プ ログ ラム の 最後 の END 廊 は 省略 する こと が で きま す が 、 こ の と き フ ァ イ 
ル は クロ ー ズ され ませ ん 。 


サン プル プロ グラ ム : 


1 1NPUT "A="iA 
26 INPUT "B="iB 
36 IF A>B THEN 79 
4 IF A<B THEN 99 
56 PRINT "A=B" 


69 END 

79 PRINT "A>B" 

89 END 

99 PRINT "A<B" A と B の 値 を 入力 し 、 比 較 結 果 を 表 
199 END 示し た あと に 、END 文 を 実行 し ます 。 





CALL < ス テー トメ ント > 


コー ル 





参照 


拡張 ステ ー ト メン ト を 呼び 出し ます 。 

CALL | 拉 張 ステ ー ト メン ト 名 | (( 后 数 | [, 司 数 |……])} 

CALL TALK (A*) 

拡張 ROM カー トリ ッ ジ で サポ ー ト され る 拡張 ステ ー ト メン ト を 呼び 出し ます 。 
CALL* の 代り に *ー” (アン ダー バー : キャ ラク ター コー ド &H5F) も 使用 で きま す 。 
拡張 ステ ー ト メン ト が 定義 され て いな いと きけ は “Syntax error" が 表示 され ます 。 技 
張 ス テー トメ ント に 関し て は 、 各 ROM カー トリ ッ ジ の 説明 書 や 、MSX の ソフ トウ 
ェ ア 仕 様 に 関す る 書籍 を ご 覧 くだ さい 。 

アン ダー バー は [みな キー が ロッ ク さ れ て いな いと き [SHIFT ] "し - と 操作 し 
ます 

付録 「 キ ャ ラク ター コー ド 表 」 





ON ERROR GOTO < ステ ー ト メン ト > 


オン エラ ー ゴー トゥ ー 








機能 
書式 
文例 
解説 


エラ ー 割 り 込 み 機能 を 可能 に し 、 エ ラー 処理 ルー チン の 開始 行 を 定義 し ます 。 

ON ERROR GOTO ) 行 番号 | 

ON ERROR GOTO 100 

この 命令 を 実行 し て お く と 、 エ ラー が 発生 し た と き に 割り 込み が か か り 、 指 定 し た 
エラ ー 処 理 ル ー チ ン ヘ ジャ ンプ し ます 。 

通常 、 エ ラー が 発生 する と 、BASIC で 用 意 し て いる エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され 、 
プロ グラ ム の 実行 を 終了 し 、 コ マン ドレ ベル に 戻り ます が 、 こ の 命令 を 実行 し て あ 
る と 、 エ ラー が 発生 し た と き に BASIC で 用 意 し て いる エラ ー ー 処 理 は 行なわ れず 、 
哲 番 号 | で 指定 し た エラ ー 処 理 ル レー チン へ ヘ ジ ャ ンプ し ます 。 

ON ERROR GOTO 0 を 実行 する と 、ON ERROR GOTO | 行 番号 | で の 定義 を 無 
効 と し 、 以 降 、 エ ラー が 発生 すれ ば 、BASIC で 用 意 し て いる エラ ー 処 理 が 行なわ れ 
ます 。 エ ラー 処理 ルー チン グ の 実行 中 に 発生 し た エラ ー に は 効力 が あり ませ ん 。 

この 文 実行 後 は コマ ンド レベ ル に 戻っ て か ら 発生 し た エラ ー に 対し て も 、 割 り 込 み 
が か か り 、 指 定 し た 行 の エラ ー 処 理 ル ー チ ン か ら プ ログ ラム が 実行 し ます 。ON 
ERROR GOTO 文 に よる 割り 込み は 、 別 の ON ERROR GOTO 文 か 、RUN 命 令 、 
CLEAR 文 を 実行 する まで 禁止 され ませ ん 。 

し た が っ て プロ グラ ム の 終了 前 に 、ON ERROR GOTO 0 を 実行 し て お く こ と を お 
すす めし ます 。 

も し 番号 |! の 行 が アロ グラ ム 上 に 存在 し な けれ ば “Undefined line number" エラ 
ー に な り ま す 。 





く ス テー トメ ント > 











機能 プロ グラ ム を エラ ー 状 態 に する 。 

書式 ERROR | エラ ー コ ー ド | 

文例 ERROR 100 

範囲 | エラ ー コ ー ド | は 0 一 255 

解説 付録 の エラ ー メ ッ セ ー ジ 表 に 示さ れ た エラ ー コ ー ド を 指定 する と 、 そ の エラ ー メ ッ 
セー ジ を 表示 し て 、 コ マン ドレ ベル に 戻り ます 。 
ON ERROR GOTO 娘 と いっ し ょ に 使う と この 廊 を 実行 後 、 指 定 し た エラ ー 処 理 ル 
ー チ ン へ ジャ ンプ し 、ERR に は 指定 し た エラ ー コ ー ド が セッ ト さ れ ま す 。 

参照 ON ERROR GOT0-, ERR,ERL 

サン プル ブログ ラム : 
19 ON ERROR GOTO 49 20 行 で エラ ー を 発生 させ て いま す が 、RESUME 
29 ERROR 5 


< エラ ー の 行 の 次 か ら ラ バ 
3 PRINT"ABC":END NEXT 文 で エラ の 行 の 次 か ら プ ログ ラム が 実 
49 RESUME NEXT 行 さ れ ま す 。 


骨 光 一 IH | | 
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瑞光 一 肖 
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ERL/ERR 


エラ ー ラ イン / エ ラー ナン バー 


く < シス テム 変数 > 








機能 発生 し た エラ ー の エラ ー コ ー ド お よび エラ ー の 発生 し た 行 番号 を 与え ます 。 

書式 ERL 
ERR 

文例 メー ニ ERL 
Y= ニ ERR 

解説 プロ グラ ム 実 行 中 に エラ ー が お きた と き の 行 番号 (ERL)、 エ ラー コー ド 番 号 (ERR) 
を 値 に し ます 。 ダイ レク トモ ー ド の と き の 行 番号 は 65535 に な り ま す 。ON ERROR GOTO 
娘 に よっ て 指定 し た エラ ー 処 理 ル ー チ ン で 使う こと が 一 般 的 で す 。 
ERL を IF 女 中 で 使う と き に は 必ず 左辺 に お きま す 。(IF ERL=10 一 ) そう すれ ば 、 
RENUM コ マン ド を 実行 し た と き に 、 右 辺 の 値 が 行 番号 と みな され 、 つ け な お され る 
た めで す 。ERL、ERR に は 値 を 代入 する こと が で きま せん 。 こ れ を する と “Syntax 
error"” となり ます 。 

参照 ON ERROR GOTO 一 














機能 エラ ー 回 復 処 理 終 了 後 、 プ ログ ラム の 実行 を 再開 し ます 。 
0) 
NEXT 
番号 
文例 RESUME 0 
RESUME NEXT 
RESUME 1000 
範囲 | 行 番号 | は 、 0 一 65529 
解説 ON ERROR GOTO で の エラ ー 処 理 ル ー チ ン 中 で 使用 し 、RESUME 文 の 実行 に よっ 
て エラ ー 処 理 ル ー チ ン か ら 復 帰し ます 。 
RESUME また は RESUME 0 は エラ ー の 原因 と な っ た 文 か ら プ ログ ラム を 実行 し 、 
RESUME NEXT は 、 エ ラー の 原因 と な っ た 文 の すぐ 次 の 文 か ら プ ログ ラム を 実行 
し ます 。 
RESUME | 行 番号 | は 、| 行 番号 | で 指定 し た 行か ら 再 開 さ れ ま す 。 


書式 RESUME 














INTERVAL ON/OFF/STOP 


イン ター バル オン / オ フ / ス トッ プ 








機能 
書式 


文例 
解説 


参照 


タイ マー 割り 込み を 許可 、 禁 止 、 ま た は 保留 し ます 。 

(1) INTERVAL ON 

(2) INTERVAL OFF 

(3) INTERVAL STOP 

INTERVAL ON 

ON INTERVAL GOSUB 娘 で タイ マー 割り 込み 時 間 と 割り 込み 処理 ルー チン の 先頭 
行 を 定義 し ます 。 

INTERVAL ON 娘 は タイ マー 割り 込み を 許可 し ます 。 こ の 命令 を 実行 し て お く と 、 
ON INTERVAL GOSUB 廊 で 設定 し た 時 間 ご と に 割り 込み が か か り 、 実 行 中 の プロ 
グラ ム を 中 断 し て タイ マー 割り 込み 処理 ルー チン が 実行 され ます 。 

INTERVAL OFF 娘 は タイ マー 割り 込み を 禁止 し ます 。 こ の 命令 を 実行 し て お く と 、 
ON INTERVAL GOSUB 女 で 設定 し た 時 間 が 経過 し て も 割り 込み は か か り ま せん 。 
INTERVAL STOP 娘 は タイ マー 割り 込み を 保 劉 し ます 。 こ の 命令 を 実行 し て お く 
と 、 以 後に か か っ た タイ マー 割り 込み は 、INTERVAL ON 廊 を 実行 する まで 保留 さ 
れ 、INTERVAL ON を 実行 する と 、 直 ち に タイ マー 割り 込み 処理 ルー チン が 実行 き 
れ ま す 。 こ の 命令 は INTERVAL ON 状態 で 実行 され る 場合 の み 有効 で す 。 

ON INTERVAL GOSUB 


サン プル プロ グラ ム : 


19 CLS 

29 IN INTERVAL=69 GOSUB 69 

39 X=69 

49 INTERVAL ON 

59 GOTO 59 

69 INTERVAL OFF:X=X-1:IF X=9 THEN PLAY"04CEG985C" :END 

79 LOCATE 19,19:PRINT USING"#" 4X 

89 INTERVAL ON:RETURN 一 定時 間 ご と に 割り 込み が 発生 する 
プロ グラ ム で す 。 


割 
込 
み 
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ON INTERVALGOSUB ら テ デー リン シリ ] 
[ゴン イシ ター シル ヨ ー タ タン 


オン イン ター バル ゴー サブ 





参照 


タイ マー 割り 込み 条件 を 設定 し 、 割 り 込み ルー チン の 開始 行 を 定義 し ます 。 

ON INTERVAL = | 時 間 !| GOSUB | 行 番号 | 

ON INTERVAL =60 GOSUB 200 

時 間 ! は 1/60 秒 単位 で 、1 一 65535 まで の 数 値 、 | 行 番号 は 割り 込み 処理 ルー チン 

の 開始 行 番号 で 0 一 65529 の 整数 で す 。 

この 命令 は 、 割 り 込 み が か か る 時 間 間 隔 の 設定 を し 、 そ の 間隔 ご と に 割り 込み が か 

か り 、 割 り 込み 処理 ルー チン が 実行 され ます 。(INTERVAL ON の と き ) 

割り 込み 処理 ルー チン か ら の 復帰 は 、RETURN 文 を 使い ます 。 

割り 込み 処理 ルー チン を 実行 し て いる 間 、 自 動 的 に INTERVAL STOP 状態 に な り 、 

RETURN 文 実 行 と と も に INTERVAL- ON 状態 に 戻り ます 。 

( 注 ) こ の 命令 は 割り 込み の 定義 を する だ け で 、 実 行 し た と き に 割り 込み が か か る わ 
け で は あり ませ ん 。 

INTERVAL ON/OFF/STOP 


サン プル プロ グラ ム : 


19 J=9 
2 ON INTERVAL=1 GOSUB 59 
39 INTERVAL ON 


49 GOTO 49 
89 PRINT "TIMEe'ig 時 間 を 表示 する プロ グラ ム で す 。 
79 RETURN 時 間 は 1/60 秒 単位 で 増加 し ます 。 





KEY(n)ON/OFF/STOP テー トメ ント > 


キー オン / オ フ / ス トッ プ 





機能 
書式 


文例 
範囲 
解説 


参照 


ファ ンク ショ ン キ ー に よる 割り 込み を 許可 、 禁 止 、 ま た は 保留 し ます 。 

(1) KEY 〔(| キ ー 番 号 |)) ON 

(2) KEY (〔(| キ ー 番 号 | )) OFF 

(3) KEY 〔( | キー 番号 |)) STOP 

KEY(2) ON 

キー 番号 ! は 1 10 

ファ ンク ショ ン キ ー に よる 割り 込み を 制御 し ます 。 

KEY(n) ON は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ーn(n は キー 番号 ) に よる 割り 込み を 許可 し ま 
す 。 こ の 文 を 実行 し た あと に ファ ンク ショ ン キ ー を 押す と 、ON KEY GOSUB 文 で 
定義 し た 割り 込み 処理 ルー チン を 実行 し ます 。 

KEY(n) OFF は 割り 込み を 禁止 し ます 。 

KEY(n) STOP は 割り 込み を 保留 に し ます 。 この 命令 を 実行 する と ファ ンク ショ 
ン キ ー の 割り 込み は 実行 され ませ ん が 、 そ の あと KEY (n) ON 命令 が 実行 され る 
と 、 割 り 込み 処理 ルー チン を 実行 し ます 。 た だ し KEY(n) STOP は KEY(n) ON 
の 実行 を 保留 する 命令 で ある た め 、 KEY(n) ON 状態 で な けれ ば 保留 され ず に 無 
効 と な り ま す 。 

ON KEY GOSUB 





ON KEY GOSUB < ステート メン ト 〉 








オン キー ゴー サ プ 

機能 ファ ンク ショ ン キ ー に よる 割り 込み 処理 ルー チン の 開始 行 を 定義 し ます 。 

書式 ON KEY GOSUB | 行 番号 | (, | 行 番号 | …… ) 

文例 ON KEY GOSUB 100, 200, 300 

解説 ファ ンク ショ ン キ ー が 押さ れ た と き に ジャ ンプ する 処理 ルー チン の 開始 行 を 定義 し 
ます 。 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー が 押さ れ て 割り 込み が か か っ た と き に 、 ど の 割り 込み 処 
理 ル ー チ ン に ジャ ンプ する か を 定義 し ます 。 以 後 、KEYqn) ON 状態 に し て お け ば 、 
ファ ンク ショ ン キ ー が 押さ れる た びに 割り 込み 処理 ルー チン が 実行 され ます 。 
割り 込み 処理 ルー チン か ら の 復帰 は RETURN 文 を 使い ます 。 
( 注 ) こ の 命令 は 割り 込み の 定義 を する だ け で 、 実 行 し た と き に 割り 込み が か か る わ 

け で は あり ませ ん 。 
参照 KEY (n) ON/OFF/STOP 


区 加 目 
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ON SPRITE GOSUB く < ステ ー ト メン ト > 


オン スプ ライ ト ゴー サブ 








機能 


スプ ライ ト が 重なっ た 場合 、 ジ ャ ンプ する 割り 込み 処理 ルー チン の 開始 行 を 定義 し 
ます 。 


書式 ON SPRITE GOSUB | 行 番号 | 

文例 ON SPRITE GOSUB 700 

解説 SPRITE ON 状態 て 、PUT SPRITE で 画面 に 描い た スプ ライ ト が 、 他 の スプ ライ 
ト と 重なっ た と き に 割り 込み が か か り 、 | 行 番 号 | か ら 始ま る 割り 込み 処理 ルー チン 
が 実行 きれ ます 。 
割り 込み 処理 ルー チン か ら の 復帰 は 、RETURN 文 を 使い ます 。 
割り 込み 処理 ルー チン を 実行 し て いる 間 、 自 動 的 に SPRITE STOP 状態 に な り 
RETURN 文 突 行 と と も に SPRITE ON 状態 に な り ま す 。 

参照 SPRITE ON/OFF/STOP, PUT SPRITE 

サン プル プロ グラ ム : 


1 RESTORE 

29 SCREEN 2,1 

39 ON SPRITE GOSUB 189 

49 SPRITE ON 

59 GOSUB 159 : SPRITE$(9)=A$ 

69 GOSUB 159 : SPRITE$(1)=A$ 

79 DEF FNR(X)=INT(RND( 1 ) xX ) 

89 X1=FNR(249 ) :X2=FNR( 249 ) 

9 Y1=FNR( 189 ) :Y2=FNR( 189 ) 

199 PUT SPRITE 9,(X1.Y1) 

119 PUT SPRITE 1,(X2,Y2) 

129 GOTO 89 

139 DATA 18,18,18,FF,FF,18,18。18 
149 DATA 18,24,42.FF。 に 42.24.18 
159 A$="":FOR J=1 TO 8 

169 READ B$:A$=A$+CHR$(VAL("&H"+B$) ) 
179 NEXT J:RETURN 


189 SPRITE OFF ラ 上 に 表示 し 、 
199 PLAY *04GO5C* RS 
299 FOR J=1 TO 39:NEXT J 2 つの スプ ライ ト が 量 な っ た と き に 
219 END 音楽 を 鳴ら し て 処理 を 終え ます 。 











SPRITE ON ノ /OFF/STOP テー トメ ント > 
! スプ ライ ト オ ン / オ フ / ス トッ プ 





機能 
書式 


文例 
解説 


参照 


スプ ライ トバ ター ン が 重なっ て お こる 割り 込み を 許可 、 禁 止 、 ま た は 保留 し ます 。 
SPRITE ON 

SPRITE OFF 

SPRITE STOP 

SPRITE ON 

ON SPRITE GOSUB 文 で 定義 し た 割り 込み 処理 ルー チン の 制御 を 行ない ます 。 ス 
プラ イト バ パターン が 表示 され た と き 、 他 の スプ ライ トバ パタ ー ン と 重なっ た 場合 に 割 
り 込 み が か か り ま す 。 

SPRITE ON 娘 は 、 ス プラ イト が 重なっ た と き に 割り 込み を 発生 きせ 、 割 り 込み 処 
理 ル ー チ ン を 実行 し ます 。 

SPRITE OFF 女 は 割り 込み を 禁止 し ます 。 

SPRITE STOP 女 は 割り 込み を 保留 し ます 。 

SPRITE STOP 文 は SPRITE ON の 実行 を 保留 する 命令 で あり 、SPRITE ON 状態 
で な けれ ば 割り 込み は 保留 され ず に 無効 と な り ま す 。 

ON SPRITE GOSUB, PUT SPRITE 


ドコ :-】 国 
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ドー | 
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ON STOP GOSUB く < ステートメント > 
| オン スト ッ プ ゴー サ プ 。。 。。 。 ノ 








機能 
書式 
文例 
解説 


参照 


本 ~ STOP) キー に よる 割り 込み 処理 ルー チン の 開始 行 を 定義 し ます 。 

ON STOP GOSUB 抹 番 中 

ON STOP GOSUB 500 

STOP ON 状態 で 、 当 キー が 押さ れ た と き に 割り 込み が か か り 、 
プロ グラ ム の 実行 を 中 断 し て ] 行 番号 | か ら 始ま る 割り 込み 処理 ルー チン が 実行 され 
ます 。 

割り 込み 処理 ルーチン か ら の 復帰 は RETURN 文 を 使い ます 。 こ の と き RETURN 
文 に 行 番号 を 指定 し て いな けれ ば 割り 込み が か か っ た 際 に 、 中 断 し た プロ グラ ム が 
再開 され ます 。 

割り 込み 処理 ルー チン を 実行 し て いる 間 は 、 自 動 的 に STOP STOP 状 態 に な り 、 
RETURN 婦 実行 と と も に STOP ON の 状態 に な り ま す 。 

この 命令 は プロ グラ ム モ ー ド の み 有 効 で す 。 ま た 、 ON ERROR GOTO 女 、ON KEY 
GOTO 丸 で 定義 する 割り 込み 処理 を 実行 中 は 、 こ れ ら の 処理 ルー チン が 終了 する まで 
割り 込み は 保留 され ます 。 

ON STOP GOSUB 文 を 使っ て 、STOP ON の 状態 に な っ た プロ グラ ム は 中 断 す る 
こと が で き な く な り ま す 。ON STOP GOSUB 文 は 動作 ミス の な い プ ログ ラム に し 
て か ら 使用 し て くだ さい 。 

ON KEY GOSUB, STOP ON/OFF/STOP 


サン プル プ ブログ ラム : 


19 ON STOP GOSUB 49 


26 STOP ON 

36 GOTO 39 GRD 5R9 キ ー を 押す と STOP!P 
PE TENTDB と 表示 され ます 。 何 か キー を 押す こ 
69 STOP ON:RETURN と に より 刀 理 は 再開 し ます 。 





STOP ON/OFF/STOP テー トメ ント > 


スト ッ プ オン オフ ンス トッ プ 





機能 
書式 


文例 


参照 


(ETRU) _- STOP] キー の 割り 込み を 許可 、 禁 止 、 保 留 し ます 。 

STOP ON 

STOP OFF 

STOP STOP 

STOP ON 

還 キー を 押し て 発生 する 割り 込み を 制御 し ます 。 

STOP ON 女 は 割り 込み の 発生 を 許可 し ます 。 ご キー が 押さ れ た と 
き に 、ON STOP GOSUB 文 で 定義 し た 割り 込み 処理 ルー チン を 実行 し ます 。 
STOP OFF 廊 は 割り 込み を 禁止 し ます 。 

STOP STOP 廊 は 、 割 り 込 み を 保留 し ます 。 

STOP STOP 娘 は 、STOP ON の 実行 を 保留 する 命令 で あり 、STOP ON 状態 で 
な いと き は 、 割 り 込 み は 保留 され ず に 無効 と な り ま す 。 

STOP STOP 文 に より 保留 され た 割り 込み は 、 次 の STOP ON が 実行 され た と き 有 
効 と な り 、ON STOP GOSUB 女 に より 割り 込み 処理 ルー チン が 実行 され ます 。 
ON STOP GOSUB 








ON STRIG GOSUB く < ステー トメ ント > 


オン エス トリ ガー ゴー サブ 





機能 ジョ イス ティ ッ ク ま た は MX-10 本 体 の トリ ガー ポタ ン が 押さ れ た 場合 に ジャ ンプ する 
割り 込み 処理 ルー チン の 開始 行 を 定義 し ます 。 

書式 ON STRIG GOSUB 〔| 行 番 縛 〕 〔, | 行 番 呈 ……) 

文例 ON STRIG GOSUB 100, 300 

範囲 | 行 番号 | は 最大 5 個 ま で 指定 で きる 。 

解説 STRIG ON 状態 で て スペース キー ある い は ジョ イス ティ ッ ク の トリ ガー ポタ ン が 押さ れ 
た と き に 割り 込み が か か り 、 プ ログ ラム の 実行 を 中 断 し て | 行 番号 ! か ら 始 まる 割り 
込み 処理 ルー チン が 実行 され ます 。 割り込み 処理 か ら の 復帰 は 、RETURN 文 を 使 
いま す 。 
割り 込み 処理 ルー チン を 実行 し て いる 問 、 自 動 的 に STRIG STOP 状態 に な り 、RE 
TURN 文 実行 と と も に 、STRIG ON 状態 に な り ま す 。 

参照 STRIG ON/OFF/STOP 

サン プル プロ グラ ム : 


19 OCG 6 49,49 
1) ON の 月 。 
39 GOTO 39 トリ ガー ボタ ン 1 を 押す と ^FIRE! 


49 PRINT “FIRE!":BEEP: RETURN が 表示 され ます 。 


S ア 器 較 
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STRIG ON/OFF/STOP ご テー トメ ント > 


エス トリ ガー オン オフ ストップ 











機能 


書式 


文例 
解説 


ジョ イス ティ ッ ク の トリ ガー ポタ ン が 押さ れ た と き に 起こ る 割り 込み を 許可 、 禁 止 、 
保留 し ます 。 

STRIG( | ジョ イス ティ ッ ク 番 号 |) ON 

STRIG( | ジョ イス ティ ッ ク 番 号 )) OFF 

STRIG(| ジ ョ イス ティ ッ ク 番 号 ! ) STOP 

1 ジョ イス ティ ッ ク 番 号 |「 は 0 一 4 、 番 号 の 指定 は STRIG 関数 と 同じ で す 。 

トリ ガー ボタ ン に より 割り 込み 処理 の 制御 を 行ない ます 。 

STRIG ON 文 は 、 プ ログ ラム 実行 中 に トリ ガー ボタン が 押さ れ た と き 割 り 込み が か か 
り 、ON STRIG ON GOSUB 廊 で 定義 し た 割り 込み 処理 ルー チン を 実行 し ます 。 
STRIG OFF 女 は 、 割 り 込み を 禁止 し ます 。 

STRIG STOP 女 は 、 割 り 込 み を 保留 し ます 。 こ の 状態 で 割り 込み が か か っ た と き 
に は STRIG ON 女 を 実行 する と 同時 に 割り 込み が 発生 し ます 。 

ジョ イス ティ ッ ク に よっ て は トリ ガー2 の ポタ ン が な いも の も あり ます 。 








DATA 








機能 READ 文 て 読み 込む 数 値 や 文字 定数 を 用 意 し ます 。 
書式 DATA 盾 数 | 〔, | 征 数 …… 〕 
文例 DATA 154、127.234 
範囲 定数 は 1 行 に 入る 範囲 (255 文 字 ) の 中 で 、 カ ンマ (・) で 区 切る こと も で きま す 。 
解説 DATA 文 は READ 文 で 読み 出す 値 を 設定 し ます 。 
プロ グラ ム 実 行 時 に DATA 文 そ の も の は 何 も 実 行 し ませ ん 。 
DATA 文 は 、 ひ と つの プロ グラ ム 中 に いく つも 存在 する こと が で きま す 。 
DATA 文中 の 盾 数 | は 、 ひ と つの プロ グラ ム 内 で 連続 きれ た デー タ の 並び に な り ま す 。 
條 数 | は 、READ 文 で 読み 出す 型 と 同じ 型 が 読み 出さ な けれ ば な り ま せん 。 対応 し 
て いな いと き は “Syntax error' と な り ま す 。 
DATA 文中 の 区 切り は 、 カ ンマ ( , ) で す が 、 文 字 デ ー タ と し て の カン マ ( ,) や ピリ 
オド (・)、 意 味 を も っ た 空 折 は 、 そ の 文字 定数 の 前 後 を 引用 符 (*) で 囲み ます 。 
READ 文 は 行 番号 の 小さ い DATA 文 に 格納 され て いる デー タ か ら 順 に 読み 込み ます 
が 、RESTORE 文 で は 、READ 文 で 読み 出す DATA 文 を 行 単位 で 指定 で きま す 。 
参照 READ, RESTORE 
サン プル プ ブログ ラム : 
19 READ A$:IF A$="END" THEN 39 
29 PRINT A$:GOTO 19 


3 READ A:IF A=-1 THEN 59 
49 PRINT A,:GOTO03@ 


59 END 

69 DATA "This is a Pen.“" レー ーー ォ 層 字 デ ー 

76 DATA "Is that a pen,too?" AE 
89 DATA "No,it is not." を 実行 し て いま す 。30 行 一 40 行 は 数 
99 DATA END 値 デ ー タ の READ 文 を 実行 し ます 。 
199 DATA 19.2.5,&B1191.&09265 ※ 数 値 デ ー タ は 、 小 数 点 を 含ん だ 10 


119 DATA &HFC,-1 進数 、 2 進数 、 8 進数 、16 進 数 が 


使え る こと を 示し て いま す 。 


コー ツ 四 
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く ス テー トメ ント > 











機能 DATA 文 で 指定 され て いる デー タ を 読み 込み 、 変 数 に 代入 し ます 。 

書式 READ | 変数 リス ト ! 

文例 READ A,.B,C$ 

解説 DATA 文 の な か の デー タ を ひと つ ひ と つ 順 に 読み 込み 、 指 定 し た 値 を 変数 に 代入 し 
ます 。 変 数 を 複数 指定 する と き に は 、 カ ンマ ( , ) で 区 切り ます 。 
ひと つの READ 文 で 複数 の DATA 文 を 参照 し た り 、 い くつ か の READ 文 で ひと つ 
の DATA 文 を 参照 する こと が で きま す 。 
READ 文 て 指定 し た 変数 名 と DATA 文 で 読み 出さ れる デー タ の 型 が 一 致し て いな い 
と き は 、“Syntax error' に な り ま す 。 ま た 変数 の 数 が DATA 文 の デー タ 数 以上 の と 
き は “Out of DATA" エラ ー に な り ま す 。 
RESTORE 文 で 読み 込む DATA 文 を 指定 する こと が で きま す 。 

参照 RESTORE、 DATA 

サン プル プロ グラ ム : 


19 RESTORE 69 


29 READ A$,B,C 
遇 39 IF A$="END" THEN END 
49 PRINT USING "& 8 提 六 拉 提 提 井 音韻 若 "*A$ も 1BCiB+C 
イ 59 GOTO 29 
) 間 BA 68E25 FE2O を 全て DATA を 時 
89 DATA HIJK,324,312 し ます 。*END* を 読ん だ と き に プロ 
99 DATA END,9.9 グラ ム は 終了 し ます 。 
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RESTORE く ス テー トメ ント > 


リス ト ア 





機能 READ 文 で 読み 込む デー タ の 開始 行 番号 を 指定 し ます 。 

書式 RESTORE [| 行 番号 | ) 

文例 RESTORE 700 

範囲 | 行 番号 | は 0 一 65529 

解説 READ 文 で 読み 出す DATA 文 を 指定 し ます が 、 行 番号 を 省略 する と 、 プ ログ ラム 中 
の 最初 の DATA 文 を 指示 し た こと に な り ま す 。 

参照 DATA, READ 

サン プル プロ グラ ム : 


19 RESTORE 119 : GOSUB 39 

29 RESTORE 79 : GOSUB 39 : END 

39 READ A$,B,C 

49 IF A$="END" THEN RETURN 

59 PRINT USING"& 8 拉 提 祝 提 持 間 電 福 "3A$ も 1BiCiB+C 

69 GOTO 39 

79 DATA ABC,3,24 

89 DATA DEFG,123,93 

99 DATA HIJK,324,312 

199 DATA END,9,9 

120 DATA カク ジコ!243!135 RESTORE 六 を 使っ て 、 自 由 な 人 
139 DATA END,9,9 か ら DATA を 読み 込ん で いま す 。 


1 
タ 
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く ス テー トメ ント > 








機能 
書式 
文例 


解説 


プロ グラ ム に 注 秋 を 入れ ます 。 
REM 〔 | 注釈 文 | 
REM* ネ ネネ PROGRAM* ネ ※ ネ キネ 
ネネ 玉 PROGRAM ネ ネネ 
REM 文 以降 を 注釈 行 と し ます 。 
注釈 行 と は 、 プ ログ ラム を 見 や すく する た め に 使う も の で 、 自 由 に どこ の 行 に で も 
置く こと が で きま す 。(DATA 文中 に は 置け ませ ん 。) 
注釈 文 は プログ ラム 実行 時 に は 無視 され ます 。 
REM 文 以降 に コロ ン ( : ) で マル チ ス テー トメ ント に する こと は で きま せん 。 
REM の 代り に アポ スト ロフ ィ (・) [SHIFT ] [を 使う こと が で きま す 。 


サン プル プロ グラ ム : 


19 REM REMARK ノ レイ 
29 ′ REM ) ハ 「'」 テ ~ タ ~ イ ヨウ テ ~ キ マス 。 
39 PRINT " キ ~ ョ ウ ノ サイ コ ~ こ モ ツケ ラ レ マ ス 。" "レイ 


49 END プロ グラ ム に 注釈 を つけ た 例 で す 。 





BASE 





く シ ステ ム 変 数 > 





機能 
書式 
文例 
範囲 
解説 


画面 出力 に 関連 し て いる テー ブル の アド レス を 与え ます 。 


BASE (数式! ) 
BASE (5) 
0 一 19 


画面 出力 に 関す る アド レス を 与え を ます 。 こ の シス テム 変数 に 値 を 代入 する こと は で 
きま せん 。 
上 数 式 ! で 指定 で きる の は 下記 の 通り で す 。 

テキ スト モー ド (最大 40 x 24 文 字 ) 名 称 テ ー ブ ル 

テキ スト モー ド (最大 40x24 文 字 ) 使用 し ませ ん 

テキ スト モー ド (最大 40X24 文 字 ) パタ ー ン ジェ ネ レ ー タ テー ブル 
テキ スト モー ド (最大 40x24 廊 字 ) 使用 し ませ ん 

テキ スト モー ド (最大 40 x 24 文字) 使用 し ませ ん 

テキ スト モー ド (最大 32 x24 文 字 ) 名 称 テ ー ブ ル 

テキ スト モー ド (最大 32 x24 文 字 ) カラ テー テー ブル 

テキ スト モー ド (最大 32 24 文字 ) パタ ー ン ジェ ネ レ ー タ テー ブル 
テキ スト モー ド (最大 32X24 廊 字 ) スプ ライ ト 属 性 テー ブル 

テキ スト モー ド (最大 32X24 文 字 ) スプ ライ ト パ タ ー ン テー ブル 
高 解像度 グラ フィ ッ ク モ ー ド 名 称 テ ー ブ ル 

高 解像度 グラ フィ ッ ク モ ー ド カラ ー テ ー ブ プル 

高 解像度 グラ フィ ッ ク モ ー ド パタ ー ン ジェ ネ レ ー タ テー ブル 
高 解像度 グラ フィ ッ ク モ ー ド スプ ライ ト 属 性 テー ブル 

高 解像度 グラ フィ ッ ク モ ー ド スプ ライ トバ パタ ー ン テー ブル 


0 


oo ココ の の R co tO ピ 
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マル チカ ラー モー ド 
マル チカ ラー モー ド 
マル チカ ラー モー ド 
マル チカ ラー モー ド 
マル チカ ラー モー ド 


サン ブル ブログ ラム : 


SCREEN 9 
A=BASE(9 ) 
FOR Js TO 255 


VPOKE A+J,J 


NEXT J 
LOCATE 9.19 
END 


名 称 テ ー ブ ル 

使用 し ませ ん 

パタ ー ン ジェ ネ レ ー タ テー ブル 
スプ ライ ト 属 性 テー プル 

スプ ライ トバ パタ ー ン テー ブル 


スク リー ン モ ー ド 0 の 名 称 テ ー ブ ル の 先頭 を 求め 
VRAM に 直接 デー タ を 書き 込み ます 。 


き Sm 肖 
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ao 自 


























機能 VRAM 上 の 指定 され た 番地 の 内 容 を 読み 出し ます 。 

書式 VPEEK (| 番地 |) 

文例 A = VPEEK (1) | その 結果 | A に は VRAM の 1 番地 の 内 容 が 入る 。 

範囲 | 番地 | は 0 一 16383 (&HO 一 &&H3FFF) 

解説 VRAM 上 に ある 画面 上 の デー タ を 読み ます 。 読み 出さ れる デー タ は 0 一 255 の 範囲 
窓 衣 。 

参照 VPOKE、 BASE 

サン プル プロ グラ ム : 
10 A$="T 


29 FOR J=9 TO 39 
39  A$=A$+CHR$(VPEEK(J) ) 


49 NEXT に 
59 PRINT AS 画面 の 一 番 上 の 行 を 直接 VRAM か ら 読み 、 
69 END AS に 入れ 表示 し ます 。 





< く ス テー トメ ント > 











VRAM 上 の 指定 され た 番地 に デー タ を 書き 込み ます 。 

VPOKE | 番地 | | データ | 

VPOKE A2, &HFF 

番地 | は VRAM の 先頭 番地 を 0 と する 0 一 16383 | デー タ | は 0 一 255 

VRAM 上 に 直接 デー タ を 書き 込み ます 。 

VPEEK., BASE 

( 注 ) 不用 意 に 使用 する と 画面 表示 が 変化 する 場合 が ある の で VDP を 理解 し た うえ 
で 使用 し て くだ さい 。 


サン プル プロ グラ ム : 


19 SCREEN 9 

2 FOR J=9 TO 39 に 

3 VPOKE J,INT(RND(1 )x256 ) VRAM 上 に 直接 デー タ を 書き ます 。 
49 NEXT J 文字 は 一 番 上 の 行 に 表示 され ます 。 


59 END 








CLS く < ス テー トメ ント > 


クリ アー スク リー ン 








機能 画面 を 消 二 し ます 。 

書式 CLS 

文例 CLS 

解説 画面 上 の 内 容 を すべ て 消し ます 。PRINT CHR$(12: も 同じ 動作 を し ます 。 


クシ ョ ン キ ー の 表示 指定 (KEY ON 状態 ) の と き は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 表示 は の 


こり ます 。 
グラ フィ ッ ク モ ー ド の と き 、 背 景色 は COLOR 文 で 指定 し た 色 に 塗ら れ ま す 。LP は 
実行 前 と 同じ で す 。 

サン プル プロ グラ ム : 


19 FOR J=9 TO 199 

29  X=INT(RND(1 ) 32) 

36  Y=INT(RND(1 ) *29 ) 

49 LOCATE X,Y:PRINT "w"i 

59 NEXT J 

68 FOR J=9 TO 1999:NEXT J 

79 LOCATE 8.17:PRINT " 時 

89 LOCATE 8.18:PRINT "  CLS > マス 

9 LOCATE 8.19:PRINT " 

Pe FOR Js9 TO 59:NEXT 9 10 行か ら 100 行 て 画面 に ・**・ を 表示 し ます 。 

129 END その 後に 時 間 を お いて 、CLS (クリ アー スク 
リー ン ) 命令 を 実行 し 、 画 面 を 消し ます 。 
70 行 と 90 行 の 空白 (スペ ー ス ) は 、 14 で す 。 


借 層 回 還 四 
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機能 画面 の 各部 の 色 を 指定 し ます 。 

書式 COLOR (| 前 景色 | 〕 〔, 背景 色 | 〕 〔, | 周辺 色 | 〕 

文例 COLOR 15. 6, 3 

範囲 色 コ ー ド は 0-15 

解説 画面 の 各部 分 の 色 を 指定 し ます 。 
前 景色 は テキ スト 画面 の と き の 文字 の 色 や 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 点 や 線 の 色 で す 。 
背景 色 は 画面 の 背景 の 色 、 周 辺 色 は 画面 の わく に な る 色 で す 。SCREEN 0 で は 、 周 
辺 色 は 背景 色 と 同 じ し に な る の で 、 周 辺 色 を 指定 し て も 意味 を 持ち ませ ん 。 
起動 時 は 、COLOR 15, 4, 7 に な っ て いま す 。 
前 景色 は 文字 表示 の ほか 、PSET, LINE, CIRCLE 命令 の と き に 人 色 指 定 を 省略 し た 
と き の 値 に な り ま す 。 ま た 、 背 景色 は PRESET 命令 の 省略 値 に な り ま す 。 
カラ ー コ ー ド 表 

サン プル プロ グラ ム : 


19 SCREEN 1 
29 CLS 

3 FOR J=9 TO 199 

49  X=INT(RND(1)x32) 

59 YsINT(RND( 1 )x29 ) 

69  C=INT(RND(1)x96)+32 

79 LOCATE X,Y:PRINT CHR$(C): 
89 NEXT J 

9 FOR J=9 TO 389:NEXT J 

199 FOR J=1 TO 59 

119 F=INT(RND(1)x16) 

129 B=INT(RND(1)x16) 

139 G=INT(RND(1)x16) 

146 COLOR F,B,G 

159 FOR _K=1 TO 399:NEXT K 


画面 を スク リー ン | に し 、!0| 個 の 適 
166 NEXT J ニ 

176 COLOR 15,4、7 当 な 文字 を 画面 に 表示 し 、 前 景色 、 
1 NE 9,29 背景 色 、 周 辺 色 を 適当 に 変化 させ ます 。 
1 ND 





く シ ステ ム 変 数 > 











VDP (ビデ オデ ィ ス プレ イプ ロモ セッ サ ) の レジ スタ ヘ へ デー タ を 書き 込ん だ り 参 照 し 
た り し ます 。 
VDP (| レジ スタ 番号 | ) 
X = VDP (8) 
1 レジ スタ 番号 ! は 0 一 8 
VDP レジ スタ の 内 容 を 参照 し た り 変更 し た り し ます 。 
1 レジ スタ 番号 | は 次 の よう に 指定 し ます 。 
0 : 各種 機能 、 表 示 モ ー ド 
1 : 各種 機能 、 表 示 モ ー ド 
2 : パタ ー ン 名 称 テ ー ブ ル ・ ベ ー ス アド レス 
3 : カラ ー テ ー ブ ル ・ ベ ー ス アド レス 
4 : パタ ー ン ジェ ネ レ ー タ ・ ベ ー ス アド レス 
5 : スプ ライ ト 属 性 テー プル ・ ベ ー ス アド レス 
6 : スプ ライ ト ジ ェ ネ レ ー タ ・ テ ー ブ ル ・ ベ ー ス アド レス 
7 : テキ スト カラ ー、 バ ッ ク ド ロッ プ カ ラ ー 
8 : 割 り 込み フラ グ / 第 5 スプ ライ ト 情 報 / 笑 突 フラ グ ( 読 み 出し 専用 ) 


注 ) この シス テム 変数 は 、VDP を 理解 し た 上 で 使用 し て くだ さい 。 
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PRINT く ス テー トメ ント > 


プリ ント 


機能 
書式 
文例 
解説 





画面 に デー タ を 表示 し ます 。 

PRINT (UI 式 | …… ] 

PRINT XYZ? 

工 ! で 指定 され た 数 値 や 文字 列 を 画面 に 表示 し ます 。 | 式 | が 省略 され た 場合 は 改行 

だ け 行 な いま す 。 

複数 個 の 式 | を 指定 する 場合 は 、 式 の 間 を カン マ ( , ) か セミ コロ ン ( : ) で 区 切り ま 

す 。 そ の 使い わけ は 次 の 通り で す 。 

カン マニ 区切 られ た 次 の 領域 の 始め か ら 表 示さ れ 、 頭 そろ え を 行なう こと が で 
きま す 。 
セミ コロ ン ニ 区 切ら れ た 直前 に プリ ント し た も の の すぐ うし ろ に 続い て 1 式 ! の 

内 容 が 表示 され ます 。 な お 、 文 字 式 の 区 切り 記号 と し て 空白 (^ ?) を 
使う と 、 こ れ と 同じ 働き を し ます 。 

一 番 最後 の 式 ! の う し ろ に セミ コロ ン が あれ ば 、 次 に 実行 され る PRINT 文 で 出力 

する | 式 | の 内 容 が すぐ あと に 表示 され ます 。 

変数 と ` / で 時 まれ た 文字 列 と の 区 切り は 、 区 切り 記号 ( , ) ( :) を 省略 する こと が 

で きま す 。 こ の と き セ ミコ ロン を 使用 し た 状態 に な り ま す 。 

数 値 を 表示 し た 場合 は 、 そ の うし ろ に 必ず 空 折 が ひと つ 表 示さ れ ま す 。 

数 値 の 前 に は 符号 を 表示 する た め 、 正 の 値 な ら ば 空白 、 負 の 値 な ら ば マイ ナス 符号 

が 表示 され ます 。 

PRINT の 簡 貼 形 と し て 疑問 符 ( ? ) を 使用 する こと が で きま す 。 

な お 、PRINT 文 は チキ スト モー ド で の み 有 効 で す 。 


サン プル プロ グラ ム : 


16 FOR J=1 TO 19 
2 PRINT "ABCD"i 
39 NEXT J: PRINT 
49 FOR J=1 TO 19 


59 PRINT "EEFGH"。 *ABCD* の 文字 を 続け て 10 回 表示 し ます 。30 
66 NEXT J 行 の PRINT 文 で 改行 し て *EFGH* を 空白 を つ 
76 END け て 10 回 表示 し ます 。 





PRINT _ USING < ステ ー ト メン ト > 


プリ ント ユー ジン グ 





機能 
書式 


文例 
解説 


文字 列 や 数 値 を 指定 され た 書式 で 表示 し re 
PRINT USING 構 式 1 式 | (中 | Co 


PRINT USING ヾ \\ 半 半 ヶ r。 芝 

I 式 | で 表わさ れる 文字 列 や 数 値 を | 書式 | の 型 に し た が っ て 編集 し 、 テ キス ト 画 面 に 
表示 し ます 。 こ の ] 式 | は 、 カ ンマ ( ,) や セミ コロ ン ( : ) で 区 切れ ば 、 複 数 個 で も 指 
定 で きま す 。 

| 書式 | は 、 次 に あげ る 書式 制御 文字 を 連ね た 文字 列 で あり 、 文 字 列 を 編集 する も の 
と 数 値 を 編集 する も の と が あり ます 。 


e 文字 列 を 編集 する 書式 制御 文字 
tm 文字 列 の 左側 1 字 を 表示 し ます 。 

( 例 ) 
P$= ヾ American/( コ ) 
Ok 
PRINT USING ヾ !? jiP$ ( つ ) 
A 
Ok 

& In 個 の 空自 | を …… 


文字 列 の 左側 か ら (n 二 2) 文字 を 表示 し ます 。 文 字 列 が (n 二 2) 文字 よ 
リ り 長い 場合 は 余分 な 文字 を 表示 し ませ ん 。 ま た (n 二 2 ) 文字 より 短 か け れ 
ば 和 足ら な い 文 字数 だ け の 空白 を 右側 に 補っ て 表示 し ます 。 
P$ = ヾ American/( に コ ) 
0k 
PRINT USING ヾ & &/ 』P$( コ ) 
Ameri 
Ok 
@…… 書 式 | の 文字 列 の な か に 含ま れ て いる `@” を | 式 | の 文字 列 で お き 換え 、| 書 
式 | を 表示 し ます 。 ひと つの ~^@” は 左側 の 1 式 ! か ら 順 に 対応 し 、 | 書式 | 中 の 
~@/ の 数 が | 式 | の 数 より 多い 場合 は 残り の *@? は 無視 し ます 。 
( 例 ) 
P$=*He?:0O$=*American ヶ 〔 ら ) 
Ok 
PRINT USING\@ is @? :P$,。QO$〔 コ ) 
He is American 
Ok 


























ES 回 較 7 せ dl | 
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EES > 回 較 7>J せ Ni 和 
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を 編集 する 書式 制御 文字 
数 値 を "#” で 指定 され た 桁 数 だ け 表 示し ます 。 数 値 が 指定 され た 桁 数 より 
小さ い 場 合 は 右 つ めで 表示 し 、 左 側 に 空白 を 補い ます 。 
小数 点 の 位置 を 指定 し 、 小 数 部 の 桁 数 が 書式 で 指定 され た 桁 数 より 小さ い 場 
合 は 、 右 側 に 0 を 補い ます 。 
( 例 ) 
PRINT USING ` 后 井 井 . 井 井 3 3.5.4.792。7。.92 
3.5 の 9 4.79 7.@9@ 9.92 
Ok 
書式 | の 左端 に +” が 付く と 、 数 値 の 前 に 正負 符号 を 表示 し 、 | 書式 | の 右 
端 に +” が 付く と 数 値 の う し ろ に 正負 符号 を 表示 し ます 。 
また ^+” が 2 個 以 上 並ん だ 場合 は 、 数 値 の 外側 の *+” は 制御 文字 と みな 
し ませ ん 。 
( 例 ) 
PRINT USING ~+ 后 韻 . 井 揚 ?12.34。 一 2 .34 (し g〕) 
+2 。34 ー2・3 4 
Ok 
PRINT USINGY 井 井 。 井 持 キ /』 2 .34。 一 2.34 
2 .34+ 2 .34 一 
Ok 
書式 | の 右端 に バー” が 付く と 、 数 値 が 負 の 場合 は 数 値 の う し ろ に バー” を 
表示 し 、 | 書式 | の 左端 に 付い た り 、 2 個 以 上 並ん だ と き は 制御 文字 と みな し 
ませ ん 。 
( 例 ) 
PRINT USINGY 提 井 井村 7? 2.34。-2.34 〔( ら J 
2 .34 2 . 34 一 
Ok 


… | 書式 | の 左端 に 半 村 "の 代わ り に “**? が くる と 、 数 値 の 整数 部 の 桁 数 が 、 


指定 され た 桁 数 より 小さ い 場 合 、 左 側 に **? を 補い ます 。 

( 例 ) 

PRINT USING ゞ 玉井 井 . 井 ? 12.34。 一 2 .34〔 ら ) 

米 玉 来 2 .3 ネー2 .3 

Ok 

書式 | の 左端 に \\\” が 付く と 、 数 値 の 前 に *\? を 表示 し ます 。*\\ ッ 

は `###” の 指定 と 同様 に 、 2 桁 分 の 表示 桁 を 確保 し ます が 、 い \? を 表示 す 
る た め に 、 こ の うち の 1 桁 を 使い ます 。\\” は 指数 形式 の 書式 指定 を し て 
いる と き は 使え ませ ん 。 

( 例 ) 

PRINT USING `\\ 井 韻 . 井 井 ?:23.45,-23.45 〔 ら ) 
\23.45  。 -\23.45 

Ok 


PRINT USING`\\ 韻 井 . 井 寺 ー":23.45,。 一 23.45 (らら ) 
\23.45 \23.45 一 
Ok 
* ※ 半 | 書式 | の 左端 に **※\” が 付く と 、 数 値 の 前 に \ を 表示 し ます 。 数 値 の 桁 
数 が 指定 され た 桁 数 より 小さ い 場合 、 左 側 に **? を 補い ます 。 
**※\\/ はい ネネ 玉 の 指定 と 同様 3 桁 分 の 表示 桁 を 確保 し ます が 、`\” を 
表示 する た め に 、 こ の うち の 1 桁 を 使い ます 。* *\” は 指数 形式 の 書式 指 
定 を し て いる と き は 使え ませ ん 。 
( 例 ) 
PRINT USING` 玉 玉 \ 韻 . 井 井 ?:23.45 (し) 
玉 \23.45 
Ok 
et が | 書式 | の 整数 部 の *#” の 間 に 入っ た 場合 、 数 値 の 整数 部 を 3 桁 ご と 
に ,? で 区 切っ て 表示 し ます 。*、” が 小数 部 (小数 点 より 右側 ) に 入っ た 
場合 は 数 値 の 右側 に *,” を 表示 し 、3 桁 ご と の 区 切り は 行ない ませ ん 、? 
は 指数 形式 の 書式 指定 し て いる と き は 使え ませ ん 。 
( 例 ) 
PRINT USING` ゞ 失 井 井 井 。. 韻 井 ?:2345.6( ら ) 
2 ,345.69 
Ok 
PRINT USING` 后 韻 井 韻 . 井 井 。/:2345.6〔( ら ) 
2345.69, 
Ok 
スス へ へ へ "ぴざ ス スス へ "が 桁 数 指定 の *#? の あと に 付く と 、 数 値 を 指数 形式 で 表示 し ます 。 
また 、 | 書式 ! の 先頭 に パ +” か | 書式 | の あと に ^+? や バー? を 指定 し て い 
な い 場 合 、 数 値 が 正 な ら ば 数 値 の 前 に 1 桁 の 空白 が 、 負 な ら ば パー? が 表示 


され ます 。 

( 例 ) 

PRINT USING ヾ 寺井 . 井 井 へ へ へ ヘッ 』234.56(g] 
2 .35E+92 

Ok 

PRINT USING* 井 . 井 杜 へ へ ヘ へ ヘー ケツ ュー23.45〔g) 
2.35E+ の 1 一 

Ok 


PRINT USING* 二井 井 . 井 揚 へ へ へ ペ "』23.45, 一 2 3.45 
+2.35E+ の 2 一 2 .35E+ の 1 
Ok 
多 …… 表 示し よう と する 編集 済み の 数 値 が 、 書 式 で 指定 され た 桁 数 より 大 きい と き 、 
数 値 の 直前 に ^” を 表示 し ます 。 ま た 、 表 示し よう と する 数 値 が 四捨五入 
に よっ て | 書式 | で 指定 され た 桁 数 より 大 きく な っ た 場合 も 同様 に 表示 し ます 。 


さき EES > 回国 了 JNI 財 
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EES > 回 団 7>JtNi 邊 
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( 例 ) 
PRINT USING* . 后 井村? 』.9999〔 ら ) 


% 1 .999 

Ok 

PRINT USING` 提 井 . 井 井 ?: 234.56〔( ら J) 
%%234.56 

Ok 


書式 | 中 に 以上 の 書式 制御 文字 以外 の 文字 が ある 場合 、 文 字 の 位置 に よっ て 
数 値 の 前 や う し ろ に その 文字 を 表示 し ます 。 
( 例 ) 
PRINT USING`TOTAL 玉 玉 \ 革 井 井 井 。” : 2999〔 ら ] 
TOTAL 玉 玉 \2 .999 
Ok 
サン プル プログ ラム: 
19 PRINT USING"\\ 守 "3 45 
29 PRINT USING"+ 和 "3654 


39 PRINT USING"& &"i"UHURIEBFHDFS" PRINT USING 文 を 使っ て いろ い 
49 END ろ な 形 で 表示 し ます 。 








LOCATE 








機能 テキ スト 画面 の カー ソル の 位置 を 指定 し ます 。 

書式 LOCATE〔IXI〕) (, 1YI) (, | カー ソル スイ ッ チ |!) 

文例 LOCATE 0, 10 

範囲 X. Y は テキ スト 画面 の 座標 範囲 、 た と えば SCREEN 0 で は X は 0-39, Y は 0 
ー23 で す 。 

解説 カー ソル を テキ スト 画面 の キャ ラク ター 座標 (X, Y) の 位置 に 移動 し ます 。 
{カー ソル スイ ッ チ | は カー ソル の 状態 を 変更 し ます 。 
カー ソル スイ ッ チ 0 : カー ソル は 入力 待ち 以外 は 表示 し な い 。 (省略 時 は 0 ) 
カー ソル スイ ッ チ 1 : カー ソル を 表示 させ る 。 


初期 値 は 0 で す 。 
サン プル プロ グラ ム : LOCATE 文 で 画面 上 の 適当 な 所 
に 文字 を 表示 する プロ グラ ム で 
19 ATE_ IA INT(RND(1 )x29 
PRIN す 。@TRO STOP) で 終了 し ます 。 
3 GOTO 16 





く < シス テム 変数 > 











機能 画面 上 の カー ソル の 桁 位置 (水平 方 向 ) を 与え ます 。 
書式 POS (| 式 |) 
文例 X=POS(O) 
範囲 | 式 | は ダミ ー の 引数 
解説 キャ ラク ター 座標 の 左 か ら 水 平 位置 を 与え を ます 。 
この 関数 は テキ スト モー ド で の み 有 効 で す 。 
式 は 通常 0 を 使い ます 。 
参照 CSRLIN 
サン プル プロ グラ ム : 
19 SCREEN 9:WIDTH 49 
29 LOCATE INT(RND(1)x46 ) .1NT(RND(1) 23) 


39 X=POS(9 ) :Y=CSRLIN 
49 PRINT"$"* 


88 PRINT USINGCX: Yi YNS 
76 IF INKEY$="" THEN 78 。 CSRLIN, POS(0) を 使っ て 
89 GOTO 19 求め て いま す 。 











タプ 


機能 指定 され た 桁 ま で 空白 を 与え ます 。 
書式 TAB (| 数 式 | ) 
文例 PRINT`CASIO” : TAB0 : "PV-16/ 
範囲 | 数 式 | の 値 は 0 一 255 
解説 TAB は PRINT 文 、LPRINT 文 で 用 いる こと が で きま す 。 
LET な どの 代入 文 で は 使用 で きま せん 。 
TAB は 指定 し た 桁 か ら 文字 列 や 数 値 を 表示 する と き に 使い ます 。 
{1 数式! の 値 が 適切 で な いと き は “Illegal function call" エ ラー に な り ま す 。 
参照 SPC 
サン プル プロ グラ ム : 





き S③> 団 団 7 せ NH 較 


16 FOR J=1 TO 19 


@ :・ABC・ aa 6 
時 NE ): "ABC TAB 関 数 を 利用 し て *ABC* を 10 個 斜 


49 END め に 並べ て 表示 し ます 。 
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< ステ ー ト メン ト > 











機能 画面 に 表示 する 文字 の 桁 数 を 指定 し ます 。 

書式 WIDTH 拝 数 | 

文例 WIDTH 20 | その 結果 | 画面 は 20 桁 表示 に 指定 され る 。 

範囲 SCREEN 0 (最大 40x24 文 字 ) の と き は 1 一 40、SCREEN 1 (最大 32X24 文 字 ) 
の と き は 1 -32 

解説 画面 上 に 表示 する 1 行 の 桁 数 を 設定 し ます 。 
初期 値 は SCREEN 0 で 39 桁 、SCREEN 1 で 29 桁 と な っ て いま す 。 

参照 SCREEN 

サン プル プロ グラ ム 





19 SCREEN 9 

29 wIDTH 29 

半 POTeE TO 49 : PRINT Ji : NEXT J WIDTH 文 で 1 行 の 表示 桁 を か え 
59 FOR J=1 TO 49 : PRINT Ji : NEXT J て 文字 を 表示 し ます 。 

69 END 





CSRLIN く < シス テム 変数 > 





カー ソル ライ ン 





機能 現在 の カー ソル の 行 位置 を 与え ます 。 
書式 CSRLIN 
文例 X= CSRLIN 
範囲 結果 は 0 一 23 で す 。 
解説 現在 の カー ソル の 行 位置 を 調べ ます 。 
画面 の 最上 行 が 0 、 最 下行 が 23 で す 。 
CSRLIN の よう な シス テム 変数 に 値 を 代入 する こと は で きま せん 。 
カー ソル の 桁 位置 (水平 方 向 ) を 知る た め に は 、POS 関数 が あり ます 。 
参照 POS, LOCATE 
サン プル プ ブログ ラム: 


ざ ES ク 団 団 7 ハハ せ HH 


19 LOCATE 19.3 
29 PRINT “TEST": 
39 PRINT “PRINT" 
49 LOCATE 19,5 
59 PRINT “TEST" 


69 Y=CSRLIN-1 画面 上 に "TEST* と "PRINT* と いう 表示 を し 

79 LOCATE 19,15 て いま す 。20 行 一 30 行 は 連続 し て 表示 され ま 

CE す が 、50 行 一 100 行 で は "TEST* を 表示 し た 後 
14.Y こる み な こ 表 示 宙 

1 PRINT "PRINT* に "ESCAPE* を 異な る 位置 表示 し 、*PRIN 

119 END T* を 再び *TEST* の 後に 表示 し ます 。 
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CIRCLE く < ステート メン ト > 











サー クル 
機能 グラ フィ ッ ク モ ー ド の 画面 上 に 、 円 また は 椿 円 を 描き ます 。 
(X, Y) 6 
書式 CIRCLE| TO | 絆 御 カラー ュー ド ) (, 開始 角度 | 
〔, 終了 角度 | 〕 〔, | 縦横 比率 | 〕 
文例 CIRCLE (0, 191)、100, 5 
範囲 X. Y, STEP (X, Y) の 座標 は X 座 標 の 値 が 0 一 255. Y 座標 が 0 一 191 区 内 
カラ ー コ ー ド は 0 -15 
| 開始 角度 | 、 | 終了 角度 | は 、 一 2 ァ ー+ 2 ァ 
範囲 を 越 を る と ^IUlegal function call" エ ラー に な り ま す 。 
解説 (X, Y) を 中 心 と し 、 洋 径 | で 指定 する 大 き さ の 円 を 描き ます 。! カ ラー コー ド | を 


指定 する と 、 指 定 し た 色 で 円 を 描き ます が 、 省 略 さ れ た 場合 は 、COLOR 文 で 指定 
し て いる 前 景色 に な り ま す 。 

また 、 | 開始 角度 | 、 | 終了 角度 | を 指定 する と 、 指 定 角度 の 範囲 の み 円 弧 を 書く こと 
が で きま す 。 

角度 の 指定 の 単位 は ラジ アン で す 。 

省略 値 は 0 と 2 ァ に な り ま す 。 


MS 


キ ァ そ 


・ を ・ (2z) 


計 え す ァ 

ます ァ ニ = 3.1415926535898 
| 縦横 比率 | は (垂直 方 向 の 半径 ) /( 水 平方 向 の 半径 ) で 指定 され ます 。 | 縦横 比率 | を 省 
略 し た と き は 、1 と な り ま す 。 
1 第 横 比率 | が 1 以下 の 場合 に は | 半径 | は 水平 方 向 の 半径 を 意味 し 、 1 以上 の と き は 、 
垂直 方 向 に な り ま す 。 
中 心 座標 は ・STEP を 付け て 最終 参照 点 (LP) か ら の 相対 座標 で 指定 する こと も 可能 
で すず 。 
CIRCLE 命令 後 の LP は 中 心 座標 (X, Y) に 設定 され ます 。 


参照 COLOR, SCREEN 
サン プル プロ グラ ム : 


1 SCREEN 2 

2 CIRCLE (128,96) 56,19,,,1 
39 CIRCLE (128.96).58・16・・2 
49 CIRCLE (128,96),59,19,、,3 oo こん 
5 FOR J=9 TO 2899:NEXT J 終 横 比率 を か えた 3 つの 円 を 描き 


69 END ます 。 


さき EES> 団 較 Qs ヽ MMIN 尼 
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EES ク 団 団 さ と こ ヽ \NJMN 四 
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く ス テー トメ ント > 














機能 グラ フィ ッ ク モ ー ド の 画面 上 に 直線 や 四角 形 を 描き ます 。 

書式 (Wxi。Wyi) | | (Wxz,。 Wys ) 思 B | 
ug | STEP (X」、Y) 上 揚 先 ゃ ) [ ゆ カラー コード | 本 凍 

文例 LINE (50, 50) - (100.50). 8 

範囲 クラ フィ ッ ク コ マン ド で あり 、SCREEN 2 また は SCREEN 3 で 実行 し ます 。 Wxx。 
Wiz。 Wyi、Wyz は 、 す べ て グラ フィ ッ ク 上 座標 の と る こと の で きる 範囲 (X 座 標 は 
0 一 255 、Y 座 標 は 0 191) に な り ま す 。STEP (X」、Y」)、STEP (Xz, Y。) の 
値 も グラ フィ ッ ク 座 標 の 値 に な り ま す 。 

解説 指定 し た 2 点 (Xi。 Yi) と (Xz。 Y2) を 結ぶ 線 を カラ ー コ ー ド で 引き ます 。 カ 
ラー コー ド が 省略 され た と き は 、COLOR 文 定義 し て ある 前 景色 に な り ま す 。 始 点 
を 省略 し た 場合 は 最終 参照 点 (LP) か ら に な り ま す 。 
命令 が 実行 され る と , LP (Xz。 Yz) の 値 に な り ま す 。STEP を 付け た 場合 は LP 
か ら の 相対 座標 に な り ま す 。 
B を 付け る と 2 点 間 を 対角線 と する 四角 形 を 描き 、BF を つけ る と 2 点 間 を 対角線 と す 
る 四角 形 を 描い た 上 で 、 さ ら に その 四角 形 の 中 を 塗り つぶ し ます 。 

サン プル ブログ ラム : 


19 SCREEN 2 

2 DEFINT A-Z 

36 FOR Js TO 255 

4 LINE(J,9)-(255-J,191 ) , INT(RND( 1 ) *7+1 ) 


59 NEXT J 30 行 一 50 行 て 画面 いっ ぱい 
69 FOR J=9 TO 125 STEP 2 に いて いま す 。 

7 LINE(J,9)-(J+128,191 ) , INT(RND(1)*7+1),B 0 
86 NEXT J に 
99 GOTO 99 いて いま す 。 

















画面 に 図形 を 描き ます 。 

DRAW [文字 式 | 

DRAW`BM10、10D40R70U40L707 

画面 に ある 点 ( 参 を 移動 きせ な が ら 線 を 描き ます 。DRAW 文 は グラ フィ ッ ク モ 
ー ド で の み 使 うこ と が で きま す 。 

| 文字 式 ! に は 、 の 位置 設定 、 移 動 方 向 と 距離 、 角 度 な ど を 指定 する グラ フィ 
ッ ク マ クロ 命令 を ひと つ 以 上 連続 し て 記述 し ます 。 こ こ て で 使用 する グラ フィ ッ ク マ 
クロ 命令 に は 、 移 動 、 回 転 、 色 指定 、 ス ケー ルフ ァ ク ター、 ロ ー カ ル マ ク ウロ 命令 の 
5 種類 が あり ます 。 

深 に その 5 種類 に つい て 説明 し ます 。 








人 @ 移 動 マ クロ 命令 














U 由 離 | 上 へ 移動 H U ド 

D 距離 | へ 移動 ノ 

L 上 孔 離 | 左 へ 移動 

R 過 離 | 右 へ 移動 

E 店 離 | 右 衝 め 上 へ 移動 

F 孔 離 | 右 斜 め 下 へ 移動 

G 六 離 | 左 斜め 下 へ 移動 

H 孔 離 | 左 斜め 上 べ 移 動 6 p F 

Myeooi… 移動 位置 を X 方 向 、Y 方 向 各 々 に つい て の 絶対 座 栖 あ る い は 、 相 対 座標 で 指 
定 し ます 。 こ こ で X の 前 に プラ ス け ) また は マイ ナス (に ー) の 符号 が れ て 
いれ ば 、 参 いら の 相対 座標 指定 と 解 収 され ます 。 

Be 各々 の 方 向 へ 搬 画 を せ ず に 移動 し ます 。 

SYO 各々 の 方 向 へ 描画 し な が ゅ 移動 し ます が 、 描 画 後 の 参照 点 は 始点 と な り ま す 。 





上 の 各 コ マン ド 中 の | 濾 離 | は 、 各 方 向 へ の 移動 距離 を 画素 (ドッ ト ) 単 位 で 指定 し 
ます が 、 実 際 の 移動 距離 は 、 こ れ に S コマ ンド で 設定 され る スケ ー ル ファ クタ ー を 乗じ 
た も の と な り ま す 。 ま た 、 各 コマ ンド に 同じ 眠 離 | を 指定 し て も 、 画面 上 で の 実際 の 移 
動 距 離 は 、 凶 の よう に 斜め の 場合 と 、 縦 、 横 方 向 で は それ ぞ れ 異な っ て いま す 。 
また 、B、N の マク ロワ 命令 は けり ーM の マク ウロ 命令 の 直前 に 付加 し て 使用 し ます 。 


人 回 転 マ クロ 命令 
A | 角度 | U、D、L、R、E、F、G、H お よび 相対 座標 指定 の と き の M マ クロ て で 描 
画す る 図形 を 9 単位 で 回 転 し て 表示 し ます 。 こ れ は 一度 指定 する と 次 の A 
マク ロ ま で 有効 で す 。 
| 角度 | は 0 一 3 の 数 字 で 表し 、0 は 0 度 、1 は 90 度 、2 は 180 度 、3 は 270 度 を 表 
し ます 。 


ざき EES 団 国 QS ヽ JAIN | | 
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EES 2 還 団 < へ NMIN 明 
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人 @ 色 指定 マク ロ 命 令 


C | カラ ー コ ー ド | … | カラ ー コ ー ド | で 指定 し た 色 で 図形 を 描き ます 。| カ ラー コー 
ド ! は 0 一 15 ま で で す 。 (186P 参 照 ) 

スケ ー ル ファ クタ ー マ ク ウロ 命 令 

S | 整数 |… ス ケー ルフ ァ ク ター を 設定 し ます 。 
] 整 数 | に 指定 で きる 値 は 1 一 255 の 範囲 で 、 こ の 値 の 4 分 の 1 が スケ ー ル 
ファ クタ ー と な り ま す 。( た と え そば! 整数 | に 1 を 指定 し た 場合 、 ス ケー 
ルフ ァ ク ター は 14 と な り ま す 。)U、D、 し 、R、E、F、G、H マ クロ お 
よび M マ クロ で の 実際 の 移動 距離 は 、 距 離 に スケ ー ル ファ クタ ー を 乗 
し た も の と な り ま す 。 ま た | 整数 | の 指定 を 省略 し た 場合 は 0 が 設定 さき 
れ ま す 。 た だ し 0 は 4 と 同じ スケ ー ル ファ クタ ー に な り ま す 。 S マク ロ 
を 設定 する と 、 次 の S マク ロ ま で 有効 で す 。 


ロー カル マク ウロ 命令 
X | 文字 変数 | ee 文字 変数 | 中 の 文字 列 に 含ま れ て いる グラ フィ ッ 
クマ クワ 命令 を 実行 し ます 。 


訪 字 変 数 | に は 上 記 の グラ フィ ッ ク マ クロ を あら か じ め 入 れ て お きま 
す が 、 こ の と き | 廊 字 変数 | の あと の セミ コロ ン (:) は 必ず 入れ て お きま 
す 。 ロ ー カ ル マ ク ロ は グラ フィ ッ ク マ クロ の 文字 列 が 255 を 越え る 場合 
や 繰り 返し 図形 を 描く と き な ど に 便利 で す 。 





グラ フィ ッ ク マ クウ ロ 命 令 で は | 直 離 | や 角度! な どの パラ メー タ に 定数 を 指定 し 
ます が ^= | 変数 名 !:” の 形式 に すれ ば 、 数 値 変数 を 指定 する こと が で きま す 。 
この 場合 変数 名 の うし ろ に は セミ コロ ン (:) を 必ず 入れ ます 。 文字 式 に 誤 
り が ある と "Illegal function call" エ ラー に な り ま す 。 








サン プル プロ グラ ム : 


19 


29 SCREEN 


39 
49 
59 
69 
79 
89 


99 DRA 


19 


COLOR 9,1,1 
EEN 2 
DEFINT A-Z 
D=RND( -TIME) 
DEFFNR(X) =RND( 1 ) xX 
D$= "C9BD5ESF5D19L19U19F19BL19E19L19" 
FOR J=1 TO 199 


PRESET(FNR(256-16)・FNRC192-15) 0 の DS2G 表 の 彰人 を 定義 まう 。 


その 家 を 70 行 一 100 行 で 画面 上 に 表 
9 NEXT J 示し ます 。 





PSET く ス テー トメ ント > 


ピー セッ ト 





機能 指定 され た 座標 上 に 点 を 描き ます 。 
(XY) 
こい STEP(X, Y) 
文例 PSET(50, 100), 7 
範囲 座標 の 範囲 は X 座 標 が 0 一 255、Y 座 標 が 0 191 の と き 画 面 上 に 表示 され ます 。 
1 カラ ー コ ュー ド | は 0 ~-15 
解説 指定 し た 座標 に 1 カラ ー コ ー ド | で 示し た 色 の 点 を 打つ 。 STEP を つけ た 場合 、 最 
終 参照 点 (LP) か ら の 相対 座標 と な り ま す 。 
1 カラ ー コ ー ド | を 省略 し た と き は 、COLOR 文 で 指定 し た 前 景色 と な り ま す 。PSET 
命令 の 実行 後 、LP は PSET 命 令 で 指定 し た 値 に な り ま す 。 
また この 命令 は グラ フィ ッ ク モ ー ド (SCREEN 2, SCREEN 3) で の み 有 効 で 、 テ キ 
スト モー ド で は "Illegal fanction call" エラ ー と な り ま す 。 
参照 COLOR, PRESET 





〔, | カラ ー コ ュー ド !) 





PRESET < ステ ー ト メン ト > 





ピー リセ ッ ト 
機能 指定 され た 座標 上 に 描か れ た 点 を 消し ます 。 
(X, Y) Se 寺 9 
書式 PRgsgr le | (カラ ー コ ュー ド !〕 
文例 PRESET (30, 50) 
範囲 XY 座標 


解説 (X, Y) で 表わさ れる 位置 に 描か れ た 点 を 消し ます 。 
STEP を 付け た 場合 は 最終 参照 点 (LP) か ら の 相対 座標 に よる 指定 と な り ま す 。 
1 カラ ー コ ー ド | は 点 を 消す と き に 使う 色 を 指定 し ます 。 こ れ を 省略 し た 場合 は 現 
在 の 背景 色 に な り ま す 。 
PRESET は グラ フィ ッ ク モ ー ド (SCREEN 2 また は SCREEN 3 ) で だ け 使う こと 
が で きま す 。 
PRESET 文 を 実行 し た 結果 、LP は 指定 し た 座標 へ 移動 し ます 。 
参照 PSET, COLOR 
サン プル プロ グラ ム : 
19 SCREEN 2 
29 LINE(@.9)-(255、191 ) .1.BF 
36 DEF FNC(X)=INT(RND(1 )xX) 
46 PSET(FNC(256) 、FNC( 192) ) ,FNC(7 )+1 


59 PRESET (FNC(256 ) ,FNC( 192 ) ) 
69 GOTO 49 画面 上 に 点 を 点滅 させ ます 。 


き EES 回国 Q< ヽ MMIN 財 
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EES ク 団 団 と ヽ \MJMIN 較 
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PAINT 











ペイ ント 
機能 指定 され た 境界 色 で 囲ま れ た 領域 を 指定 され た 色 で 塗り つぶ し ます 。 
| (X, Y) | 
・ . | 領域 色 | ) 〔。 | 時 界 色 
書式 PAINT STEP(X. 〔, 領域 包 ) 〔, | 暗 界 色 ) 
文例 PAINT (50, 50) 4, 7 


SCREEN 2 , また は SCREEN 3 の グラ フィ ッ ク モ ー ド て 使用 し ます 。 
座標 の 値 は X 座 標 は 0 一 255、Y 座 標 は 0 一 191、 領 域 色 ・ 境 界 色 は 0 一 15 

(X, Y) で 指定 する 座標 を 含む 境界 色 | で 囲ま れ た 領域 を 、 指 定 され た | 領域 色 | で 
塗り つぶ し ます 。 


領域 色 | 、 | 境界 名 | は と も に カラ ー コ ー ド て 指定 し ます 。 領域 色 | を 省略 し た 場合 、 

COLOR 文 で 指定 し た 前 景色 が 用 いら れ ま す 。 | 境界 色 | を 省略 し た 場合 に は | 領域 

色 | の 指定 と 同じ し カラー コー ド が | 境界 名 | と し て 用 いら れ ま す 。 

( 注 ) | 境界 名 | は マル チカ ラー モー ド SCREEN 3 で の み 使 用 する こと が 可能 で 、 高 解 
像 度 グ ラフ ィ ッ クモ ー ド SCREEN 2 で は 使う こと が で きま せん 。 こ の 場合 、 領 
域 色 | と 同じ 色 で 囲ま れ た 領域 が 塗り つぶ され ます 。 

(X, Y) は 塗り 始め る 座標 を 指定 し ます 。 も し この 点 が 、 す で に 指定 され た 境界 色 と 

同じ し 色 で あっ た 場合 に は 、PAINT は 塗り つぶ し を 行ない ませ ん 。 

PAINT 文 は グラ フィ ッ ク モ ー ド で の み 使 うこ と が で きま す 。 


参照 SCREEN, COLOR 

サン プル プロ グラ ム : 
16 SCREEN 2 の 52 
26 LINE(16,19)-(29 199) ,4.B 高角 人 度 モー ド に し て 塗り つぶ され た 四 
39 LINE(58.58)-(258・198),4。B 角形 を 描き ます 。 そ の 後 、 色 コー ド の 1、 
5 PAINT(69,68),2,4 人 RM 
69 PAINT(216,116),3.4 ド の た め 補 発作 が 生 昧 を も あま あせ ん の 
76 GOTO 79 画面 全体 の 色 が 変っ て し まい ます 。 














機能 指定 され た 座標 の ドッ ト の 色 を 与え ます 。 
書式 POINT (X.Y) 
文例 A = POINT (50, 50) の 結果 | A に は 座標 (50、50) の ドッ トカ ラー コー ド が 入る 。 
解説 (X,Y) て 指定 し た 座標 上 に 表示 され て いる ドッ ト の カラ ー コ ー ド を 与え ます 。 
POINT 関数 は グラ フィ ッ ク モ ー ド で の み 有 効 で す 。 
スプ ライ トバ パタ ー ン の 人 色 を 調べ る こと は で きま せん 。 
POINT 関数 を 指定 し て も 、LP は 変わ り ま せん 。 
サン プル プロ グラ ム : 





19 SCREEN 2 
29 OPEN "GRP:" FOR OUTPUT AS #1 
39 FOR J=9 TO 24 
49 PRESET(39 ,Jx8 ) 
59 COLOR INT(RND(1)x15)+1 
69 PRINT #1。"$" 
7 NEXT J 
89 『 
99 FOR J=9 TO 24 
199 C=POINT(34.Jx8+4) 
119 PRESET(45,Jx8 ) 
> = で ・ 
2 0 15:PRINT #1 "COLOR= "iCi いろ いろ な 色 で $ を 表示 し 、 そ の 色 
149 GOTO 149 を POINT 関 数 で 求め て 表示 し ます 。 


ざき EES> 団 団 さ < ヽ MMIN 賠 


201 


工 落 7MINDJ 邊 
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SPRITES 


く シ ステ ム 変 数 > 
スプ ライ ト ダ ラー 








機能 スプ ライ トバ パタ ー ン を 設定 し ます 。 

書式 SPRITE$ (| スプ ライ トバ パタ ー ン 番号 |)= 女 字 式 

文例 SPRITE$ (0 )=P$ 

範囲 | スプ ライ トバ パタ ー ン 番号 ! は 、 ス プラ イト サイ ズ が 8X 8 ドッ ト の と き は 0-255 


16 x16 ド ッ ト の と き は 0-63。 
スプ ライ ト 表 示 を する た め の ス プラ イト パタ ー ン の 設定 を 行ない ます 。 
①8 x 8 ドッ ト の 定義 方 法 
8X 8 ドッ ト の パタ ー ン の 定義 は 横 8 ドッ ト を 1 女 字 (1 バ イト) と し 、 8 文字 
分 の 廊 字 列 と し て 与え ます 。 点 が ある 部 分 を 1、 な い 部 分 を 0 と し 、 2 進数 で 
表わす こと が で きま す 。 
8X8 ド ッ ト の スプ ライ トバ パターン 


解説 





…〈①CHR$(&B の 6619999 ) 













上 上 上 ド 横 8 ド ッ ト を 1 組 
I …⑨CHR$(&B99 1 1 1999 ) | と し て 、 そ れ ぞ れ 
…⑨ ず CHRs$(&B99111999) | を ! ト の ピッ 
ト 列 (0 と | の 列 ) 
④cHR$(&B99111999) | とら しょ す 。 
…⑨CHR$(&B の 111110 の ) | 語 を 持 く 部 分 が 1 
…⑯CHR$(&B11111119) | で 、 点 を 描か な い 
…⑦CHRS(&B11111119) | 部 分 は 0 で す 。 
( 計 8 バ イト ) 


CHR$(&B99191999 ) 


⑨②16 x16 ド ッ ト の 定義 方 法 
8X 8 ドッ ト の と き と 同 じ よ うに 横 8 ドッ ト を 1 女 字 (1 バイト ) と し て 定義 
し ます 。 16 x16 ド ッ ト の 場合 を 表わす に は 8X8 ド ッ ト の 区 画 に 4 分 割 し て 、1 
区 画 8 女 字 を 下図 の 順番 に 並べ て 合計 32 の 女 字 列 に な り ま す 。 


16X16 ド ッ ト の スプ ライ トバ ター ン 
① CHR$(&B99999991 ) 
④②④ CHR$(&B9999999 1 ) 
③CHR$(&B9999@1111) 
④ CHRS$(&B99911111) 
⑨ CHR$(&B の 99911191) 
⑥ CHRS$(&B99911191) 
2 4 の ⑦CHR$(&B99911111) 
CHRS$(&B11111111) 
⑨CHR$(&B11111119) 
⑩ CHR$(&B91111169) 
⑪ CHR$(&B91111119) 
⑬⑫CHR$(&B69111111) 
⑬CHR$(&B99991111) 
⑭ CHR$(&B99999191) 
⑬CHR$(&B99999199) 
CHR$(&B69111119) 
































⑰CHR$(&B 19999999 ) 
CHR$(&B 19999999 ) 
⑲CHR$(&B11119999) 
⑳CHRS(&B11111999) 
⑳CHR$(&B19111999) 
@CHRS$(&B19111999) 
⑳CHR$(&B11111999) 
⑳CHR$(&B11111111) 
⑳CHR$(&B の 1111111) 
⑳CHR$(&B の 69111119) 
@CHR$(&B の 1111119) 
⑳CHR$(&B11111199) 
⑳CHR$(&B11119999) 
CHR$(&B19199999 ) 
⑳CHR$(&B69199999 ) 
⑳CHR$(&B91111199) 
( 計 32 バ イト ) 


参照 


PUT SPRITE 


サン プル プロ グラ ム : 


19 SCREEN 2,9 

29 SPRITE$(@ )=STRING$( 8 , 255 ) 
39 PUT SPRITE 9,(199,199),15 
49 IF INKEY$="" THEN 49 

59 SCREEN 2,1 

69 SPRITE$(9)=STRING$( 8 , 255 ) 
79 PUT SPRITE 9,(199,199),15 
8 IF INKEY$="" THEN 89 

99 SCREEN 2,2 

199 SPRITE$(9 ) =STRING$( 16.255) 
119 PUT SPRITE$(9 ) =STRING$( 16,255 ) 
126 IF INKEY$="" THEN 129 

139 SCREEN 2.3 

149 SPRITE$(9)STRING$( 16,255 ) 


159 PUT SPRITE 9,(199,199),15 沈 枯 の スン ラ TS ド ザイ ズ 和 た 表示 
169 IF INKEY$="" THEN 169 す 。 キー 入力 が ある ご と に スプ ライ 
176 END ト サ イ ズ か 変化 し ます 。 





PUT SPR T 世 


プッ トス 


トメ ント > 











機能 
書式 


文例 
範囲 


スプ ライ トバ ター ン を 表示 し ます 。 
ar CKb 0) の 6 

PUT SPRITE| ス プラ イト 面 番号 (eg ul - ラー ューFI) 

(1 スプ ライ ト パ タ ー ン 番号 ) 

PUT SPRITE 1 00, 100),7、1 

| スプ ライ ト 面 番 中 は 0 31、 座 標 は X 座 標 が ー32 一 255、Y 座 様 が 32 一 191。 

! カ ラー コ ー ド | は 0 一 15、 ス プラ イト パター ン 番 号 は パタ ー ン サイ ズ が 8 X 8 の と 

き は 0 255、 パ ター ン サ イズ が 16x16 の と き は 0 63。 

あら か し め 定 義 し た スプ ライ ト を 、 指 定 し た スプ ライ ト 画 面 に 指定 し た 色 で 表示 し 

ます 。 ス プラ イト バタ ー ン の サイ ズ は SCREEN 六 で 指定 し ます 。 

スプ ライ ト 面 は 0 31 ま で も っ て いま す が 、5 つ 以上 水平 方 向 に 並ぶ と 4 つま で 表 

示さ れ 、 5 つめ 以降 は 消さ れ ま す 。 

スプ ライ ト 画 の 人 順位 は | スプ ライ ト 曽 番 昌 (の 小 き い 方 が 導く 、 大 きい 方 が 低く 
な っ て いま す 。 ス プラ イト が 重なる と き に は | スプ ライ ト 面 番号 | の 小さ い 方 が 表示 

され ます 。( 手 前 に 重なっ て みえ ます 。) 

スプ ライ ト を 表示 する た め の 座標 指定 (X。 Y) は スプ ライ トペ パタ ー ン の 左上 角 に な 

り ま す 。 

X 座 標 は ー32 一 255 の 範囲 で 指定 し 、Y 座 標 は ー32 一 191 の 範囲 で 指定 し ます 。Y 護 

標 に 208 を 指定 する と 、 そ の スプ ライ ト 面 以降 の スプ ライ ト パ ペタ ー ン は すべ て 消え ます 

が Y 座 標 に 209 を 指定 する と 、 そ の スプ ライ ト 面 の スプ ライ トペ パターン が 消え ます 。 

! カ ラー コー ド | は スプ ライ トペ ター ン の 色 に な り ま す が 、 こ れ を 省略 する と 、COL 


琴 蘭 7 へ MINIJ 四 
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EE 計 只 
避 苑 7 へ MIN 必 
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参照 


OR 女 で 指定 し た 
スプ ライ ト 番 号 の 指 
番号 に な り ま す 。 
STEP(X, Y) を 付け た 場合 、 最 終 参 照 点 (LP) か ら の 相対 指定 と な り ま す 。 
SPRITE$、 SCREEN 


色 に な り ま す 。 
定 は 、 あ ら か じ し め SPRITES で 定義 し た スプ ライ トバ パタ ー ン の 






サン プル プ ブログ ラム : 


19 '139 ハ ~ ン カラ ノ DATA ニ 9 ト 1 テ ~ スキ ナ ェ ラリ カク < 
29 * 

39 SCREEN 2,3 

49 B1$="":B2$="":RESTORE 

59 FOR J=1 TO 16 

69 READ A$:A=VAL("&B"+A$):1F A<@ THEN A=A+65536! 
7 Al=INT(A/256) :A2=A-Alx256 
89  B1$=B1$+CHR$(A1 ) 

96  B2$=B2$+CHR$(A2 ) 

199 NEXT J:SPRITE$(9) =B1$+B2$ 
119 PUT SPRITE 9,(199,199) 
129 GOTO 129 

139 DATA 1111111111111111 

149 DATA 1999999999999991 

159 DATA 1999999999999991 

169 DATA 1999999999999991 

179 DATA 1999999999999991 

189 DATA 1999999999999991 

199 DATA 1999999999999991 

299 DATA 1999999999999991 

219 DATA 1999999999999991 

229 DATA 1999999999999991 

239 DATA 1999999999999991 


246 DATA 19999899999991 スプ ライ ト を 表示 する ブロ グラ ム で 
259 DATA 1699999999999991 す 。130 行 一 280 行 の 0 と 1 を 容 更 す 


266 DATA 1666999999999991 を っ co 
279 DATA 1999999999999991 る こと に より 自由 な 形 の スプ ライ ト 
289 DATA I111111111111111 を 表示 で きま す 。 





く ス テー トメ ント > 











スピ ー カ を 鳴ら し ます 。 

BEEP 

BEEP 

スピ ー カ を 約 0.04 秒 な らし ます 。 

CHR$ (7) を PRINT 命令 で 出力 し た も の と 、BEEP 女 を 実行 し た も の と は まっ た く 
同じ で す 。 


サン プル プロ グラ ム : 


19 FOR J=9 TO 199 
26 。K=INT(RND(1)x199) 
AE BEEP 音 を 鳴ら し ます 。 音 の 間隔 は 、 乱 数 で 決め て 


59 NEXT J いま す 。 








PLAY 


プレ イ 








機能 音楽 を 演奏 し ます 。 

書式 PLAY | 文字 式 1| (, | 文字 式 21) (. | 文字 式 3 け 

文例 PLAY “CDEFEDC” 

範囲 解説 を 参照 

解説 ミュ ー ジ ッ ク マ クロ 命令 で 表わさ れ た 音楽 を 演奏 し ます 。 
文字 式 11、| 文 字 式 21、 | 文字 式 31 は 、 そ れ ぞ れ ポ イス チャ ン ネ ル 1、2、3 に 
対応 し 、 最 大 3 重 和 音 まで 出す こと が 可能 で す 。 
文字 式 が メル スト リン グ ( 空 ) で あれ ば 、 そ の ポイ スチ ャ ン ネ ル は 音 を 出し ませ ん 。 
文字 式 | に は 、 以 下 で 述べ る ミュ ー ジ ッ ク マ クロ 命令 を ひと つ 、 ま た は 複数 個 並べ 
ます 。 文 字 式 は 文字 定数 、 文 字 変数 、 あ る い は それ ら を 組み 合わ せ た 式 で も か まい 
ませ ん 。 
ミュ ー ジ ッ ク マ クロ 命令 は 、 大 きく 分 け て 、 音 の 高 さ 、 音 の 長 さ 、 音 の 速 さ (テン 
ポ )、 音 の 大 き さ 、 音 色 、 ロ ー カ ル マ ク ロ の 6 種類 が あり ます 。 





























AーG | 音 の 高き | 下 | テッ ポ 
o オク ター プ V | 音 の 大 き さ 
N 音 の 高き S エン ベロ ー ブ プ 形 状 
L 音 の 長 さ M エン ベロ ー ブ プ 周 期 
R | 体 符 
e 音 の 高 さ 
| | 
AG 〔| | 〕 音 の 高き を 音 階 名 (ドレ ミ フ ァ ソ ラ シ ) で 表現 し ます 。ABCDEFG 
| 


は 長調 の ラ シ ド レミ ファ ソ に 対応 し ます 。 ま た AG の うし ろ に # 
や 記号 を 付け る と 半音 上 が り 、 一 記号 を 付け る と 半音 下がり ます 。 
0O | 数 値 |… の it…… 上 記 で 説明 し た 音階 の 音域 を 1 一 8 の 数 値 で 指定 し ます 。 
初期 値 は 04 で 、1 点 ハ 音 か ら の 1 オク ター プ ブ を 指し 、05 は 04 の 1 
オク ター プ 上 の 音階 を 、03 は 04 の 1 オク ター プ ブ 下 の 音階 を 指し ます 。 
( 表 1 参照 ) 
な お オク ター ブ 指 定 を 行なう と 、 そ の ポイ スチ ャ ン ネ ル で 次 の オク 
ター プ ブ 指 定 が ある まで 有効 で す 。 
N 数 値 |………… 音 の 高 さ を 0 一 96 の 数 値 で 表現 し ます 。 N1 は 01 の C# に 相当 し 、N 
2、N3…… と 半音 ずつ 上 が っ て いき 、N95 は 、08 の B に 相当 し ます 。 
また 、N 0 は R ( 休 符 ) と 同じ 働き を し ます 。 


IEEdHmH 剛 


oe _97 08 


表 1 o1 oz os os っ 















































N37 N42| |N4| |N4e 

C* Fl cl|A* 

C* F 引 | G 引 | 4* 

p- ce-|| A-|| B- 
@ 音 の 長 さ 


L 数 値 | 音 の 長 さ を 1/ | 数 値 | 音 に し ます 。 | 数 値 | の 範囲 は 1 一 64 ま で で 、L 1 
を 全音 と する と L 2 以降 の 長 さ は 次 の 通り で す 。 
L1 全音 符 (4 抽 ) 
L2 2 分 音符 (2 抽 ) 
L3 1/3 音 符 (473 抽 ) 
L4 4 分 音符 (1 抽 ) 


EEeH 間 


L'8 8 分 音符 72 抽 ) 


L64 64 分 音符 (1/16 抽 ) 
初期 値 は 上 4 で 、 1 度 音 の 長 さ の 指定 を 行なう と 、 そ の ポイ スチ ャ ン ネ 
ル て で 次 に 音 の 長 さ の 指定 が ある まで 有効 で す 。 ま た 1 音 に つい て の み 
音 の 長 さ を 変え た た い と き は 、 音 階 名 の う し ろ に 音 の 長 さ を 表わす 数 値 
を つけ 加え ます 。 た と えば L 8E は EE 8 と 同じ で す 。 
・( ピ リオ ド )…… 付 点 音 符 の よう に 音階 名 や 休 符 の う し ろ に 付け 加え て 、 本 来 の 音 の 長 
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さ の 1.5 倍 に し ます 。 2 個 並 べ て 書く と 9/4 倍 、 3 個 並 べ る と 27/8 倍 
と な り ま す 。 

R 〔( 数 値 ))……… 休 符 を 表わし ます 。 | 数 値 |! は し マク ロ 命 令 で の 指定 方 法 と 同じ で 、 | 数 
値 ! を 省略 する と R4 と みな され ます 。 な お 、 こ の マク ロワ 命令 は し マク 
ロ で 指定 し た 長 さ に は 影響 され ませ ん 。 

@ 音 の 速 さ ( テ ン ボ ) 

T 散 仁 | … テ ン ポ を 指定 し ます 。 | 数 値 | は 1 分 間 に 演 奏する 4 分 音符 の 数 を 指定 
し 、 範 囲 は 32-255、 初 期 値 は T120 で す 。 
な お 、 一 度 速 さ の 指定 を 行なう と 、 そ の ポイ スチ ャ ン ネ ル で 次 の 速 さ 








指定 が ある まで 有効 で す 。 
@ 音 の 大 き さ ( ボ リュ ー ム ) 
V 数 仁 … 音 量 の 指定 を し 、 | 数 値 ! の 範囲 は 0 -15 で 、 数 が 大 きく な る は ほど 音 も 
大 きく な り ま す 。 な お 、 一 度 音量 の 指定 を 行なう と 、 そ の ポイ スチ ャ 
ン ネ ル て で 次 の 音量 指定 が ある まで 有効 で す 。 
@ 音 色 


音色 は エン ベロ ー プ 周期 (M マ クロ ) と エン ベロ ー プ 月 状 (S マク ロ ) と で 、 は ほ ば 決ま 
り ま す 。 
S 数 価 ………… エン ベロ ー プ 形状 (音量 変化 の 波形 ) を 指定 し 、 | 数 値 | と 波形 の 対応 
は 次 の 通り で す 。 
0-3.9 LN % 
4-7.15 | % 
8 LNNNNNNNNN 
0L ト ハバ ブン ハバ 
1LN ? 

















音 の 出 始め 


な お 、S マク ロ と V マ クロ を 同時 に 指定 する こと は で きま せん 。 
M | 数 値 |………… エン ベロ ー プ 周期 を 0 一 65535 まで の 上 値 | で 指定 し ます が 、 あ まり 
大 きす ぎる と エン ベロ ー プ 形状 の 特徴 が 出 ませ ん 。 


振 
幅 





エン ベロ ー プ 周期 
エン ベロ ー プ 形状 と エン ベロ ー プ 周期 の 組み 合わ せ で いろ いろ な 音 を 
出す こと が で きま す 。 
@ ローカル マク ロ 
X 文字 変数 |: ……! 文 字 変数 ) の な か の 文字 列 に 含ま れ て いる ミュ ー ジ ッ ク マ クウ 命 令 を 
実行 し ます 。 | 文字 変数 | に は 上 記 の ミュ ー ジ ッ ク マ クロ を あら か じ め 


QIEEGmW 国 


207 


HEERHmW 四 
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ミュ ー ジ ッ ク マ クロ 命令 で は | 数 値 | な 


入れ て お きま す 。 人 文字 変数 1 の あと の セミ コロ ン (: ) は 必ず 入れ て く 


だ さい 。 


ロー カル マク ロ は 、 ミ ュー ジッ クマ クロ グ の 文字 列 が 255 を 越え る 場合 
や 音 を 少し ずつ 変化 させ な が ら 繰 り 返し 演奏 する と き な ど に 利用 し ます 。 


( 例 ) 


P$=*CDECDE ”:0O$=*GEDCDED? 


PLAY XP$iXO$i? 


『 ど の パラ メー タ を 定数 で 指定 し ます が 、 "= 


挫 数 名 | : ^ の 形式 に すれ ば 数 値 変数 を 指定 する こと が で きま す 。 
この 場合 変数 名 | の う し ろ に は セ ミコ ロン (: ) を 必ず 入れ ます 。 
サン プル プロ グラ ム : 


19 
29 


PLAY "04CDEFGABO5C" 
GOTO 19 


ドレ ミ フ ァ ソ ラ シ ド を 演奏 し ます 。 
CTRUD - ゴ STOP で 中 断 し ます 。 





PLAY 


プレ イ 


< 関数 > 





機能 
書式 
文例 


範囲 
解脱 


音楽 の 演奏 中 で ある か どう か 調べ ます 。 
PLAY (|! ポ イス チャ ン ネ ル | ) 

A = PLAY(0) A に は 音楽 の 演奏 中 で ある か を 判断 し 、 演 奏 中 な ら ー 1 、 
そう で な けれ ば 0 が 入る 。 
! ポ ボイス チャ ン ネ ル | は 0 一 3 
各 ポ イス チャ ン ネ ル が PLAY 文 で 命じ た 音楽 を 演奏 中 か どう か 判断 し ます 。 


0 
1 
2 
3 


: ポイ スチ ャ ン ネ ル 1 、2、 3、 の いずれ か が 
・ ポ イス チャ ン ネ ル 1 が 
: ポイ スチ ャ ン ネ ル 2 が 
: ポイ スチ ャ ン ネ ル 3 が 


サン プル プログ ラム : 


DEF FNC$(A)=MID$(STR$(A) 2) 

A$= "CDEFGAB" 

FOR L=2 TO 6 

IF PLAY(9) THEN 49 

PLAY" 2 PRINT"1/" 12^L、 
FOR 0=1 TO 8 

PLAY"O"+FNC$(0)+A$ 

NEXT 0 

NEXT し 


199 END 


演奏 中 な ら 人 
そう で な けれ ば 0 


PRINT 文 で 音 の 長 さ を 表示 する と 同 
時 に 音 を 出し ます 。 音 と 表示 が ずれ 
な いよ うに 40 行 で 音 を 出し 終っ た あ 
と に PLAY 文 を 実行 する よう に し て 
いま す 。 





SOUND 


サウ ンド 


トメ ント > 








機能 
書式 
文例 
範囲 
解説 


PSG( プ ログ ラマ ブル サウ ンド ジェ ネ レ ー タ ) の レジ スタ に 、 デ ー タ を 書き 込み ます 。 
SOUND | レジ スタ 番号 | , | 占 数 式 | 

SOUND 7, 37 

解説 を 参照 

PSG の レジ スタ を 直接 書き 換え て 音 を 出し ます 。 

PSG の 音 の 発生 装置 と 音量 の 制御 装置 は 3 つの チャ ン ネ ル に わか れ て いる の で 別々 
に 指定 する こと が で きま す 。 た だ し 、 ノ イズ の 発生 装置 と エン ベロ ー プ の 発生 装置 
は 、 各 チャ ン ネ ル で 共用 し ます 。 

1 レジ スタ 番号 | で 指定 で きる レジ スタ は 次 の 14 個 で す 。 






















































































レン ジス ビット | B7 | Be | Bs | B4| Bs | Bz| Bll Bo 

は 9 チャ ン ネ ル A 周 波数 遇 人 

R 1 4BIT CT A 

R 明 8BIT FT B 

に チャ ン ネ ル B 周 波数 1 

人 4、 ン ネル C 周 波数 っ 2 

Rs ニーー 4BIT CT C 

R6| ノ イズ 周波 数 5BIT NP 

シャル き を イー で Ts 1 に 

TE 和 ト 0 人 @ 吉 中 全 相 二宮 | 次 

R | チャ ン ネ ル A 音 量 Mlrslrzlnlro 

R 9| チャ ン ネ ル B 音 量 M |rs|Lz|Lulro 

R10| チャ ン ネ ル C 音 ML3|lrL2|nulro 

大 8BIT FT 

R12| 8BIT CT 

R13| ェ ン ベロ ー ブ 形 状 Es | Ez| Ellgo 
R 0, R1 一 チャ ン ネ ル A の 周波 数 を 2 つの レジ スタ を 使っ て 指定 する 。 
R 2, R3 一 チャ ン ネ ル B の 周波 数 を 2 つの レジ スタ を 使っ て 指定 する 。 
R4, R5 チャ ン ネ ル C の 周波 数 を 2 つの レジ スタ を 使っ て 指定 する 。 
R 6 ニー 一 ーー 一 一 ノイ ズ 周 波数 を 指定 する 。 
R 7ーーーーー 一 一 各 チ ャ ン ネ ル か ら 音 を 出す か どう か を 指定 する 。 


R 8, R 9, R10 一 チャ ン ネ ル A,. B,、 C の それ ぞ れ の 音量 を 指定 する 。 


M を 1 に する と エン ベロ ー プ モー ド 、 0 に する と エン ベロ ー プ モ 


ー ド 解除 と な る 。 


L0 一 L3 を 0 に する と 無音 に 、15 に する と 最大 の 音量 に な る 。 


R11, R12 エン ベロ ー プ の 周期 を 2 つの レジ スタ を 使っ て 指定 する 。 
R13 一 一 ーー 一 一 エン ベロ ー プ 形状 を 指定 する 。 
e 周波 数 の 設定 

fclock FT 


TP 
ヤニ ー6xfr CT キー555 ーー556 








IEE 証 員 間 
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fclock :1.78977MHz 

fT ・ 出力 周波 数 

FT ・FTA(R0) の 値 

CT :・CTA(R1) の 値 

( 例 ) 

440Hz を 出力 する 。 
1.78977 x105 


2 1820400 
FT 254 
C+ 356 "356 


R 0 に は FT=254 
R1 に は CT=0 
を 設定 し ます 。 
@ ノイ ズ 周 波数 の 設定 
fclock 
16 xfEN 
fclock : 1.78977MHz 
fN ・ ノ イズ 周波 数 (Hz) 
NP  :R6 の NP に 設定 する 値 
( 例 ) 
30KHz の ノイ ズ 周 波数 を 出力 する 。 
1.78977 x106 
16 x (30 x10?) 
R6 に は NP=4 
を 設定 し ます 。 
@ チャンネル の 設定 
使用 し た な い チ ャ ン ネ ル に 対応 する ビッ ト を の 9 (セロ) に する 。 
XX の 99999 
トーー チャン ネル A か ら 音 を 出す 。 
チャ ン ネ ル B か ら 音 を 出す 。 
チャ ン ネ ル C か ら 音 を 出す 。 
チャ ン ネ ル A か ら ノ イズ を 出す 。 
チャ ン ネ ル B か ら ノ イズ を 出す 。 
チャ ン ネ ル C か ら ノ イズ を 出す 。 





NP = 


NP = 寺 4 


時 昌 


( 例 ) 

チャ ン ネ ル A、C か ら 音 を 出す ( 他 の 動作 は し な い )。 

R 7 =&B111010 
@ 音量 設定 

音量 設定 に は 、 大 き さ が 一 定 の も の と 、 時 間 的 に 変化 する エン ベロ ー プ モー ド の 
ふた つが あり ます 。 さ ら に 、 エ ン ベ ロ ー プ モー ド を 指定 し て いる 場合 は エン ベロ 
ー プ 形状 と その 周期 を 指定 し ます 。 
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メメ メ 1 メ メメ 





ーーー ビー 音量 を 0 一 15 の 範囲 (ビッ ト 列 0000 一 1111) で 指定 する 。 
0 の 場合 は 無音 。 
L___ 1 で あれ ば エン ベロ ー プ モー ド 、 0 で あれ ば 音量 は 一 定 。 
使用 し て いな を い の で 何 を セッ ト し て も よい 。 
振 
由 
1 
で ーーーー テ 還 還 
エン ベロ ー プ 周期 
@ エン ベロ ー プ 周期 の 設定 
fclock FT EP 
FEP ニ 256eE 。 「256 256 


fclock : 1.78977MHz 

39 : 音 が 増加 、 減 奏する 周波 数 Hz 

1 : FT (R11) に 設定 する 値 

CT  :CT(R12) に 設定 する 値 

( 例 ) 

音 が 減 し て 0 に な る まで 2 秒 と する 。 
1.78977 x10? 





ーー 14000 
FT 14000 。 176 
CT+555 556 7 556 


R11 に は FT =176 (10 進 ) を 設定 する 。 
R12 に は CT =54 (10 進 ) を 設定 する 。 
@ エン ベロ ー ブ 形 状 の 設定 
エン ベロ ー プ 形状 は 、 レ ジス タ R13 の 下位 4 ビッ ト (E0-E3) へ 0 一 15 (ビッ ト 
列 0000 一 1111) で 指定 し ます 。 
エン ベロ ー プ 発生 器 出力 











| レジ メタ の 仙 | エン ベロ ー プ ・ バ ター ン 
E3|E2|EllEo E3-E0 
010|X|X 


ご 


ロー らら ご ワー の o の つら 





ご ニー ーー らら つの 〇 の ご ら 


ーー ビワ ピロ ピー 








EP - ェ エンベロープ 周期 
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oeeeisH 議 
CHEERmH 
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サン プル プロ グラ ム : 


19 SOUND 7.37: SOUND 6,9: SOUND 9,25: SOUND 1.9 
2 SOUND 2.25: SOUND 3.9: SOUND 8,16: SOUND 9.16 
39 SOUND 12,59:SOUND 11.7:SOUND 13,9 
49 END 
SOUND 文 を 使っ て 効果 音 を 出す プロ グラ ム で す 。 











機能 
書式 


文例 


範囲 
解説 


参照 


TIME < シス テム 変数 
タイ ム 








1/60 秒 ご と に 値 を 1 ずつ 増やし ます 。 

TIME 

TIME= 0 

PRINT TIME 

TIME の 持つ 値 は 0 一 65535 に な り ま す 。 

TIME は 1/60 秒 ご と に 1 ずつ カウ ント アッ プ さ れ ま す 。 ま た 、 こ の 範囲 の 値 を 
TIME に 代入 する こと も で きま す 。 

な お 、 こ の タイ マ は VDP が 1/60 秒 ご と に 割り 込み が 発生 する の を 基準 に し て いま す 
の で 、 カ セッ ト テ ー ブ プ 操 作 中 な どの 割り 込み 禁止 状態 で は 、 タ イマ の 値 は 増え ませ ん 。 
ON INTERVAL GOSUB 


サン プル プロ グラ ム : 


19 ' TIME --> TI$ ( XX:XX:XX ) 

29 CLS 

39 DEFINT A-Z 

49 DEF FNC$(X)=RIGHT$("99"+MID$(STR$(X) ,2) ,2) 

59 T!=TIME 

69 T1=T!/3699:TT=T!-T1x3699 

79 T2=TT/69:T3=TT MOD 69 

89 TI$=FNC$(T1)+":"+FNC$(T2)+":"+FNC$(T3) 

99 LOCATE 9,19 

199 PRINT "TIME: "iTI 

119 PRINT "TIME$:":TI$ = 
129 GOTO 59 時 計 を 表示 する プログ ラム で す 。 





OPEN 





オー プン 





機能 
書式 
文例 
範囲 


解説 


参照 


ファ イル を 開き 、 使 用 可能 な 状態 に し ます 。 

OPEN ~ | デバ イス 名 | | ファ イル 名 | "(FOR | モー ド | 〕 AS 〔#〕) | ファ イル 番号 | 
OPEN “CAS : SAMPLE" FOR INPUT AS# 1 

ファ イル 番号 は 1 か ら 15 (MAXFILES 文 て 指定 し た 値 を 越え て 指定 する こと は で 
きま せん 。 

1 ファ イル 名 1! で 指定 する ファ イル を 開き 、INPUT# 文 や PRINT 半 文 で デー タ の 入 


出力 が で きる よう に し ます 。 オ ー プ ン す る ファ イル に は 1! ファ イル 番号 | を 割り 当て 、 


以後 の ファ イル へ の 入出 力 で は 、 | ファ イル 番号 | を 指定 し ます 。 
1 ファ イル 名 | の 形式 は ^! ア バイス 名 | | ファ イル 名 | ? で す 。 
1 デバ イス 名 | に は 次 の 種類 が あり ます 。 





使用 で きる モー ド 
INPUT |ouTPUT 
CAS: | カモ ッ ト レ ュー ター| 〇 O 
CRT: | テキ スト 画面 x | oO 
GRP: グラ フィ ッ ク 画 面 メ ※ O 
PD% プリ ンタ x O 
1 ファ イル 名 | は 1 一 6 文字 の 文字 列 で 表わし ます が 、 デ バイ ス 名 が CRT : 、 GRP : 、 
LPT : の 場合 に は 省略 し て も か まい ませ ん 。 
1 モー ド ! は ファ イル へ の アク セス 方 法 を 指定 し ます 。 モ ー ド に は 次 の 2 種類 が あり 
ます 。 

INPUT 既存 の ファ イル か ら 入 力 を 行ない ます 。 

OUTPUT 新しく ファ イル を 作り 、 出 力 を 行ない ます 。 
すでに OPEN され た ファ イル 番号 で OPEN し よう と する と “File already open' エ 
ラー に な り ま す 。 
OPEN 文 は 、 指 定 し た ファ イル を 入出 力 す る 際 に 使う バッ ファ 領域 を 確保 し 、 フ ァ 
イル を CLOSE 文 で 閉じ る と き に 解放 ほれ ます 。 |! ファ イル 番号 | は 、 こ の バッ ファ 
領域 と 対応 し て いま す 。 
CLOSE, INPUT#, PRINT#, MAXFILES, INPUT$, EOF 


デバ イス 名 入 ・ 出 力 デ バイ ス 























サン プル プロ グラ ム : 


1 
"GRP:" FOR OUTPUT AS #1 に が ぅ 
36 PSET(198.199) 5 還 天王 2 が まる ピロ の 
49 PRINT #1。INT(RND(1)) ム で す 。 同 じ 位置 に 表示 する た め 、 文 字 
0 39 


59 GOT は 重なり ます 。 


SEE>S さ JJ 目 


213 





CLOSE < ステ ー ト メン ト > 








クロ ー ズ 
機能 ファ イル を 閉じ 、 使 用 不可 能 状 態 に し ます 。 
書式 CLOSE 〔[#] | ファ イル 番号 | [, [#] | ファ イル 番号 | ]…) 
文例 CLOSE # キ 2 
範囲 ファ イル 番号 は 1 15 
解説 使用 中 の ファ イル を クロ ー ズ (閉じ る ) し ます 。 ク ロー ズ さ れ た ファ イル に は 、 読 み 


込み も 書き 込み も で きま せん 。 

ファ イル 番号 の 指定 を 省略 する と 、 オ ー プ ン さ れ て いる すべ て の ファ イル が クロ ー 
ズ さ れ ま す 。 

CLOSE 文 は 、 フ ァイル が 出力 用 に な っ て いた と き は 、 バッ ファ に 残っ て いる 内 容 を 
は き 出 す た め 、 必 ず CLOSE を 行なわ な けれ ば な り ま せん 。 

CLEAR, END, NEW 文 を 実行 する と 自動 的 に CLOSE 処理 が 行なわ れ ま す 。 





EOF CE2 


イー オー エフ 





ざき EE>S で へ へ ふい 四 
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ファ イル が 終了 し た か どう か を 調べ ます 。 

EOF (| ファ イル 番号 | ) 

EOF (1)| そ の 結果 | この 関数 の 値 が ー- 1 な ら フ ァイル が 終り に 達し て いる 。 

1 ファ イル 番号 | は 1 一 15 

! フ ァイル 番号 |! で 指定 し た ファ イル が 読み 終わ っ た か どう か を 調べ る 関数 で す 。 終 
わり で あれ ば ー- 1 ( 真 )、 終 わり で な けれ ば 0 ( 偽 ) を 返し ます 。 

この 関数 は ファ イル を INPUT モー ド で 開か れ た も の に 関し て の み 有 効 で す の で 、 
ファ イル が 開か れ な いま ま EOF を チェ ッ ク し よう と する と “File not OPEN" エラ ー 
に な り ま す 。 ま た 、! フ ァイル 番号 | が 適切 で な いと き は “Bad file number* に な り ま 
す 。 
OPEN, INPUT 














く ス テー トメ ント > 











イン プッ ト クロ スハ ッ チ 





機能 
書式 
文例 
範囲 
解説 


参照 


ファ イル か ら デ ー タ を 読み 込み ます 。 

INPUT # | ファ イル 番号 | | 変数 | 〔(, 挫 数 !…… } 

INPUT #1, 2Z.X.Y 

1 ファ イル 番号 ! は 1 一 15 で OPEN 文 て 指定 し た 番号 。 

OPEN 娘 で INPUT モー ド を 開い た ファ イル か ら デ ー タ を 読み 込み 、 変 数 に セッ ト 
し ます 。INPUT # 文 は デー タ を 読み 込む 対象 が ファ イル で ある こと を 除く と INPU 
T 娘 と ほほ 同じ で す 。 

INPUT # 廊 で 読み 込む デー タ は PRINT 娘 で 書き 出し た 各 デ ー タ と 対応 し て い 
ます 。 

竣 数 | の 型 は ファ イル か ら 入 力 す る デー タ の 型 と 対応 し て いる 必要 が あり ます 。 
OPEN, PRINT # 


サン プル プロ グラ ム : 


19 CLS:BEEP 

29 PRINT "レコ ー タ ーー ノ ロク ォ オン ホ ~ タ ン ヲ オス " 

39 BEEP:PRINT 

49 PRINT "リタ ー ン キー ヲ オス " 

5 A$=INPUT$(1):IF A$ く >CHR$(13) THEN 59 
69 OPEN “CAS:DUMMY" FOR OUTPUT AS #1 

79 FOR J=1 TO 1 

89 PRINT #1,RND(1 ) 

99 NEXTJ 

199 CLOSE 

119 CLS:BEEP 

129 PRINT "レコ ー タ ~- ノ スト ッ プ * ま ~ タ ン ヲ オス ":BEEP 
139 PRINT: PRINT "テー フ * ヲ マキ モト ~ ス " 


14 PRINT "し コータ トー ノ サイ セイ ホ ト タ ン ラ ォ ス " この ブロ グラ ム を 実行 し 、 表 示 
159 OPEN"CAS:DUMMY" FOR INPUT AS #1 生れ ウー ツウ に 補い コブ 
16 CLS 6 こと に 
176 IF EOF(1) THEN CLOSE:GOTO 19 じ ロ コー ダー の 操作 を する ご に 
189 INPUT #1.A:PRINT A:GOTO 179 より DUMMY と いう ファ イル を 


196 PRINT 作成 し 次 に ファ イル か ら デ ー タ 
人 NE "レコ ー タ トー ノ スト ッ プ * よ ~ タ ン ヲ オス ":BEEP を 読み 込み デー タ を 表示 し ます 。 


SEE>S さ ふい 目 
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SEE>S ざ いい 邊 
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LINE INPUT 


ライ ン イン プッ トク ロス ハッ チ 








機能 1 行 単位 の デー タ を 、 フ ァイル か ら 文 字 変 数 へ 読み 込み ます 。 

書式 LINE INPUT # | ファ イル 番号 | | 文字 変数 | 

文例 LINE INPUT =1、ZS、PS 

範囲 読み 込ま れる デー タ は 254 文字 以内 。 

解説 OPEN 文 で INPUT モー ド に 開い た ファ イル か ら 1 行 単 位 (254 文 字 以 内 ) に デー タ 

【 み 込む こと が で きま す 。 データ が 254 文字 以上 の と き は 、 文 字 変数 に は 254 文 

字 ま で 代入 され ます 。 
プロ グラ ム を アス キー セー プ し た り , シー ケン シャ ルフ ァイル で ファ イル を 書き 出 
し た と き の 区 切り は キャ リッ ジリ ター ン (CHRS$ (13)) と ライ ン フ ィ ー ド コー ド (C 
HR$(⑩0 ) に な り ま す 。 LINE INPUT # 文 は CHR$(3 + CHR$0、 ま た は CHR$ 
9 を 区 切り と し 、 そ の 前 まで を デー タ と し て 文字 変数 1 の 値 と し ます 。 

参照 OPEN、 CLOSE, PRINT キ 

サン プル プロ グラ ム : 


19 CLS:BEEP 

29 PRINT "レコー タ ~ー ノ ロク ォ ン ホー タン ヲ オス " 

39 BEEP:PRINT 

49 PRINT "リタ ー ン キー ヲ オス " 

59 A$=INPUT$(1):IF A$ く >CHR$(13) THEN 59 
69 OPEN "CAS:DUMMY" FOR OUTPUT AS #1 

79 READ B$:IF B$="END" THEN 199 

89 PRINT #1.B$ 

99 GOTO 79 

199 CLOSE 

119 CLS:BEEP 

129 PRINT "レコ ー タ ~- ノ スト ッ フ * ホ ~ タ ン ヲ オス ":BEEP 
139 PRINT: PRINT "テー フ * ヲ マキ モト ~ ス " 

149 PRINT "レコ ー タ ~- ノ サイ セイ ホ ~ タ ン ヲ オス " 

159 OPEN"CAS:DUMMY" FOR INPUT AS #1 

169 CLS 

179 IF EOF(1) THEN CLOSE:GOTO 199 

189 LINE INPUT #1.B$:PRINT B$:GOTO 179 


199 PRINT この ブログ ラム を 実行 し 、 表 示 
299 PRINT "レコ ー タ ~ー ノ スト ッ フ * ホ ~ タ ン ヲ オス ":BEEP され る メッ セー ジ に 従い テー ブ 
219 END レコ ー ダ ー の 操作 を する こと に 


229 DATA "1 am a boy." 0 フラ 
239 DATA "Are you a boy?" PUMMY の 2 
249 DATA "Yes,1 am" 御成 し 次 に ファ イル か ちら デー タ 


259 DATA "END" を 読み 込み デー タ を 表示 し ます 。 





INPUT $ 


イン プッ ト ダ ラー 








機能 指定 され た ファ イル か ら 指 定 さ れ た 長 さ の 文字 を 与え ます 。 

書式 INPUTS (| 文字 数 | 〔,[ キ ] 1 ファ イル 番号 | }) 

文例 A$ =INPUTS$(5, #2 )[ そ の 結果 | ファ イル 2 か ら 5 女 字 読 み 込 ん だ 女 字 列 が 変数 
A$ に 与え られ る 。 

範囲 文字 数 し は 1 一 255 

解説 | ファ イル 番号 ! で 指定 され た ファ イル か ら 女 字 列 を 女 字 数 分 だ け 読み 出し ます 。 
| フワ ァイル 番号 ! が 省略 され た 場合 は 、 キ ー ボ ポー ド か ら の 入力 に な り ま す が 、 入 力 さ 
れ た 文字 は 画面 に は 表示 され ませ ん 。 
INPUT$ は 指定 され た | 廊 字 数 | の 文字 が 入力 され る の を 待ち 続け ます が 、 す で に バ 
ッ フ ァ に 入力 済み の デー タ が ある 場合 に は バッ ファ 中 か ら 廊 字 を 拾っ て きま す 。 JN 
PUT$ は 、KCTRU] _r C) 、 STOP を 除く すべ て の 廊 字 を その まま 読み 出 
し ます 。 

参照 INPUT, LINE INPUT 

サン ブル プロ グラ ム : 
16 REM 3 ヶ タ ノ カス ~ ア テ 
29 XX=RND(-TIME/3) 
3 X=INT(RND(1)x1999) 
49 IF X<199 THEN 39 
59 B$="" 
69 す = 1 9 3 3 桁 の 数 を あて る ゲー ム で 
79  A$=INPUT$(1) ギー ポー ド が と 
86 IF A$<"9" OR A$>"9" THEN 7 70 キーボー ド が 8 
99  B$=B$+A$:PRINT A$: 1 女 字 ず つ 合計 3 文字 を 入 
196 NEXT J し ます が 入力 し た 数 が 0 
116 IF X=VAL(B$) THEN PRINT " RIGHT!":END ー 9 以外 は 受 な い 
126 IF X<VAL(B$) THEN PRINT " BIG!!":GOTO 59 2 で 
139 PRINT " SMALL":GOTO 59 2 に 人 9 3 


SEE>S さ JJ 邊 
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SEE>S さ へ 
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PRINT 症 





プリ ント クロ スハ ッ チ 








機能 ファ イル に デー タ を 書き 出し ます 。 

書式 PRINT# | ファ イル 番号 | 1 式 (|RR 

文例 PRINT # キ 1 XY,Z 

範囲 | ファ イル 番号 ! は 1 15 

解説 OUTPUT モー ド で OPEN し た ファ イル に 対し て | 式 | で 示す 数 値 や 女 字 列 を 書き 出 
届 天 が る 
ファ イル が GRP :/、^CRT :” の と き は PRINT と 同じ 働き を し ます 。 
ファ イル が “LPT:” の と き は LPRINT と 同じ 働き を し ます 。 
ファ イル が “CAS :” の と き は INPUT #, LINE INPUT#, INPUT$ 関数 で 読む 
こと の で きる ファ イル を カセ ッ ト テ ー プ 上 に 作成 し ます 。 
j 式 | で 書き 出す 数 値 、 文 字 列 は も セミ コロ ン ( : )、 カ ンマ ( . ) で 区 切り 、 複 数 の 式 を 
つなげ る こと が で きま す 。 
1 式 ! が 数 値 の と き は 、 数 値 が 娘 字 列 に お き 換 えら れ 、 数 値 と 数 値 の 間 は 空白 と な り 
ます 。 
式 | が 女 字 の と き セ ミコ ロン ( : ) で 区 切れ ば 、 デ ー タ は 空 折 で 区 切ら れず に ファ イ 
ル に 書き 出さ きれ ます 。 こ の と き フ ァイル が OPEN され て いな いと “File not OPEN 
エラ ー に な り ま す 。 
PRINT キ 娘 の 最後 に カン マ も セミ コロ ン も 指定 し な いと き は 、 デ ー タ の 出力 後に 区 
切り コー ド と し て CR コー ド (&HO0D) と LF コ ー ド (&H0A) が 出力 され ます 。 
PRINT# 廊 の 最後 に カン マ か セミ コロ ン を 指定 し た 場合 は 、CR コ ー ド も LF コ ー ド 
も 出力 し ませ ん 。 

参照 OPEN. CLOSE, PRINT, INPUT キ , LINE INPUT# 

サン プル プロ グラ ム : 


19 SCREEN 2 
29 OPEN "GRP: "FOR OUTPUT AS #1 

39 PSET (9.9) 

4 RESTORE 

56 READ A$ 

66 IF A$="END" THEN FOR J=1 TO 2899:NEXT J:END 

76 PRINT き 1 ,A$:GOTO 59 

86 DATA “ ク ~ ラ フィ ッ ク カト メン ニモ モ シ 、 カ ^ カケ マス " 

9 DATA " ABCDEFGH1JKLMN" い 

199 DATA “1234567896\ZQLTUSXRYGABCDEF* PRINT# 廊 を 使っ て グラ フィ ッ 
119 DATA END ク 画 面 に 文字 を 表示 し ます 。 





PRINT せ USING < ステ ー ト メン ト > 








プリ ント クロ スハ ッ チ ユー ジン グ 





機能 女 字 列 や 数 値 を 指定 され た 書式 で ファ イル に 書き 出し ます 。 
書式 PRINT キ | ファ イル 番号 。USING 寺 式 | iR (ij | Ri 53 〕 





文例 PRINT# 2 USING ` せ 半 せ せ キ /5A 

範囲 | ファ イル 番号 ! は 1 一 15 

解説 | 式 | で 表わさ れる 数 値 や 文字 列 を 書式 に も と づい て ファ イル へ 書き 出し ます 。 
寺 式 | の 指定 方 法 は PRINT USING と 全く 同じ し な の で 、 そ ちら を 参照 し て くだ さい 。 

参照 PRINT#, PRINT USING 

サン プル プロ グラ ム : 


19 SCREEN 2 

29 OPEN "GRP:" FOR OUTPUT AS #1 

39 PSET(9.9) 

49 RESTORE 

59 READ U$,A 

69 IF U$="END" THEN FOR J=1 TO 2999:NEXT J : END 
79 PRINT #1.USING U$:A:GOTO 59 

89 DATA " 柏 拉 。 拓 共 基 提 人" 12537443 

99 DATA "+ 提 社 電 祝 " 。-3245 


1 DATA "大 "。32.43454 PRINT#USING 壇 を 使っ て グラ フィ 
119 DATA END,9 ッ ク 画 面 に 廊 字 を 表示 し ます 。 


SEE>S さ ふい 較 
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さき >SO は テー キー せ 較 




















指定 され た 変数 へ デー タ を キー ボー ド か ら 入 力 し ます 。 
INPUT 〔 ド プロ ンプ ト 婦 引 | ) 挫 数 |(, 赦 数 |…… | 


INPUT NAME”:PS 

プロ グラ ム 中 に キー ポー ド か ら の 入力 を 受け 付け ます 。 

INPUT 文 を 実行 する と 、 疑 問 符 ( ? ) と 1 桁 の スペ ー ス が 画面 に 表示 され 、 プ ログ ラ 
ム は キー ボー ド か ら の 入力 待ち の 状態 と な り ま す 。 以 降 、 キ ー ポ ー ド か ら 入 力 さ れ 
た デー タ が 変数 へ 代入 きれ ます 。 

ド プ ロン プ ト 廊 征 を 指定 し て いれ ば 、 疑 問 符 の 前 に プロ ンプ ト 文 が 表示 され ます 。 

上 褒 数 名 | で 指定 し た 変数 は プロ ンプ ト 文 が 表示 され た あと 、 リ ター ン キ ー を 押す ま 
で の 間 に キ ー イ ン さ れ た デー タ が 入り ます 。 

楼 数 名 | を 、 カ ンマ ( , ) で 区 切っ て 複数 個 指 定 し た 場合 に は 、 入 力 す る デー タ も カ 
ンマ で 区 切っ て 入力 し ます 。 

対応 する | 変数 名 | と デー タ の 型 が 一 致し て いな いと *“ ? Redo from start" を 表示 し 
て 再び 入力 待ち と な り ま す 。( 例 1 ) 

入力 する デー タ の 個数 が 足り な いと き は “ ? ? "と 表示 し て 入力 待ち と な り ( 例 2)、 

入力 する デー タ の 個数 が 多い と “ ? Extra ignored" が 表示 され 、 余 分 に 入力 され た デ 
ー タ が 無視 され ます 。( 例 3 ) 

何 も ち し な いで リタ ー ン キー を 押し た 場合 に は 、 変 数 の 値 は INPUT 文 を 実行 する 前 と 
同 し で す 。 こ の と きも < 変数 > が 複数 の 場合 は 、 必 要 数 の カン マ ( , ) だ け は 入力 し な 
けれ ば な り ま せん 。 

文字 変数 に 文字 列 を 代入 する 場合 で 、 カ ンマ や 娘 字 列 の 前 後 の 意味 の あ る 空白 を 入 
カカ し た いと き は 、 引 用 符 (* ) で 文字 列 を 囲む 必要 が あり ます 。 こ の 場合 は 文字 と し 
て 引用 符 を 入力 する こと は で きま せん 。 

グラ フィ ッ ク モ ー ド で INPUT 廊 を 使用 する と 自動 的 に テキ スト モー ド に な り ま す 。 


( 例 1) ( 例 2 ) ( 例 3 ) 

19 INPUT X 19 INPUT A.B$ ( 例 2 ) の プロ グラ ム を 実行 
29 PRINT X 29 PRINT A,B$ し 、1. ABC, 3( 選 と 操作 
プロ グラ ム を 実行 し 、? に プロ グラ ム を 実行 し 、! (! が A、ABC が B$ に 入力 
対し ABC (と 操作 し ) と 操作 され 、 3 は 無視 され る 。) 
(数 値 変数 に 文字 を 入力 し (? ? と 表示 し B$ の 入力 

よう と し て いる ) 要求 を する ) 











LINE INPUT < ステ ー ト メン ト > 
ライ ン イン プッ ト 





機能 キー ポー ド か ら 1 行 分 全体 の デー タ を 区 切る こと な く 入 力 し 、 文 字 型 変 数 に 代入 し 
ます 。 

書式 LINE INPUT (| プロ ンプ ト 文 邊 :) 人 文字 変数 | 

文例 LINE INPUT "NAME?":PS 

範囲 キー ポー ド か ら 入 力 で きる 文字 数 は 254 字 ま で で す 。 

解説 キー ポー ド か ら リ ター ン キ ー が 押さ れる まで 入力 待ち に な り ま す 。INPUT 文 と ち 
が う の は 、 カ ンマ ( , ) を デー タ と し て 入力 で きる こと で す 。 ま た 、 疑 間 符 (? ) は 表 
示さ れ ま せん 。 
ド プ ロン プ ト 文 條 を 指定 し た と き に は 、 入 力 待ち の 前 に | プロ ンプ ト 文 | を 表示 し ま 
す 。 実 行 は CTRL) r- (CCJ、 ま た は [CTRU) _~ STOPJ に よっ て 中 断 さ れ ま す 。 
何 も 入 力 せ ず 、 リ ター ン キ ー を 押し た と き は ヌル (` “) が 代入 され ます 。 
グラ フィ ッ ク モ ー ド の 画面 で LINE INPUT 文 を 実行 する と 、 テ キス トモ ー ド に 戻 
る こと は あり ませ ん が 文字 変数 に 正しい デー タ は 入力 され ませ ん 。 

参照 LINE INPUT #, INPUT 

サン プル プ ブログ ラム : 
19 LINE INPUT A$ この ブロ グラ ム を 実行 し 、 文 字 列 
29 IP Ac6 THEN PRINT AGOTO 18 Ye 

0 ンマ ( , 改行 
MTDSCRS AT カン マ を の ぞ き 入力 され た 文字 列 
69 GOTO 29 を 表示 し ます 。 
CTRU ST で プロ グラ ム を 終了 
させ ます 。 


き > ン SO は テー ミー せ 較 
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>S の は テー キー せ | | 
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機能 キー が 押さ れ て いれ ば その 文字 を 、 押 され て いな けれ ば ヌル スト リン グ を 与え ます 。 

書式 INKEY$ 

文例 A$ =INKEY$ 押さ れ た キー の 文字 を A$ に 代入 する 。 

解説 キー が 押さ れ て いな い 状 態 ( キ ー ポ ー ド バッ ファ が 空 ) で あれ ば 、INKEY$ の 値 は ヌ 
ルス トリ ング に な り ま す 。 
キー が 押さ きれ て いる 状態 (キー ポー ド バ ッ ファ が 空い て いな い ) で あれ ば 、 バ ッ フ ァ 
の 先頭 か ら 1 文字 取り 出し 、 関 数 の 値 は その 女 字 に な り ま す 。 そ の た め 、INKEY$ が 
実行 され る 以前 に 押 き れ た キー が キー ポー ド バ ッ ファ に 残さ れ て いた 場合 、INKEY 
$ に より 読み 込ま れる 場合 が あり ます 。 
キー ポー ド バ ッ ファ の クリ アー は 、10 IF INKEY$ <>` ? THEN 10 に より 実 


行 で きま す 。 
な お 、[CTRU) _T~ (C) 、CTRL) _" STOP) は INKEY$ 関数 に よっ て 与え る こと は で 
きま せん 。 


押さ れ た キー は 画面 上 に 表示 され ませ ん 。 
INPUT$ (1) と ちがい 、 キ ー 入 力 待ち に は な ら な い の で 通常 IF 娘 と 組み 合わ せ て 用 


いま す 。 
参照 INPUT, LINE INPUT, INPUT$ 
サン プル プロ グラ ム : 
1 A$=INKEY$ ke 表 
26 IF A$<>"" THEN PRINT A$: ペ カ C だ 交 ず を る と 表示 し あず < 
39 GOTO 19 TU ST で 終了 し ます 。 








LPRINT/LPRINT USING 


エル プリ ント プ エ ル プ リン ト ユー ジ 


く ス テー トメ ント > 








機能 So リン タ に 出力 し ます 。 
書式 LPRINT〔I 式 |… 
LPRINT USING 式 | 1 式 ! …… 
文例 LPRINT PS$, XX 
LPRINT USING ~# せ せ #:X 
解説 | 式 | で 表わす 文字 列 や 数 値 を プリ ンタ に 出力 し ます 。 
複数 個 の | 式 | を 指定 する 場合 は 式 ! の 問 に 、 カ ンマ ( , )、 ま た は セミ コロ ン (: ) を 
入れ て 区 切り ます 。 
使用 法 は PRINT/PRINT USING を 参照 し て くだ さい 。 
参照 PRINT, PRINT USING 
サン ブル プロ グラ ム : 
19 INPUT "As"i 
2 INPUT "B$=":B$ 


LPRINT A。 Se 
08 人 * 夫 千 & &"iAiB$ し PRINT USING を 使い 、 桁 そろ え を し て 、 ブ 


59 END リン タ に 印字 し ます 。 





LPOS < シス テム 変数 


エル ポジ ショ ン 








機能 現在 の プリ ンタ の ヘッ ド の 位置 を 与え ます 。 

書式 LPOS (| 式 |) 

文例 A=LPOS (0 ) 

範囲 | 式 ! は ダミ ー の 引数 で 、 変 数 、 数 式 で も か まい ませ ん 。 

解説 プリ ンタ の ヘッ ド 位 置 を 与 を ます 。 こ れ は 、 プ リン タ に 打ち 出す た め の プ リン タバ 
ッ フ ァ の 値 の た め 、 実 際 の プリ ンタ の ヘッ ド 位 置 と は 必ず し も 合う と は 限り ませ ん 。 

参照 WIDTH, LPRINT 


SEES> ぬ VC\I 
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く ス テー トメ ント > 








機能 カセ モット テー プレ ュー ダー の モー ター の ON/OFF を 制御 し ます 。 
書式 oron| ON 
IOFFI 」 
文例 MOTOR ON 
解説 MSX 内 蔵 の モー ター 用 リレー を ON また は OFF に し ます 。 
ON/OFF を 指定 し な い 場 合 は 、ON 状態 な ら ば OFF に 、OFF 状態 な ら ば ON に し 


ます 。 
MOTOR コマ ンド は リモ ー ト 端子 付 の カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ ー で カセ ッ ト テ ー プ 
を 巻き も どす と き な ど に 使用 し ます 。 但 し この 命令 を 使わ な く て も 、 早 送り や 巻き 
も ど し の で きる カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ ー も あり ます 。 

サン プル プロ グラ ム : 


RETURN キ ー の 入力 が ある ご と に 
0 WELINKEYS く >CHR$(13) THEN 19 MOTOR の ON.OFF を 切り 換え ます 。 


3 GOTO 19 CTRU ゴー STOP) で 終了 し ます 。 


便 午 ら ー ツ ー 貼 
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機能 
書式 
文例 


解説 


タプ レッ ト の 状態 を 調べ ます 。 
PAD ( 式 | ) 
A = PAD(3) し の 結果 | A4 に は タブレット が 押さ れ て いな いと き 0、 押 きれ て いる と 
き ー1 の 値 が 入る 。 
式 の 値 は 、 0 一 7 の 整数 値 。 
整数 式 は 0 一 3 の と き 、 ジ ョ イス ティ ッ ク 端 子 1 (ポー ト 1 ) に 接続 し た タブレット 。 
4 一 7 の と き 、 ジ ョ イス ティ ッ ク 端 子 2 (ポー ト 2) に 接続 し た タプ レッ ト 。 
工 ! の 値 を 0 また は 4 に する と 、 タ ブレ ッ ト が ペン で 押さ れ て いる か どう か が か が 返さ 
れ ま す 。 
ー 1 : 押さ きれ て いる 。 
0 : 押 き れ て いな い 。 
工 | の 値 を 1 また は 5 に する と 、 タ プレット が 押さ れ て いる 点 の X 座 標 が 返さ れ ま 
す 。 タ プレ ッ ト が 押さ れ て いな い 場 合 、0 が 返さ れ ま す 。 
式 | の 値 を 2 また は 6 に する と 、 タ プレット が 押さ れ て いる 点 の Y 座 標 が 返さ れ ま 
す 。 タ プ ブレット が 押さ れ て いな いり い 場合 、0 が 返さ れ ま す 。 
式 | の 値 を 3 また は 7 に する と 、 タ プレ ッ ト 上 の スイ ッ チ が 押さ れ て いる か どう か 
が 返さ れ ま す 。 
ー 1 : 押さ れ て いる 。 
0 : 押さ れ て いな い 。 





サン プル プロ グラ ム : 


19 SCREEN 2 タプ レッ ト ( タ ッ チバ ネル ) を 

2 F=PAD(9): IF Fs9 THEN FF = 9 : GOTO 28 。。 と ョ イス ティ ッ ク 端 子 | に 接 

39 X=PAD(1): YsPAD(2) 

49 IF FF THEN LINE-(X,Y) ELSE PSET(X,Y) 読 し で て 、: ク プレ ッ ト に より 男 

59 FF=-1: GOTO 29 面 に 線 が 描け ます 。KrTRU - 
SO5 で プロ グラ ム を 終了 させ 
ます 。 


すみ SO' は で 太 二 由 と 届 
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邊 >SW き < さ Nm 
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機能 ジョ イス ティ ッ ク の 状態 を 与え ます 。 
書式 STICK(| ジ ョ イス ティ ッ ク 番 号 !) 
文例 A=STICK(0 ) | その 結果 | 変数 A え に カー ソル キー の 状態 を 示す 値 が 入る 。 
範囲 | ジョ イス ティ ッ ク 番 号 ! は 0 一 2 。 0 は カー ソル キー、 1 は ポー ト 1 に つなが っ た 
ジョ イス ティ ッ ク 、 2 は ポ ボート 2 に つなが っ た ジョ イス ティ ッ ク 。 
解説 ジョ イス ティ ッ ク が どの 方 向 に 押さ きれ て いる か を 調べ ます 。 ど ちら の 方 向 に も 押さ 
れ て いな いと き は 0 が 与え られ ます 。 
1 
8 2 
9 NN 
5 
カー ソル キー の と き は 仙 が 1、 が 3、④ と 向 キ ー が 同時 に 押さ れ た と き が 2、(⑨⑳ 
が 5、 ゆ と ⑱ キ ー が 同時 に 押さ れ た と き が 4 に な り ま す 。 
サン プル プロ グラ ム : 


19 INPUT “STICK No.="iS 

29 IF S<@ OR S>2 THEN 19 

39 CLS 

49 LOCATE 5,5:PRINT "JOY STICK TEST" 


59 LOCATE 6.7:PRINT "STICK No.="iS ンコ リ スチ バッ ク 和 あま 入力 Cx 


69 LOCATE 19.9:PRINT STICK(S) の ステ ィ ッ ク 番 号 を も と に ステ ィ ッ 
79 GOTO 69 ク の 値 を 表示 し ます 。 











ジョ イス ティ ッ ク の トリ ガー ポタ ン が 押さ れ た か どう か を 調べ ます 。 


STRIG (1 ジョイスティック 番号 | ) 

A=STRIG(1 ) その 結果 ジョ イス テイ ッ ク 1 の トリ ガー ポタ ン 1 が 押さ れ て いる 

と き 変 数 A に 一 1 が 入り 、 押 され て いな いと き は 、 0 が 入る 。 

ジュ イス テッ ク 番 号 | ボ 一 ト 番号 | ト リカ ー ポ タン | 
| 


9 エー キヤ で 
H 


1] ジョ イス ティ ッ ク 番 号 ! が 0 の と き は スペ ー ス キー、1 は ボート 1 に 接続 きれ た ジョ 
ョ イス ティ ッ ク の トリ ガー ポタ ン 1 、 2 は ポ ボート 2 の ジョ イス ティ ッ ク の トリ ガー 
ポタ ン 1、 3 は ポー ト 1 の トリ ガー ポタ ン 2 、4 は ポー ト 2 の トリ ガー ポタ ン 2。 
| ツ ジョイスティック 番号 | で 指定 し た ジョ イス ティ ッ ク の トリ ガー ポタ ン (本 体 の ト 
リガ ー キ ー)、 ま た は スペ ー ス キー の 状態 を 調べ ます 。 

トリ か ガー ポタ ン が 押さ れ て いる と き は 一 1、 押 され て いな いと き は 0 が 返っ て きま す 。 














ょ ol ピ 
moI ピ 
tellm| ピ 


| 





参照 STRIC ON/OFF/STOP , ON STRIG GOSUB 
サン プル プロ グラ ム : 


16 A$="CDEFGAB" 

28 PRINT "PRESS SPACE BAR" 

39 X=INT(RND(1)*7)+1 

46 IF STRIG(8) THEN PLAY "L8"+MID$(A$,X,1) ELSE 3 

56 IF STRIG(@) THEN 5 ELSE 39 
スペース キー が 押さ れ た か どう か を STRIG 関 数 で 調べ て いま す 。 押 され 
て いる な ら ば 音 を 出し ます 。 CTRD STOg) で 中 断 し ます 。 


導き >SpSQs ふ MANuw 


227 


で アニ 


| 」 >SO' は 
せ 圧 み S0 は テー 斗 〇 ヘー 
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機能 パドル の 状態 を 与え ます 。 
書式 PDL (| パドル 番号 |) 





文例 A = PDLU1) | その 結果 | A に は 0 一 255 の 数 値 が 入る 。 

範囲 パドル が ポー ト 1 に つなが っ て いる と き は | ドド ル 番 号 ! は 、1、3、5、7、9、11、 
ボート 2 なら ば 2、4、6、8、10、12 

解説 パドル の 状態 は 回 転 の 度合 に よっ て 0 一 255 の 範 囲 の 数 値 で 得 ら れ ま す 。 

サン プル プロ グラ ム : 











19 CLS:LOCATE 3,.5:PRINT " xxx ANY ト " ル ノ テス ト XP 


2 LOCATE 8,7:INPUT "AITL NO。 = "iPEPRINT 

3 IF P<1 OR P>12 THEN 29 

46 PRINT "。。 オ ワ ル トキ ナニ か カ キー ラオス" 

79 PRINT USING"###" PDL(P) で す 。 パ ドル の 番号 (| 12) を 入力 
80 IF INKEY$="" THEN 69 し た あと に バド ル の 回 転 を 示す 値 を 
99 END 表示 し ます 。 


※ ジ ョ イ バ パッド や ジョ イス ティ ッ ク で 
は 0 か ら 255 の どちら か の 結果 し か 表 
示し ませ ん 。 











機能 指定 され た 入力 ポー ト の 値 を 与え ます 。 

書式 INP (| ボート 番 号 | ) 

文例 A = INP (&H31) 変数 A に ポー ト ア ドレ ス 31H で 指定 され る 1/O0 ポー ト か ら 読 み 
込ん だ 値 を セッ ト す る 。 


範囲 ポー ト 番号 は 0 一 255 

解説 | ポー ト 番 号 | で 指定 され た 入力 ポー ト か ら 1 バイ ト (8 ビッ ト ) の デー タ を 読み 取り 、 
それ を 関数 値 と し ます 。 
ポー ト 番 号 の 指定 を 誤 ま る と "Illegal function call" エ ラー と な り ま す 。 

参照 OUT 

サン プル プロ グラ ム : 


19 OUT 179,(INP(178)AND&HF9)0R8 

2 A=INP(169) 

4 IF(A AND 1)=9 THEN PRINT "SPACE": 

56 IF(A AND 2)=9 THEN PRINT " HOME"'i 

66 IF(A AND 4)=9 THEN PRINT " INS ": と の 

79 IF(A AND 8)=9 THEN PRINT " DEL ": 人 拓 CC さ d 
89 PRINT:GOTO 19 た か 判断 する プロ グラ ム で す 。 








OUT < ステ ー ト メン ト > 
アウ ト 四 


指定 され た ポー ト に 1 バイ ト の デー タ を 送り ます 。 

OUT | ポー ト 番 号 | | 式 | 

OUT &H52、&H15 

1 ポー ト 番 号 | | 式 ! と も に 0 一 255 の 整数 式 

1 ポー ト 番 号 | は 出力 ポー ト の 番号 、 そ し て [ 式 ! は 出力 する 1 バイ ト の デー タ で 、 出 

カポ ー ト に 1 式 ! の 値 を 送り ます 。 

( 注 ) OUT 文 を 不用 意 に 実行 する と 、 電 源 を 切る 以外 に 回 復 で き な く な る こと が あ 
り ま すか ら 注 意 し て くだ さい 。 








WAIT く < ス テー トメ ント > 








ウェ イト 
機能 コン ピュ ー タ の 入力 ポー ト を モニ ター する 間 、 プ ログ ラム の 実行 を 停止 し ます 。 
書式 WAIT | ポー ト 番 号 | 式 11 (, 式 2 け 
文例 WAIT 4 8, 225 
範囲 | ポー ト 番 号 | は 、0 一 255、| 式 11、| 式 21 と も 0-255 
解説 この 命令 を 実行 する と 、 指 定 し な た ポート か ら の 入力 デー タ の ビッ トバ ターン が 、 


式 | で 指定 し た 





に な る まで 、 プ ログ ラム を 中 断 し ます 。 


1 ポート 番号 | で 指定 し た ポー ト か ら 読 み 込 ん だ デー タ と | 式 21 の 値 の XOR を と り 、 


工 11 と の AND 演 算 を し ます 。 その 結果 が 0 ( 偽 ) で な く な る まで ポー ト の 状態 を 読 

み 続 け ま す 。 結 果 が 0 で な けれ ば ( 真 )、 プ ログ ラム の 実行 は 次 の 行 に 移り ます 。 | 式 

21 が 省略 され た 場合 は 0 と みな され ます 。 

( 注 ) WAIT 廊 の 実行 に より 、 無 限 ル ー プ に は いっ て し まう 場合 が あり ます の て 使 
用 に は 充分 気 を つけ て くだ さい 。 


記 SEE ン SW ゆき は ナーO 〇 ヘー 


軒 の id 海 調 祭 じ ボ ー で いり は 器 導 蘭 
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機能 メモ リー の 指定 され た 番地 の 内 容 を 与え ます 。 


書式 PEEK (| 番地 |) 





文例 A = PEEK (&H8000) | その 結果 








A に は 8000H 番地 の 内 容 が 入る 。 





範囲 | 番地 | は 、 一 32768 一 65535 (&H0 一 &HFFFF) の 値 を 持つ 数 式 
解説 | 番地 | で 指定 され た メモ リー の 内 容 を 読み 出し ます 。 読 み 出 され る デー タ は 1 バイ 


ト の 値 (0 一 255) で す 。 


PEEK 関 数 は POKE 文 と 対応 し て いる 命令 で す 。 


参照 POKE 
サン プル プロ グラ ム : 


19 INPUT "ADDRESS=":A$: AD=VAL("&H" ィ A$) 


29 FOR A=AD TO AD+129 STEP 8 


39 PRINT:PRINT RIGHT$("999"+HEX$(A)、4)5 7 


49 FOR B=A TO A+7 


56 PRINT RIGHT$("9"+HEX$(PEEK(B)) 2):" "i 


69 NEXT 
79 NEXT 
89 PRINT:GOTO 19 


メモ リー の 内 容 を 128 バイ ト 単 位 で 
表示 する プロ グラ ム て で て す 。 
※30 行 " “内 の スペ ー ス は 2 個 

40 行 " “内 の スペ ー ス は | 個 





POKE く < ス テー トメ ント > 
ポー 











機能 
書式 
文例 
範囲 


参照 


メモ リー 上 に 指定 され た 番地 に デー タ を 書き 込み ます 。 

POKE | 番地 | , | データ ! 

POKE &HE000, &HDD 

勧 地 | は 、 一 32768 一 65535(&H0 一 &HFFFF)、| デ ー タ | は メモ リー に 書き 込ま れる 

デー タ で 0-255(&H0 一 &HFF) 

唱 宮 覆 お の りー ドド の 寺 導 5 すす 08 や e* み ダー タ を 書き 込み ます 。 
の 命令 は 、 現 在 の メモ リー の 内 容 を 書き 換え て し まう た め 、 不 用 意 に 使う と 、BA 

SIC が 使っ て いる 作業 領 寺 を こわ し て し まい 、 作 動 で き な く な り ま す 。 

POKE 文 の 逆 の 働き を する 関数 と し て PEEK 関数 が あり ます 。 

PEEK 


サン プル プロ グラ ム : 


19 CLEAR 199,&HC7FF 

20 FOR JX%=&HC899 TO &HDFFF 

3 PRINT HEX$(JX) 。 

49 FOR K%X=9 TO 255 

5 POKE JX.K% 

6 IF PEEK(JX) く >JX THEN PRINT "ERROR RAM AT ":HEX$(JX) :END 

79 NEXT K% 

8 NEXT J% 

9 PRINT "ALL RIGHT (C899-DFFF)" 

19 

MM C800 番 地 か ら DFFF 番 地 の RAM を テス ト す る プロ グラ ム で す 。 

0 一 255 の 値 を 書き 込ん だ あと に 読み 出し 、 エ ラー が な いか ど 
うか を チェ ッ ク し て いま す 。 


OiQI 対 誠 計 ボー ぐい | 績 滞 蘭 
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| の 古い ボー ご | は 職 立 
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USR 


ユー ザ 











機能 
書式 
文例 
範囲 
解説 





機械 語 で 作ら れ た サブ ルー チン を 呼び 出し ます 。 

USR [| 番号 ! 〕 (引数 | ) 

J=USR 2(0 ) | その 結果 | USR 2 関数 を 呼び 出し て 返さ れる 値 に な る 。 

1 番号 ! は 0 一 9、 省 略し た 場合 は 0 に な り ま す 。 

機械 語 の プロ グラ ム を 実行 し ます 。 番号! の 0 一 9 は 、DEF USR 文 で 定義 し た 
『 号 と 対応 し ます 。 

1 引数! は BASIC か ら 機 械 語 ル ー チ ン へ の 値 の 受け 渡し を し ます 。 な お 、 引 数 は 省 

略 で きま せん の で 、 呼 び 出す ルー チン に 引数 を 渡す 必要 が な いと き に は 、 必 ず ダ ミ 

ー の 引数 を 指定 し て くだ さい 。 

USR 関 数 を 実行 する と 、 レ ジス タ A に 引数 の 型 が セッ ト さ れ 、 ま た HL に は 引数 の 

アド レス (文字 列 の 場合 に は DE スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ の アド レス ) が セッ ト 

され 、 機 械 語 ル ー チ ン か ら の 参照 が で きる よう に な り ま す 。 

機械 語 ル ー チ ン で の 処理 の 結果 を 渡す と き は 、 引 数 の 内 容 を 書き 換え ます 。 こ の と 

き 、 呼 び 出 し に 指定 し た 1 引数 | と 異な る 型 に 変更 する こと は で きま せん 。 また 、 

婦 字 列 の 場合 は 廊 字 列 の 長 さ を 変更 する こと は で きま せん 。 

@ 整数 型 の 数 値 は 2 バイ ト の 2 進 形式 で 表わさ れ 、 下 位 バ イト 、 上 位 バ イト の 順 で 
格納 され ます 。 

@ 単 精度 実数 型 の 数 値 は 4 バイ ト で 表わさ れ 、 先 頭 1 バイ ト が 指数 部 、 そ の あと に 
3 バイ ト の 仮数 部 が 続き ます 。 指 数 部 の 左側 1 ビッ ト め が 0 な ら ば 、 仮 数 部 が 正 、 
1 な ら ば 仮数 部 が 負 で す 。 以後 7 ビッ ト が E+62 一 Eー64 まで の 指数 を 表わし ま 
す 。 ま た 、 仮 数 部 は 1 桁 を 4 ビット で 表わす 6 桁 の 2 進化 10 進 数 で 表わさ れ て い 
ます 。 

@ 倍 精度 実数 型 の 数 値 は 8 バイ ト で 表わさ れ 、 先 頭 1 バイ ト が 指数 部 、 そ の あと に 
7 バイ ト の 仮数 部 が 続き ます 。 

機械 語 ル ー チ ン か ら の 戻り は RET 命令 を 使い ます 。 








レジ スタ A 

















引数 の 型 : 2 = 整数 型 












































2R の 3 = 文字 列 型 
のみ TIE 4 単 精度 実数 型 
ーーーーーー 8 = 倍 精度 実数 型 
引数 の アド レス | 束 数 
1 2 3 4 
下位 バイ ト | 上位 バイ ト | | 
単 本 度 実数 
1 2 3 4 
指数 部 数 部 
倍 本 度 実数 
1 2 4 5 6 7 8 
指数 部 | 仮 数 部 
レジ スタ DE 
引数 の アド レス | 文字 列 
1 2 3 
婦 字 列 長 | 矯 史 | 倍 24 ト 
文 字 列 
参照 DEF USR 
サン プル プ ブログ ラム : 
19 CLEAR 289.&HDFFF 
26 FOR J=&HE69 TO &HE908 
39 READ A$:POKE J,VAL("&H"+A$) 
49 NEXT J 
56 DEF USR=&HE999 
2 
DeUSRAA) X の 値 の 上 位 2 桁 と 下位 2 桁 
80FRNNTTHEX ま DS) を 入れ か える プロ グラ ム で す 。 


199 DATA 23,23.56,23,5E,72,2B,73,C9 


整数 型 の 引数 を 使っ て いま す 。 


則 ONdi 包 井 訓 い ボ ホー ごい 剛 当 
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8 着 oo 








機能 変数 の 格納 され て いる メモ リー 番地 や 、 フ ァイル に 割り 当て られ て いる ファ イル コン 
ント ロー ルプ ロッ ク の 開始 番地 を 与え を ます 。 


書式 


1) VARPTR (| 変数 名 | ) 


2) VARPTR (# | ファ イル 番号 | ) 


2) B = VARPTR( 半 1) 





の 先頭 番地 が 入る 。 
範囲 | ファ イル 番号 ! は 0 15 
解説 | 変数 名 | で 指定 し た 変数 の デー タ が 格納 され て いる 、 変 数 領域 の メモ リー 番地 を 求 

め ま す 。 こ の と き 指 定 する 変数 に は 、 す で に 値 が 代入 され て いな けれ ば な り ま せん 。 


単 精度 実数 型 | 指数 部 | 仮数 部 | 仮数 部 


倍 精度 実数 型 | 指数 部 | 仮数 部 | 仮数 部 


文 


指定 し た 1 ファ イル 番号 | に 割 


<ー 上 位 ア ドレ ス 
デー タ 
数 型 | FW パ イト IE バイ ト 














2 ベイト 
由 デー タ 





に ジニ ニー コー ニー ニー ニニ ーーーー」 
4 バイ ト 


仮数 部 








( 
( 
文例 (1) A = VARPTR(X) その 結果 | A に は 変数 X の メモ リー 番地 が 入る 。 
( その 結果 | B に は FCB1 (ファ イル レル コントロー ルプ ブロック 1 ) 


下位 テア ド レス 一 > 


は VARPTR で 得 ら れる 番地 で す 。 


データ 





仮数 部 | 





仮数 部 | 仮数 部 | 仮数 部 | 仮数 部 








スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ 











ター だ アド レス アド レス 
定型 | 文字 数 | etl 
に ーー 一 ーー 


3 バイ ト 





の 値 を 与え ます 。 
サン プル プロ グラ ム : 


19 
20 
39 
49 
59 
69 


DEFINT A-Z 
り =9 
K=VARPTR(J) 
POKE K,19 
PRINT J 
END 





8 バイ ト 


り 当 て られ た FCB (ファ イル コン トロ ー ル プ ブロック ) 


POKE 文 で J の 変数 を 書き か える プロ グラ ム で す 。 





MSX BASIC は 、 音 楽 の 演奏 を 3 重 和音 1 ノイ ズ で 行なう こと が で きま す 。 その た め の 命 令 
が PLAY 女 で す 。 で は 、PLAY 女 の 指定 の 方 法 を 説明 し ます 。 


3-1 3 重 和 音 の 出し 方 
PLAY 廊 で 音楽 を 自動 演 秦 する に は 、 次 の 女 字 式 を 指定 し ます 。 
PLAY | 音声 1 の 女 字 式 !| 〔, | 音声 2 の 女 字 式 |, | 音声 3 の 女 字 式 | 
] 衣 声 n の 文字 式 ! は 、 ミ ュー ジッ クマ クロ 言語 を 使っ た 女 字 列 で 指定 し ます 。 こ の と き 音 
声 女 字 式 の 内 容 を 誤っ て 定義 する と “Illegal function call" エ ラー と な り ま す 。 
実際 に 音 を 出し て み ま し ょ う 。 音声 1 か ら ド レミ 、 音 声 2 か ら レ ミ フ ァ 、 音 声 3 か ら ミ フ 
ァ ソ 、 の 音 を 出し ます 。 そ れ に は 次 の よう に し ます 。 
PLAY “cde! “def, “efg” 
ト の 廊 字 式 に 、c、d、e、f、g が 使わ れ て いま す が 、 こ れ ら は それ ぞ れ ド 、 レ 、 ミ 、 フ ァ 、 ツ ソ の 音 


に な り ま す 。 こ の よう に 、MSX で は 、 そ れ ぞ れ の 音 を アル ファ ベッ ト に 対応 きせ て いま す 。 


次 の 表 を 参照 し て くだ さい 。 ※ ア ルフ ァ ベ ッ ト は 大 廊 字 で も 可 





c、d、e、f、g、a、b が 、 そ れ ぞ れ ハ 、 ニ 、 ホ 、 へ 、 ト 、 イ 、 ロ 、 導 長調 の ド 、 レ 、 ミ 、 フ ァ 、 ソ 、 ラ 、 シ に 対 
応 し て いま す 。 
また 、aーg の あと に # か 十 を 付け る と 半音 上 が り ( シ ャ ー プ )、 一 を 付け る と 半音 下がり ま 
す (フラ ッ ト )。 
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3-2 けん 盤 と 対応 し て みる と 
けん 般 に 対応 し て みる と 次 の よう に な り ま す 。 



































N34 N37 N39 N42 N44 N46 N49 

C キ D キ F キ G ネ A 
C+ D+ 選 や G+ A+ 
D-| |E- G-| |A-| |B- 

C D E F G A B 

B キ # Fー| EE Cー 

B+ E 十 

N35 N36 N38 N40 N41 N43 N45 N47 N48 














ド レ ミ ファ ジ レン シ 


オク ター プ ブ の 指定 は 、 ヾ O mp / と な り ま す 。 つ まり 0 の あと に 数 字 を 付け る こと に より 、 オ 
クタ ー プ を 自由 に 設定 で きま す 。 Im は 1 一 8 で 、04 は 長調 の ド に な り ま す 。 こ の と き 司 
を 省略 する と 0 の 値 は 4 に な り ま す 。 で は 、 次 の よう に 指定 する と どの よう な 音 に な る で 
し ょ う 。 実 際 に や っ て みて くだ さい 。 
PLAY `04cdefgab O5cdefgab O6c" 

次 に 、 音 の 高き を 絶対 的 な 数 値 で 指定 する に は ^NInl / を 使い ます 。n は 1 一 96 ま で 指定 で 
きま す 。 N36 は 04C と 同じ 高 さ で す 。 NO は 休 待 に な り 、 あ と て で 述べ る R と 同じ 働き を し ます 。 
前 の 図 も 参考 に し て くだ さい 。 


3-3 音 の 長 さ の 指定 


童 の 長き は し で 指定 し ます 。 

Li 
回 は 1 一 64 で 、 音 の 長き は 全音 符 の 1/(n) に な り ま す 。 ま た 、 特 定 の 音 だ け 長 さき を 変え る 
に は 、 音 名 (AG) の あと に [Im を 指定 し ます 。 

L1 全音 符 (o) L16 16 分 音符 ( ボ ) 

L2 2 分 音符 (』) L32 32 分 音符 ( ボ ) 

L4 4 分 音符 (J』) Le64 64 分 音符 (内 ) 

L8 8 分 音符 (お ) 
で は 、 体 待 は どう で し ょ うか 。 休 待 は R で 指定 し ます 。 

R mi 
回 は 長き で 、1 一 64 の 範囲 に を り ます 。R Ia の 長き さと Ln| の 長き は 同等 で す 。 回 を 省略 
する と R4 と 同じ に な り ま す 。 


R1 全休 符 (") R16 16 分 休 待 (?) 
R2 2 分 休 符 ( こ ) R32 32 分 休 符 (3) 
R4 4 分 休 符 ( り ) R64 64 分 休 符 (の) 


R8 8 分 休 符 (7) 
ピリ オド (・) は 付 点 を 表わし 、・ ひ と つ に つき 音符 の 長 さ を 3/2 倍 し ます 。A 一 G、N、R の 
あと に つけ る こと が で きま す 。 た だ し し の あと に つけ る こと は で きま せん 。 


C2. 付 点 2 分 音符 (4) 埋 穫 = 圭 
R4. 付 点 4 分 休 符 (1) 


3-4 音楽 の テン ポ と 大 き さ 
買 舌 の テン ポ は 

Tinl 
で 表わし ます 。 これ は 1 分 問 あ た り の 4 分 音符 の 数 を 設定 する も の で 、Im| は 32 一 255 に な リ 
ます 。 In を 省略 する と 120 に な り ま す 。 
また 、 音 の 大 き さ ( ポ リュ ー ム ) は 

Vi 
で 表し ます 。 nl は 1 一 15 で 、15 が いち ば ん 大 きい 音 に な り ます 。 省 略す る と 8 に な り ま す 。 
V を 指定 する こと に より 、 エ ン ベ ロ ー プ の 指定 を 解除 し ます 。 
3-5 音楽 の 演奏 中 を チェ ッ ク す る に は 
音楽 の 演 克 中 に 、 プ ログ ラム で 他 の 動作 を 行なう の は 、 何 も 気 に し な いで で きま す が 、 上 音楽 
の 演 大 が 終わ っ て か ら 決 の 処理 を し た いと き が あり ます 。 そ の た め に 、 演 大 が 終わ っ た か 
どう か を チェ ッ ク し な けれ ば な り ま せん 。 こ の よう な と き PLAY 関 数 を 使い ます 。 
PLAY 関数 は 、 引 数 が 0 の 場合 は 音声 の 全て を チェ ッ ク し 、1 、2 、3 の 場合 は それ ぞ れ 音 
声 1 一 3 を 表わし ます 。 結 果 と し て 、 演 奏 中 で あれ ば 一 1 、 そ う で な けれ ば 0 に な り ま も 








19 COLOR 11.1,1 

29 R=RND(-TIME ) 

39 CLS 

49 PRINT "xxxxx TWINKLE STAR 
59 READ A$,B$,C$ 

69 IF A$="\" THEN GOTO 129 

79 PLAY A$,B$,C$ 

89 LOCATE INT(RND(1 ) x39 ) 

99 PRINT "x" 

199 IF PLAY(9) THEN 199 

119 GOTO 59 

129 PRINT "xxxx% THE END XX 
139 FOR J=1 TO 1999:NEXT J 

149 COLOR 15,4,7:CLS 


159 END 
169 ' 

179 ′ DATA 
189 『* 


199 DATA V12.V19,V19 

299 DATA 04L4CCGGAAG 、 

219 DATA 03L2CCCL4C. . 

229 DATA 03L8R8GEGR8GEGR8AFAR8GE 
239 DATA 04L4FFEEDDC・. 

249 DATA 02L2B03C02GO3L4C. . 

259 DATA 03L8R8GDGR8GEGR8GFGR8GE 
269 DATA 04L4GGFFEED . 

279 DATA 03L2CO2B03CO02L4G. . 

289 DATA 03L8R8GEGR8GDGR8GEGR8GD 
299 DATA 04L4GGFFEED . 

399 DATA 03L2C02B03C02L4G. ・ 

319 DATA 03L8R8GEGR8GDGR8GEGR8GD 
329 DATA 04L4CCGGAAG. 

339 DATA 03L2CCCL4C・. . 

349 DATA 03L8R8GEGR8GEGR8AFAR8GE 
359 DATA 04L4FFEEDDC . 

369 DATA 02L2B03CO2GO3L4C. . 

379 DATA 03L8R8GDGR8GEGR8GFGL4C. 


9 WW が 5 この ブロ グラ ム は 画面 上 に “ 玉 ” を 表示 し な が ら 
499 DATA "\" 「 き らき ら 星 」 を 3 重奏 させ る も の で す 。 
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4-1 グラ フィ ッ ク の 種類 


MSX BASIC は 、 4 つの 画面 構成 を ちっ て お り 、 目 的 に 合わ せ て 自由 に 選ぶ こと が で きま す 。 
この 画面 の 指定 は SCREEN 女 で 行ない ます 。SCREEN を 切り 換え る と 今 まで の 画面 は 全て 
消 を て し まい ます 。 


= = 最大 40 文 字 X24 行 モー ド (SCREEN 0) 
テ 画 
アキ スト 商 間 一 okx24 行 モー ド (SCREEN 1) 


5 
還 に 0 隊 26 タテ 192 ドッ トモ ー ド (SCREEN 2) 
2 の 2 ヨコ 64 メタ テ 48 ブロ ッ ク モー ド (SCREEN 3) 


4-2 SCREEN 0 


この モー ド は 最大 40 文 字 X24 行 の テキ スト モー ド で す 。SCREEN0 を 実行 し た 直後 は 、1 
行 の 表示 文字 が 39 娘 字 に モッ ト さ れ て いま す 。 (WIDTH 文 で 最大 40 文 字 ま で 表示 で きま す ) 
この モー ド で は 、 英 字 ・ 数 字 以 外 の 廊 字 は 、 は っ きり と 表示 され な い 場 合 が あり ます が 、 
女 字 情報 が 多く 表示 で きま す の で 、 リ スト を 表示 し た りす る の に 便利 で す 。 

この モー ド で は 、 ス プラ イト 表示 は で きま せん 。 また 、 色 の 指定 が 2 色 ( 前 景色 と 背景 色 ) 
の み 有 効 に な り ま す 。 





19 SCREEN 9:WIDTH 49 

2 KEY OFF 

39 DEFINT A-Z 

49 A=RND( -TIME) 

59 PRINT “アル ファ ヘー ッ ト ウチ オォ トシ ケーー ム “ 

69 PRINT 

79 PRINT"A-H ノ モ シ ~ ヲ ウチ ォ ト シマ ス " 

89 PRINT "ミサイル ノ ハッ シャ 八 SPACE キー テ ~ ス " 
99 FOR T=1 TO 3999:NEXT T 

199 CLS 

119 LOCATE 8.9:PRINT"ABCDEFGFEDCBA" 


129 
139 
149 
159 
169 
179 
189 
199 
299 
210 
229 
239 
249 
259 
269 
279 
289 
299 
399 
319 
329 
339 
349 
359 
369 
379 
389 
399 
499 
419 
429 
439 
449 
459 
469 
479 
489 
499 
599 
516 
529 
539 
549 
559 
569 
579 
589 
599 


LOCATE 29.9:PRINT"A: 
LOCATE 29.1:PRINT"B: 
LOCATE 29,2:PRINT"C: 
LOCATE 29.3:PRINT"D: 
LOCATE 29,4:PRINT"E: 
LOCATE 29,5:PRINT"F: 
LOCATE 29.6:PRINT"G: 
L=7:P=9:N=1:X=9 
LOCATE 29,8:PRINT"POINT 
LOCATE 29,9:PRINT"LEFT 
M16=" こ " 

M2$="X" 








で の の ょ の い ご 






DIM PT(13) 
FOR J=1 TO 13 
READ PT(J) 

NEXT J 


DATA 1,2.3.4.5.6.7、6.5.4,3,2.1 


LOCATE X.22:PRINT M1$: 

LOCATE X,23:PRINT M2$: 

A=STRIG(9) 

IFNOT A THEN 499 

FOR Y=22 TO 9 STEP -1 
LOCATE X,Y:PRINT"^ "> 
LOCATE X,Y+1:PRINT" 5 

NEXT Y 


LOCATE X,9:PRINT " "5 

IF X<8 OR X>29 THEN 459 

り =X-7 

P=P+PT(J) 

PT(J) =@ 

L=L- 1 

LOCATE 37.8:PRINT USING" 
LOCATE 37,9:PRINT USING" 衝 "し 


IF L=9 THEN 569 
S=RND( 1 ) 2 

LOCATE X,22:PRINT "5 
LOCATE X,23:PRINT " "5 
X=X+SxN 

IF X>27 THEN N :X=27 
IF X<9 THEN N=1:X=9 
GOTO 329 





LOCATE 5.19:PRINT USING"POINT 拉 革 『SP 
LOCATE 5.12:PRINT"HIT ANY KEYIIPi 


IF INKEY$<>" "THEN 589 
A$=INPUT$(1 ) 


4-3 SCREEN 1 
この モー ド で は 、 ひ ら が な 、 グ ラフ ィ ッ ク 女 字 も は っ きり 表示 する こと が で きま す 。 画 面 
に 表示 で きる 最大 女 字数 は 32 女 字 X24 行 と な り ま す 。 また WIDTH で 、 横 32 廊 字 に 指定 する 
と 、 画 面 の 左端 の 文字 が 映ら な い 場 合 が あり ます 。 こ の よう な こと か ら 、MSX BASIC を 作 


動 し た と き は WIDTH が 29 文 字 に な っ て いま す 。 


POINT" 
POINT" 
POINT" 
POINT" 





画面 上 に A か ら G ま で の 文字 が な ら 
ん で いま す 。 

この 文字 を 打ち 落と す ゲ ー ム で す 。 
得点 (ボイン ト ) は 画面 右上 に それ ぞ 
れ 表示 され て いま す 。 ミ サイ ル は 7 
個 まで 、 高 得点 を だ す に は 、 ポ イン 
ト の 高い 文字 を ね らい ます 。 

240、 290、 310 行 は アポ スト ロフ ィ ー 
で す 。 


スプ ライ ト 機 能 を 使う こと は で きま す が 、 画 素 (ドッ ト ) ご と の 色 を 使う こと は で きま せん 。 
色 の 指定 は 前 景色 、 背 景色 、 周 辺 色 に つい て それ ぞ れ 行なう こと が で きま す 。 


239 


240 


4-4 SCREEN 2 


この モー ド は 、 高 解像度 表示 モー ド と 呼ば れ 、 た て 192※X 横 256 ド ッ ト の 表示 が で きま す 。 
また 色 の 指定 も 各 ド ッ ト ご と に 指定 する こと が で きま す 。 し か し 、 横 8 ドッ ト に 対し て 
2 色 し か 表現 で きま せん 。 し た が っ て 横 8 ドッ ト 中 に 2 色 を 使っ て いて 、 3 色目 を 指定 し 
よう と する と 、 す で に 色 を つけ た 2 色 の どちら か が 3 色目 に 変更 きれ て し まい ます 。 
この モー ド で は 、 ス プラ イト も グラ フィ ッ ク コ マン ド も 利用 で きま す の で 、 ゲ ー ム の プロ 
グラ ム や 動画 を 作る の に 利用 し ます 。 
で は 、 実 際 に 順 を 追っ て 説明 し て いき まし ょ う 。 
① 背 景 の 指定 
画面 上 で 背景 の 指定 を 行い ます 。 そ の た め に は 、 ま ず SCREEN 2 の 画面 に し た あと に 
LINE 女 や PSET 女 、PRINT 女 な ど で 自 由 に 絵 を 革 き ます 。 ま た DRAW 女 を 使用 する 
こと も で きま す 。 
⑨② ス プラ イト の 定義 を し ます 
スプ ライ ト の 定義 は 8X8 ド ッ ト 、 ま た は 16x16 ド ッ ト が 指定 で きま す 。 SPRITE $ を 使 
いま す の で 、「SPRITE$ の 使い 方 」 (202P) を 参照 し て くだ さい 。 
③ ス プラ イト を 動か す 
スプ ライ ト を 動か す に は 、 ス プラ イト 座標 の X 座 標 と Y 座 標 の 値 を 変更 し ます 。 
④ 画 面 上 に 女池 を 出す に は 
テキ スト 画面 と ちがい 、LOCATE 女 や PRINT 女 が 使え ませ ん 。 で は どの よう に すれ ば 
2 の の 
る こと で で きま す 。 い ちば ん 簡単 な 方 法 は 、 ET し しく GPNESETe 
PSET、PRESET と も 背景 と 同じ 色 に な る に し ます 。 座 標 は 文字 を 8X8 ド ッ ト の 
プロ ッ ク と と 、 PP 


ら 紀 ここ の 放 林 を 指定 /| ABC | 


次 に 指 人 8 し ます 。PRINT 婦 は 使用 で きま せん の で 、0 
PEN 文 で “GRP : / (グラ フィ ッ ク 画 面 ) を OPEN し GRP : ? に 対し て 出力 し ます 。 
その 上 か ら ス ペー ス を 書い て も 消え ませ ん GRP : に 対し て の 出力 は 下 の 文 字 を 構 
成す る ドッ ト を その まま に し て 、 新 た な 文字 を 構成 する ドッ ト を 付加 する だ け だ か ら 
で す 。 し た が っ て 文字 を 消す いち ば ん 簡単 な 方 法 は 、 下 の 色 ( 背 景色 ) で 塗っ て し まう 
こと で す 。 

⑤ 信 まで の 動き を まとめ た プロ グラ ム を 作っ て み ま し ょ う 。 
・SCREEN 文 で 画面 モー ド を 設定 し ます 。 
・ 背 景 を 描き ます 。 
・ ヒ ヨコ (スプ ライ ト て 定義 ) を 表示 し ます 。 
・ 廊 字 を 出力 し ます 。 
・ ヒ ヨコ を 動か し ます 。 
・ 朗 字 を 出力 し ます 。 


19 
29 
39 
49 
59 
69 
79 
89 
99 


199 
119 
129 


COLOR 15,5,5 

SCREEN 2.2 

CIRCLE (128.375) ,396,12 

PAINT (128,191),12 

CIRCLE (299.15),39.15,,,.3 

PAINT (299,15) 15 

CIRCLE (215,.39) ,25,15,,。.3 

PAINT (215,39),15 

FOR 9=1 TO 16 

READ D$ 
A$=A$+CHR$(VAL(" &B"+LEFT$(D$,8 ) ) ) 
B$=B$+CHR$(VAL("&B"+RIGHT$(D$,8) ) ) 


139 NEXT J 


149 
159 
169 


SPRITE$( 9 ) =A$+B$ 
PUT SPRITE 9,(239,139),9.9 
FOR T=1 TO 599:NEXT T 


179 PRESET (19,19) 


189 


OPEN “GRP:" FOR OUTPUT AS #1 


199 PRINT 六 1 "ヒヨコ ヲ ウ コ ~ カ シマ ショ ウ " 
299 CLOSE #1 

219 X=229 

229 PUT SPRITE 9,(X,139) .9.9 
239 FOR T=1 TO 599:NEXT T 

249 X=X-19 

259 IF X=9 THEN 279 

269 GOTO 229 


279 


X=X+19 


289 IF X=249 THEN 329 

299 PUT SPRITE 9,(X,139),9.9 

399 TIME=9 

319 IF TIME=29 THEN 279 ELSE 319 


329 


LINE (19,19)-(139,18),5,BF 


339 PRESET (19,9) 

349 OPEN “GRP:" FOR OUTPUT AS #1 
359 PRINT #1。" ヤメ ルト キ 衝 キー ホーー ト ~ ヲ " 
369 PRINT #1." オシ テク ター サイ" 

379 CLOSE #1 

389 A$=INPUT$(1 ) 

399 END 

499 DATA 9999999119999999 

419 DATA 9999999119999999 


429 DATA 9999111111119999 
439 DATA 9991111111111999 
449 DATA 9991111111111999 
459 DATA 9991119119111999 
469 DATA 9991119119111999 
479 DATA 1111111111111111 
489 DATA 1111111991111111 
499 DATA 9111119999111119 
599 DATA 9111111991111119 
519 DATA 9911111111111199 
529 DATA 9999111111119999 
539 DATA 9999919119199999 


549 
559 


DATA 9609919999199999 
DATA 9911111991111199 


何 か キ ー を 押す こと で プロ グラ ム は 終わ り ま す 。 
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5-1 ジョ イス ティ ッ ク と は 


ゲー ム を する と き に 、 誰 で も 使う ジョ イス ティ ッ ク は 、 操 作 が 簡単 で て 思わず ゲ ー ム に 送 中 
に な っ て し まう ほど で す 。 

この ジョ イス ティ ッ ク は 、MSX で は カー ソル キー で も 代用 で きま す 。 ま た 、MX-10 で は ジョ 
イ バ パッ ド と 呼ば れる 独自 の 操作 部 が つい て いま す の で 、 ジ ョ イス ティ ッ ク を 購入 し な く て 
も 十分 ゲーム を 楽し むこ と が で きま す 。 


5-2 ジョ イス ティ ッ ク 番 号 の 割り 付け 


ジョ イス ティ ッ ク の 番号 は 0 が キー ポー ド の カー ソル 移動 キー、 1 が ポー ト に つなが っ た 
ジョ イス ティ ッ ク 、 も し く は ジョ イ パ ッ ド に な り ま す 。 ポ ー ト 2 に つなが っ た ジョ イス テ 
ィ ッ ク の 番号 は 2 と な り ま す 。 

5-3 ジョ イス ティ ッ ク の 方 向 

ジョ イス ティ ッ ク が どちら に 倒さ れ て いる か は STICK 関 数 で 知る こと が で きま す 。 ジ ョ イス 
ティ ッ ク の 倒れ て いる 方 向 に よっ て 下図 の 値 が 得 ら れ ま す 。 ど ちら の 方 向 に も 倒れ て いな 
いと き は 0 が 得 ら れ ま す 。 


5-4 ジョ イス ティ ッ ク の ボタ ン 

ジョ イス ティ ッ ク に は トリ ガー ポタ ン が 2 つつ いて いま す 。 こ の ポタ ン が 押さ れ て いる か 
いな いか は 、 STRIG 関数 で その 状態 を 知る こと が で きま す 。 カ ー ソ ル を 代用 する ジョ イス 
ティ ッ ク 0 は スペ ー ス キー が トリ ガー ポタ ン の ひと つ に な り ま す 。 2 番目 の トリ ガー ポタ 
ン は 存在 し ませ ん 。 

















0 スペ ー ス キー 
1 1 1 
2 2 | 1 
3 1 | 2 
4 | 2 | 2 





5-5 簡単 な プロ グラ ム を 作っ て み ま し ょ う 


ここ で は 、 ジ ョ イ バ パッ ド を 利用 し て 簡単 な アデ ログ ラム を 作っ て み ま す 。 ジ ョ イ バ パッ ド を 動 
か すこ と に より 、 動 か し た 方 向 に 線 を 描く こと が で きま す 。 ト リガ ー ボ タン の 1 を 押せ ば 画 
面 が 消え 、 ト リガ ー ポ タン の 2 を 押せ ば 、 プ ログ ラム が 終わ り ま す 。 


19 COLOR 15.4.7:SCREEN2 

29 DEFINT A-Z 

39 X=256/2 

49 Y=192/2 

59 NsSTICK(1 ) 

66 IF N=1 THEN Y=Y-1 

79 IF N=2 THEN X=X+1:Y=Y-1 
89 IF N=3 THEN X=X+1 

99 IF N=4 THEN X=X+1:Y=Y+1 
199 IF N=5 THEN Y=Y+1 

119 IF N=6 THEN X=X-1:Y=Y+1 
129 IF N=7 THEN X=X-1 

139 IF N=8 THEN X=X-1:Y=Y-1 
149 IF X<9 THEN X=9 

156 IF Y<9 THEN Y=9 

169 IF X>255 THEN X=255 
176 IF Y>191 THEN Ys191 
189 PSET (X,Y),6 

199 IF STRIG(1) THEN 19 
299 IF STRIG(3) THEN 399 
219 GOTO 59 

399 COLOR 15,4,7 

319 END 
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6-1 ファ イル と は ? 


コン ピュ ー タ は 絵 を 描い た り 、 音 楽 を 演奏 させ る 以外 に “デー タ 処 理 "を 行なう こと が で き 
ます 。 こ の “デー タ 処 理 " は 、 計 算 処 理 で あっ た り 、 フ ァイル 処理 で あっ た り し ます 。 フ 
ァイル 処理 と いう と 、 ち ょ っ と むず か し く 聞 こえ ます が 、 住 所 録 な ど を 記録 する の も ひと 
つの ファ イル で す 。 

で は 、 そ の “住所 録 フ ァイル "を 例 に いろ いろ 考え て み ま し ょ う 。 住所 録 の 項目 は 、 名 前 、 
住所 、 年 令 の 3 つと し ます 。 

1 人 分 の 名 前 の デー タ 、 住 所 の デー タ 、 年 令 の デー タ を 合わ せ て “レコ ー ド " と 呼び ます 。 
つま り 1 人 分 1 人 分 が それ ぞ れ 1 レコ ー ド で あり 、 そ の レコ ー ド が 集まっ て ひと つの ファ 
イル を 作っ て いま す 。 








アサ ヒ ジロ ウ | ホッ カイ ドウ アサ ヒ カ ワ シ 8-1 23 
フク オカ サブ ロウ | フク オカ ケン フク オカ シー ハ カタ ク 2-1| 21 














6-2 ファ イル を 作る に は 


ファ イル を 作る に は 、 フ ァイル を 作る 前 に ファ イル を OPEN し ます 。 この OPEN と いう の は 、 


これ か ら フ ァイル を 作成 する 前 準備 と し て 用 えて くだ さい 。 こ の OPEN 娘 で 、 出 力 は カセ モッ 
ト テ ー プ で ファ イル 名 を TEST と する こと を 富 言 し ます 。 

OPEN "CAS : TEST* FOR OUTPUT AS# 1 
この ファ イル を ファ イル 番号 1 と し ます 。 ま た メモ リー 内 容 を テー プ へ 書き 出す の で 出力 
モー ド に な り ま す 。 で は 、 実 際 の プロ グラ ム を 打ち 込み 実行 し て みて くだ さい 。 デー タレ 
ュー ダー に テー プ を モッ ト し 、 録 音 ポ タン を 押し て か ら RUN (し 紀 と 操作 し ます 。 


19 OPEN "CAS:TEST" FOR OUTPUT AS #1 
29 NA$="" 

39 INPUT" ナ マエ ( オ ワ リ 、RETURN) " : NAS 
49 IF NA$="" THEN 119 

59 PRINT #1,NA$ 

69 INPUT "シュ ウシ ョ ニー" iAD も 

79 PRINT #1。AD$ 

89 INPUT "ネン レイ "1NE% 

99 PRINT #1 ,NEX 


199 GOTO 29 

11 1。 "9" 

0 | oo リモ ー ト 端子 の な い テ ー プ レ 
139 END コー ダー の と き は 246P 参 照 


PRINT# 1 と いう 命令 は デー タフ ァイル に 対し て 出力 する 命令 で す 。# 1 は 1 番 の ファ イ 
ル 、 (10 行 で キ 1 を カセ ッ ト に 定義 し て いる の で ) つま り カ セッ ト に 対す る ファ イル を 意味 
し ます 。 デ ー タ の 最後 は “0 " を 書き 出し 、CLOSE 処 理 し ます 。 CLOSE と いう の は 、 も 
う デー タ が な く 、 フ ァイル の 書き 出し の 終わ り を 意味 し ます 。 以 降 PRINT# 1 を 実行 で き 
ませ ん 。 


6-3 ファ イル を 読み 込む に は 

下 の プ ログ ラム を 入力 し た 後に 、 さ き ほ ど 作 っ た “住所 録 " の テー プ を 巻き も ど し 、 デ ー 

タレ コー ダー を 再生 し て くだ さい 。 ま ず OPEN 娘 で カセ ッ ト フ ァイル を OPEN し ます 。 
OPEN ^CAS : TEST” FOR INPUT AS キ 1 

これ は 、 フ ァイル 番号 1 と し て 、 カ セッ ト フ ァイル を 定義 し ます 。 も ちろ ん 入力 モー ド に 

し ます 。 名 前 の デー タ を 読み 込ん だ あと で 0" か どう か を チェ ッ ク し 、0 なら は 終わり 


に し ます 。 デ ー タ を 読み 込む と き は LINE INPUT# ま た は INPUT# を 使い ます 。 文字 列 は 、 


LINE INPUT# を 使う こと で 、 カ ンマ ( ・) の 入力 も で きま す の で 、 名 前 や 住所 中 に を 合 
むこ と が で きま す 。 読み込む 変数 は 書き 出し に 使用 し た 変数 名 と 異 っ て も か まい ませ ん が 
型 は 一 致し て いな けれ ば な り ま せん 。 


19 OPEN "CAS:TEST" FOR INPUT AS #1 

29 LINE INPUT #1.NA$ 

39 IF NA$="9" THEN 89 

49 PRINT" け マエ "1NAS 

59 LINE INPUT #1,AD$:PRINT" シ っ ウシ ョ "iAD$ 
69 INPUT #1 。NEX:PRINT" ネ ン レ イ "1NE% 


79 GOTO 29 
8 CLOSE リモ ー ト 端子 の な い テ ー プ レ 
9gEND コー ダー の と き は 246P 参照 


245 


246 





テク ニッ ク 
リモ ー ト 端子 の ある デー タレ コー ダー か ら デ ー タ を 読み 込む と き は 、 再 生 ボ タン を 押し て か ら 
プロ グラ ム を 実行 すれ ば 、 自 動 的 に デー タレ コー ダー か ら デ ー タ が 読み 込ま れ ま す 。 し か し 、 
リモ ー ト 端子 の な い デ ー タ レコ ー ダ ー で は 、 ブ ログ ラム 実行 前 に 再生 ボタ ン を 押せ ば 、 そ の 時 
点 で 動作 し て し まい ます 。 
MX-10 で は カセ ッ ト フ ァイル に 対し て の OPEN 文 、 CLOSE 文 を 実行 する と MX-10 本 体 の 中 に 
ある リレー( ス イッ チ ) が カチ ッ と 鳴り ます 。 こ の 音 を 目安 に 再生 ポタ ン 、 停 止 ボ タン を 押せ ば 
よい の で す が 、 聞 きも ら す 心配 も あり ます 。 そ こ で 、PRINT 文 で 画面 に メッ セー ジ を 出す よ 
うに する と 確実 で すす 。 メッセージ の か わり に 音楽 を 利用 し て も 楽し いと 思い ます 。 





① フ ァイル を 作る に は …… 


5 PRINT" レ コータ ~- ヲ ログ クォン シ ~ ョ ヨウ タイ こ " 
6 PRINT" リ ター ン キー ヲ オス " 追加 
7 A$=INPUT$(1):IF A$ く >CHR$(13) THEN 7 

125 PRINT" レ コー タ ~ー ヲ トメ ル " 


5 PRINT" レ コー ターー ヲ ロク ォ ン ショ ウタ イ こ " 
6 PRINT" リ ター ン キー ラ オス" 
7 A$=INPUT$(1):IF A$<>CHR$(13) THEN 7 
1 OPEN "CAS:TEST" FOR OUTPUT AS #1 
26 NA$="" 
36 INPUT" ナ マエ  ( オ ワ リ N、RETURN)":NA$ 
49 IF NA$="" THEN 119 
"59 PRINT #1.NAS 
66 INPUT" シ ^ ュ ウシ ョ "iAD$ 変更 例 
76 PRINT #l,AD$ 
86 INPUT" ネ ン レイ "NEX 
96 PRINT #l.NEX 





199 GOTO 29 

116 PRINT #1."9" 

129 CLOSE 

125 PRINT" レ コー ターー ヲ トメ ル " 
139 END 


⑨② フ ァイル を 読み 込む に は …… 


5 PRINT "レコ ー タ ~- ヲ サイ セイ こ " は 
85 PRINT "レコー タ ーー ヲ トメ ル " ー ] 知 


5 PRINT "レコ ー タ ~ー ヲ サイ セイ こ " 

19 OPEN "CAS:TEST" FOR INPUT AS #1 
2 LINE INPUT #1 NAS 

39 IF NA$="9" THEN 8 

49 PRINT "ナマ エ ハ "1NAS 


59 LINE INPUT #1 AD$:PRINT "シー ュ ウ ショ "1AD$ 変更 例 
69 INPUT #1.NEX:PRINT "ネン レイ "1NEX% 

79 GOTO 29 

89 CLOSE 

85 PRINT "レコ ー タ トー ヲ トメ MP 

99 END 





ニー ーーー テ ーー ーー ニー 三 








(1 メモ リー マッ プ 
16 進 アド レス 
0000 ー 
MSX BASIC 
ROM 
7FFF| 記 
8000 
| 未 使用 
BFFFI に ー 
_ Tcooo ブロ グラ ム 領 域 
(テキ スト エ リア ) 
変数 領域 
配列 変数 領域 
] 格 pipe es 
| 款 | フリ ー エ リア 
| ーーーーーーーー ーー 一 ゴ 
リ スタ ッ ク エ リア 
ァ と 
| 文字 列 領域 | 
| トーーーーーーーーーーーー ーー 
| ファ イル コン トロ ー ル ブロ ッ ク | 
| 
2 
F380 
ワー クエ リア 
FFFF 





付 録画 還 昌 昌 還 較 


@ プロ グラ ム 領 域 (テキ スト エリ ア ) 

行 番号 を 付け た プロ グラ ム が 格納 され る 領域 で す 。 

@ 変数 領域 
変数 の た め の 領域 で す 。 女 字 変 数 の 場合 は 、 用 意 さ 
れ た 女 字 列 へ の ポイ ンタ (スト リン グ デ ィ ス クリ プ 
タ ) が 格納 され ます 。 

@ 配列 変数 領域 
配列 変数 の た め の 領域 で す 。 配 列 変数 が 廊 字 型 な ら 
ば 女池 列 領域 へ 用 意 され た 女 字 列 へ の ポイ ンタ が 格 
納 さ れ ま す 。 こ の 領域 は DIM 女 を 実行 し た り 、 と 
が 10 以 下 の 配列 を DIM 女 無し で 使っ た と き に 確保 き 
れ ま す 。 

@ フ リー エリ ア 
未 使 用 領域 で す 。( こ の エリ ア の 大 き さ は 、 ユ ー ザ エ 
リア の 大 き さ か ら 女 字 領 域 、 ス タッ ク 領 域 、 変 数 領 
域 、 プ ログ ラム 領域 を 差し 引い た も の で 、FRE 関 数 
で 求め られ ます 。) 

@ スタ ッ ク エ リア 
FOR-NEXT 娘 や GOSUB 文 な ど を 実行 する と き に 
BASIC が 戻り アド レス を 退避 する 領域 で す 。 

@ 文字 列 領域 
女 字 変 数 や 配列 変数 に 含ま れる 文字 列 を 格納 する 領 
域 で す 。 こ の 領域 の 大 き さ は CLEAR 女 で 指定 し た 
大 き さ で す 。 指 定 が な けれ ば 200 バ イト の 領域 が 確保 
され ます 。 

@ ファ イル コン トロ ー ル プロ ッ ク 
ファ イル の 入出 力 時 に 使用 する 領域 で す 。MAXFI 
LES 婦 で 指定 し た 数 に 応じ て 確保 され ます 。 上 限 ア 
ドレ ス を CLEAR 女 て F380(16 進 ) 以 下 に 設定 で きま 
す の で 、 ワ ー ク エリ ア と の 間 に 機 械 語 ル ー チ ン な ど 
の た め に 、 ユ ー ザ ー が 自由 に 使う こと が で きる 領域 
を 設け る こと も で きま す 。 

@ ワー クエ リア 
BASIC が 使用 する 領域 で す 。 
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コント ロー ルコ ー ド 表 





グラ フィ ッ ク キ ャ ラク ター の 入出 力 時 の ヘッ ダ 





カー ソル を 直前 の 語 の 先頭 へ 移動 








| 


入力 待ち 状態 終了 する 


ゴ 
コ 





|+ | | | キ 


居 





カー ソル 以下 を 削除 。 
カー ソル を 次 の 語 の 先頭 へ 移動 


| 
コ 
ヨ 
避 





スピ ー カ を 鳴ら す (BEEP 廊 と 同じ ) 


| カー ソル の 1 つ 前 の 交 字 を 削除 する 


の | (の | 
| 川 コ 
四 

+ | 十 


個 


I 


の | 
ゴ コ 
コ 
天 








olol lolomlsmloiQnl 一 | 


次 の 水平 タブ 位置 へ 移動 


| 


コ 





行 送り (ライ ン フィ ー ド ) 


1 | カー ソル を ホー ム ボ ポジ ショ ン ( 左 上 ) に 戻す 


剛 


四 





| 画面 を クリ ア し 、 カ ー ソ ル を ホー ム ポ ジ シ ョ ン に 戻す 


カー ソル を 左端 に 戻す (キャ リッ ジリ ター ン ) 


の | 
コ | 
コ | 


| 


の | 
コ | 
コ 
内 





カー ソル を 行末 へ 移動 


| 
川 コ 
EE 
記 | 


【s】 
コ | 
コ | 
如 


(| 





| 
コ 
コ | 
如 


回 人 剛 属 回 回 ( 


の 
コ 
ヌコ 
a 





挿入 モー ド の ON/OFF ス イッ チ 


上 

















一 行 を 画面 か ら 削除 


ーー 


| || 中 | 
己 川 亡 川 己 


【s) 
コ 
づ コ 
a 








邊 肖 





| 
コ 
ヌコ 
如 





カー ソル を 右 へ 移動 


ヨ 
コ 
思 


| 
コ | 
| 
玉 








| 
コ | 
コ | 
呈 





カー ソル を 左 へ 移動 
カー ソル を 上 へ 移動 


の | 
コ | 
コ | 
過 











カー ソル を 下 へ 移動 
カー ソル の 指す 女 字 を 削除 



























































名 過 回 細 回 仙 回 図 較 回 條 回 例 回 避 


| 


















































+|+ |+|+|+|+|+|+|+|+|+| | 上 | | よ | エ | キ | エ | エキ | 上 | 上 | 上 | エキ 


【s) 


= 学 


























(③ キ ャ ラフ ター・ コ ー ド 表 

| コード] 昌 | ョ FIG| ュ コー ド | コ ド |G| ュ コー ド | コ ー ド | コー ド HE 上 
B GoW) )| Ge | Gem) Ge 10 進 ) | (16 進 ) | R R |(10 進 ) (16 入 )| R 
43 | 2B + 86 | 56 |v 129 | 81 W ャ | 215 | p7 | ラ | 
4 | 2c |. | 87 | 57 wl 130 | 82 | 還 ュ | 216 | p8 | リ 
45 | 2D 一 88 | 58 |x 131 | 83 を ョ | 217 | p9 | ル 
| 46 2E |. | 89 59 |Y| 132 84 O ッ | 218 DA レ | 
47 2F /| 90 5A Z 133 85 人 @ ー) 219 |) DB ロロ | 
| 48 | 30 0 91 58 [134 86 | を 177 本 ア | 220 | pc | 
49 31 1 92 5C |Y| 135 87 あぁ 178 B2 イイ | 221 DD | ン | 
| 50 | 32 |2| 93 | 5p |] | 136 | 88 | ぃ | 179 | 3 | ウ | 222 DE |~ 
51 | 33 |3| 94 | 5E | 衝 | 137 | 89 | ぅ | 180 | B4 | ェ | 223 | pF |。| 
52 | 34 4 95 | 5F 138 8A | ぇ | 181 | B5 オォ | 224  EO た 
ュ | 53 | 35 5 96 | 60 |、 139 88 ぉ 182  B6 ヵ | 225 | gl | ぁ | 
ン | 54 | 36 6 97 | 5 a 140 8C * 183  B7 キ 226 E2 | つ | 
| 55 | 37 7 98 | 62 bl 141 | 8D jp 184 BB ク 227 | E3 て | 
| 56 | 38 8 99 | 63 < 142 8E ょ 185  B9 ケ 228  E4 | と 
| 57 | 39 9| 100 | 64 d| 143 | 8F っ | 185 | BA コ 229  E5 な 
ル | 58 | 3A |: 101 65 e 144 80 187 BB サ | 230  E6 に 
ャ | 59 |) 3B | 102 66 (| 145 91 あ 188 BC シ 231 7 ぬ 
。 60 3C < 103 | 67 |g 146 92 い | 189  BD ス 232  E8 ね 
っ | 61 3p =| 104 68 hl 147 93 うぅ 190 BE セ 233  E9 の 
必 62 3E |> 105 69 1 148 94 え 191 BF ソ 234 EA は 
クッ | 3 | 3F ? 106 6A 」 149 95 | お 192 CO クタ 235 EB ひ 
| 54 40 le 107 6B k 150 96 か 193  C1 チ 236 EC ふ 
65 4 Al 108 ec il ts 97 き 9 c2 ッ 237 | Ep <| 
66 ) 42 |B| 109 6D m 152 98 <| 195 | C3 | テ 238 | EE | ほ 
67 43 C| 110 6E n 153 99 け 196  C4 ト | 239  EF ま 
68 44 pl 11 6F |o 154 9A こ | 197  C5 ナ | 240  FO | み | 
69 。 45 |E 112 | 70 |p 155 9B さ | 198  C6 =|241 FI む 
70 。 46 |F| 113 | 71 |q 156 9C し | 199 | C7 ヌ | 242 )F2 | め | 
71 | 47 |G| 114 | 72 |r 157 9D す 200  C8 ネ 243 | F3 も 
72 | 48 |H| 115 ) 73 |s| 158 | 9E せ | 201 | Cc9 ノ | 244  F4 や | 
73 49 1 116 | 74 ( 159 9F そ 202 CA ハ | 245 | F5 | ゆ の | 
74 | 4A |」 117 | 75 ju 160 20 203 | cB ヒ と | 246 |F6 ょ | 
75 | 4B |K 118 | 76 |v 161 | Al 204 | CC フ | 247 | F7 ら 
| 726 | 4C Lt 119 | 7 |w| 162 )A2  「 205 CD へ | 248 | F8 | り 
77 4D |M| 120 」 78 x 163 A3 」 206 CE ホ 249 F9 | る | 
|#| 78 4E IN| 121 79 |y| 164 | A4 、| 207 | CF | マ | 250 | FA れ | 
$| 79 | 4F |O| 122 | 7A |z| 165 | A5 |・| 208 | DO | ミ | 251 | FB | ろ | 
80 | 50 |Pl 123 7B | | 166 A6 ラ 209 | pl | ム | 252 Fc ね | 
&| 81 | 51 1O| 124 | 7C | 167 | 47 ァ | 210 | PD2 メ | 253 | FD | ん | 
"82 52 |R| 125 | 7D 中 | 168 | A8 | ィ | 211 | D3 | モ | 254 | FE | 
| (| 83 | 53 |s| 126 | 7E |-| 169 | A9 |2| 212 | p4 | ヤ | 255 | FF | | 
|) | 84 54 |T| 127 | 7F 170 | AA | ェ =| 213 | p5 | ユ | | 

*| 85 | 55 |U 128 | 80 人 $| 171 | AB ォ | 214 | D6 | ョ ヨ 








グラ フィ ッ ク キ ャ ラク ター コー ド 表 


10 進 数 の コー ド 0 一 31(16 進 数 で は 00 一 IF) は コン トロ ー ル コー ド で す 。 
グラ フィ ッ ク 女 字 の 出力 は 、PRINT CHR3$(1)+CHR$ (表示 文字 コー ド +64) と 行ない ます 。 
月 の 表 ポ PRINT CHRS OF (⑯5) (月 の 表示 婦 チコ ー ド は 1 ) 




















上 


| 
円 | 
時 | 
分 


ュー ド | コード | ま | ュー ド 
GoW) | de 宮 ) # | 計 Ge 
o | Oo | | e | 06 
1 m 月 7 | 0 
| 2 | 2 | 炎 | sg | 08 
3 | o3 | 9 | o9 
4 | 04 | 本 | 0 | 0A 
5 05 人 金 11 0A 


1 


0c 
0p 
0E 
0F 
10 
11 


] 矯 im | 
本 | 19 
| 和 〒| 20 
回 21 
|*| 22 
円 23 








| 





コ 
Go KEO 刀 COW) Ge 各 ) Go) Ge 之 ) 


18 
19 
1A 
1B 
1C 
1p 






| ュー 
| 00 信 ) 


| de 


30 | 1E 還 
31 | 1F 
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(4 キー 配列 











srop ] FI・Fe] [F2-F7] [F3・F8 


図 國 國 賠 


回 撤回 回 回 了 岡 避 



























































































































































回 回 回 回 回 回 回 必 
回 司 司 較 固 国 国 回 2 
5 5 m ロ ーー つ mm 
















































































5) 誘導 関数 

数 式 | 求め s 関数 了 導 
sec モカ ント SEC(y) = 1/COS( ゞ 
コモ セカ ント CSC(r ) = 1/SIN( ぅ ) 
コタ ンジ ェ ン ト COT(G) = 1/TAN( ヵ 
アー クサ イン ARCSIN (>) = ATN(x/SQR (一 ェ * ェ オ 1 ) ) 
アー クコ サイ ン ARCC0S=-ATN(ySQR( 一 x*x+1))+1.57.08 
アー クセ カン ト ARCSEC(g =ATN(r* ェ ー1 ) (SGN (g ー1) *1.5708 
アー クコ セカ ント ARCCSC(zl=ATN1SQR(z*z-1)+(SGN(g-1) ォ 1.5708 
アー クコ タン ジェ ント ARCCOT(>) = ーATN(z) 二 1.5708 
ハイ バボ ポ リック ・ サ イン SINH(>) = (EXP(>) EXP(s) )/2 
ハイ パ ポ リッ ク ・ コ サイ ン COSH (>) = (EXP(>)+EXP (一 ))/2 
ハイ パ ポ リック ・ タ ンジ ェ ン ト TANH(y = ニーEXP( 一 9/(EXP(y+EXP( 一 )*2+1 
ハイ パ ポ リッ ク ・ セ カン ト SECH(>) = 2/(EXP(>) +EXP( 一 s)) 
ハイ バ ポ リック ・ コ モカ ント CSCH(>) = 2/(EXP (xr) EXP (一 ) 
ハイ パ ポ リッ ク ・ コ タン ジェ ント COTH() =EXP(ー/(EXP(gーEXP() *2+1 
ハイ パ ポ リッ ク ・ ア ー ク サイ ン ARCSINH(r) = LOG( ェ +SQR ( ェ * ェ 1) ) 
ハイ バ ポ リッ ク ・ ア ー ク コサイン ARCCOSH() = LOG( ェ +SQR ( ェ * ェ 1) ) 
ハイ バボ ポリ ッ ク ・ ア ー ク タン ジェ ント | ARCTANH(>) = LOG((1 gg/(1 一 )72 
ハイ バ ポ リッ ク ・ ア ー ク モカ ント | ARCSECH(z) =LOG((SQR (一 テ * ェ 1) 二 1) /?) 
ハイ バ パ ポ リッ ク ・ ア ー ク コモ カン ト | ARCCSCH() =LOG((SGN(3) *SQR (rr+1) 1) 
ハイ パ ポ リッ ク ・ ア ー ク コタ ンジ ェ ン ト | ARCCOTH(s) = LOG((z+1)/ テー1) )/2 








6) MSX-BASIC の 予約 語 


ABS 
AND 
ASC 
ATN 
ATTRS 
AUTO 
BASE 
BEEP 
BINS 
BLOAD 
BSAVE 
CALL 
CDBL 
CHRS 
CINT 
CIRCLE 
CLEAR 
CLOAD 
CLOSE 
CLS 
CMD 
COLOR 
CONT 
COPY 
COS 
CSAVE 
CSNG 
CSRLIN 
CVD 
CVI 
CVS 
DATA 
DEF 
DEFDBL 
DEFINT 
DEFSNG 
DEFSTR 
DELETE 
DIM 
DRAW 
DSKF 





※ 上 記子 約 語 は 変数 と し て 使用 で きま せん 。 





DSKIS 
DSKOS 
ELSE 
END 
EOF 
EQV 
ERASE 
ERL 
ERR 
ERROR 
EXP 
FIELD 
FILES 
FIX 

FN 
FOR 
FPOS 
FRE 
GET 
GO TO 
GOSUB 
GOTO 
HEX$ 
IF 

IMP 
INKEYS 
INP 
INPUT 
INSTR 
INT 
IPL 
KEY 
KILL 
LEFTS$ 
LEN 
LET 
LFILES 
LINE 
LIST 
LLIST 
LOAD 





LOC 
LOCATE 
LOF 
LOG 
LPOS 
LPRINT 
LSET 
MAX 
MERGE 
MIDS 
MKD$ 
MKIS 
MKS$ 
MOD 
MOTOR 
NAME 
NEW 
NEXT 
NOT 
OCTS 
OFF 

ON 
OPEN 
OR 
OUT 
PAD 
PAINT 
PDL 
PEEK 
PLAY 
POINT 
POKE 
POS 
PRESET 
PRINT 
PSET 
PUT 
READ 
REM 
RENUM 
RESTORE 





RESUME 
RETURN 
RIGHTS 
RND 
RSET 
RUN 
SAVE 
SCREEN 
SET 
SGN 

SIN 
SOUND 
SPACE$ 
SPC( 
SPRITE 
SQR 
STEP 
STICK 
STOP 
STRS 
STRIG 
STRINGS 
SWAP 
TAB( 
TAN 
THEN 
TIME 
TO 
TROFF 
TRON 
USING 
USR 
VAL 
VARPTR 
VDP 
VPEEK 
VPOKE 
WAIT 
WIDTH 
XOR 
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ES 


バッ ド ファ イレ ネー ム 
Bad file name 


(エラ ー メ ッ セ ー ジ ーー 覧 表 


ファ イル 名 の 指定 に 庄 ま り が ある 


ファ イル 名 を 検討 し て み ま す 。 





バッ ド ファ イレ ナン バー 
Bad file number 


キャ ント コン ティ ニュ ー 


Can't CONTINUE 
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17 


①MAXFILES 廊 で 指定 し た 細 囲 を 越え 
た ファ イル 番号 を 使 お うと し た 。 


| ④OPEN し て いな い フ ァイル を 使 お うと し 
な 。 

CONT 命 令 で プロ グラ ム が 実行 で き な い 。 
エラ ー で 停止 し た プロ グラ ム や プロ グラ ム 
が メモ リー 上 に な い の に CONT を 実行 し た 。 


① フ ァイル 番号 を 確か め 、 必 
要 な ら ば MAXFILES 女 
の 値 を 変更 する 。 


② フ ァイル を OPEN する 。 


プロ グラ ム を 修正 する と CON 


T で き な く な り ま す 。RUN か 
GOTO で 実行 する 。 





ディ バイ ス アイ オー エラ ー 
Device I/0 error 


ダイ レク ト ステー トメント 


Direct statement 
イン ファ イル 
in file 


ディ ヴィ ジョ ン パイ ゼロ 
Division by zero 
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1 ] 

ー ト _ = 
| 
] 





カセ ッ ト テ ー プ の 読み 込み テラ ー や プリ ン 
| タ 、 デ ィ ス プレ イ の エラ ー 
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| ① ア スキ ー 形 式 の ブロ グラ ム を ロー ド 中 に 
行 番号 の な い 行 を ロー ド し よう と し た 。 
| データ ファ イル を ロー ド し た 。 


① ゼ ロ て 割 算 し た 。 
② 負 の 指数 の べき 乗 の 結果 が ゼロ に な っ た 。 


カセ ッ ト テ ー ブ の 再生 レベ ル 
を 変え た た り プ リン タ の 接続 を 
確認 し ます 。 ま た は 、 ハ ー ド 


の 故障 に つい て る 確認 し ます 。 


ロー ド し よう と し た ファ イル 
の 内 容 を 確認 し ます 。 


計算 式 も し く は 、 変 数 の 内 容 
を 確認 し ます 。 





フィ ー ル ド オー パー フロ ー 


FIELD overflow 


①⑪OPEN 女 で 指定 し た ラン ダム ファ イル の 
レコ ー ド 長 (合計 256 バ イト ) を 越え た 。 
② ラ ンダ ム フ ァ イル に 対し て シー ケン シャ 
ル 入 出力 中 に I/O バ ッ フ ァ が あふ れ た 。 


FIELD 娘 を 確認 し ます 。 





ファ イレ オル レデ ィ オー プン 
File already open 


すでに OPEN 中 の ファ イル を 再度 OPEN し 
た り 、KILL し た り し よう と し た 。 


一 担 フ ァイル を CLOSE 処 理 
し ます 。 





ファ イレ ナッ ト ファ ウン ド 
File not found 


LOAD、KILL、OPEN な ど で 、 存 在 し な 
い フ ァイル 名 を 指定 し た 。 


ファ イル 名 を 確認 し ます 。 





ファ イレ ナット オー プン 
File not OPEN 





OPEN され て いな い フ ァイル に 対し て 、PR 
INT キ や INPUT# を 行 な お うと し た 。 








ファ イル を 一 担 OPEN し ます 。 


イリ ー ガ レー ダイ レク ト 
Illegal direct 


ダイ レク トモ ー ド で 使え な い ステ ー ト メン 
ト を ダイ レク トモ ー ド で 実行 し よう と し た 。 


ダイ レク トモ ー ド で は 、 ス テ 
ー ト メン ト の 使用 に 注意 し ま 
す 。 





イリ ー が レ ファ ンク ショ ン コー ル 
Illegal function cal 


ーー ト - 


イン プット パス ト エン ド 
Input past end 
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① 許 され た 男 囲 外 の 値 の 引数 を 使っ た 。 
② ス テー トメ ント 関数 の 使い 方 が 誤っ て 
いる 。 


ファ イル の レコ ー ド を すべ て 読み 終っ た の 
に 、INPUT 女 を さら に 実行 し よう と し た 。 
また 、 空 の ファ イル に 対し て INPUT を 実 
行 し た 。 





イン ター ナル エラ ー 
Internal error 

ライ ン バッ ファ ー オー バー フロ ー 
Line buffer overflow 


ミッ シン グ オペ ラン ド 
Missing operand 


ネクス ト ウィズ アウ ト フォ ー 


NEXT without FOR 


ノー リ ジ ュ ウ ム 


No RESUME 


| MSX BASIC 内 部 の エラ ー。 


開 (1 行 255 女 字 ) を 越え た 。 


式 の 記述 が 不 

| NEXT 婦 の 変数 が FOR 女 と 正しく 対応 し 
| て いな い 。 

| ON ERROR GOTO 娘 の エラ ー に よる 割 
| り 込 み 処理 ルー チン の 最後 に RESUME 女 
6END 女 も 存在 し な い 。 


引数 の 内 容 を 確認 し 、 そ の 内 
容 が な ぜ そ の よう に な っ た か 
| を 検 対し ます 。 

| な ぜ そ の よう に な っ た か を 検 
| 討 し 、 読 み 込み を し な いよ う 
に し ます 。 


、 | 通常 は この エラ ー は 発生 し ま 
| せん 。 
ログ ラム の 1 行 の 長 さ の 話さ れ て いる 範 | 。 

プロ グラ ム の 1 行 の 長 さ の 許さ れ て いる 細 ] 行 の 長き を 短 か く し ます 。 


| 式 の 内 容 を 確認 し ます 。 
| FOR と NEXT の 関係 を 調べ て 
み ま す 。 


† 


| エラー 処理 ルー チン の 最後 は 
] 


| RESUME 文 に し ます 。 
1 





オブ デー タ 
of DATA 


プロ グラ ム に READ で きる デー タ が な い 。 


| DATA 娘 の デー タ の 個数 と R 
| EAD を 実行 する 回 数 を 確認 し 
て み ま す 。 





ォ オプ メモ リー 
of memory 


オブ スト リン グ スペ ー ス 
of string space 


= 


① プ ログ ラム が 大 きす ぎる 。 

② プ ログ ラム で 使う ファ イル の 数 が 多い 。 
⑧ 変 数 が 多 す き メ モリ ー が た りな く な っ た 。 
④ 式 の 表現 が 複雑 すぎ る 。 

文字 変数 領域 の 上 限 を 越え て 、 文 字 列 を 使 
示 あ た も 

(文字 変数 用 の メモ リー が た りな く な っ た ) 


① プ ログ ラム を 短 か く する 。 
設 RAM カ ー ト リッ ジ を 接 
続 し RAM 傘 量 を ふやす 。 


CLEAR 娘 で 使用 で きる 文字 
変数 領域 を 増やし た り 、 文 字 
列 の 取扱 い を 少な く し ます 。 





オー バー フロ ー 
Overflow 


計算 の 結果 が 、BASIC で 許さ れ た 範囲 を 越 
そ た 。 


変数 の 型 を か を ます 。 取 扱う 
数 値 を 検討 し ます 。 





リ デ ィ メ ンション ド アレ イ 
Redimensioned array 





すでに 宣言 し た 配列 変数 に 対し て さら に 宣 
言 し よう と し た 。 DIM 文 を 省略 し た 配列 省 
申 値 10) に 対し て DIM 女 を 定義 し た 。 





再 宣 言 を し な いよ うに する か 
ERASE で -- 担 配列 変数 を 削 
除 し ます 。 
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リ ジ ュ ウ ム ウィズ アウ ト エラ ー 


RESUME without error 


エラ ー が 発生 し て いな い 状 態 で RESUME 
を 実行 し た 。 


| 処 
プロ グラ ム の 流れ を 確認 し ま 
す 。 





リタ ー ン ウィ ズ ア ウト ゴー サブ 
RETURN without GOSUB 


シー ケン シャ ル アイ オー オン リー 
Sequential I/O only 


スト リン グ フォ ー ミ ュ ラ 
String formula 
トゥ ー コン プレ ックス 
too complex 


RETURN 女 と GOSUB が 正しく 対応 し て 
いな い 。 


シー ケン シャ ルフ ァイル に 対し て 、 ラ ンダ 
ム フ ァ イル の 扱い を し た 。 


女 字 式 が 長 すぎ る 。 ま た は 複雑 すぎ る 。 


プロ グラ ム の 流れ を 確認 し ま 
す 。 


ファ イル の 属性 を 確認 し て 正 
し く 扱 うか 、 属 性 を 変更 し ま 
す 。 


短 か い 式 に わけ て 、 廊 字 の 演 
算 を 行ない ます 。 





スト リン グ トゥ ー ロン グ 
String too long 
サブ スクリプト アウ ト オプ レン ジ 
Subscript out of range 


シン タッ クス エラ ー 
Syntax error 


タイ プ ミス マッ チ 
Type mismatch 
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gd 


ー 上 


女池 列 の 長 さ が 255 女 字 を 越え よう と し た 。 
配列 の 添字 が 宣言 し た と き の 値 を 越え た 。 
入力 され た 命令 の つづ り が ちがっ て いか た り 、 
な い 命 令 を 実行 し よう と し た 。 
婦 字 変数 に 数 値 を 代入 し た り 、 変 数 の 型 が 


合っ て いな い 。 


婦 字 列 の 長き が 255 文字 以内 
に 収まる よう に し ます 。 

添字 の 値 を 検討 する か 、 配 列 
和 言 の 値 を 大 きく し ます 。 


つづ り の 再 確 認 を し ます 。 プ 
ログ ラム の 入力 を 再 確認 し ま 
す 。 


変数 の 型 を 確認 し ます 。 





アン ディ ファ イン ド ライ ン ナン パー 


Undefined line number 


GOTO 女 や GOSUB 婦 で 指定 し た 行 番号 が 
存在 し な い 。 


行 番号 を 確認 し 、 正 し い 行 番 
号 を 指定 し ます 。 





アン ディ ファ イン ド ユー ザー 
Undefined user 
ファ ンク ショ ン 
function 


DEF FN 女 て 定義 し て いな い ユ ー ザ ー 関 
数 を 使 お うと し た 。 


DEF FN て 関数 を 定義 する か 、 
その よう な 関数 を 利用 し な い 
よう に し ます 。 





アン プリ ンタ プル エラー 
Unprintable errors 


メッ セー ジ が 定義 きれ て いな い 。 


ユー ザー が 自由 に エラ ー コ ー 
ド を 使う こと が で きま す 。 

た だ し 26 一 49 は 将来 BASIC 
を 拡張 し た と き に 使う の で ユ 
ー ザ ー は 使え ませ ん 。 





ヴェ リフ ァ イ エラ ー 
Verify error 








カモ セット テー プ の 上 の プロ グラ ム と メモ リ 
ー 上 の プロ グラ ム と て 内 容 が 異な っ て いる 。 





音量 な ど を 変え て も う 一 度 行 
な うか 、 新 た に セー プ し な お 
し ます 。 





(8 用 語 解説 


@ オ フ セ ッ ト 

基準 と な る 値 か ら の 半 の こと で す 。 ま た 閥 の 値 を オフ セッ ト 値 と 呼び ます 。 

BLOAD で 使う オフ セッ ト は 、 機 械 語 プ ログ ラム を セー プ し た と き は 異な る 番地 に ロー ド し た い 
と き に 使い ます 。 こ の と き の 基 準 値 は 、 セ モー プ し た と き の 開 始 番地 で 、 オ フ モ セッ ト は 共 準 値 と ロ 
ー ド する と き の 番地 と の 差 に な り ま す 。 


e 絶対 座標 / 相 対 座標 


画面 は 、 横 256 ド ッ ト 、 縦 192 ド ッ ト か ら 構 成 さ れ て いま す 。 こ の 中 の ひと つの 位置 を 指定 する 方 
法 が 座標 で す 。 
横 256 ド ッ ト は XX 座標 で 0-255 で 表わさ れ 、 縦 192 ド ッ ト は Y 座 標 で 0-191 で 表わさ れ ま す 。 


^ 0.0 


ーーーーーーーーー ーー (255、191) 


任意 の 位置 は (X 座 標 、Y 座 標 ) と いう 形 で 表わし ます 。 こ の よう に X 座 標 と Y 座 標 の 値 に より 、 
- 意 的 に 決ま る 座標 の 指定 を “絶対 座標 ? と 呼び ます 。 
相対 座標 は 、 ひ と つの 座標 を も と に 、% 方 向 、Y 方 向 に どれ だ け 移 動 し て いる か (相対 移動 ) に よ 
り 決ま り ま す 。 た と えば 、 共 本 と な る 位置 を (50、50) と し た と き 、 叉 方 向 に (+ 5) 移動 し 、Y 
方 向 に (7 ) 移動 し た 位置 を 、 相対 座標 で STEP (5 、7 ) と 表現 し ます 。 こ の よう に ある 位置 か 
ら 、 ど れ だ け 離 れ て いる か で 表わす 座標 の 指定 を “相対 座標 と 呼び ます 。 
0 つ X 255 
LP(50、50) 








STEP( 5 、 
(55、57) Ro 






191 
基準 と な る 点 は 最終 参照 点 (LP) と 呼ば れ 、 グ ラフ ィ ッ ク 命 令 を 実行 する 都度 、 変 更 きれ ます 。 
@ ポー ト 番 号 


コン ピュ ー タ に は プリ ンタ や ディ スク な どの 外部 機器 が つなが っ て いま す 。 こ れ ら の 外部 機器 は 
ひと つ ひ と つ に 番号 が わり ふら れ て いま す 。 こ れ ら の 番号 を ポー ト 番 号 と 呼び ます 。 


@ コ マン ドレ ベル 


BASIC が 起動 され る と Ok* を 表示 し て キー 入力 待ち と な り ま す 。 こ の 状態 を コマ ンド レベ ル と 
呼び ます 。BASIC で STOP や END が 実行 され た り 、 エ ラー が 発生 し て 、 プ ログ ラム が 中 断 さ れ 
た と き に も コマ ンド レベ ル に な り ま す 。 
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(9) MX-10 の ひろ が り 


MX-10 の オプ ショ ン に は 、 次 の も の が そろ っ て いま す 。MX-10 を シス テム アッ プ し て 使う と き の 参 考 
に し て くだ さい 。 ま た MX-10 は MSX パ ソコ ン で すか ら 、 こ れ ら の オプ ショ ン 以 外 で も 、MSX 規格 の 
も の で あれ ば 自由 に 選ん で 使え を ます 。 パ ソコ ン が わか っ て きた ら 、 用 途 に あわ せ て そろ えて いく と よ 
いで し ょ う 。 


⑱ デ ー タ レコー ダー(KR-7) 

市 販 の テー プ ソ フト を 使う と き や 、 自 分 で つく 
っ た プロ グラ ム な ど を 保存 する と き に 使い ます 。 
KR- 7 を 使う と き に は 、 あ わせ て カモ セッ トイ ンタ 
ー フ ェ イ ス (FA-32) が 必要 で す 。 





ジョイスティック (TJ-7) 

ゲー ム を 本 格 的 に 楽し むと き に は 、 こ の ジョ イ 
ステ ィ ッ ク を 使い まし ょ う 。TJ-7 は MSX 規格 
タイ プ B で 、 ト リガ ー ポ タン が 2 コ つ いて いま 
す 。 


タッ チバ ネル (TP-7) 
手描き で 廊 字 や 絵 を 入力 し 、 そ れ を テレ 画面 
に 表示 させ る こと が で きる の が 、 タ ッ チ パネ ル 
で す 。 カ シオ の ROM カ ー ト リッ ジ 「 ゲ ー ム ラン 
ドス ペ シ ャ ル 」(GPM-501S) や 、 カ シオ 「 描 きく 
け コ ン 」(GPM-503) で グラ フィ ッ ク に 挑戦 する 
と き に 、 と て も 便利 で す 。 





@ 拡 張 ボ ックス (KB-10) 

2 つの カー トリ ッ ジ スロ ッ ト 、 プ リン タイ ン 
ター フェ イス 内 蔵 の 拡張 ポッ クス を 使え ば 、M 
X-10 の 使い 道 が さら に 広がり ます 。 カ ラー グラ 
フィ ッ ク プ リン タ (後述 ) の 使用 や 、RAM 傘 量 
の 増設 、 ま た 市 販 ソ フト の 組み 合せ な ど が 可能 
に な り ま す 。 


⑯ カ ラー グラ フィ ッ ク ブ リン タ (CP-7) 

16 色 の カラ ー プ ロッ タプ リン タ で す 。 自 作 の プ 
ログ ラム や デー タ 処 理 結果 の 打ち 出し が で き 、 
また 、「 描 きく け コ ン 」(GPM-503) で 描い た グラ 
フィ ックス も その まま ハー ドコ ピー が と れ ま す 。 
この CP-7 を 使う と き は 、KB-10 と プリ ンタ ケー 
プル (PK-7 な ど ) が あわ せ て 必要 で す 。 


人 クイック デ ィ ス ク (QD-7) 

デー タ 処 理 や 、 大 容量 の プロ グラ ム の セー プン 
ロー ド に は クイ ッ ク デ ィ ス ク が 大 変 便利 で す 。 
セー プ ブ ロー ド の 時 間 は 約 8 秒 の スピ ー ド で す 
T 面 64KB (両面 128KB) の 記憶 容量 の 2.8 イ ン 
チ デ ィ ス クシ ー ト (SD-7) を 使い ます 。 


※MX-10 本 体 で も 、MX-10 と KB-10 の 接続 時 5 使用 
で きま す 。 


※SD-7 は 、 フ ォ ー マ ッ ト 時 、 片 面 約 58KB( 両 面 約 116KB) の 記憶 容量 と な り ま す 。 
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人 増設 RAM カ ー ト リッ ジ (OR-216/OR-264) 
MX-10 の RAM 人 容量 を 増やす と き に 使用 する の が 
RAM カ ー ト リッ ジ で す 。 
OR-216…MX-10 の RAM 容 量 を 32KB に 増設 す 
る と き に 使い ます 。 
MX-10 本 体 の スロ ッ ト に 装着 し ます 。 
※MX-10 に KB-10( 後 述 ) を 接続 し た 時 も 使用 で きま 
す 。 
OR-264…MX-10 の RAM 容 量 を 64KB に 増設 する 
時 に 使い ます 。 MX-10 に KB-10( 後 述 ) を 接続 し 
た 状態 で て スロット に 装着 し て 使用 し ます 。 
※RAM64KB は 、 市 販 ソ フト 使用 時 に 有効 で 、 自 分 で 
プロ グラ ム を つく る 時 (MSX-BASIC 使 用 時 ) は 、 
32KB と な り ま す 。 


免 力 セッ トイ ンタ フェ イス (FA-32) 
MX-10 で 作っ た プロ グラ ム を カセ ッ ト レ コー ダ 
ー で 録音 する と き 、 ゲ ー ム テー プ な ど を カセ ッ 
トレ コー ダー か ら 読 み 込む と き に 使い ます 。 


それ ぞ れ の オプ ショ ン の 詳し い 仕様 や 接続 方 法 は 、 














オプ ショ ン の 取扱 説明 書 を お 読み くだ さい 。 
















クイ ッ ク デ ィ ス ク 
(QD-7) 






カラ ー グ ラフ イッ ク 
プリ ンタ (CP-7) 増設 RAM カ ー ト リッ ジ 
(9R2 ! 6) 

OR-264 


拡張 ボッ クス 
(KB-!0) 































カシ オ MSX ハ ソコ ン 本 体 (MX-10) 
オー ディ オ ピ デ オ 入 力 


対応 テレ ビ | | カセ ッ ト イ ンタ ー フ ェ イス (FA-32) 












タッ チバ ネル (TP.7) 
デー タレ コー ダー 
(KR.7) 





※ 周 辺 機器 と の 接続 に つい て は 、 販 売店 また は カシ オ ・ サ ービス セン ター に 談 く だ さい 。 
※※ 仕 様 お よび 外観 、 シ ステ ム 構 成 は 、 改 良 の た め 予 告 な く 変更 され る こと が あり ます 。 
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MX-10 の 仕様 


C P U 
外 員 王 


R O M: 
R _ A M: 
V R _A M: 


画面 出力 


文字 表示 : 
廊 字 構成 : 
女 字 : 
ドッ ト 数: 
色 数 : 
サウ ンド : 


キー ボー ド 


キー 総数 : 
キー 配列 : 


CRT イ ンタ 
大 き さ : 
重 さき: 
電 。 源 : 
消費 電力 : 
使用 温度 : 
付属 品 : 










: Z80A コ ン バ パチ ブル (3.58MHz) 
32KB (MSX BASIC ROM) 
16KB 
16KB 
横 32 メ タテ 24 文 字 (最大 横 40 メ タテ 24 女 字 く SCREEN O〉) 
8X 8 ドッ トマ トリ ックス 文字 
英 数 文字 ・ ひ ら が な ・ カ タカ ナ ・ グ ラフ ィ ッ ク 記 人 号 
横 256 メ タテ 192 ド ッ ト 
16 色 
8 オク ター プ ブ 、 3 重 和音 、 ノ イズ 音 
キー・ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー・ ジ ョ イ パ バ パッド (8 方 向 )・ ト リガ ー(2 入力 ) 
英 数 字 、 記 号 JIS 配列 準 処 
か な 女 字 一 一 50 音 配列 
ー フ ェ イ ス : RF 信号 お よび ビデ オ 信 号 出力 
幅 257x 興 行 200X 高 さ 44 .3(mm) 
1000g 
AC 100V 
8W 
0 で 40C 
切換 スイ ッ チ ポッ クス (SB-5)、 接 続 コ ー ド 、AC ア ダ プ ター(AD-4175) 


















CDBL … 
CHRS … 
CINT 
CIRCLE 
CLEAR… 


CLOAD CLOAD: 


CL 
CLS 
COLOR・ 
CONT 
COS… 
CSAVE ・ 
CSNG 
CSRLI 


Ip | 


記 」 





DEF INT/SNG/DBL/STR・ 


DEF USR・ 
DELETE ・ 






ERL/ERR ・ 









KSSRSSDS 37・168 LIST/LLIST 


素 引 < 


ERROR - 





-169 
150 


147 
*166 
・ 68 
…133 


GOSUB… 
GOTO … 





*162 
・161 





・155 


163 
・ 222 
228 
・220 
215 
217 
… 157 
sss147 
・171 





-.185 INPUTS 
INSTR… 





136 
36 
+173 








KEY(n)ON/OFF/STOP - 
KEY ON/OFF - 


LEFTS 
LEN 
LET 
LINE - 
LINE INPUT 
LINE INPUT キ 





…137 









LOAD - 
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LPRINT/LPRINT USING 223 


賠 


MAXFILES 
MERGE 
MIDS 
MIDS 
MOTOR 














ON ERROR GOTO・ 
ON GOTO/ON GOS 
ON I RVAL GO 
ON KEY GOSUB … 





ON SPRITE GOSUB 


ON STOP GOSUB ・ 
TRIG GOSUB 









PRINT 
PRINT USING ・ 
PRINT# … 
PRINT# USING・ 
PSET 
PUT SPRITE 


READ・ 
REM … 
RENUM ・ 


RESTORE …………… 




















B 


Bt 











SOUND 
SPACES 
SRC*… 
SPRIT] 
SPRITE: 
SQOR … 
STICK 

















ON/OFF 








STRIG ON 
STRS… 
STRING 

















アス キー 形式 …… 
アポ スト ロフ ィ (「) 
が ダー バー こり 
Undefined line number エラ ー 











=( イ コー ル )… 
移動 マク ロ 命 令 
入れ 子 ( ネ ステ ィング 
不 シ サー トモ ー ド … 
引用 符 ( ダ ブル クォーテーション 
Illegal function call エ ラー……… 






エン ベロ ー プ 形状 ・ 
エン ベロ ー プ 周期 ・ 


開始 角度 … 
開始 』 
回 転 マ クロ 命令 
拡張 ステ ー ト メン ト ・ 
カタ カタ - 
型 変換 






















キー クリ ッ ク … 
キー ポー ド バ 













疑問 符 (? ) 

キャ ラク ター・ コ ー ド 表 

キャ リッ ジリ ター ンコ ー ド (CHRS(13) ) ・ 
休 符 


行 


CAPS LOCK キ ー 


回 


高 解像度 グラフ ィ ッ クモ ー 













ジョ イス ティ ッ ク 
ジョ イ バ パッ ド 
書式 制御 文字 
シン グル ク ォ ー 
Syntax error・ 
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数 値 定数 … 
数 値 配列 変数 
数 値 変 数 … 

ステ ー ト メン ト … 
スプ ライ ト (動画 ) 
スプ ライ ト ( パ ター ン ) 














スペ ー ス ペ バー・ 0 
スプ ライ ト 機 能 ・ 





整数 定数 
整数 配列 変数 
制御 変数 … 
セミ コロ ン (:) 








単 精度 定数 … 
単 精度 配列 変数 









同値 (equivalance) 
トリ ガキ ー- 
トレ ー ス モー ド ・ 


プロ グラ ム モ ー 


VHF ア ン テ ナ 記子 





入力 ミス の 修正 … 


ヌル コー ド … 
ヌル スト リン グ 












NEXT without For 


圏 
背景 
倍 精 度 
倍 精 度 配列 変数 

倍 精度 変数 

排他 的 論理 和 (exclusive or) 
バイ ナリ ー 形 式 … 

ハイ フン (一 ) 















ファ イル コン トロ ー ル プロ ・ 
ファ イル 名 … 
フロ ー チ ャ ー 
プロ グラ ム … 



























包含 Gmplication) moe 115 


ポー 128 
マル チカ ラー モー ド eonet 73 
マル チ ス テー トメ ント ore 72・109 





と リー と ネン CCC 168 


女 字 定数 … 
角 字 配列 変数 ・ 
婦 字 変数 ・ 
女 字 列 演 算 ・ 








論理 積 (and) 
論理 和 (or)… 人 
ROM カ ー ト リ アズ HECEHHHHCIESGS 13 
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カシ オ MSX ソ フト ・ ラ イブ ラリ ー 





ご どれ か ら 挑 戦 し よう か 。 よ り ど りみ どり に 遊べ る 。 


大 障害 競馬 熱戦 甲子 園 スキ ー コ マン ド 
『 の 馬 の 走り と 、 レ ー ス の か コン ピュ ー タ で 、 甲 子 園 3D 感 覚 で 迫る シュ ー テ 
マガ 記 議 ひき が 半 能 で きる の 土 を 踏 も う ィング アク ショ ン 


なー の 2 rr 


GpMi0i 6 
ccAsio  \4.800 Pde2 。\4.800 Ge y\4.800 


パチ ンコ -U.F.O. サー カス チャ ー リ ー コナ ミ の テニ ス 
3 種類 の 台 が 楽し め る サー カス の 異 礁 満載 醍 開 味 は サー プ ・ ス マ 
パチ ンコ ゲー ム 。 5 パタ ー ン の 連続 スリ レ 。 ッシュ ・ ポ レー の ラリ ー。 





Me  \4.800 


cpM05 4 800 


GPwri 
ecAsio \4,800 で kowm 











フラ ッ ピ ー イー アル カン フー ヴォ ル ガ ー ド 

新 ピ カ 100 画 面 の ユニ 還 較 較 さえ る 技 で 部 を 人 す リア 壮絶 な 超 メ カシ ュー テ 
ー ク ・ パ ズル アク ショ ン 。 関 ウ ル タ イ ム ・ ア クシ ョ ン 。 ィング ゲー ム 。 
GPM-i07 GPM- GPM-09 

rr \5.800 MY4.800 語 r \5.800 





アイ スワ ー ル ド 
氷 の | わい い 和 白 
クマ "クッ キー 君 め 大 活 


モビ レン ジャ ー 
キャ ラク タ が 個性 的 な シ 
エマ プク シン 23 壮 レキ ンク ゲー ム 。 


王家 の 谷 
キミ を 冒険 王 に する ミス 
テリ ー: ア ド ベ ンチ ャ ー。 





5 と クン ジ の 
wo Yo gR5 Y4.800 











イー グル ファ イタ ー 
迫力 の ジェ ッ ト 音 と 空中 
戦 の 興奮 が リア レル に 追 世界 各地 の 難 コ ー ス 
る 。 本 間 に 拓 替 し よう 


GPI 
ecxso  Y\4.800 4 Y4.800 


カシ オ ワ ー ル ド 
オー プン 





ゲー ムラ ンド 抽 (⑰ コ ン (5 フィ ッ ク タツ フ D 
ご きけ げん だ ね 。 目 分 だ け ノン プロ グラ ム で 、 思 い 通 
の ゲー ム が 創れ る 。 り に 絵 が 描け る 。 





いた スペ シャ ル 版 。 


GPM-501S 
905 y8.900 





ee230  Y7.800 eexso 。 \4.800 













コン ピュ ー タ 人 門 
機械 語 と アセ ンプ リ 言 
ピグ 池 結 科 人 5(CAP-X 津 操 ) に 、 挑 


ーー 障 し よう 。 


ED ecxso 。 \5.800 


BASIC 入 門 BASIC 入 門 II 


画面 と 対話 し な が ら 、 


BASIC が 解る 。 イル 





GAS2  \5.800 EE 間 只 Ao Y5.800 











EE 首 暫 一 5 
@ ゼ ク サ スリ ミ テ ッ ド  GPM-II5 dB-SOFT  \5,800 
@ ロー ド フ ァ イ タ ー GPM-II6 ⑥konami \ 4.800 
一 皿 E 所 
| @ カ ー フ ァ イ タ ー GPM-II6 で CASIO 
| 伊賀 妨 法 四 GPM-I19 CASIO 
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カシ オ 計 算 機 株 式 会 社 営業 本 部 
東京 都 新宿 区 西新 宿 2 一 6 新宿 住友 ビル 
(〒!63) 谷 03-347-4811( 代 表 ) 
シオ 計算 機 サ ービス セン ター 


時 上 馬 章 隊 近 事 守 地 東 送 基 陸 湯 大 言説 計 肝 適所 


0166-23-8580 
0I-231-2343 
0154-24-8575 
0177-22-7466 
0!88-33-6211 
0196-24-2502 
0222-27-1404 
0236-42-8018 
0249-33-5172 
0286-34-0395 
0272-53-3000 
0292-25-6985 
0486-66-8567 
0472-43-1751 
03 一 862-4141 
03 一 583-4Ill 
03 一 376-3221 
0425-23-3531 
045-21I-0821 
0252-87-I155 
0262-28-9360 
0552-37-6371 
0542-81-8085 
0534-64-1658 
0532-53-2515 
052-263-0454 
0582-62-0145 
0592-27-5066 
0764-22-2251 


〒070 
〒0eo 
〒085 
〒030 
〒010 
〒020 
〒980 
〒990 
〒963 
〒320 
〒371 

〒310 
〒330 
〒260 
〒1i0I 

〒1i06 
〒160 
〒i90 
〒231 

〒950 
〒380 
〒400 
〒422 
〒435 


旭 
し 


川 市 七条 通 り 
市 中 
市 


全 本 生 語 誠 前 較 信 導 Y 間 竹村 中環 旬 
人 】 上 】 LeE よ よ 】 
き | き 
EE AE 
上 FE 上 FSS0ML FTF で | か 
。。 還 
FI HL に よし に 
江 _o op な 
る 計 本 


ョ トド 
計 


0762-37-8511 
075-35I-Il6I 
06 一 362-8181 
0734-31-7807 
078-392-4123 
0862-4!-8471 
0849-24-2830 
082-273-7111 
0835-22-6164 
0878-62-5240 〒760 
0899-45-2234 
092-4II-2684 〒812 
0958-61-8084 
096-367-0650 
0992-56-3575 


ョ ぐ E ヨ 


に 
下 殖 義政 剛 電 開 落 還 較 半 ※ 玉 回 光 沼 次 財 間 陣中 還 田 泊 民 江 
硬 導 
ョ コ ョ 
1 
民団 、 
ョ ロロ P 
良和 
ゴ 





歌 
戸 
山 


いあ た.】 


ネ 
倒 
青 
秋 
研 
仙 
山 
福 
宇 
前 
水 
大 
〒 
モ 
港 
新 
立 
横 
新 
長 
甲 
3 
浜 
代 
名 
財 
深 
計 
金 
京 
大 
和 
神 
同 
福 
広 





は で: 上 を: みえ. 





時 必 赴 半 攻 王 
2 さま り コッ 5933 っ る | 


呈 
時 導電 講 導 表 計 
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